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令和８年３月定例会会議録（第１号） 

 

 

令和８年３月４日 水曜日 午前１０時００分開会 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 山 科 春 美 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ４番   鈴  木  啓  太  議員     ５番   坂  本  健 太 郎  議員 

  ６番   田  中     功  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   鈴  木  法  学  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   今  田  浩  徳  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  副 市 長 石 山 健 一 

総 務 課 長 小 関   孝  総 合 政 策 課 長 鈴 木 則 勝 

財 政 課 長 川 又 秀 昭  税 務 課 長 小 関 紀 夫 

防災危機管理課長 柏 倉 敏 彦  市 民 課 長 髙 橋 智 江 

環境エネルギー課長 井 上   徹  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 大 野 智 子 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 土 屋 智 史  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 大 江   周  商 工 観 光 課 長 髙 橋   潤 

都 市 整 備 課 長 髙 橋   学  上 下 水 道 課 長 阿 部 和 也 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 杉 澤 直 彦  教 育 長 津 田   浩 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 伊 藤 リ カ  学 校 教 育 課 長 大 町   淳 

社 会 教 育 課 長 岸     聡  監 査 委 員 須 田 泰 博 
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監 査 委 員 
事 務 局 長 井 上 利 夫  選挙管理委員会 

委 員 長 武 田 清 治 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 長 沼 俊 司  農 業 委 員 会 

会 長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 今 田   新    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  議 会 総 務 主 査 伊 藤 幸 枝 

主 事 小 野 一 樹  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第１号） 

令和８年３月４日 水曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

日程第 ４ 報告第１号令和７年度新庄市一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認について 

日程第 ５ 報告第２号令和７年度新庄市一般会計補正予算（第１０号）の専決処分の承認について 

日程第 ６ 報告第３号損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

 

   （上程、提案説明、採決） 

日程第 ７ 諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第 ８ 議案第１４号新庄市教育委員会教育長の任命について 

 

   （上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第 ９ 議議案第１５号新庄市立新中部保育所（仮称）建築工事請負契約（令和７年議案第２号） 

      の一部変更について 

 

   （一括上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第１０ 議案第１６号新庄市民プラザ大規模改修工事の内空調設備工事請負契約の締結について 

日程第１１ 議案第１７号新庄市民プラザ大規模改修工事の内電気設備工事請負契約の締結について 

 

日程第１２ 令和８年度施政方針の説明 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第１３ 議案第８号令和８年度新庄市一般会計予算 

日程第１４ 議案第９号令和８年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 
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日程第１５ 議案第１０号令和８年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第１６ 議案第１１号令和８年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第１７ 議案第１２号令和８年度新庄市水道事業会計予算 

日程第１８ 議案第１３号令和８年度新庄市下水道事業会計予算 

 

日程第１９ 予算特別委員会の設置 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第２０ 議案第１８号新庄市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第２１ 議案第１９号地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

について 

日程第２２ 議案第２０号金山町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２３ 議案第２１号最上町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２４ 議案第２２号舟形町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２５ 議案第２３号真室川町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２６ 議案第２４号大蔵村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２７ 議案第２５号鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２８ 議案第２６号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２９ 議案第２７号字の区域の変更について 

日程第３０ 議案第２８号新庄市手数料条例の一部を改正する条例について 

日程第３１ 議案第２９号新庄市保育所設置条例の一部を改正する条例について 

日程第３２ 議案第３０号新庄市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 

日程第３３ 議案第３１号新庄市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について 

日程第３４ 議案第３２号新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する条例を廃止する条例につ

いて 

日程第３５ 議案第３３号新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 

日程第３６ 議案第３４号新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 

 

日程第３７ 議案の予算特別委員会、常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第３８ 議案第２号令和７年度新庄市一般会計補正予算（第１１号） 

日程第３９ 議案第３号令和７年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第４０ 議案第４号令和７年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

日程第４１ 議案第５号令和７年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第４２ 議案第６号令和７年度新庄市水道事業会計補正予算（第５号） 

日程第４３ 議案第７号令和７年度新庄市下水道事業会計補正予算（第４号） 
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本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

佐藤卓也議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  これより令和８年３月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第１号）によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より議長において、鈴木法学議員、新田道尋議

員のお二人を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

佐藤卓也議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長山科正仁議員。 

   （山科正仁議会運営委員長登壇） 

山科正仁議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の経過と結果に

ついての御報告といたします。 

  去る２月25日午前10時から議員協議会室にお

いて議会運営委員６名出席の下、執行部から副

市長、関係課長の出席を求め、議会運営委員会

を開催し、本日招集されました令和８年３月定

例会の運営について協議いたしました。 

  初めに、執行部から招集日を含めて提出議案

についての説明を受け、協議を行った結果、会

期につきましては、お手元に配付しております

令和８年３月定例会日程表のとおり、本日から

３月19日までの16日間と決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願いいた

します。 

  このたび提出されます案件は、報告３件、諮

問１件、令和７年度補正予算６件、令和８年度

予算６件、議案21件の計37件であります。 

  案件の取扱いについて、本日報告３件の後、

諮問第１号及び議案第14号は人事案件でありま

すので、提案説明の後、委員会の付託を省略し

て直ちに審議をお願いいたします。 

  また、議案第15号から議案第17号までの議案

３件も提案説明の後、委員会の付託を省略して

直ちに審議をお願いいたします。 

  議案第８号から議案第13号まで令和８年度予

算６件は、本日の本会議において一括上程し、

提案説明の後、全議員で構成する予算特別委員

会を設置し、同委員会に付託をして審査してい

ただきます。 

  議案第19号から議案第34号までの議案17件は、

本日、本会議に一括上程し、提案説明の後、総

括質疑を行い、所管の常任委員会に付託して審

査していただきます。 

  議案第２号から議案第７号までの令和７年度

補正予算６件は、本日の本会議において一括上

程し、提案説明の後、委員会への付託を省略し

て直ちに審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は11名であります。よ

って、１日目４名、２日目４名、３日目３名で

行っていただきます。なお、質問時間は、質問、

答弁を含めて１人50分以内といたします。質問
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者並びに答弁者の御協力を特にお願いいたしま

す。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

  よろしくお願いいたします。 

佐藤卓也議長 今期定例会の会期は、ただいま議

会運営委員長から報告のありましたとおり、本

日から３月19日までの16日間にしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は３月４日から３月19日までの16日間と決

しました。 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 ３月４日 水 

本 会 議 議 場 午前10時 

開会。行政報告。報告（３件）の説

明。人事案件（２件）の上程、提案

説明、採決。議案（１件）の上程、

提案説明、質疑、討論、採決。議案

（２件）の一括上程、提案説明、質

疑、討論、採決。令和８年度施政方

針の説明。予算（６件）の一括上

程、提案説明。予算特別委員会の設

置。議案（１７件）の一括上程、提

案説明、総括質疑。議案の予算特別

委員会、常任委員会付託。補正予算

（６件）の一括上程、提案説明、質

疑、討論、採決。 

予 算 

特別委員会 
議 場 

本 会 議 

終 了 後 
正副委員長の互選 

第２日 ３月５日 木 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 田中 功、渡部正七、坂本健太郎、 

 小嶋冨弥の各議員 

第３日 ３月６日 金 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 辺見孝太、山科春美、鈴木啓太、 

 亀井博人の各議員 

第４日 ３月７日 土 
休      会  

第５日 ３月８日 日 

第６日 ３月９日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 伊藤健一、佐藤悦子、髙橋富美子 

 の各議員 



- 15 - 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第７日 ３月10日 火 常任委員会 

総 務 文 教

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案、請願の審査 

第８日 ３月11日 水 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案、請願の審査 

第９日 ３月12日 木 
予 算 

特別委員会 
議   場 午前1 0時 

令和８年度一般会計、特別会計、水

道事業会計、下水道事業会計予算の

審査 

第10日 ３月13日 金 
予 算 

特別委員会 
議   場 午前1 0時 

令和８年度一般会計、特別会計、水

道事業会計、下水道事業会計予算の

審査 

第11日 ３月14日 土 
休      会  

第12日 ３月15日 日 

第13日 ３月16日 月 
予 算 

特別委員会 
議 場 午前 1 0時 

令和８年度一般会計、特別会計、水

道事業会計、下水道事業会計予算の

審査 

第14日 ３月17日 火 
休      会 本会議準備のため 

第15日 ３月18日 水 

第16日 ３月19日 木 本 会 議 議 場 午前10時 
予算特別委員長報告、採決。常任委

員長報告、質疑、討論、採決。 

 

 

日程第３市長の行政報告 

 

 

佐藤卓也議長 日程第３市長の行政報告をお願い

いたします。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  それでは、私から豪雪対策の状況について御

報告いたします。 

  昨年の12月中旬までは平年並みの降雪量であ

りましたが、１月下旬から平均より気温が低く

経過し、短期間に降雪が続き、積雪が急増した

ことから、市民生活等の安全・安心を確保する

ため、１月30日に新庄市豪雪対策本部を設置い

たしました。 

  また、多数の市民が生命または身体に危害を

受け、または受けるおそれが生じていることか

ら、２月４日に、本市初となる大雪による災害

救助法の適用が県において決定されたところで

あります。 

  このたびの豪雪対策として、市民の皆様に対

しましては、市報、ホームページにおいて除雪

や雪下ろし作業時の注意事項等を降雪期前に周

知するとともに、豪雪対策本部設置後は、除雪

作業中等の事故防止のため、防災行政無線及び

市公式ＬＩＮＥにより注意喚起を強化してまい
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りました。 

  市民生活を維持するための除雪体制につきま

しては、交通に支障を来さないよう市道除雪を

強化するとともに、運搬排雪及び拡幅等の除排

雪作業にも力を入れ、生活道路の細部まできめ

細やかな除雪に努めてまいりました。その結果、

出動回数は33回、約８億円の経費を要しており

ます。 

  また、流雪溝の水の確保につきましては、最

上川から市内へ水を運ぶ用水路の一部において

漏水が確認され、今シーズンの通水が不可能と

なったことから、緊急措置として新田川から取

水するなどの対応をしてまいりました。流雪溝

からの水上がりにつきましては43件の発生があ

りましたが、随時対応してきたところでありま

す。 

  さらに高齢者や障害者への支援といたしまし

て、新庄市建設クラブ及び新生・最上地域シル

バー人材センターの御尽力をいただくとともに、

多くの市民の皆様からボランティアの御協力を

いただき、雪下ろしを141件、玄関前除雪を75

件実施いたしました。 

  空き家の屋根雪等につきましては48件の相談

があり、所有者への連絡や応急措置を12件行う

など、具体的解決に向けて対応を行っておりま

す。 

  人的被害の状況につきましては、雪下ろし作

業中の転落事項など、死亡事項１件を含む７件

の事故が発生しております。また、農業施設等

の物的被害につきましては、パイプハウスの倒

壊５件のほか、果樹の枝折れなどの被害が発生

しております。 

  近年の災害は、いつどこで発生するか予測し

にくい状況にありますが、引き続き除排雪対策

及び水上がり対策について迅速な対応を行い、

市民の安全・安心の確保に努めてまいります。 

  以上、これまでの豪雪対策の状況について報

告といたします。 

 

 

報告２件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第４報告第１号令和７年度新

庄市一般会計補正予算（第９号）の専決処分の

承認についてから日程第５報告第２号令和７年

度新庄市一般会計補正予算（第10号）の専決処

分の承認についてまでの報告２件を、会議規則

第35条の規定により一括議題としたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第１号から報告第２号までの報告２件を一

括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 報告第１号及び報告第２号の令和

７年度一般会計補正予算第９号及び第10号の専

決処分の承認について、一括して御説明申し上

げます。 

  初めに、一般会計補正予算（第９号）につき

ましては、２月８日に投開票が行われた第51回

衆議院議員総選挙の執行に係る費用を早急に予

算化する必要があるため、１月24日付で予算の

専決処分を行ったものであります。 

  補正額につきましては、歳入歳出それぞれ

2,811万4,000円を追加し、補正後の予算総額を

227億481万5,000円とするものであります。 

  また、一般会計補正予算（第10号）につきま

しては、１月中旬からの寒波により降り続いた

豪雪へ早急に対応する必要があるため、１月30

日付で予算の専決処分を行ったものであります。 

  補正額につきましては、歳入歳出それぞれ

5,000万円を追加し、補正後の予算総額を227億

5,481万5,000円とするものであります。 
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  選挙の執行及び豪雪への対応、いずれも緊急

に予算措置を講ずる必要が生じたものでありま

すので、御審議の上、御承認くださいますよう

お願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいまの説明に対し、質疑に入

ります。 

  初めに、報告第１号令和７年度新庄市一般会

計補正予算（第９号）の専決処分の承認につい

て質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第１号は、討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  報告第１号はこれを承認することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第１号はこれを承認することに決しました。 

  次に、報告第２号令和７年度新庄市一般会計

補正予算（第10号）の専決処分の承認について

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第２号は、討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  報告第２号はこれを承認することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第２号はこれを承認することに決しました。 

 

 

日程第６報告第３号損害賠償の額

の決定についての専決処分の報告

について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第６報告第３号損害賠償の額

の決定についての専決処分の報告についてを議

題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 報告第３号損害賠償の額の決定に

ついての専決処分の報告について御説明申し上

げます。 

  本案は、賃貸借契約の終了に伴う違約金につ

いて、地方自治法第180条第１項の規定により

専決処分を行いましたので、同条第２項の規定

により報告するものであります。 

  処分の内容についてでありますが、令和８年

11月末日までの５年間の長期契約により賃借し

ていたマイナンバー関連業務で使用する機器に

つきまして、国の推奨する仕様に適合しなくな

ったことに伴い、新たな機器の導入が必要とな

りました。 
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  機器の調達に当たり費用を比較した結果、新

たな賃貸借契約を締結することが最も有利であ

ったため、現契約を解除することといたしまし

た。これにより、現契約の相手方に対し違約金

の支払いが生ずることとなったものであります。 

  このたび相手方と協議が調いましたので、本

年２月２日に専決処分を行いました。賠償損害

賠償の額は15万3,428万円であります。 

  損害賠償の相手方につきましては、議案書の

記載のとおりであります。 

  以上、損害賠償の額の決定についての専決処

分の報告とさせていただきます。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時１７分 休憩 

     午前１０時１８分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  市長から発言の申出がありますので、これを

許可します。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

山科朝則市長 損害賠償の額について、ちょっと

読み違いございましたので訂正をいたします。

15万3,428円であります。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました報告第

３号については、地方自治法第180条第２項の

規定による議会の委任による専決処分の報告で

ありますので、御了承願います。 

 

 

日程第７諮問第１号人権擁護委員

の推薦につき意見を求めることに

ついて 

 

 

佐藤卓也議長 日程第７諮問第１号人権擁護委員

の推薦につき意見を求めることについてを議題

といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 諮問第１号人権擁護委員の推薦に

つき意見を求めることについて御説明申し上げ

ます。 

  本案は、本市の人権擁護委員のうち１名の方

につきまして、令和８年６月30日をもって任期

が満了するため、山形地方法務局長より候補者

の推薦依頼がありましたので、その推薦に当た

り人権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の意見を求めるものであります。 

  推薦いたしますのは、新たに推薦する方とし

て小野広美さんであります。 

  参考といたしまして経歴を添付しております

が、人権擁護委員として人格、識見から適任な

方であると存じますので、御審議いただき、御

意見を賜りますようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました諮問第

１号は、会議規則第37条第３項の規定により、

委員会の付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第１号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  諮問第１号はこれに同意することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第１号はこれに同意することに決しました。 

 

 

日程第８議案第１４号新庄市教育

委員会教育長の任命について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第８議案第14号新庄市教育委

員会教育長の任命についてを議題といたします。 

  ここで、津田 浩教育長の退席を求めます。 

   （津田 浩教育長退席） 

佐藤卓也議長 提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第14号新庄市教育委員会教育

長の任命について御説明申し上げます。 

  本案は、本市の教育委員会教育長を任命する

ことについて、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第１項の規定により御提案申

し上げるものであります。 

  任命しようとする方は津田 浩氏であります。

任期は令和８年４月１日から令和11年３月31日

までの３年間であります。 

  参考といたしまして経歴を添付しております

が、令和６年から教育長の職に就いておられ、

本市の教育行政を推進していく上で、誠にふさ

わしい方であると存じます。 

  御審議いただき、御同意賜りますようお願い

申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました議案第

14号は、会議規則第37条第３項の規定により、

委員会の付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第14号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第14号はこれに同意することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第14号はこれに同意することに決しました。 

  暫時休憩いたします。 

   （津田 浩教育長復席） 

 

     午前１０時２４分 休憩 

     午前１０時２５分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま任命されました津田 浩教育長に御

挨拶をお願いいたします。 

   （津田 浩教育長登壇） 

津田 浩教育長 ただいまは再任の議案の御可決

をいただきまして、誠にありがとうございます。

身が引き締まる思いでございます。 

  昨今の国際情勢、それから人口減少という今

までになかったこういう時代に、生き抜く力、

これを子供たちにぜひ身につけさせたいなとい

うふうに考えております。そのためにも、自ら

が課題を持って学び、何をすべきかをよく考え

る、そういうふうな子供たちに育てたいなとい

うふうに思っているところでございます。 

  今後とも誠心誠意努力してまいりますので、

よろしく御指導、御鞭撻のほど申し上げまして、

御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 
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日程第９議案第１５号新庄市立新

中部保育所（仮称）建築工事請負

契約（令和７年議案第２号）の一

部変更について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第９議案第15号新庄市立新中

部保育所（仮称）建築工事請負契約（令和７年

議案第２号）の一部変更についてを議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第15号新庄市立新中部保育所

（仮称）建築工事請負契約（令和７年議案第２

号）の一部変更について御説明申し上げます。 

  本案は、令和７年２月13日に議会の議決を得

た新中部保育所建築工事請負契約につきまして、

工事を実施した結果、設計の一部を変更して実

施する必要があるため、議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２

条の規定により御提案申し上げるものでありま

す。 

  変更の内容でありますが、土砂の搬入室や建

具、家具の仕様変更による増額変更、側溝や外

構塗装の仕様変更や消雪シートの減工に伴う減

額変更により、契約額を522万600円へ減額し、

７億5,487万9,400円とするものであります。 

  御審議いただき、御可決賜りますようお願い

申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました議案第

15号は、会議規則第37条第３項の規定により委

員会の付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第15号は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第15号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案２件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第10議案第16号新庄市民プラ

ザ大規模改修工事の内空調設備工事請負契約の

締結についてから日程第11議案第17号新庄市民

プラザ大規模改修工事の内電気設備工事請負契

約の締結についてまでの議案２件を会議規則第

35条の規定により一括議題としたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第16号から議案第17号までの議案２件を一

括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第16号新庄市民プラザ大規模
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改修工事の内空調設備工事請負契約の締結につ

いて及び議案第17号新庄市民プラザ大規模改修

工事の内電気設備工事請負契約の締結について

は、いずれも新庄市民プラザ大規模改修工事に

係る案件でありますので、一括して御説明申し

上げます。 

  本案は、一般競争入札に付した新庄市民プラ

ザ大規模改修工事に係る請負契約を締結するた

め、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を求めるものであります。 

  契約の内容でありますが、工事名は、新庄市

民プラザ大規模改修工事の内空調設備工事及び

新庄市民プラザ大規模改修工事の内電気設備工

事。 

  工期は、いずれの工事も議会の議決を得た日

の翌日から令和９年３月19日までであります。 

  契約金額及び契約の相手方につきましては、

空調設備工事は、４億2,350万円で黒澤建設工

業株式会社新庄営業所、電気設備工事は、１億

7,215万円で有限会社メイコウデンキでありま

す。 

  工事の内容でありますが、主に新庄市民プラ

ザの空調機器につきまして更新を行うもの及び

照明につきましてエネルギー効率のよいＬＥＤ

照明器具への更新を行うものであります。 

  以上、御審議いただき、御可決賜りますよう

お願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました議案第

16号から議案第17号までの議案２件については、

会議規則第37条第３項の規定により委員会の付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  初めに、議案第16号新庄市民プラザ大規模改

修工事の内空調設備工事請負契約の締結につい

て質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第16号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第16号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第17号新庄市民プラザ大規模改修

工事の内電気設備工事請負契約の締結について

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第17号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、
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議案第17号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１２令和８年度施政方針の

説明 

 

 

佐藤卓也議長 日程第12令和８年度施政方針の説

明をお願いいたします。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 令和８年度の市政方針に関し、施

政の基本方針を申し上げ、議員各位並びに市民

の皆様の御理解と御協力を賜りたく存じます。 

  初めに、昨年は、本市の礎を築いた新庄藩の

初代藩主戸沢政盛公が、寛永２年（1625年）に

新庄城を築城してから400年を迎え、さらに、

新庄まつりが270年目となり、これまで受け継

がれてきた本市の歴史・文化・伝統を振り返り、

新たなまちづくりの起点となる重要な年であり

ました。 

  この歴史的節目を経て、次の100年を見据え

た持続可能な地域の実現に向け、人口減少・少

子高齢化の急速な進展、地域経済の縮小、地域

活力の低下といった諸課題に迅速かつ的確に対

応することが急務となっております。 

  本市を取り巻く現下の状況を見ますと、物価

高騰による市民生活への影響が深刻化しており

ます。また、企業活動においては、エネルギー

コストの上昇や人件費の高騰に加え、人手不足

の進行などにより経営環境は一段と厳しさを増

しております。このような状況を踏まえ、幅広

い物価高騰対策を講じ市民生活の安定を図って

まいります。 

  また、近年の温暖化による自然環境の急激な

変化は、記録的猛暑による熱中症や災害救助法

の適用を受けるほどの豪雪など、市民生活に大

きな影響を与えています。昨年度のゼロカーボ

ンシティ宣言を機に、地球環境を守ることと安

全・安心な市民生活や経済活動を維持すること

を両立させ、持続可能な新庄市とするため、こ

のたび策定した地球温暖化対策実行計画を柱と

して、様々な分野の施策を展開してまいります。 

  さらに、昨年は熊の町なかへの出没が急増し

ました。この熊による人的被害等の発生を防ぐ

ため、鳥獣対策の新たな担い手の確保に向けて

支援を強化し、市民生活の安全・安心の確保に

努めてまいります。 

  さて、令和８年度の予算につきましては、第

５次総合計画の中間見直しの年でありましたの

で、その方向性を踏まえて編成したところであ

ります。あわせて、国の地方創生の内容も念頭

に置き、様々な制度を活用しながら人口減少の

スピードを緩やかにし、持続可能な地域社会の

構築のため仕組みづくりを進めてまいります。 

  私は市長に就任して以来、対話と決断、未来

への責任を市政運営の基本理念として掲げ、ま

ちづくりに取り組んでまいりました。 

  この基本理念の下、令和８年度におきまして

も、人口減少をはじめ、直面する諸課題に対応

していく必要があります。市民の皆様の声をお

聞きするとともに、国、県、さらには民間とも

連携を強化し、スピード感を持って、誰もが将

来に希望を持ち、安心して住み続けることので

きる地域社会の実現に向けて全力で取り組んで

まいります。 

  次に、令和８年度の主要事業について、７つ

の重点分野に沿って主な取組の概要を申し上げ

ます。 

  第１に、若者・女性活躍の推進であります。 

  本市における若者の地元離れは深刻な状況で

あり、高校卒業と同時に多くの若者が進学や就

職のため都市部へ流出する一方で、地元回帰の

割合が低く、地域の担い手不足も年々深刻化し

ております。 

  若者や女性の地元定着と活躍の推進は、未来
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に向けた持続可能なまちづくりの根幹をなす重

要な課題でありますので、地域の担い手となる

若者に対する支援と、多様な人材が活躍できる

環境づくりに積極的に取り組んでまいります。 

  若者のチャレンジ支援としては、新たなビジ

ネス創出に挑戦できる環境づくりを進めるため、

起業、創業を志す若者の立ち上げ資金の助成や

経営ノウハウの習得支援、さらには事業拠点の

確保などの事業を通じ、若者の挑戦や情熱を後

押しすることにより、活気あふれる地域社会の

実現を目指してまいります。 

  学生の地元回帰の促進に向けては、東京圏の

大学や大学院で学んだ学生が、卒業後の就職先

として地元企業を選択してもらうため、市内の

企業に採用が決まった場合の転居に要する費用

などの一部を支援し、学生の本市への回帰を促

すことで、若者が活躍する地域社会の構築を図

ってまいります。 

  農業分野におきましては、高齢化が進む中で

後継者不足が深刻化しており、地域農業の将来

に大きな懸念を抱えております。新規就農を希

望する若者はいるものの、初期投資の負担や技

術習得の不安、経営が安定するまでの生活基盤

の確立など、就農に向けた様々なハードルがあ

ります。あわせて、東北農林専門職大学の学生

の卒業後の本市への定着のため、在学時の住環

境の整備や、本市農業への関心を高める取組が

不可欠であります。 

  こうした課題を踏まえ、地域農業を担う人材

の確保や育成を図るため、新規就農者の就農時

における各種支援を強化するとともに、東北農

林専門職大学の学生の定着に向け、大学と連携

の下、民間学生アパートの建設に対する支援や、

本市スマート農業推進への参加の促進、地域の

食材を生かした新商品の開発や新たな販路の開

拓など、農業分野における若者定着と持続可能

な農業の発展を推進してまいります。 

  さらに、将来の地域を担う若者を育成するた

め、小中学校においても、大学の持つ教育資源

を生かし連携を進めてまいります。 

  第２に、地域活力の維持・向上であります。 

  今日のものづくりを中心とする企業活動は、

グローバル経済の中で刻々と変化する世界の潮

流や、産業構造の変化への対応が求められてお

ります。 

  一方で、本市を取り巻く地域経済の現状は、

人口減少に伴う市場の縮小、若者を中心とした

転出者の増加による労働力不足などの複合的な

課題に直面しているほか、経営者の高齢化によ

る事業承継問題などの諸課題が山積しておりま

す。 

  このような状況の中にあっても、地域経済の

活性化と持続可能な発展を目指し、産業振興と

観光振興を両輪として、地域活力の維持・向上

に取り組んでまいります。 

  産業振興の柱としては、このたび、地域の持

続可能な産業集積の方向性を示す新庄市産業振

興ビジョンを策定し、市民や産業経済界への浸

透と理解の促進を図りながら、産業集積による

付加価値の創出や地域内循環、若者・女性の定

着など、本市産業の将来像の実現に向けて、市

場性や参入可能性等に関する分析を行い、産業

振興と雇用創出に向けた取組を進めてまいりま

す。 

  道の駅新庄エコロジーガーデン原蚕の杜につ

きましては、観光の拠点としてさらなる誘客に

取り組むとともに、地域活性化の役割や機能を

発揮し、地域の魅力発信と地域振興の拠点とな

るよう指定管理者と共に取り組んでまいります。 

  また、インターチェンジ付近道の駅構想につ

きましては、昨年10月に検討会を再開し、今後、

基本構想取りまとめに向けて、管内町村及び関

係機関と検討を進め、交通の要衝における重要

な機能と役割を持つ交流拠点の実現を目指して

まいります。 

  観光振興におきましては、広域観光やインバ
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ウンド観光客を呼び込むための魅力的な観光コ

ンテンツの開発が急務となっております。その

対応策として、本市出身の世界的に著名な漫画

家や、本市を舞台とした小説のアニメ化などの

動きを捉え、聖地巡礼ツアーに取り組む好機が

到来しているため、このタイミングを捉え、本

市ゆかりの漫画・アニメなどの知的財産を活用

した体験型・周遊型の観光コンテンツの開発に

取り組むことで、国内外から多くの観光客を誘

致し、地域経済の活性化につなげてまいります。 

  また、中心市街地の再生につきましては、空

き店舗の増加が顕著な商店街の活性化に向け、

これまで駅前通り商店会の皆様と具体的な話合

いを行ってまいりました。令和８年度は本市の

顔である新庄駅前通り商店街をモデル地区とし

て、国の事業を活用して、地域活性化に必要な

ノウハウを持つ民間企業の方を招き、専門的観

点から指導いただきながら地域活性化を制定し、

中心市街地再生に向けて取り組んでまいります。 

  さらに、近年注目されている二地域居住など

の新たなライフスタイルを取り込むことは、関

係人口創出の絶好の機会と捉えております。本

市では、地方公共団体と民間指定法人で構成す

るコンソーシアムを組織し、さらには専門職大

学の協力も得ながら、東京都三鷹市との二地域

居住モニタリング実証モデル事業に取り組んで

おります。令和８年度は、新たに二地域居住コ

ーディネーターを配置し、実証モデル事業を東

京都北区にも拡大し、ふるさと住民登録制度も

活用しながら、さらなる関係人口の拡大に取り

組んでまいります。 

  次に、子ども・子育て支援の充実であります。 

  本市の少子化は想定を大幅に上回る速度で急

激に進行しており、将来の地域社会の維持に深

刻な影響を与える状況となっております。この

ような中、妊娠期から子育て期、就学期にわた

る切れ目のない様々な支援体制を整備し、安心

して子供を産み育てることのできる環境づくり

は、現下のまちづくりの最重要課題の一つであ

りますので、子育て世帯が安心して暮らしてい

くことのできる施策を充実させてまいります。 

  妊娠期からの支援としては、妊婦及び母子保

健に関する支援として、多胎児妊娠の妊婦に対

する健診費用の上乗せ助成を行うとともに、１

か月健診や５歳児健診などを実施し、子供の健

やかな成長と、保護者が安心して子育てに取り

組める環境を整備してまいります。 

  保護者アンケートで特にニーズが高かった子

供の遊び場の整備については、わらすこ広場を

全面リニューアルいたします。従来、乳幼児か

ら小学校低学年までに限定されていた対象者を

小学校高学年まで拡充し、デジタル遊具などを

導入することにより、子供と保護者にとって充

実した遊びの環境を整備してまいります。 

  保育施設の整備については、老朽化が進む中

部保育所の移転改築を進め、令和８年度はいよ

いよ施設が完成し、もみのき保育園として開園

する運びとなりました。園児が安全に過ごせる

保育環境の確保と、市内の保育士などの研修機

能や医療的ケア児の受入れなど、地域における

子育て支援体制の中心的役割を果たす施設とな

るよう、その内容の充実を図ってまいります。 

  要支援家庭や居場所のない児童への対応につ

いては、子供たちの生活に寄り添ったきめ細や

かな支援体制を構築するとともに、子ども食堂

への支援などを通じて、全ての子供たちが健や

かに成長できるよう、地域全体で子供を見守り

育む温かい地域社会の実現を図ってまいります。 

  子育て世帯の負担軽減といたしましては、物

価高騰の影響により経済的負担が増大している

状況を鑑み、特に学校給食については、小学生

は国の基準に上乗せして完全無償化とし、中学

生は市単独での一部補助を拡充することにより、

子育て世帯の経済的な負担を軽減いたします。 

  放課後児童クラブの環境整備については、核

家族化と共働き家庭などの増加に伴いニーズが
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高まっていることから、日新放課後児童クラブ

を日新小学校の校舎内に移転・新設し、児童が

安心して過ごすことのできる環境整備をしてま

いります。 

  学校の統合につきましては、人口減少の進行

により児童生徒数が急激に減少している八向地

区の３校において、適切な教育環境の維持が困

難な状況となっているため、新庄小学校及び新

庄中学校と統合することといたしました。今後

も、保護者や八向地区の皆様と丁寧に話合いを

行いながら統合を円滑に進め、子供たちが質の

高い教育を受けられるよう適切な学習環境の確

保を図ってまいります。 

  次に、健康・福祉・医療の充実であります。 

  健康・福祉・医療の各分野は、市民の皆様が

生涯にわたり健康で安心して暮らしていくため

に重要な施策の柱でありますので、適切で充実

したサービスの提供体制を構築してまいります。 

  まず、健康増進につきましては、市民一人一

人が主体的に健康づくりに取り組む機運を醸成

し、それを支える制度や体制の整備を図るため、

健康づくりの推進に関する条例の制定に向け、

関係機関と協議を進め、健康長寿社会の実現を

目指してまいります。 

  次に、福祉の充実につきましては、障害のあ

る方を支える総合的・専門的な相談支援機関に

よる包括的な支援体制の構築が急務となってお

ります。このため、民間事業者と連携し、本人

とその家族が安心して生活できるよう関係機関

が協力し合い、地域全体で支える基幹相談セン

ターを整備することにより、障害のある人もな

い人も、全ての人が地域で自分らしく生活でき

る地域共生社会の実現を目指してまいります。 

  また、高齢化が進む中、介護を行う家族の負

担をいかに軽減していくかは、高齢化社会の大

きな課題となっております。とりわけ、認知症

による徘回高齢者の見守りは、家族にとって極

めて大きな負担となっておりますので、行方不

明になった際の早期発見・保護の仕組みを整備

し、本人も家族も住み慣れた地域で安心して暮

らし続けることのできるよう取り組んでまいり

ます。 

  さらに、医療の充実につきましては、最上地

域では、県立新庄病院と地域の医療機関が相互

に連携して医療体制を構築しておりますが、県

内では開業医が少ない地域となっております。

このため、本年度の医療に関する市民アンケー

トを踏まえ、眼科や皮膚科、産婦人科、小児科

の本市での開業や医業継承を支援するための補

助制度を創設し、本市の医療体制の充実を図っ

てまいります。 

  第５に、安心して暮らせる生活環境の創生で

あります。 

  近年、本市を取り巻く自然環境は大きく変化

しており、防災・減災対策、環境保全対策など

を総合的に推進し、市民の皆様が安全かつ安心

して暮らせる生活環境を確保してまいります。 

  水害対策については、一昨年の記録的豪雨に

より甚大な被害を経験したことを踏まえ、取組

を強化してまいります。特に東山地区及び末広

町地区における浸水被害は深刻であり、市民生

活に大きな不安を与えました。このため、矢目

田川など升形川流域の河川と雨水幹線の関連性

を詳細に分析し、効果的な内水処理方式を検討

することにより、当該地区における浸水被害の

根本的な解決に向けた対策を講じてまいります。 

  防災体制の強化に向けては、県が主導する避

難所運営システム導入を図るとともに、防災行

政無線の親局の操作卓設備の更新を進めてまい

ります。加えて、令和８年度は、山形県と合同

で総合防災訓練が17年ぶりに本市で開催される

こととなっており、多くの市民の皆様に御参加

いただくことで、市民一人一人の防災意識と地

域全体の防災力向上を図ってまいります。 

  鳥獣被害対策については、近年、有害鳥獣に

よる農作物被害が大きな問題となっております
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が、とりわけ昨年来、熊の出没が大幅に増加し、

市街地への出没が相次ぐなど、市民の安全・安

心な生活を脅かす深刻な状況となっております。

あわせて、対応する猟友会のメンバーの高齢化

や会員不足も課題となっております。このため、

猟友会への支援を拡充し、野生鳥獣による脅威

から市民の暮らしを守るための取組を進めてま

いります。 

  公共交通の整備については、人口減少と車社

会の進展、さらには高齢ドライバーの免許返納

の増加により、本市のような地方都市において

公共交通機関を維持していくことはますます厳

しい状況となっております。しかし、市民の移

動手段の確保は日常生活を送る上で大変重要な

課題であります。より利便性の高い交通システ

ムの構築が求められていることも踏まえ、地域

の特性や市民ニーズに対応した地域公共交通シ

ステムの整備をするための実証運行の実施に取

り組みます。具体的には、まちなか循環線を２

台体制に増強した上で利便性の高い運行ダイヤ

に見直し、その結果の課題整理などを踏まえて

地域公共交通計画を策定し、持続可能で利便性

の高い公共交通網の実現を図ってまいります。 

  次に、ゼロカーボンシティの推進であります。 

  人類共通の課題である温室効果ガス削減は、

私たち一人一人が取り組むべき課題であります。

また、この課題への取組に当たっては、私たち

の生活の質の向上や産業のよりよい成長、ひい

ては地域社会全体のウェルビーイングにつなが

るものでなければなりません。これに対処する

には、市民や事業者の環境意識の醸成はもとよ

り、家族や事業所における省エネ対策の推進や

再生エネルギーの導入など、地域社会のあらゆ

る場面において地域全体で取り組んでいく必要

があります。 

  このため、このたび策定した地球温暖化対策

実行計画に基づき、事業者向けには省エネ診断

などの伴走支援を行うとともに、家庭向けには

やまがた省エネ健康住宅の推進をはじめ、太陽

光発電設備や木質バイオマス暖房機器の導入に

対し助成するほか、省エネセミナー等の開催に

より、事業者や市民一人一人の環境意識が高い、

持続可能な社会の実現を目指してまいります。 

  加えて、市の公共施設においても、本庁舎の

電力を山形県産の自然エネルギーを活用してい

るやまがた新電力に切り替え、エネルギーの地

産地消に貢献するなど、率先して脱炭素化を進

めてまいります。また、施設の老朽化が進行し

ている新庄市民プラザにおいては、空調設備の

改修と照明ＬＥＤ化により、利用される皆様が

明るく過ごしやすい施設環境を提供するととも

に、環境負荷の大幅な軽減を実現してまいりま

す。 

  次に、デジタル技術活用によるＤＸの推進で

あります。 

  デジタル技術が急速に進歩する中、本市にお

いても行政サービスのデジタル化による市民の

利便性向上と行政運営の効率化を図るために、

デジタル技術の活用を推進してまいります。 

  子育て関連施設におけるＩＣＴの活用として

は、これまで進めてきた保育所におけるデジタ

ル化推進に加え、放課後児童クラブにおいても、

保護者との迅速な連絡などの利便性の確保をし

ていくため、ＩＣＴを活用したシステムの導入

を進めてまいります。 

  母子保健分野におけるオンライン相談につい

ては、子供の急な発病時など、夜間や休日など

医療機関の診察時間外でも、医師や助産師など

から専門的相談を受けたいというニーズの高ま

りを受け、スマートフォンなどからアクセスで

きる仕組みを整備しました。今後もデジタル技

術を積極的に活用し、妊産婦や子育て世帯の不

安解消を図り、安心な子育て環境の実現に取り

組んでまいります。 

  観光分野における先進技術の活用については、

このたび整備した道の駅新庄エコロジーガーデ
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ン原蚕の杜において、多様な来訪者を対象とし

た道の駅の案内や、本市の観光に関する問合せ

に24時間対応できるよう、ＡＩアバターを活用

した対話形式による観光案内サイネージを導入

し、観光客のニーズへの対応や受入れの体制の

整備、観光情報の発信力の強化に取り組んでま

いります。 

  行政手続の利便性向上については、市民の負

担軽減を図るため、転入・転出手続などの各種

手続について書かない窓口を開始したほか、コ

ンビニエンスストアでの各種証明書の１通10円

での交付を継続するとともに、市役所に足を運

ばなくても手続が完結できる行政手続のオンラ

イン化をさらに推進してまいります。 

  以上、７つの重点分野に加えて、物価高騰の

長期化により市民の家計が圧迫されている状況

に鑑み、令和８年度も物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金を活用した支援策を実施し、

市民生活の安定と低所得者世帯への支援等に努

めてまいります。 

  また、市民の元気高揚と地域の活力の創出の

ため、大相撲新庄場所を本年８月に開催し、国

技である相撲の醍醐味を市民の皆様に楽しんで

いただくとともに、この機会を活用し、市内外

に新庄市の魅力を発信してまいります。 

  結びに。 

  以上、令和８年度の市政運営の基本的な考え

方と主要事業の概要について申し上げました。 

  人口減少・少子高齢化が急速に進行する今日、

地域社会の未来にとって、これまで私たちが経

験したことのない時代に直面しているといえま

す。本市が今後も持続可能な地域となるために

は、これまでの固定観念にとらわれることなく、

地域の未来を見据え、新たな課題に対しても果

敢に挑戦していく必要があります。 

  令和８年度は、このような覚悟を持って、私

が先頭に立ち、職員と共に一丸となって市政運

営に邁進してまいります。市民の皆様一人一人

が郷土に誇りと愛着を持って住み続け、このま

ちで暮らしてよかったと実感できる新庄市の実

現に向けて、「輝く未来に挑戦するまちづく

り」をスローガンに全力で取り組んでまいりま

すので、なお一層の御理解と御協力を賜ります

ようお願い申し上げ、令和８年度の施政方針と

いたします。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１１時０８分 休憩 

     午前１１時１８分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議案６件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第13議案第８号令和８年度新

庄市一般会計予算から日程第18議案第13号令和

８年度新庄市下水道事業会計予算までの議案６

件を会議規則第35条の規定により一括議題にし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第８号から議案第13号までの議案６件を一

括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第８号から議案第13号までの

新庄市一般会計及び特別会計並びに水道及び下

水道事業会計の令和８年度当初予算について御

説明申し上げます。 

  初めに、予算書３ページを御覧ください。 

  議案第８号令和８年度一般会計予算について

でありますが、先ほど説明いたしました施政方
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針に基づき、重点課題の解決を図るため、また、

市民の暮らしに直結する課題・要望などへ的確

に対応することを念頭に予算編成を行いました。 

  その結果、一般会計の予算総額は214億7,300

万円となり、前年度との比較では15億3,800万

円、率にして7.7％増となり、過去最大の予算

規模となっております。 

  ４ページからの主な歳入につきまして御説明

いたします。 

  １款市税につきましては、市民税及び固定資

産税の増加を見込み、46億7,503万5,000円とし

ております。 

  11款地方交付税につきましては、地方財政計

画で示された普通交付税の増加を見込み、52億

7,200万円としております。 

  また、15款国庫支出金につきましては、福祉

及び子育て関連施策の補助金の増加が見込まれ

る一方で、道の駅整備事業などの投資的事業の

完了に伴う減額を反映し、前年度より約２億

9,400万円少ない29億8,784万5,000円としてお

ります。 

  最後に、22款市債につきましては、９ページ、

第３表でお示ししております事業の地方債とし

て、前年度より約６億8,000万円増の19億2,140

万円と見込んでおります。 

  次に、７ページからの歳出につきまして、目

的別の増減が大きい部分を中心に御説明いたし

ます。 

  ２款総務費につきましては、職員給与費の増

額改定やふるさと納税事業費の増加により、前

年度より約３億4,900万円増加し、33億8,959万

3,000円としております。 

  ３款民生費につきましては、もみのき保育園

建設事業や子ども・子育て支援新制度事業など

の増加により、前年度より約10億円増加し、79

億4,093万1,000円としております。 

  また、10款教育費につきましては、市民プラ

ザ大規模改修工事などによる増加が見込まれる

一方で、小中学生のタブレット端末購入事業や

市民球場投光器ＬＥＤ化改修工事などの完了に

より、前年度より約１億3,000万円減少し、22

億904万1,000円としております。 

  続きまして、145ページからの議案第９号か

ら議案第11号までの３つの特別会計予算並びに

議案第12号水道事業会計予算及び議案第13号下

水道事業会計予算についてでありますが、それ

ぞれの事業に要する事業費、事務費について、

特別会計で78億6,135万6,000円、公営企業会計

で25億1,783万円を措置しております。 

  以上、当初予算の概要について御説明申し上

げました。詳細につきましては、財政課長及び

上下水道課長に説明させますので、御審議いた

だき、御可決賜りますようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

   （川又秀昭財政課長登壇） 

川又秀昭財政課長 それでは、議案第８号令和８

年度一般会計予算について御説明申し上げます。 

  ３ページをお開き願います。 

  一般会計の予算総額は第１表でございますが、

歳入歳出それぞれ214億7,300万円となり、前年

度比15億3,800万円、率にして7.7％の増となっ

ております。 

  第２条及び第３条につきましては、後ほど御

説明いたします。 

  第４条一時借入金につきましては、借入れの

最高額を15億円と定めますとともに、第５条に

おきまして、人件費に関する歳出予算の流用に

ついて定めております。 

  ４ページから８ページまでの第１表歳入歳出

予算につきましては、後ほど御確認をお願いい

たします。 

  ９ページ、第２表債務負担行為の設定につい

てでございます。新たに債務負担行為を設定す

るものとして、農村環境改善センター解体事業

に係る工事監理業務委託につきましては、期間

を令和９年度まで、限度額を397万4,000円とし、
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同じく解体工事につきましては、期間を令和９

年度まで、限度額を１億7,731万1,000円とする

ものでございます。 

  続いて、その下の第３表地方債につきまして

は、令和８年度の市債といたしまして、公金収

納デジタル化事業をはじめとする20件でござい

まして、総額につきましては19億2,140万円、

前年度比６億8,070万円の増となっております。 

  それでは、歳入歳出予算について御説明いた

します。 

  歳入歳出とも各款の予算額と前年度予算額の

比較につきましては、13ページ及び14ページの

事項別明細書のとおりとなっておりますので、

各款全体の予算額についてはこちらのほうを御

確認いただきたいと思います。 

  初めに、15ページからの歳入について御説明

申し上げます。 

  １款市税につきましては、款の総額は46億

7,503万5,000円となり、前年度比9,532万8,000

円の増となっております。主な内訳といたしま

して、１目個人市民税が給与所得の増加により

4,053万2,000円の増、16ページ、２項１目固定

資産税が3,240万8,000円の増などとなっており

ます。 

  続きまして、18ページ中段の２款地方譲与税

から20ページの10款地方特例交付金までにつき

ましては、令和７年度の決算見込み及び令和８

年度の地方財政計画上での伸び率を勘案して計

上しております。 

  20ページになります。 

  下段、11款地方交付税につきましては、地方

財政計画の伸び率や事業費補正などを勘案し、

前年度比２億4,700万円増の52億7,200万円とし

ております。 

  21ページの13款分担金及び負担金につきまし

ては、全体の総額になりますが、前年度比

3,438万2,000円の増、22ページからの14款使用

料及び手数料につきましては、こちらも全体で

1,199万4,000円の減と見込んでおります。 

  続いて、24ページ、15款国庫支出金は、全体

で29億8,784万5,000円となり、前年度比２億

9,424万2,000円の減と見込んでおります。 

  この減少要因といたしましては、道の駅整備

事業における社会資本整備総合交付金や、国の

システム標準化・共通化に対するデジタル基盤

改革支援補助金、そして、小中学生のタブレッ

ト端末購入に対する公立学校情報機器整備費補

助金などが大きく減少した一方で、１項１目に

あります民生費国庫負担金において、子どもの

ための教育・保育給付交付金や、26ページ、２

項６目の土木費国庫補助金において、流雪溝や

防雪柵整備事業に対する社会資本整備総合交付

金などが増加しております。 

  続きまして、27ページからの県支出金につき

ましては、全体で17億1,402万7,000円となり、

前年度比１億3,517万5,000円の増と見込んでお

ります。 

  主な要因といたしましては、27ページ下段の

１項１目民生費県負担金におきまして、子ども

のための教育・保育給付費負担金が3,457万円

ほど増加したほか、30ページ、２項７目教育費

県補助金の小学生の学校給食費無償化のための

給食費負担軽減交付金が新たに増加したことな

どにより、全体で増加しております。 

  続いて、32ページ、18款寄附金になります。

これにつきましては、これまでの寄附実績を勘

案して、ふるさと納税寄附金を15億円としたほ

か、企業版ふるさと納税分として220万円を計

上しております。 

  その下の19款繰入金につきましては、全体で

11億3,050万3,000円で、前年度比１億1,144万

5,000円の増としておりますが、保育所建設事

業、その他の大規模建設事業や臨時的なソフト

事業の財源といたしまして、財政調整基金から

５億円、まちづくり応援基金から５億円、市有

施設整備基金から１億円などの繰入金を計上し
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ております。 

  歳入の最後に、35ページ、22款市債につきま

しては19億2,140万円で、前年度比６億8,070万

円の増となっております。 

  主なものといたしまして、もみのき保育園建

設工事に伴う保育所建設事業債や、わらすこ広

場改修事業に伴う子ども・子育て支援施設整備

事業債、市民プラザ大規模改修に伴う社会教育

施設改修事業債などを見込んでおります。 

  以上、歳入について御説明申し上げましたが、

市税、地方交付税などの一般財源の総額は125

億1,741万9,000円となり、前年度より５億

2,116万8,000円の増となっております。 

  続きまして、36ページからの歳出について御

説明いたします。 

  初めに、１款議会費は１億7,487万3,000円で、

前年度比913万4,000円の減となっております。 

  37ページからの２款総務費になります。２款

全体の総額で33億8,959万3,000円となり、前年

度比３億4,991万3,000円の増となっております。 

  １項１目の一般管理費には、令和７年度退職

者と令和８年度新規採用者との差額分や会計官

の異動に伴う職員給与費をここで措置しており

ますが、１目全体で１億167万8,000円の増とな

っております。 

  なお、一般会計全体における人件費は、前年

度比6,795万4,000円の増となっておりまして、

また、特別職及び一般職の給与費につきまして

は、124ページ以降の給与費明細書に記載して

おりますので、後ほど御確認いただきたいと思

います。 

  続いて、１項７目の企画費について、43ペー

ジに飛びますが、ふるさと納税事業費につきま

しては、15億円の寄附金を見込んだことから、

これに対応する必要な事業費及び事務費を計上

しております。 

  また、44ページ中段になります。大相撲地方

巡業開催事業費につきましては、８月に大相撲

新庄場所を開催するための委託料及び実行委員

会負担金を計上しております。 

  47ページに飛びまして、12目地域公共交通対

策費につきましては、次の48ページの上段のほ

うになりますが、市営バスまちなか循環線を２

台体制として実証運行するための地域公共交通

実証運行負担金を計上するとともに、新たな地

域公共交通計画を策定することとしております。 

  53ページの４項３目県議会議員選挙費につき

ましては、令和９年度執行予定の山形県議会議

員選挙の準備に要する費用を計上しております。 

  55ページからの３款民生費につきましては、

総額79億4,093万1,000円で、前年度比１億３万

7,000円の増となっております。 

  まず、１項１目社会福祉総務費が前年度比で

１億600万円ほど増加しておりますが、灯油購

入費等助成金を当初予算で措置したことに加え、

国民健康保険事業特別会計繰出金が増加したこ

となどにより増となっております。 

  58ページの４目障がい者自立支援費には、介

護給付費・訓練等給付費として10億8,667万

8,000円を計上しております。 

  また、同じく58ページ下段のほうの地域生活

支援事業費において、次の59ページのほうにな

りますけれども、地域で暮らす障害者やその家

族を総合的にサポートするため、新たに基幹相

談支援センター業務委託料231万円を計上して

おります。 

  60ページの６目介護保険費には、介護保険事

業特別会計の繰出金５億9,486万4,000円、７目

後期高齢者医療事業費には、後期高齢者医療事

業特別会計の繰出金１億8,994万6,000円を計上

しております。 

  続きまして、２項児童福祉費についてでござ

いますが、62ページになります。わらすこ広場

管理運営事業費において、わらすこ広場改修業

務委託料として１億9,497万5,000円を新たに計

上しております。 
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  また、その下、公立保育所施設整備事業費に

は、令和８年７月の開園を目指しもみのき保育

園の建設工事に要する費用を計上するとともに、

現在の中部保育所の解体に要する経費を計上し

ております。 

  さらに、63ページの下段のほうになりますが、

公立学校保育施設整備事業費において、日新放

課後児童クラブ移転改築に要する経費を計上し

ております。 

  次に、64ページ、２目児童母子措置費につき

ましては、中段のこども家庭センター事業費に

おいて、養育に不安や困難を抱える家庭や居場

所のない児童への支援として、子育て世帯訪問

支援事業委託料81万1,000円及び児童育成支援

拠点事業業務委託料657万4,000円を新たに計上

しております。 

  66ページの下段のほうに２項児童福祉費全体

の合計がございますが、前年度と比較いたしま

して７億7,705万7,000円の増となっており、児

童福祉費全般にわたり、保育料負担軽減の拡充

を含め、子育て支援の様々な施策展開に資する

予算を編成しております。 

  次に、68ページからの４款衛生費につきまし

ては、総額14億817万1,000円となり、前年度比

１億8,204万5,000円の増となっております。 

  １目保健衛生総務費では、地域医療確保対策

事業費におきまして、地域の医療体制確保を図

るため、開業医等を対象とした診療所開設支援

補助金2,000万円を新たに計上しております。 

  また、その下の母子保健事業費におきまして

は、妊産婦健診や乳幼児健診の内容を拡充して

予算化しております。 

  また、70ページ、２目予防費の予防接種事業

費におきましては、ＲＳウイルス予防接種業務

委託料を新たに計上しております。 

  72ページになります。 

  ５目環境衛生費では、環境衛生事業費におき

まして、猫の不妊去勢手術支援事業費補助金を

新たに計上しております。 

  また、下段の地球温暖化防止対策事業費にお

きましては、ゼロカーボンシティの推進に向け

た各種補助金等を拡充しております。 

  75ページの５款労働費につきましては、

3,014万6,000円となり、前年度とほぼ同額とな

っております。 

  続きまして、６款農林水産業費につきまして

は、総額11億1,984万9,000円となり、前年度比

で２億447万5,000円の増となっております。 

  77ページからの１項３目農業振興費になりま

すが、前年度比で2,800万円ほどの増となって

おりますが、この要因といたしましては、77ペ

ージ下段の担い手総合支援対策事業費において、

新規就農者への支援事業を拡充したほか、78ペ

ージ下段の鳥獣対策事業費において、特に熊対

策の強化のため、猟友会活動等への支援を拡充

したことなどによるものとなっております。 

  79ページの上段になりますが、鳥獣被害防止

対策推進事業費として、新たに地域おこし協力

隊を募集することとしております。 

  同じく79ページ下段の５目農地費は、前年度

比5,500万円ほどの増となっておりますが、こ

れにつきましては、県営土地改良事業費が大幅

に増加したことなどが要因となっております。 

  次に、82ページになります。 

  ８目農村環境改善センター費につきましては、

解体工事に係る費用として１億3,171万3,000円

を計上しておりますが、債務負担行為を設定い

たしまして、令和９年度にかけて実施する予定

としております。 

  84ページからの７款商工費につきましては、

総額８億2,379万4,000円となり、前年度比１億

8,162万7,000円の増となっております。 

  まず、１項２目の商工振興費では、84ページ

下段の工業振興対策事業費におきまして、農業

振興ビジョンに基づく産業集積推進に向けた基

礎調査業務委託料568万円を計上しております。 
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  また、85ページの商業振興対策費におきまし

ては、起業や創業を後押しするためのチャレン

ジショップ事業に要する経費や、若者創業応援

補助金を計上したほか、駅前通り商店街をモデ

ルケースとした中心市街地の活性化に向けた事

業に要する経費を新たに計上しております。 

  次に、86ページの３目観光費になります。 

  前年度比で１億1,800万円ほどの増となって

おります。 

  観光振興対策事業費、86ページの下段のほう

になりますが、漫画・アニメを活用した地域活

性化事業や道の駅新庄エコロジーガーデン原蚕

の杜の休憩・情報発信施設における人工知能を

活用いたしましたＡＩアバターによる案内シス

テムの導入に要する経費を計上しております。 

  また、89ページに飛びまして、89ページの上

段のほうになりますが、エコロジーガーデン推

進事業費におきまして、道の駅の運営に当たり、

民間活力の導入を図るための指定管理委託料を

新たに計上しております。 

  90ページからの８款土木費につきましては、

総額で20億1,733万5,000円となり、前年度比

9,799万9,000円の減となっております。 

  94ページまで飛びますが、４項１目の都市計

画総務費になります。 

  前年度比で２億5,000万円ほどの大幅な減と

なっておりますが、これにつきましては、まず、

増加要因として、94ページ下段の東北農林専門

職大学・学生寮促進事業費において、民間アパ

ート等の建設支援事業費補助金9,000万円を新

たに計上した一方で、道の駅整備事業の完了に

よりまして、全体として大幅な減となっている

ものでございます。 

  次に、95ページ、４項３目公園費につきまし

ては、もみのき保育園前の広場及び駐車場整備

に要する工事費を計上しております。 

  96ページ、５項１目住宅管理費につきまして

は、次の97ページになりますが、空き家対策事

業費の中で、総合的な空き家対策として、空き

家バンクの運用に要する経費や、引き続き実施

いたします空き家等除却支援事業費補助金を計

上しております。 

  下段の６項１目除排雪費につきましては、次

の98ページのほうになりますが、道路に係る除

排雪業務委託料と除排雪車借上料、合わせてお

よそ３億2,000万円を計上しております。 

  また、２目の雪総合対策費におきましては、

99ページの中段のほうになりますが、桧町地区

流雪溝整備事業に引き続き取り組むとともに、

柏木原仁田山線防雪柵整備事業費として5,000

万円を新たに計上いたしまして、雪に強い安全

で快適なまちづくりをさらに推進していくこと

としております。 

  99ページからの９款消防費になります。 

  消防費は総額８億9,195万5,000円となりまし

て、前年度比972万8,000円の増となっておりま

す。 

  ２目非常備消防費の100ページのほうの中段

のほうになりますが、消防団ドローン部隊発足

事業委託料500万円を新たに計上しております。 

  また、101ページ、５目災害対策費につきま

しては、前年度比6,300万円ほどの増となって

おりますが、防災訓練事業費におきまして、山

形県と合同で実施する総合防災訓練に要する経

費を計上したほか、防災対策推進事業費におい

ては、引き続き地域防災マネージャーの配置に

要する経費や、防災行政無線の設備更新に要す

る経費などを計上したことなどにより増加して

いるところでございます。 

  103ページからの10款教育費になります。 

  教育費につきましては、総額22億904万1,000

円となり、前年度比１億3,074万2,000円の減と

なっております。 

  初めに、１項２目事務局費につきましては、

104ページ中段の通学手段確保対策事業費にお

きまして、スクールバス購入のための自動車購
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入費を増額計上しております。 

  106ページから112ページまでの２項小学校費

から４項義務教育学校費まで通じまして、それ

ぞれ２目の教育振興費が、それぞれ大幅に減少

しておりますが、これにつきましては、ＩＣＴ

教育振興事業費において、タブレット端末及び

大型モニター購入事業が完了したことにより大

幅な減となっているものでございます。 

  また、３目学校保健費、小中義務教育学校費、

それぞれの給食管理事業費におきましては、小

学生については、給食費完全無償化を実現する

ための費用、中学生については、市単独による

給食への補助拡充による費用を計上しておりま

す。 

  続きまして、112ページからの５目社会教育

費についてでございます。 

  114ページ、２目市民プラザ費につきまして

は、大規模改修工事の実施に伴い、前年度比４

億3,224万円の増となっております。 

  このほか、それぞれの各施設費におきまして、

必要な修繕料や指定管理委託料などの費用を計

上しております。 

  また、120ページに飛びますが、体育施設費

につきましては、こちらの修繕料の中に、陸上

競技場の４種公認更新のための費用を盛り込ん

だ修繕料となっているほか、旧北辰小学校跡地

を活用した広場整備に要する費用を計上してお

ります。 

  121ページ、11款災害復旧費につきましては、

一昨年の豪雨による災害復旧について一部予算

計上しておりますが、災害復旧事業費について

はおおむね完了したことから、前年度比で大幅

に減少しているものでございます。 

  最後に、122ページ、12款公債費は、14億

3,179万6,000円となり、前年度比1,488万4,000

円の減となっております。 

  以上で、一般会計の説明を終わりまして、特

別会計に入らせていただきます。 

  145ページをお開きいただきたいと思います。 

  議案第９号国民健康保険事業特別会計予算案

でございますが、歳入歳出予算額は30億7,585

万4,000円で、前年度比1,203万5,000円の減と

なっております。 

  第２条一時借入金の限度額は１億円と定め、

歳出予算の流用は、第３条の規定のとおり、保

険給付費に限定するものでございます。 

  152ページからの歳入を御覧ください。 

  １款国民健康保険税は５億4,430万1,000円を

計上し、前年度比1,689万3,000円の増となって

おります。 

  次に、３款県支出金の保険給付費等交付金に

つきましては22億832万8,000円で、対前年度比

7,796万3,000円の減となっております。 

  153ページ、５款繰入金につきましては、一

般会計繰入金が２億2,521万8,000円で、前年度

比7,776万9,000円の増となっております。 

  歳出につきましては、157ページからの２款

保険給付費でございますが、２款の合計全体と

して21億7,085万2,000円となり、前年度比

8,078万2,000円の減となっております。 

  また、158ページ下段からの３款国民健康保

険事業納付金につきましては、県への納付金と

いたしまして、合計で８億656万8,000円を計上

しておりますが、前年度比5,583万2,000円の増

となっております。 

  続きまして、167ページ、議案第10号介護保

険事業特別会計予算案でございますが、歳入歳

出予算額は41億2,825万9,000円で、前年度比２

億9,498万8,000円の増となっております。 

  第２条の歳出予算の流用につきましては、国

保会計と同様に保険給付費内に限定するもので

ございます。 

  174ページからの歳入についてでありますが、

１款保険料は８億1,110万4,000円で、前年度比

2,499万円の増となっております。 

  ４款国庫支出金につきましては、１項、２項
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合わせまして９億9,114万7,000円で、前年度比

6,263万7,000円の増、また、175ページ、５款

支払基金交付金も7,377万円の増となっており

ます。 

  次に、歳出につきましては、180ページから

の２款保険給付費におきまして、各サービス等

給付費の合計が38億7,004万円となり、前年度

比２億7,475万3,000円の増となっております。 

  最後に、195ページ、議案第11号後期高齢者

医療事業特別会計予算案でございますが、歳入

歳出予算額は６億5,724万3,000円で、前年度比

１億79万1,000円の増となっております。 

  歳入につきましては、202ページ、１款保険

料が４億6,007万2,000円で、前年度比7,278万

円の増となっております。 

  歳出につきましては、205ページ、３款後期

高齢者医療広域連合納付金でございますが、６

億2,709万円で、前年度比9,134万2,000円の増

となっております。 

  以上で、令和８年度の一般会計及び特別会計

予算案の説明を終わります。 

  御審議いただき、御可決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 阿部上下水道課長。 

   （阿部和也上下水道課長登壇） 

阿部和也上下水道課長 私からは、議案第12号令

和８年度新庄市水道事業会計予算及び議案第13

号令和８年度新庄市下水道事業会計予算につき

まして、別冊の令和８年度新庄市上下水道事業

予算書により御説明申し上げます。 

  上下水道事業につきましては、人口減少に伴

うサービス需要の減少、老朽施設の更新需要の

増加に加え、物価高騰が続き、厳しい経営環境

となっておりますが、重要なライフラインであ

ります水道・下水道サービスの提供を将来にわ

たり安定的に継続していくための予算編成とい

たしました。 

  予算書の１ページを御覧ください。 

  議案第12号令和８年度新庄市水道事業会計予

算でございます。 

  水道事業会計につきましては、将来にわたり

安全・安心な水道水を供給していくための予算

編成といたしました。 

  第２条業務の予定量につきましては、給水件

数は１万4,396件、年間の総給水量は360万

1,700立方メートル、１日平均給水量は9,868立

方メートル。主要な事業として、建設改良事業

費は２億6,933万2,000円といたします。 

  第３条収益的収入及び支出の予定額でござい

ます。 

  水道事業収益は10億2,737万8,000円、水道事

業費用は９億9,464万7,000円を予定しておりま

す。 

  ２ページを御覧ください。 

  第４条資本的収入及び支出の予定額でござい

ます。 

  資本的収入は9,037万1,000円、資本的支出は

３億4,273万4,000円を予定しております。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額２億5,236万3,000円は、過年度損益勘

定留保資金等で補塡してまいります。 

  第５条債務負担行為につきましては、水道施

設テレメーター装置光回線化工事について、工

事の期間を令和９年度まで、事業費の限度額を

5,580万円と定め行うものであります。 

  第６条予定支出の各項の経費の金額の流用に

つきましては、営業費用と営業外費用との間と

します。 

  第７条議会の議決を経なければ流用すること

のできない経費につきましては、職員給与費を

5,767万2,000円、交際費を１万円とします。 

  第８条他会計からの補助金につきましては、

一般会計から補助を受ける金額を8,074万5,000

円とします。 

  第９条たな卸資産限度額は750万6,000円とし

ます。 
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  ３ページからは、予算実施計画、令和８年度

予定キャッシュ・フロー計算書など予算に関す

る説明を記載しておりますので、後ほど御覧い

ただきたいと思います。 

  以上、議案第12号令和８年度新庄市水道事業

会計予算について御説明申し上げました。 

  続きまして、予算書の22ページを御覧くださ

い。 

  議案第13号令和８年度新庄市下水道事業会計

予算でございます。 

  下水道事業会計につきましては、将来にわた

り安定的に下水道サービスの提供を継続してい

くため、人口減少を見据えた全体計画区域の見

直し、老朽化した施設の最適化を図り効率的な

施設管理を行えるよう、また、大雨による浸水

被害への対策を講じた予算編成といたしました。 

  第２条業務の予定量でありますが、公共下水

道事業につきましては、接続件数は8,159件、

年間総排水量は239万8,380立方メートル、１日

平均排水量は6,571立方メートル、主要な事業

として、建設改良事業費は１億8,469万6,000円

といたします。 

  農業集落排水事業につきましては、接続件数

は492件、年間総排水量は22万4,261立方メート

ル、１日平均排水量は614立方メートル、主要

な事業として、建設改良事業費は2,750万円と

いたします。 

  第３条収益的収入及び支出の予定額でござい

ます。 

  公共下水道事業の下水道事業収益は９億280

万9,000円、農業集落排水事業の下水道事業収

益は8,647万3,000円を予定しております。 

  23ページを御覧ください。 

  公共下水道事業の下水道事業費用は９億123

万7,000円、農業集落排水事業の下水道事業費

用は8,572万2,000円を予定しております。 

  第４条資本的収入及び支出の予定額でござい

ます。 

  公共下水道事業の資本的収入は３億6,813万

4,000円、農業集落排水事業の資本的収入は

4,266万5,000円を予定しております。 

  24ページを御覧ください。 

  公共下水道事業の資本的支出は６億2,403万

3,000円、農業集落排水事業の資本的支出は

5,818万9,000円を予定しております。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額２億7,142万3,000円は、当年度損益勘

定留保資金等で補塡してまいります。 

  第５条債務負担行為につきましては、水洗便

所改造等の資金利子補給について、期間及び限

度額を記載しております。 

  第６条公共下水道事業の企業債について記載

しており、第７条一時借入金の限度額は５億円

とします。 

  第８条予定支出の各項経費の金額の流用につ

きましては、営業費用と営業外費用との間とし

ます。 

  25ページを御覧ください。 

  第９条議会の議決を経なければ流用すること

のできない経費につきましては、職員給与費を

5,730万8,000円とします。 

  第10条他会計からの補助金につきましては、

一般会計から補助を受ける金額は３億157万

8,000円とします。 

  26ページからは、予算実施計画、令和８年度

予定キャッシュ・フロー計算書など、予算に関

する説明を記載しておりますので、後ほど御覧

いただきたいと思います。 

  以上、議案第13号令和８年度新庄市下水道事

業会計予算について御説明申し上げました。御

審議の上、御可決くださいますようよろしくお

願いいたします。 

佐藤卓也議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午後０時０２分 休憩 
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     午後１時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第１９予算特別委員会の設置 

 

 

佐藤卓也議長 日程第19予算特別委員会の設置を

議題といたします。 

  議案第８号から議案第13号までの令和８年度

の各予算を審査するため、委員会条例第６条第

１項の規定により予算特別委員会を設置したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

予算特別委員会を設置することに決しました。 

 

 

予算特別委員会委員の選任 

 

 

佐藤卓也議長 これより、ただいま設置されまし

た予算特別委員会委員の選任を行います。 

  予算特別委員会委員の選任は、委員会条例第

８条第１項の規定により、議長において全議員

を指名したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

全議員を予算特別委員会の委員に選任すること

に決しました。 

  なお、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本日の本会議終了後、この議場において予

算特別委員会を開催し、委員長の互選を行って

いただきますので、御参集いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

議案１７件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第20議案第18号新庄市一般職

の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例についてから日程第36議案第34号新庄市水道

給水条例の一部を改正する条例についてまでの

議案17件を、会議規則第35条の規定により一括

議題としたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第18号から議案第34号までの議案17件を一

括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第18号新庄市一般職の職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例につい

て御説明申し上げます。 

  本案は、山形県人事委員会勧告等を勘案し、

本市の一般職の職員の給与につきまして必要な

改正を行うものであります。 

  主な改正の内容といたしましては、一般職の

職員の通勤手当につきまして、通勤のため自動

車等を使用する職員に対する手当の１か月当た

りの上限額を引き上げるものであります。 

  また、通勤のために駐車場等を利用し、その

料金を負担する職員に対し、１か月当たりの駐

車場等の料金に相当する額を手当として支給す

ることとするものであります。 

  施行日は令和８年４月１日といたします。 

  次に、議案第19号地方自治法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例について御説明申し上げます。 

  本案は、地方自治法の一部を改正する法律の

施行に伴い、新庄市監査委員条例及び新庄市水
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道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の

２条例につきまして必要な改正を行うものであ

ります。 

  改正の内容といたしましては、地方自治法に

新たな条項が追加されることに伴い、職員が市

に損害を与えた場合の監査の請求等に関する規

定が生ずる条項ずれを解消するため、必要な規

定の整備を行うものであります。 

  施行日は、地方自治法に新たな条項を追加す

る規定の施行日に合わせ、令和８年９月24日と

いたします。 

  次に、議案第20号から議案第26号まで、新庄

最上定住自立圏の形成に関する協定の変更に関

する議案でありますので、一括して御説明申し

上げます。 

  市町村の連携協力により、圏域における人口

定住のために必要な生活機能の確保や、人口定

住の促進を図ることなどを目的とした広域行政

の制度となる定住自立圏構想については、本圏

域においては平成27年から取組を始め、今年度

で10年目となります。これまで管内の町村と定

住自立圏形成協定を締結し、具体的な取組につ

いて定住自立圏共生ビジョンを策定し、連携事

業に取り組んでまいりました。 

  今年度は、令和３年に策定した第２次共生ビ

ジョンの最終年度となることから、圏域８市町

村において、次期共生ビジョンの策定に向けた

協議を進めてきたところであります。 

  基本的にはこれまでの連携を継続するもので

ありますが、新たな取組や見直しが必要となる

連携項目があり、協定の変更が必要となりまし

たので、新庄市定住自立圏形成協定の議会の議

決に関する条例の規定に基づき、議会の議決を

求めるものであります。 

  変更する連携項目としましては、認可外保育

施設への支援などについて協定から削除するほ

か、子供の遊び場の確保などについて取組内容

を変更するとともに、新たに地域農業の担い手

確保、農産品の魅力発信、地域公共交通ネット

ワークの構築及び自治体ＤＸの推進に取り組む

ものであります。 

  中心市となる本市と管内７町村は、一対一の

関係で協定を締結しておりますので、それぞれ

の協定の一部を変更することについて提案する

ものであります。 

  次に、議案第27号字の区域の変更について御

説明申し上げます。 

  本案は、現在地番が設定されていない国有林

野の一部について、本市の既存の字の区域内に

編入し、当該区域を変更するため、地方自治法

第260条第１項の規定により議会の議決を求め

るものであります。 

  この国有林野につきましては、売却に当たり

本市の字の区域に含まれていることが必要であ

るとして、当該国有林野を所管する山形森林管

理署最上支署長から字の区域の変更に関する依

頼を受けたところであります。 

  変更しようとする字の区域は、新庄市大字本

合海字トコロ沢の区域であり、変更箇所につき

ましては別紙の位置図のとおりといたします。 

  次に、議案第28号新庄市手数料条例の一部を

改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、現在、各種証明書をコンビニエンス

ストア等に設置する多機能端末機で取得する場

合の手数料を令和７年４月１日から特例的に10

円に引き下げておりますが、この特例措置の期

限を延長するため必要な改正を行うものであり

ます。 

  改正の内容といたしましては、住民票の写し

等のいわゆるコンビニ交付に係る手数料を10円

に引き下げる特例措置の期間を令和９年３月31

日まで１年間延長するものであります。 

  各種証明書のコンビニ交付につきましては、

市広報紙での周知や窓口での宣伝効果もあり、

利用率は前年度の同時期に比べ大幅に上昇して

おります。この特例措置の継続により、さらな
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る住民の利便性の向上を図りながら、引き続き

窓口業務等でのデジタル化の推進に取り組んで

まいりたいと考えております。 

  施行日は令和８年４月１日といたします。 

  次に、議案第29号新庄市保育所設置条例の一

部を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、中部保育所の移転改築に伴い、施設

の名称及び位置を変更するため必要な改正を行

うものであります。 

  改正の内容といたしましては、名称をもみの

き保育園、位置を新庄市堀端町に改めるほか、

各保育所の保育定員について、柔軟な対応を可

能とするため、規定を整備するものであります。 

  施行日は具体的な移転日が決まり次第、規則

で定めることといたします。 

  次に、議案第30号新庄市乳児等通園支援事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、国の乳児等通園支援事業の設備及び

運営に関する基準が改正されることに伴い、本

市の条例においても同様の改正を行うものであ

ります。 

  改正の内容といたしましては、国の基準の改

正に合わせ文言整備を行うものであります。 

  施行日は令和８年４月１日といたします。 

  次に、議案第31号新庄市特定乳児等通園支援

事業の運営に関する基準を定める条例について

御説明申し上げます。 

  本案は、子ども・子育て支援法の一部を改正

する法律の施行に伴い、特定乳児等通園支援事

業の運営に関する基準を定めるものであります。 

  本年４月から、乳児等のための支援給付とし

て実施している乳児等通園支援事業において、

事業者の給付を受けるために満たすべき運営の

基準を国の基準に準拠した内容に定めるもので

あります。 

  施行日は令和８年４月１日といたします。 

  次に、議案第32号新庄市農村環境改善センタ

ー設置及び管理に関する条例を廃止する条例に

ついて御説明申し上げます。 

  新庄市農村環境改善センターは、活力ある農

村地域づくりに資することを目的とし、昭和61

年７月から供用を開始した施設でありますが、

建設から39年が経過し、施設の老朽化が著しく、

維持管理にかかるコストが増大しております。 

  また、本施設につきましては、多目的ホール

の供用を令和６年４月１日に廃止いたしました

が、これ以降、農事研修室等につきましても利

用実績がない状況であります。 

  加えて、本施設の機能につきましては、近接

する山屋セミナーハウスを効果的に活用するこ

とで代替可能であることなどを踏まえ、施設を

廃止する方向性をお示しし、昨年10月の市議会

臨時会におきましては、施設の解体に関する設

計業務に要する費用を盛り込んだ補正予算につ

きまして御可決いただいたところであります。 

  施行日は令和８年４月１日といたします。 

  次に、議案第33号新庄市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例について御説明申し上げ

ます。 

  本案は、道路法施行令が令和７年10月に改正

され、占用物件が新たに追加されたことに伴い

必要な改正を行うものであります。 

  新たに追加された占用物件は、道路の附属物

である自動車駐車場または特定車両停留施設に

設ける自動車に燃料として水素を供給するため

の施設であります。 

  施行日は公布の日といたします。 

  次に、議案第34号新庄市水道給水条例の一部

を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、食料品、エネルギー等の価格高騰を

踏まえ、水道利用者の負担の軽減を図るため、

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

を活用し、令和８年７月から10月分の水道料の

基本料金を無料とするため、必要な改正を行う

ものであります。 
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  この特例措置につきましては、昨年11月と12

月の２か月において実施したところであります

が、これを４か月に拡大し実施するものであり

ます。 

  施行日は公布の日といたします。 

  以上、御審議いただき、御可決賜りますよう

お願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 これより、ただいま説明のありま

した議案17件について総括質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、総

括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第３７議案の予算特別委員会、

常任委員会付託 

 

 

佐藤卓也議長 日程第37議案の予算特別委員会、

常任委員会付託を行います。 

  議案の委員会付託は、お手元に配付しており

ます令和８年３月定例会付託案件表により、そ

れぞれ所管の委員会に付託いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 定 例 会 付 託 案 件 表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

予 算 特 別 委 員 会 

議案（６件） 

〇議案第８号令和８年度新庄市一般会計予算 

〇議案第９号令和８年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

〇議案第１０号令和８年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

〇議案第１１号令和８年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

〇議案第１２号令和８年度新庄市水道事業会計予算 

〇議案第１３号令和８年度新庄市下水道事業会計予算 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（１０件） 

〇議案第１８号新庄市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について 

〇議案第１９号地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例について 

〇議案第２０号金山町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第２１号最上町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第２２号舟形町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第２３号真室川町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協

定の変更について 

〇議案第２４号大蔵村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 
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付 託 委 員 会 名 件                名 

〇議案第２５号鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第２６号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第２７号字の区域の変更について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（７件） 

 

〇議案第２８号新庄市手数料条例の一部を改正する条例について 

〇議案第２９号新庄市保育所設置条例の一部を改正する条例につい

て 

〇議案第３０号新庄市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 

〇議案第３１号新庄市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準

を定める条例について 

〇議案第３２号新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する

条例を廃止する条例について 

〇議案第３３号新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例に

ついて 

〇議案第３４号新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 

 

 

議案６件一括上程 

 

 

佐藤卓也議長 日程第38議案第２号令和７年度新

庄市一般会計補正予算（第11号）から日程第43

議案第７号令和７年度新庄市下水道事業会計補

正予算（第４号）までの補正予算６件について、

会議規則第35条の規定により一括議題にしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号から議案第７号までの補正予算６件

を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第２号から議案第７号までの

令和７年度新庄市一般会計及び特別会計並びに

水道及び下水道事業会計の補正予算について御

説明申し上げます。 

  今般の補正予算は、全体を通しまして職員給

与費等の人件費の整理に加え、各事業の決算見

込みに応じた事業費の精査と財源の補正を行う

ほか、１月からの豪雪対応に要する除排雪に係

る予算の補正を行うものであります。加えて、

中学校体育館空調設備整備事業など、国の補正

予算を活用して実施する事業を新たに追加する

とともに、歳出予算のうち年度内にその支出が

終わらない見込みのものについて、翌年度に繰

り越して使用することのできるよう御提案する

ものであります。 

  それでは、補正予算書１ページ、議案第２号

令和７年度一般会計補正予算でありますが、歳

入歳出それぞれ４億4,062万9,000円を追加し、

補正後の予算総額を231億9,544万4,000円とす

るものであります。 

  ６ページ、第２表繰越明許費補正につきまし
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ては、２款総務費の戸籍住民基本台帳事業や３

款民生費の物価高騰対応子育て応援手当支給事

業など、金額の変更分も合わせまして、計９事

業を繰越しとするものであります。 

  また、８款公園整備事業につきましては、当

該事業の中止によりまして繰越ししないことと

するため廃止するものであります。 

  また、７ページ、第３表地方債補正につきま

しては、事業費の確定などによる各種市債の追

加、変更及び廃止を行うものであります。 

  11ページからの歳入についてでありますが、

１款市税につきましては、決算を見込んだ補正

を行うとともに、３款の利子割交付金及び９款

の環境性能割交付金につきましても、交付見込

額に応じた補正を行うものであります。 

  さらに、15款及び16款の国県支出金並びに22

款市債につきましても事業費の精査に伴う補正

を行うものであります。 

  続きまして、19ページからの歳出についてで

ありますが、２款総務費では、市有施設整備基

金や庁舎建設基金など、合わせて３億円ほどの

積立金を計上しております。また、全体を通し

て、今般の豪雪に対応するため、道路をはじめ

公共施設等の除排雪経費の増額補正を行ってお

ります。 

  本年度の事業の適切な整理を行うとともに、

新年度事業への円滑な移行を図るための補正予

算となっておりますので、よろしくお願いいた

します。 

  続きまして、41ページからの議案第３号から

議案第５号までの３つの特別会計補正予算及び

議案第６号水道事業会計補正予算並びに議案第

７号下水道事業会計補正予算につきましても、

今年度それぞれの事業の統括を図るため……失

礼、総括を図るために必要な予算の補正を行う

ものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては、財政課長及び上下水道課

長に説明させますので、御審議いただき、御可

決賜りますようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

   （川又秀昭財政課長登壇） 

川又秀昭財政課長 それでは、議案第２号から議

案第５号までの補正予算について御説明申し上

げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  初めに議案第２号一般会計補正予算（第11

号）につきまして、一般会計補正予算は、歳入

歳出それぞれ４億4,062万9,000円を追加し、補

正後の総額を231億9,544万4,000円とするもの

でございます。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから５ページの第１表歳

入歳出予算補正にて御確認をお願いいたします。 

  次に、６ページをお開きください。 

  第２表繰越明許費補正につきまして、初めに、

追加及び変更でございますが、２款の戸籍住民

基本台帳事業、６款のその他農地対策事業及び

10款の中学校管理運営事業につきましては、令

和７年12月に成立いたしました国の補正予算を

活用して実施するものでございまして、いずれ

も令和８年度に年度をまたがって契約を円滑に

行い、事業を安定的に進めるため、繰越明許費

の補正を行うものでございます。 

  ３款の物価高対応子育て応援手当支給事業に

つきましては、年度内に全ての支給が完了しな

い見込みであることから、歳出予算の一部を繰

り越すものでございます。 

  このほかの事業につきましては、関係機関と

の協議に時間を要したことや、１月からの豪雪

の影響などにより、年度内の事業完了が困難と

なったことから、繰越しとするものでございま

す。 

  また、７ページ上段にあります、８款公園整

備事業の繰越明許費補正の廃止でございますが、

最上公園駐車場等整備工事について、本年度の
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事業を一旦取りやめることとしたため、廃止と

するものでございます。 

  続きまして、第３表地方債補正の追加でござ

いますが、令和６年７月豪雨災害で被害を受け

た道路橋梁及び河川の災害復旧工事の増嵩分に

充てるため、災害復旧事業債を追加しておりま

す。 

  また、変更及び廃止につきましては事業費の

確定によるものとなっております。 

  続きまして、11ページからの歳入について御

説明申し上げます。 

  ただいま市長も申し上げましたが、全体を通

しまして各事業の決算見込みに応じた財源の補

正を行っております。 

  １款市税、３款利子割交付金及び９款環境性

能割交付金につきましては、決算見込みに応じ

てそれぞれ補正をしております。 

  11款地方交付税につきましては、今年度、普

通交付税の追加交付がありましたので、このた

びの補正予算に充てる一般財源といたしまして

増額補正しております。 

  13款分担金及び負担金、12ページ、14款使用

料及び手数料につきましても、決算見込みに応

じてそれぞれ補正をしております。 

  12ページからの15款国庫支出金及び14ページ

からの16款県支出金につきましては、事業費の

確定や精査に伴う負担金及び補助金の補正を行

っております。 

  16ページになります。 

  18款１項４目の民生費寄附金につきましては、

寄附者の方の御意向を踏まえ、高齢者福祉の向

上に資する事業に活用するものでございます。 

  最後に、19款繰入金でございますが、このた

びの補正予算に充てる一般財源といたしまして、

財政調整基金繰入金を増額補正するとともに、

市有施設整備基金繰入金につきましては、保育

所建設事業の財源として繰り入れるものとなっ

ております。 

  続きまして、19ページからの歳出について御

説明申し上げます。 

  まず全体に共通している事項といたしまして、

職員給与費等の人件費の整理に加え、各事業費

の確定や精査に伴うもののほか、豪雪対応に係

る除排雪経費などについて補正を行っておりま

す。 

  初めに、２款１項１目総務費の一般管理費に

おきまして、職員給与費を増額しておりますが、

こちらにつきましては、豪雪対応等に係る職員

の時間外手当が主な内容となっております。 

  １項４目の財政管理費におきましては、歳入

の見通しなど、今後の財政運営を見据えまして、

減債基金や市有施設整備基金など、合わせて１

億509万4,000円の積立てを行うほか、20ページ

上段になります、１項６目財産管理費におきま

しても、庁舎建設基金に２億円の積立てを行う

ものであります。 

  21ページ下段から22ページにかけての３項１

目戸籍住民基本台帳費におきましては、住民基

本台帳法の一部改正に伴い、戸籍附票システム

等の改修費を新たに計上しておりますが、令和

８年度に予算を繰り越して事業を実施するもの

でございます。 

  24ページになります。 

  中段、３款民生費２項１目児童福祉総務費の

子ども・子育て支援新制度事業費におきまして

は、公定価格の改定などに伴い、施設型給付費

及び地域型保育給付費を増額補正しております。 

  続きまして、28ページからの６款農林水産業

費の１項５目農地費でございますが、県営土地

改良事業費におきまして事業費が増額したこと

に伴い、市負担金を増額補正しております。 

  また、29ページ上段のその他農地対策事業費

では、農業情報通信環境整備対策計画の策定を

推進するため、業務委託料を計上しております

が、令和８年度に予算を繰り越して事業を実施

するものでございます。 
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  また、下段の２項１目林業振興費におきまし

ては、森林環境譲与税基金に積み立てる予算を

増額補正しております。 

  次に、33ページに飛びまして８款土木費の６

項１目除排雪費におきましては、１月からの豪

雪対応に必要となる道路の除排雪業務委託料及

び除排雪車借上料の予算を増額補正しておりま

す。 

  次に、10款教育費になりますが、35ページ下

段の３項１目学校管理費におきまして、近年の

猛暑への対策として、生徒の安全確保と教育環

境の改善を図るため、新庄中学校及び日新中学

校の体育館に空調設備を整備するための予算を

新たに計上しておりますが、こちらも令和８年

度に予算を繰り越して事業を実施するものとな

っております。 

  続きまして、37ページからの５項社会教育費

の各目におきまして、指定管理も含め、それぞ

れの施設に係る除排雪費用を増額補正しており

ます。 

  最後に、39ページ、11款災害復旧費でござい

ますが、２項１目道路橋りょう災害復旧費及び

２項２目河川災害復旧費につきましては、３表

の地方債補正でも御説明いたしましたが、災害

復旧工事の増嵩分を増額補正するものでござい

ます。 

  以上で一般会計を終わりまして、特別会計に

入ります。 

  41ページをお開きください。 

  議案第３号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第４号）でございますが、歳入歳出それぞ

れ124万2,000円を減額し、補正後の予算総額を

31億2,762万円とするものでございます。 

  内容といたしましては、決算見込みに応じて、

保険基盤安定繰入金などの一般会計繰入金を補

正するものでございます。 

  続きまして、49ページになります。 

  議案第４号介護保険事業特別会計補正予算

（第５号）でございますが、歳入歳出それぞれ

8,095万1,000円を減額し、補正後の予算総額を

39億8,572万1,000円とするものでございます。 

  内容といたしましては、決算見込みに応じて

予算の増減を補正するものでございます。 

  最後に、59ページの議案第５号後期高齢者医

療事業特別会計補正予算（第３号）でございま

すが、歳入歳出それぞれ1,200万9,000円を追加

し、補正後の予算総額を５億7,359万3,000円と

するものでございます。 

  内容といたしましては、こちらも決算見込み

に応じた予算の増減を補正するものとなってお

ります。 

  以上で、一般会計及び特別会計の補正予算案

の説明を終わります。御審議いただき、御可決

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 阿部上下水道課長。 

   （阿部和也上下水道課長登壇） 

阿部和也上下水道課長 それでは、議案第６号令

和７年度新庄市水道事業会計補正予算（第５

号）及び議案第７号令和７年度新庄市下水道事

業会計補正予算（第４号）につきまして、別冊

の令和７年度新庄市上下水道事業補正予算書に

より御説明申し上げます。 

  １ページを御覧ください。 

  議案第６号令和７年度新庄市水道事業会計補

正予算（第５号）でございます。 

  第２条収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、水道事業収益の既決予定額10億4,401万

5,000円を補正予定額4,944万8,000円減額し、

９億9,456万7,000円とします。これは、主に水

道メーター検針業務について、隔月検針の導入

により検針回数が調整されたため、水道料金が

減額になるものであります。 

  水道事業費用につきましては、既決予定額９

億9,521万1,000円を補正予定額516万8,000円減

額し、９億9,004万3,000円とします。これは、

県関連事業で予定しておりました配水管布設替
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工事が不要となったことにより、資産減耗費が

減額となるものであります。 

  次に、２ページを御覧ください。 

  第３条資本的収入の補正につきましては、資

本的収入の既決予定額7,556万3,000円に補正予

定額1,357万7,000円増額し、8,914万円としま

す。これは、令和６年７月豪雨により被災した

畑送水ポンプ場の災害復旧工事の国庫補助金の

交付によるものであります。 

  なお、資本的収入が資本的支出額に対し不足

する額３億9,916万5,000円は、過年度損益勘定

留保資金等で補塡いたします。 

  なお、３ページと４ページには補正予算の実

施計画を記載しております。 

  以上、議案第６号令和７年度新庄市水道事業

会計補正予算（第５号）について御説明申し上

げました。 

  続きまして、５ページを御覧ください。 

  議案第７号令和７年度新庄市下水道事業会計

補正予算（第４号）でございます。 

  第２条収益的収入及び支出の補正、公共下水

道事業の下水道事業収益につきましては、既決

予定額９億679万3,000円を補正予定額2,291万

4,000円減額し、８億8,387万9,000円とします。 

  また、農業集落排水事業の下水道収益につき

ましては、既決予定額9,160万1,000円を補正予

定額15万2,000円減額し、9,144万9,000円とし

ます。これは、先ほど水道事業会計補正予算で

説明しましたが、水道メーター検針業務につい

て、隔月検針の導入により検針回数が調整され

たため、下水道使用料及び農業集落排水施設使

用料が減額となるものであります。 

  次に、公共下水道事業の下水道事業費用につ

きましては、既決予定額９億694万8,000円に補

正予定額195万8,000円増額し、９億890万6,000

円とします。 

  これは、企業債支払利息の精査によるもので

あります。 

  農業集落排水事業の下水道事業費用につきま

しては、既決予定額9,164万2,000円に補正予定

額20万4,000円増額し、9,184万6,000円としま

す。これは、処理場の除排雪業務委託料を増額

するものであります。 

  なお、７ページ、８ページには補正予算の実

施計画を記載しております。 

  以上、議案第７号令和７年度新庄市下水道事

業会計補正予算（第４号）について御説明申し

上げました。御審議の上、御可決くださいます

ようよろしくお願いいたします。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました補正予

算６件は、会議規則第37条第３項の規定により

委員会の付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号から議案第６号までの補正予算６件

につきましては、委員会の付託を省略すること

に決しました。 

  それでは、ただいま説明のありました令和７

年度補正予算６件の審議に入ります。 

 

 

日程第３８議案第２号令和７年度

新庄市一般会計補正予算（第１１

号） 

 

 

佐藤卓也議長 初めに、議案第２号令和７年度新

庄市一般会計補正予算（第11号）について質疑

ありませんか。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 32ページの公園費につ

いてでございます。 

  最上公園の整備を中止し、そして廃止すると

いうふうに伺ったんですけれども、そのいきさ
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つを教えてください。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 ただいま最上公園の整備

事業につきまして御質問いただきました。 

  本年度、最上公園内におきまして、駐車場の

整備ということで、実施設計を行って、その後、

整備工事というような予定で予算計上もさせて

いただいたところでございます。 

  実施設計を進めまして、どの範囲でどのぐら

いの整備をするかというか、掘削があったりと

か、どういった施設を配置するかというところ

がある程度出来上がってきた時点で、最上公園

につきましては、遺構、遺跡の埋蔵物があると

いうことがありますので、担当課を通じて、県

の担当機関とも協議を行ったところでございま

す。その結果、その範囲につきまして試掘が必

要だろうと。実際に何か所か掘ってみて、その

状況を確認する必要があるだろうというような

御指導をいただいて、昨年の12月にその試掘を

行ったところでございます。 

  その結果を受けまして、県からの指導もあっ

て、今後の整備事業におきましては、遺跡の発

掘調査を経た後でないと整備工事ができないの

ではないかということでの御指導をいただきま

したので、その後、市としても、どういった整

備の方法、また、期間的にどういったことがあ

るのかということも庁内で検討もさせていただ

いたところでございますけれども、今年度内の

工事の発注、施行というのが難しいというか、

できないだろうというふうな判断で、まずは令

和７年度中、また、繰越し、令和８年度までに

かけてというような整備工事については、一旦

中止ということで、させていただきたいという

ふうなことで、今回の予算計上というふうなこ

とになってございます。 

  今後につきましては、県の担当部署と調整を

しながら、どういったスケジュールでできるの

かということも含めて、協議を重ねてまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 大体概略は分かりまし

た。確かに今保育所を造成しているところの要

件もありますので、試掘調査あるいは発掘調査

ということになりますと、また非常に経費も時

間もかかる要件があると思いますので、それは

やはり考えるべきだなと思いますけれども、た

だ、掘削工事ではないわけですよね。舗装工事

となれば、現況に、例えば、舗装をかけるだけ

というふうに考えるわけです。そこに物を建て

たり、あるいはその土地を掘削するという状況

にあるのだとすれば、確かに今みたいなことで、

やはり考えなければならないなと思うんですが。

あの地域、文化会館の駐車場もなくて、非常に

駐車場周辺、地域の駐車場確保のためには必要

なエリアではあるなというふうに思うところで、

令和７年度事業費に盛り込まれていて、私とし

ては期待しておったところでございましたけれ

ども、今のような事情でしたので。 

  確かに法に触れるようなことはできないと思

うんですけれども、また併せて試掘をするよう

なことでもないよね。発掘調査をするようにな

るとすれば、またそれも大変なことになるなと

いうふうな思いをしておりますけれども、最良

の方法が何かないか探ってほしいもんだなと思

いますが、いかがですか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 議員からいただいた御意

見、私も同じようなことも考えておるところで

ございます。ただ、駐車場整備、平面的な整備

という中で、実際の工事としては、路盤の造成

であったりということで、おおむね今の地盤か

ら40センチから60センチ程度は土をいじるとい
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うことになります。この作業の中で、地下に眠

っているであろう遺跡について障害があるとい

うような判断を県の担当のほうで今回されたと

いうことでございますので、これを回避しなが

ら何か施工できないかとか、整備できないかと

いうことも、短い期間の中でも我々もいろいろ

考えてみたところではございますけれども、な

かなか良案が出なかったというところもありま

す。 

  今後も県のほうと相談をしながら、どういっ

たことができるのかということも含め、議員お

っしゃるように、発掘調査ということになりま

すと、費用と期間と大変かかるんだろうという

ふうに我々も想定しておりますので、そういっ

たことも含め協議を重ねながら、何かいい方法

はないかというところも進めていきたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） それでは、４点質問さ

せていただきます。 

  補正予算書20ページ、２款１項６目庁舎建設

基金積立金について、あと補正予算書23ページ、

３款１項１目の高齢者世帯等熱中症対策事業費

について、次が、30ページの７款１項３目の観

光振興対策事業費、市内周遊型二次交通実証業

務委託料について、あと４番目が、32ページの

８款５項１目の不良住宅空き家等除却事業補助

金について、４点お聞きいたします。 

  庁舎建設基金のところですけれども、令和17

年度に新庁舎の建設を目指していると思います

が、昨年までは１億円ずつ積立てを行っていま

したけれども、今年度２億円の積立てとなって

おりますが、基金残高とか、どれくらい積み立

てていく予定かお聞きします。 

  ２番目の高齢者世帯等熱中症対策事業費につ

いては、家庭用の冷房機新規購入補助金という

ことで、当初予算としては250万円ということ

で計上されていたんですが、減額ということで、

122万円減額となっていますが、今年度の実績

はどうだったのか教えてください。 

  次が、市内周遊型二次交通実証業務委託料と

いうことで、こちらは、令和７年度の予算のポ

イントにも掲載されていた事業で、当初予算が

110万円だったんですけれども、何かワンコイ

ンタクシーの運用を通して市内の観光地を周遊

するといった事業で、どういった事業になるの

かすごくとても楽しみにしていたんですけれど

も、減額の72万4,000円ということになってい

ますけれども、実証実験の結果、成果はどうだ

ったのかお聞かせください。 

  次が、不良住宅空き家等除却事業補助金につ

いてなんですけれども、こちらは上限が100万

円ということで、まるっきりこの100万円が減

額になっておりますけれども、誰も対象者がい

なかったのか、申請のちょっと手続的に、ちょ

っと不備があったのか、どういった状況だった

のか教えてください。 

川又秀昭財政課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

川又秀昭財政課長 それでは、私からは20ページ

の２款１項６目の庁舎建設基金への積立金に関

する御質問ですけれども、これまで１億円ずつ

積み立てていたものを、今回２億円というふう

なところで予算計上させていただいております。

令和６年度末での残高が３億円でしたので、２

億円を積み立てることによって、令和７年度末

としては５億円程度になると見込んでおります。 

  一応令和17年度を目標としてというふうなと

ころで、これまで説明の中では、庁舎建設につ

いては御説明とかさせていただいているところ

ではありますけれども、建設資材の高騰であり

ますとか、人件費の高騰のことを考えますと、

１億円積み立てていっても、毎年毎年そういっ
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た部分が上がっていくことを考慮しますと、積

み立てた分が全て高騰分に消えていくようなぐ

らいの急激な人件費でありますとか物価の上昇

の部分というふうなところが想定されますので、

全体的な財政運営を考慮する中で、可能な限り

多く積み立てていければなというふうなところ

で、今回２億円というところで増額計上をさせ

ていただいております。 

  以上でございます。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 では、私

のほうから、３款１項１目新庄市家庭用冷房機

新規購入事業の実績についてお答えさせていた

だきます。 

  令和６年度からの事業で、今年度は２年目と

なりました。対象となる世帯は、昨年同様、住

民税非課税世帯で65歳以上の世帯、重度障害者

を含む世帯員の方ということで、その世帯の方

の市税のほうが、滞納がないというような世帯

にという要件でありました。また、エアコンが

ない、または故障して使えない、子供部屋のほ

うにエアコンがないというような世帯のほうが

対象となります。申請期間は４月から10月末ま

でといたしました。 

  実績といたしましては、件数のほうは26件と

なりました。 

  内訳としては、高齢者世帯が22件、独り親世

帯が２件、障害者、生活保護世帯がそれぞれ１

件ずつということになります。 

  上限額のほうは、補助額の上限は５万円とい

うことでした。 

  昨年の状況を踏まえまして、事業開始前に、

電機商業組合のほうと面談のほうも行いまして、

市内の事業所のほうへも、予算が決まった後で、

また事業が開始する４月前に説明のほうに伺わ

せていただきました。市民の皆様には市報で３

回、ホームページのほうでも紹介をさせていた

だいております。また、今年度から成人福祉の

ほうに事業のほうが移ってきたということもあ

りまして、民生委員やケアマネジャー、障害分

野のほうの相談員にも、つけたほうがいいよう

なお宅がないかどうか逐一確認をいたしまして、

事業のほうを行ってまいりました。 

  件数のほうは、昨年度は57件ということでし

たけれども、今年度はその半分ぐらいとなりま

した。事業開始当時に先進地として参考にさせ

ていただいておりました都市と大体同じような

件数になっております。 

  また、故障して使えないというような世帯も

対象としておりますので、今後も商業組合のほ

う、民生委員のほうに声がけをしながら対応し

てまいりたいと思っております。 

  以上です。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 それでは、７款１項３目

観光費の市内周遊型二次交通実証業務について

の御質問ということでお答えさせていただきた

いと思います。 

  こちらの事業につきましては、議員がおっし

ゃったように、市内の幾つかの、あらかじめ設

定された15か所の乗降場所間のタクシー料金に

関して、利用者が支払う金額を500円と、ワン

コインとさせていただくことで利用の促進を図

ると、その差額を市のほうが補塡するというよ

うな委託事業になっております。 

  今回、想定した利用者数よりも少なかったと

いうことで減額させていただいたところですが、

８月から12月まで実施をして、158件の利用が

ございました。人数で言いますと延べで256名

というふうなことで、そのような実績だったと

いうことになります。 

  利用者がちょっと伸び悩んだというふうなと

ころ、それにつきましては、当初の利用見込み
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の想定が多過ぎたのかというふうなところとか、

あとはＰＲのほうが不足していたのではないか

というふうなところあたりが考えられるわけで

すけれども、ＰＲにつきましても駅周辺の掲示

物などを増やすなどして対応したところですが、

このような結果だったというふうなことでござ

います。 

  こちらの事業につきましては、今回利用が思

わしくなかったというふうなことを受けて、や

めてしまっていい事業ではないというふうに考

えております。今後より詳細な分析もしながら、

来年度もぜひ実施していきたいというふうに考

えておりまして、その際に、今年度の反省点な

ども踏まえて、また利用していただけるような

形でしてまいりたいと考えております。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 私のほうには８款５項１

目不良住宅空き家の除却に対する補助金という

ことの減額についての御質問いただきました。 

  こちらのほうは、この不良住宅の補助金とい

うものとまた別に、別にというか、一緒に空き

家の除却支援ということで項目がございます。

相談に来られる方は、まずは除却をしたいんだ

ということで相談に来られます。その中で、メ

ニューが危険空き家というものと一般的な空き

家というものがございますという説明もさせて

いただいておるところでございます。その中で、

不良住宅に該当するものというのが、基準があ

りまして、そちらのほう調査をさせていただい

て、基準点以上になりますと不良空き家だとい

うことになって、上限100万円の補助という形

になりますが、この事前の相談の中において、

うちの職員が現地に行って見させていただいた

りして、簡易的にまずは測定してみるとか、確

認をしてみる段階において、該当しないだろう

というようなことがやはり複数件ありました。

そんな中で、そうであれば、一般的な空き家の

除却支援ということで、普通であれば50万円、

居住誘導区域内であればプラス20万円の70万円

の補助というメニューのほうに申請をいただい

て執行したというようなことでございます。 

  ですので、今回、今年度につきましては、調

査の段階、事前相談の中で、不良空き家に該当

するようなものがちょっとなかったということ

での、今回減額の補正ということになります。 

  以上でございます。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 29ページの６の１の５

で、多面的機能支払交付金がマイナス6,986万

9,000円になっておりました。この内容を教え

ていただきたいと思います。 

  それから、39ページの11の１の１で、小規模

農地等災害緊急復旧事業費補助金が、これもマ

イナス7,106万2,000円となっていましたが、こ

の理由はどうしてなのか、条件が厳しくなかっ

たのかということでお願いします。 

  それから、19ページに財政調整基金あります

が、それについては、現在高、幾らになってい

るか。 

  それから、減債基金積立金もありますが、こ

の現在高。 

  それから、市有施設整備基金積立金の現在高。 

  それから、20ページに庁舎建設基金積立金が

ありますが、この現在高。これは、ただいま５

億円とお聞きしたんですけれども、庁舎建設、

10年後、令和17年度にという予定だというお話

でしたが、そのときの建設費はどのぐらいとい

うふうに想定されておられるのか、それは全額

市負担となるのか、お願いします。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 
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     午後２時０１分 休憩 

     午後２時１１分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 では、ただいまの佐藤議員の

質問にお答えいたします。 

  ６款１項５目多面的機能支払交付金の減額分

につきましてですけれども、資源向上、長寿命

化のほうのほうが減額されております。 

  その理由としましては、県全体の調整で

62.5％ということの支給になったために、その

実績に合わせて減額させていただいたものでご

ざいます。 

  続きまして、11款１項１目の農業災害復旧費

につきまして、この減額分につきましてですけ

れども、小規模災害緊急復旧事業、こちらのほ

うの補助金のほうが全て支給のほう完了したた

め、その実績による減額ということになってお

ります。 

  総交付件数につきましては、令和６年度で

218件、令和７年度155件、合計373件、総交付

額でございますけれども、令和６年度で１億

449万7,776円、令和７年度で6,393万7,288円、

合計で１億6,843万5,064円の補助金の支給とい

うことになっております。 

  農家の皆様からいろいろな要望等を細かく聞

きながら推し進めてまいりたいというふうに考

えております。 

  以上です。 

川又秀昭財政課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

川又秀昭財政課長 それでは、私からは各種基金

の残高というふうなところで、100万円単位で

申し上げます。 

  まず、財政調整基金につきましては、令和７

年度末残高ということで、予算に上げておりま

す積立額と取崩し額を加味して試算している部

分でございますが、令和７年度末で17億2,400

万円になります。減債基金につきましては、３

億5,800万円になります。市有施設整備基金に

つきましては20億3,200万円、庁舎建設基金に

つきましては、先ほども答弁いたしましたけれ

ども５億円になる見込みというところです。 

  なお、財政調整基金につきましては、令和７

年度の決算が出たところで剰余金が出るわけで

すけれども、歳出予算に計上しないで剰余金を

直接処分して積立てするというふうなやり方が

ございまして、そこで３億円ほどを積立てをし

たいというふうに今のところ想定しております。

そうしますと、令和７年度末の残高として、20

億円程度は確保したいというふうに考えている

ところでございます。 

  以上でございます。 

  すみません、失礼しました。庁舎の部分で建

設費に幾らかかるのかというふうな部分につき

ましては、今現在まだ建てる場所でありますと

か、どういった規模のものを建てるかというふ

うなところは、全くゼロベースでありますので、

そういった部分の構想というのはないわけです

けれども、過去に答弁した内容といたしまして

は、この本庁舎と第二庁舎、上下水道庁舎の部

分も含めて同じ規模で建てるとすると、答弁し

た当時で50億円程度かというふうなところは答

弁した経過があるというふうに認識しておりま

す。 

  今年度、若手職員が毎年視察に行っておりま

すけれども、米沢市を今年度視察した中で、米

沢市は令和３年度竣工で50億円程度というふう

に伺っております。そこから５年経過して、相

当物価高騰での建設費が上がってきているとい

うことで、同じものであっても、その規模では、

その金額では建たないのではないかというふう

なところと、以前にも情報提供していますとお

り、公共施設の様々な統廃合の中で、ホールで
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ありますとか、図書機能でありますとか様々、

まだ未定でありますけれども、そういった部分

を合築することによって、そちらのほうで、そ

ういう各省庁の財源なんかを充てたり、起債を

借入れしたりというふうなところで、可能性と

してありますので、そういった部分を検討しな

がら財源調整をしていく必要があるというふう

に捉えております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 多面的機能支払交付金

は、県の補助が62％に減ったということで、そ

のままということ、そのままここに出したとい

うお話でした。 

  次に、小規模農地等災害緊急復旧事業費補助

金については、１億6,000万円ほど支援したと

いう実績があるというお話でした。条件として、

実は、市では、減反未達成の方は40万円補助出

るわけですが、それが使えないと。こういうふ

うに厳しい条件をつけておられたように思いま

す。そういう意味では、減反未達成と言われた

方、あるいは、これから協力する、申請する人

は交付を受けたようですけれども、協力すると

いう申請は書かないということも考えた人は、

受けられなかったようです。でも、ほかの町村

を見ますと、こういう条件はつけずに、このた

びの災害では、ほとんど全額町村で支援して田

んぼを復旧させたというふうに聞いております。

そういう意味では、新庄市の減反達成またはこ

れからしてもらう、協力する、そういう申請で

条件にしたというのは、あまりにも冷たい。こ

ういうことがなかったら、この7,000万円、も

しかしたら農家支援になったんじゃないですか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの質問にお答えさせ

ていただきます。 

  生産調整に協力していた方ということを条件

にはつけておりますけれども、生産調整に令和

６年度等協力できなかったけれども、令和７年

度で協力するというふうに約束していただいた

方に対しては、こちらの小規模のほうを交付し

ているところでございます。それでもやはり生

産調整に協力できないという方には、やはりこ

ちらのほうの補助金のほうは交付できなかった

という方も、本人の意思で、意思でと言ったら

おかしいですけれども、生産調整には協力しな

いので小規模のほうは申請しないという方も確

かにいらっしゃいました。 

  生産調整のほうに協力している方と協力して

ない方を同じように補助するという考えは、今

のところございません。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） ある方は、業者に見積

りの取り方を教えてもらって、勉強して、書類

を提出したそうです。しかし、非常に難しい書

類だったそうですが、出したのに減反未達成だ

から駄目というふうに言われてしまって、労苦

というか、本当に労苦だったと思いますが、こ

れに沿っていただけなかったということが本当

に残念だったというお話でした。結局その方に

お聞きすると、田んぼ直しは自腹で全額出した

という、出さざるを得なかったというふうにお

っしゃっていました。 

  こういったことは、ほかの周りの町村では、

こういう条件はつけずに、災害だということで

全額補助をしてくれたというお話を聞いていま

す。ほかの町村、周りの例えば最上郡内の市町

村の状況は、どうだったんでしょうか。それに

ついて、考え、実際どうだったのか。そこを調

べていればもう一回お聞きしたいと思います。 

  それから、庁舎建設基金のことですが、現在

高で５億円、建設費については、多分50億円を
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かなりオーバーするような大きな建設となりま

す。それを考えたときに、大変大きな借金とい

いますか、負担が市の負担としてかかってくる

のが庁舎建設だなと改めて考えているところで

す。そういう意味では、本当は今市長がおっし

ゃっている物価高で、手取りも厳しくて、生活

に困難を来している方に支援をしなければいけ

ないという、これは、市長はじめ皆さんの、み

んなの気持ちだと思いますが、そういうところ

に充てるべきところを手厚くすることを考えた

ときに、庁舎建設については、前に財政課長が

100年軀体はもつというふうにも認めておられ

たように、直しながら大事に使っていくという

のが、環境問題を考えてもいいのではないかな

と思うんですが、どうでしょうか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの佐藤議員の質問に

お答えします。 

  他町村の考え方は考え方であるかと思います

けれども、新庄市としましては、生産調整に協

力した方と協力できなかった方を同じように補

助するというような考えはございません。 

  以上です。 

川又秀昭財政課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

川又秀昭財政課長 庁舎建設について、大規模な

事業になって、金額も相当大きな負担となるの

ではないかというふうな部分の御質問ですけれ

ども、以前答弁申し上げたときには、100年も

つといいますか、100年建物としてはもつ可能

性はあるという認識での答弁したというふうな

ところで、全ての公共施設において、新庄市の

場合100年もたせていきますというふうな考え

方はございませんで、以前公共施設マネジメン

トでも御説明申し上げましたとおり、今ある施

設を同じ数のまま今後持ち続けていくというふ

うなところは、人口が減少していく中で、施設

のそれぞれの部屋の利用率も下がってくる中で、

修繕費だけが反比例して大きく増加していくと

いうふうなところを考えていくと、逆に今佐藤

議員がおっしゃったような、福祉とかに手厚く

するサービスの経費というのが、施設の維持管

理費用で全て消えてしまうというふうな事態に、

今後向かっていくというふうなところあります。

ですので、庁舎は大規模な事業になるかもしれ

ませんけれども、その分、新庄市の保有する公

共施設を整理して、そういう福祉施設に充てる

ような財源を、逆に公共施設をコンパクトにし

て生み出していくというふうなところが必要だ

というふうなところでありますので、御理解い

ただければというふうに思います。 

  以上でございます。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 私から何点かお聞きし

たいと思います。 

  28ページの６款の農林水産業の４目の畜産事

業であります。1,700万円の減額の件でござい

ます。 

  次は、33ページの住宅費、雪対策総合費の中

で、1,800万何がしの減額の件でございます。 

  次、34ページの教育総務費の２目の事務局費

の2,300万円の減額の中で、通学手段の件をお

聞きしたいと思います。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの小嶋議員の質問に

お答えさせていただきます。 

  ６款１項４目の畜産生産持続強化支援事業費

補助金の1,869万8,000円の減額につきましては、

９月補正で補助金のほう可決していただきまし

たけれども、事業を進めていく中で、12月に事

業者のほうで入札を行いました。いわゆる３者

とも入札を辞退しているというふうな事態で、
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今年度中の完成は見込めないということで、今

年度はこちらのほうを取り下げさせていただき

たいというふうに、３月補正で減額させていた

だく次第でございます。 

  以上です。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 ８款６項２目雪総合対策

費全体として1,816万6,000円の減額で、個別に

見ますと、需用費で2,000万円の減額というこ

との内容についての御質問いただきました。 

  こちらにつきましては、最上川用水を活用し

て流雪溝に水をくみ上げるという事業の中で、

清水揚水機場のポンプの電気代が毎年かかって

ございます。こちらのほう12月の段階でくみ上

げができないということになりましたので、そ

れ以降の電気代がかからなかったということで、

この分の減額2,000万円ということの内容にな

ってございます。 

  以上です。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 議長、伊藤リ

カ。 

佐藤卓也議長 伊藤教育次長兼教育総務課長。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 教育費の事務

局費、こちらのほうで2,397万2,000円減額とし

ておりますが、これの一番大きなところといた

しましては、通学手段確保対策事業費、こちら

のほうで2,175万7,000円減額しております。 

  こちらについては、スクールバスを購入する

予定となっておりましたが、マイクロバスのメ

ーカーのほうの生産ラインが止まっているとい

うような状況だったことがありまして、バスの

購入が不可能だというところで、今回は減額さ

せていただきまして、令和８年度の当初予算の

ほうで改めて４台分を計上しているところであ

ります。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 畜産の件で、これ過去

何回あったんですか、延期。この中部牧場を何

とか畜産団地化するというようなことで、毎年

ずっとやっているんだけれども、３回もできな

いというのは、どこかに原因があるんじゃない

でしょうか。本当にあそこの最上中部牧場を開

発して、畜産農家を育成するということが、新

庄市は基幹産業の農業でもありますので、もう

少し本腰というか、しっかりやって計画立てて

やらないと。これ来年度も続けてやる計画なん

でしょう。やらないんですか、やるんですか、

まずその辺をお聞きいたします。 

  あと、次、最上川の漏水で、分かりました。

電気料、いろいろ時によって上がったり下がっ

たりするんですけれども、大体この水がないと

やっぱり困るわけですので、大変潤っているわ

けですので。大体この金額は平均でこのぐらい

の金額ペースなのか、まず教えていただきたい

と思います。 

  あと、スクールバス、分かりました。ただ、

買う予定が来なかったと。それで、支障はなか

ったか、あったのか、その辺をまずお尋ねしま

すので、お願いいたします。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの小嶋議員の質問に

お答えします。 

  過去何回も同じことを繰り返しているのでは

ないかという御指摘は、結果としてそのとおり

になっていると思います。 

  今回につきましては、８月に補助申請しまし

て、その後、設計審査等ありまして、12月に事

業者のほうが入札を実施しました。その際、事

業者のほうで辞退したい理由というのが、今災

害等で土台の枠を造る業者がどうしてもつかま

らないと、それで冬工事になってしまうので、

とてもちょっと３月までに完成のほうが間に合

わないということで、３者とも辞退したという
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経過がございます。 

  こちらのほうの事業につきましては、本来で

あれば当初に載せるべき事業だったかと思いま

すけれども、県のほうに改めて補助申請し、早

期にこの事業に対して実施し、来年度も実施し

ていきたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 消流雪に使う電気料につ

いての御質問をいただきました。 

  今年度の電気料金につきましては、当初予算

で約3,200万円の予算を頂いておりました。そ

のうち12月の段階で試験揚水というようなこと

もありまして、電気を契約して、実際に電気も

使いながらポンプアップをしているということ

もございますので、12月分という基本料金も含

めお支払いをしなければいけない部分がござい

まして、それと余裕を見まして、2,000万円、

今回減額ということでございます。 

  当初予算で3,200万円の予算を計上させてい

ただいておりますが、やはり例年、その前の年、

その前の年から比べますと、電気料金上がって

いる傾向にございますので、今年度の予算に関

しても、ベースアップ分も見込みながら予算計

上させていただいているところです。 

  また、今後につきましても、電気料金の動向

等につきましては、注視しながら適切な予算要

求をしていきたいというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

  以上です。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 議長、伊藤リ

カ。 

佐藤卓也議長 伊藤教育次長兼教育総務課長。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 スクールバス

については、毎年１台ずつ計画的に購入しまし

て、古いものを新しく更新していくということ

を実施しておりました。 

  今回買えなかったというところで、その分、

新しいものが入ってきていないという状況には

なりますが、台数的には予備バスなどもござい

ますので、特に子供たちの送迎に支障が出たと

いうようなことはございませんでした。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１７番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

佐藤卓也議長 小野周一議員。 

１７番（小野周一議員） 私から何点か質問させ

ていただきます。 

  ページ数24ページ、３款２項２目児童母子措

置費、同じくページ数25ページの３款２項３目

保育費……これじゃなくて３款３項２目の扶助

費ですね、これ。あと、27ページ、６款１項３

目の農業振興費、28ページの同じく６款１項５

目の農地費の減額補正についてお聞きしたいと

思います。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

土屋智史。 

佐藤卓也議長 土屋子育て推進課長兼福祉事務所

長。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 それで

は、３款２項２目の児童母子措置事業費の減額

について御説明申し上げます。 

  児童母子措置事業費全体で511万円の減額と

なっております。内容としましては、母子家庭

等対策総合支援事業費、こちらにつきましては、

独り親家庭の親が、より収入を多く安定して就

業することができるよう、資格を取得するため

の養成機関で就業する場合に給付金を支給する

ものであります。 

  こちらにつきましては、当初予算で対象者３

名と見込んでいたところですが、実績としては、

１名の利用というようなところでありましたの

で、それを実績に基づいて減額するものです。 

  あわせて、ひとり親家庭生活応援給付金等支

給事業費につきましても、今申し上げた職業訓

練を給付している方に対して、修業期間におい
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て生活費等を支給するものとなっております。 

  こちらも同様に、対象者が３名のところを１

名だったというところで減額をしているもので

す。 

  以上です。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 私のほう

から、３款３項２目生活保護費、扶助費のほう

の減額について御説明させていただきます。 

  生活保護費のほうについては、医療扶助費と

いうことでの減額をさせていただいております。

年々、医療扶助費については緩やかな伸びで来

ましたけれども、昨年度ちょっと大きく1,000

万円程度の治療費のほうがかかった方もいらっ

しゃったんですが、今年度は前もって受診のほ

うをしていただくことを促したり、状況のほう

を見ながら指導のほうもしておりましたので、

そこまで大きな治療費のほうはかかっていない

という状況になっております。 

  年度末まで、一応見込みのほうを余裕持って

残しておりますけれども、治療費のほうですの

で、いつどんな状態になるか分かりませんので、

残しておりますけれども、そこも見込んでの減

額ということになっております。 

  以上です。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 小野議員の御質問にお答えい

たします。 

  まず、６款１項３目の農業振興費の減額につ

きましてお答えさせていただきます。 

  まず、農業水産物災害事業補助金のほうです

けれども、こちらは、高温・渇水による被害を

受けた農業者の生産力が低下しないために、農

産物被害の軽減及び拡大防止並びに生産の維持

確保を図る目的して交付したものであります。 

  こちらのほうは1,200万円というふうに予算

のほうを確保しましたが、支出額が778万1,405

円ということで、その差額分を減額するもので

ございます。 

  あと、未来を育む農業担い手育成支援事業に

つきましても、地域の農業を支える組織的な取

組や担い手の経営発展支援、人材育成の取組を

行うというふうな下で支援しているわけでござ

いますけれども、１経営体に支援したというこ

とで、その差額分を減額したものでございます。 

  また、給食費、食育・地産地消促進事業費補

助金につきましても、実績に基づき減額させて

いただいております。 

  続きまして、担い手総合支援対策事業費につ

きましても、いわゆる新規就農者発展支援事業

費、こちらのほう、１経営体の方に支給してお

ります。残りの部分、支給金額が375万円とい

うふうになっておりますので、その差額分減額

させていただいております。 

  農地利用効率化支援事業につきましては、地

域計画の早期実現に向けた地域の核である担い

手の経営改善に取り組む場合に必要な農業用機

械・施設の導入支援ということになっておりま

すけれども、こちらのほうは１経営体というこ

との支給で、15万8,000円支給しておりますが、

その差額分を減額しております。こちらのほう

は、地域計画のメニューが新たに新設され、国

予算が縮小したため、採択率が低下したという

実情がございます。 

  農地中間管理機構の協力金につきましては、

こちらのほうも、地域内の農地を中間管理機構

に貸し付け、担い手の農地に集積されたものを

交付しておりますけれども、こちらのほうは実

績がなかったということで、全額減額させてい

ただいております。 

  新規就農者経営開始資金、こちらのほうは、

実績に基づき、825万円ということが今年の実

績でございまして、その差額分を減額させてい
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ただいているところでございます。 

  最後に、果樹園芸振興事業費につきまして、

こちらのほう、栽培している品種の収量が伸び

悩んでいる、新設補助に収量向上に期待する品

種を導入し、収量及び収益向上を図ることを目

的に交付しておりますけれども、１生産組合の

ほうに交付しております。そちらの交付額が

108万9,000円ということで、その差額分を減額

しているところでございます。 

  続きまして、６款１項５目につきまして、土

地改良事業費につきましては、県事業の精査に

よる減額という形になります。 

  その他の農地対策事業費につきましては、令

和７年から令和８年度、新庄市情報通信環境整

備対策計画策定の業務委託ということを行って

おります。そちらのほう、不感地帯の調査及び

技術的検討、水田水位センサー、自動給水栓等

の試行調査ということを行っており、また、大

学とのワークショップを開催しているその費用

に充てておりますけれども、２か年の事業でご

ざいますので、令和８年度分のほう、700万円

ということで上げさせていただいておるところ

でございます。 

  続きまして、農業振興費、農業水路等長寿命

化・防災減災事業につきまして、廃止ため池の

測量設計業務委託、こちらのほうを減額させて

いただき、来年度の雨水ため池の廃止工事へ配

分するため、繰越しということで行って、させ

ていただいております。 

  工事請負費につきまして、吉沢小堤につきま

しても減額し、令和８年度、雨水ため池工事へ

配分するため、減額と、繰り越すということに

なっております。 

  多面的交付支払交付金事業につきましては、

先ほど申し上げましたけれども、いわゆる長寿

命化のほうの交付率が62.5％減少したために、

こちらのほうを減額させていただいておるとこ

ろでございます。 

  以上です。 

１７番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

佐藤卓也議長 小野周一議員。 

１７番（小野周一議員） それでは、３款の民生

費のことでお聞きしたいと思います。 

  実は令和８年、来年度当初予算も、民生費の

減額が本当にありますよね。しかし、民生費と

いうのは、私が言うまでもなく、新庄市の一般

予算のうちの一番構成比が大きいわけですよね。

そういう中で私聞いたんですけれども、それじ

ゃあ、あえてお聞きしたいと思います。児童母

子措置費、３名の方が申し込んで、１名しかな

らなかったとお聞きしたんですけれども、ほか

２名は該当にならなかったんですか。その辺お

聞きしたいと思います。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

土屋智史。 

佐藤卓也議長 土屋子育て推進課長兼福祉事務所

長。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 児童母

子措置事業費の母子家庭等対策総合支援事業費

の件についてお答えします。 

  当初予算で対象と見込んでいた方が３名とい

うことでありましたが、実際の申込みがあった

のが１名だったということで、こちらについて

は、主に看護師とか保育士、美容師などを目指

す方が専門学校などに通う場合の授業料などの

給付金を支給するというような事業であります

けれども、最近の人手不足とか賃上げによって、

就労しやすい状況が生まれていまして、なかな

か時間をかけて資格を取って就労しようという

方が減っているような状況だと考えております。 

  以上です。 

１７番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

佐藤卓也議長 小野周一議員。 

１７番（小野周一議員） 勘違いしていましたけ

れども。 

  扶助費の6,323万円、本当に多くのやっぱり
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差額が減額になっておりますので、お聞きした

わけなんですけれども、やはり前もってそうい

う医療関係、気をつけられたということで、減

額補正となったんですけれども、実は先ほど言

いましたけれども、本当に民生費の、本当に令

和８年の当初予算の内訳見ても、大体減額にな

っているんです。ずっとね。やはり民生費とい

うのは、やはりもっと弱い人のためにある制度

だと思うので、その辺のことを考慮して、やは

り予算を組んでほしいなという思いで質問をさ

せてもらったわけでございます。 

  あと、農地費なんですけれども、ちょっと課

長の言うこと、ちょっと分かんなかったので、

ちょっと。農業振興費の、じゃあ私からお聞き

します。 

  農業担い手総合支援対策事業費が１経営体で

あったということなんですけれども、あと農地

利用効率化等支援交付金、これも１経営体と言

われたけれども、申込みされた農家の経営体と

いうのは、一体幾らの経営体であったのか、そ

の辺のことをお聞きしたいと思います。 

  あと、この雨水のため池等の廃止、この業務

委託477万円、これらについても、来年度以降、

繰越しすると言いましたよね。これ廃止じゃな

いんですか、これ。吉沢の堤。これ見ると、吉

沢小堤廃止工事となっているんだけれども、課

長のさっき答弁では、来年度に繰越しするとい

う答弁だったんですけれども、来年度の予算に、

繰越明許の中に載っているわけなんだべかな。

ここには廃止工事って書かれているんだけれど

も。３回ですので、その辺お聞きしたいと思い

ます。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

土屋智史。 

佐藤卓也議長 土屋子育て推進課長兼福祉事務所

長。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 児童母

子措置費についての御質問でございました。 

  当初予算を組む場合につきましては、前年の

実績等を勘案して見込みを立てているわけです

けれども、実際に利用する方、そういった方の

利用の動向などもありまして、減額する場合も

ありますが、予算要求、編成については、さら

に精査をしながら行っていきたいと考えており

ます。 

  以上です。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 小野周一議員の質問にお答え

いたします。 

  申し訳ございません、申請件数につきまして

は、今手元にちょっと資料がございませんので

……申し訳ございません、今手元に届きました。 

  では、未来を育むほうですけれども、３経営

体から申請がありまして、そのうち１経営体が

採択になったということでございます。 

  農地利用のほうは６経営体から申請ありまし

て、一つが採択になったということでございま

す。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時５２分 休憩 

     午後２時５５分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 大変申し訳ございません。 

  雨水ため池につきましては、令和８年度当初

予算のほうへ繰越しということで載せておりま

す。 

  吉沢小堤のほうはちょっと今工事中でござい

ますけれども、そちらのほう、今後追加で載せ

て、追加ということで、繰越しの手続を取りた

いというふうに考えております。 

  以上です。 
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佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時５６分 休憩 

     午後２時５７分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの発言、ちょっと訂

正させていただきます。 

  雨水につきましては、先ほど申し上げました

けれども、令和８年度に繰越しするということ

で載せておりますけれども、吉沢小堤のほうの

廃止につきましては、事業中でございますので、

そちらの事業状況を見て、改めて提案させてい

ただくことになるかと思います。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時５８分 休憩 

     午後３時０２分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午後３時０３分 休憩 

     午後３時１３分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 小野周一議員の質問にお答え

いたします。また、先ほどちょっと私の発言、

訂正させていただきたいと思います。 

  今回の６ページ、繰越明許費の補正というこ

とで上げさせていただいておりますけれども、

農業水路等長寿命化・防災減災事業、こちらの

4,077万円につきましては、雨水ため池及び吉

沢小堤の部分が２つ合わさって、こちらのほう

を繰越しさせていただき、こちらのほうは令和

８年度も引き続き事業を繰越事業ということで

させていただくような形になります。 

  雨水ため池工事の459万円と、あと、吉沢小

堤のほうの、いわゆる3,679万9,000円、これ合

わせまして4,077万円というふうな金額になり

ます。こちらのほう繰越しの事業ということで、

令和８年度させていただくというような形にな

ります。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午後３時１５分 休憩 

     午後３時１６分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第２号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号は原案のとおり可決されました。 
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日程第３９議案第３号令和７年度

新庄市国民健康保険事業特別会計

補正予算（第４号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第３号令和７年度新庄

市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号）について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第３号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第３号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４０議案第４号令和７年度

新庄市介護保険事業特別会計補正

予算（第５号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第４号令和７年度新庄

市介護保険事業特別会計補正予算（第５号）に

ついて質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 54ページの２の１の３

で、地域密着型介護サービス給付費がマイナス

9,000万円となっていましたが、この主な理由

はどんなことだったんでしょうか。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 ただいま

質問いただきました地域密着型介護サービス給

付費の減額についてお答えいたします。 

  こちらのほうのサービス事業費のほうは、地

域の方に限定してサービスのほうを提供するも

のになっております。市内７か所使える事業所

がありますが、昨年度１つ事業所のほうが閉鎖

したということもやっぱり影響があるのかなと

も思いますが、実際利用が少なかったというこ

とでの減額になります。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 昨年度１つの事業所が

閉鎖したその理由は、御存じのように経営難と

いうことがあったようです。そういう意味では、

この地域密着型の介護事業をやる方々の経営が

大変厳しくなっているんだろうなということを

考えますと、これは事業所の経営の問題ではな

くて、高齢者の安心・安全の、安心で暮らせる

事業所が減ってしまうということで、介護が受

けられない、サービスが受けられない人が増え

る可能性も大きいわけですので、そこのアンケ

ートなどを取ったりして、要望などはないかと

いうふうに調べたりする必要があると思うんで

すが、どうですか。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 
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大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 ただいま

いただきました質問についてですけれども、利

用者御本人の御希望というものもありますが、

それに関わっている方、家族の方、ケアマネジ

ャーの方、施設の方もいらっしゃいますので、

要望のほうというのは、常に把握しながらサー

ビスのほうを提供している状況です。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第４号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第４号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４１議案第５号令和７年度

新庄市後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第３号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第５号令和７年度新庄

市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号）について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第５号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第５号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４２議案第６号令和７年度

新庄市水道事業会計補正予算（第

５号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第６号令和７年度新庄

市水道事業会計補正予算（第５号）について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第６号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第６号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４３議案第７号令和７年度

新庄市下水道事業会計補正予算

（第４号） 

 

 

佐藤卓也議長 次に、議案第７号令和７年度新庄

市下水道事業会計補正予算（第４号）について

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第７号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第７号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  ３月５日木曜日午前10時より本会議を開きま

すので御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

     午後３時２５分 散会 
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令和８年３月定例会会議録（第２号） 

 

 

令和８年３月５日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 山 科 春 美 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ４番   鈴  木  啓  太  議員     ５番   坂  本  健 太 郎  議員 

  ６番   田  中     功  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   鈴  木  法  学  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   今  田  浩  徳  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  副 市 長 石 山 健 一 

総 務 課 長 小 関   孝  総 合 政 策 課 長 鈴 木 則 勝 

財 政 課 長 川 又 秀 昭  税 務 課 長 小 関 紀 夫 

防災危機管理課長 柏 倉 敏 彦  市 民 課 長 髙 橋 智 江 

環境エネルギー課長 井 上   徹  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 大 野 智 子 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 土 屋 智 史  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 大 江   周  商 工 観 光 課 長 髙 橋   潤 

都 市 整 備 課 長 髙 橋   学  上 下 水 道 課 長 阿 部 和 也 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 杉 澤 直 彦  教 育 長 津 田   浩 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 伊 藤 リ カ  学 校 教 育 課 長 大 町   淳 

社 会 教 育 課 長 岸     聡  監 査 委 員 須 田 泰 博 
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監 査 委 員 
事 務 局 長 井 上 利 夫  選挙管理委員会 

委 員 長 武 田 清 治 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 長 沼 俊 司  農 業 委 員 会 

会 長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 今 田   新 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  議 会 総 務 主 査 伊 藤 幸 枝 

主 事 小 野 一 樹  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第２号） 

令和８年３月５日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 田 中   功  議員 

２番 渡 部 正 七  議員 

３番 坂 本 健太郎  議員 

４番 小 嶋 冨 弥  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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令和８年３月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 田 中   功 

１．豪雪対応と今後の雪対策について 

２．子どもの不登校の実態と対策について 

３．放課後児童クラブの充足率について 

市 長 

教 育 長 

２ 渡 部 正 七 

１．「道の駅 新庄エコロジーガーデン 原蚕の杜」につい

て 

２．「地域の稼ぐ力向上プロジェクト」について 

３．「農業振興と農福連携」について 

市 長 

３ 坂 本 健太郎 

１．教育行政（学校教育）について 

２．地域と学校の協働活動について 

３．部活動の地域展開について 

教 育 長 

４ 小 嶋 冨 弥 
１．持続可能な安全安心なまちづくりについて 

２．雪対策について 
市 長 
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開      議 

 

 

佐藤卓也議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は11名です。質問の

順序は、配付しております一般質問通告表のと

おり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名です。 

 

 

田中 功議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 それでは最初に、田中 功議員。 

   （６番田中 功議員登壇） 

６ 番（田中 功議員） おはようございます。 

  令和８年３月議会の一般質問、最初に質問を

させていただきます。 

  議席番号６番、共に創る市民の会の田中 功

です。 

  春の気配を感じる日もありますけれども、三

寒四温の言葉のとおり、まだ寒さの残る日も続

いております。 

  今年の冬も豪雪により、市民生活にいろいろ

な影響がありました。こうした中で、市民が安

心して暮らせるまちづくりの重要性を改めて感

じております。 

  本日は、市民生活に関わる課題として、豪雪

対応と今後の雪対策、子供の不登校の実態と対

策、放課後児童クラブの充足率について、発言

通告書に基づき一括方式で質問をさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

  発言通告事項１、豪雪対応と今後の雪対策に

ついて。 

  近年の豪雪により、生活道路の除雪の遅れや、

高齢者、独居世帯の除雪負担、通学路の安全確

保、除雪体制を担う人材不足などの課題が顕在

化しております。 

  今後も気候変動の影響により、想定を超える

豪雪が発生することが懸念される中、住民が安

心して冬季間を暮らし続けられるまちづくりが

求められていると思います。 

  つきましては、①生活道路及び通学路の除雪

体制の現状と課題についてお伺いいたします。 

  ②高齢者、独居世帯に対する除雪支援の現状

と、今後の方向性についてお伺いいたします。 

  ③ボランティア活動との連携、活用など、今

後の取組についてお伺いいたします。 

  ④新庄市が実施している消流雪事業の計画内

容と達成状況、今後の整備方針についてお伺い

いたします。 

  ⑤今後の豪雪を見据えた中・長期的な雪対策

の考え方をお伺いいたします。 

  発言事項２、子供の不登校の実態と対策につ

いて。 

  近年、不登校児童生徒の増加が全国的な課題

となっており、新庄市においても子供や家庭が

抱える課題の多様化、複雑化が懸念されており

ます。 

  つきましては、①新庄市における不登校の現

状と推移についてお伺いいたします。 
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  ②学校及び教育委員会において、その原因、

理由などの把握をどのように行って、どのよう

に対処しているかお伺いいたします。 

  ③保護者への支援体制や相談体制の現状はど

のようになっているか、お伺いいたします。 

  ④今後の不登校対策の方向性について、子供

の居場所づくりなど考えはないか、お伺いをい

たします。 

  発言事項３、放課後児童クラブの充足率につ

いて。 

  共働き世帯や独り親世帯の増加により、放課

後児童クラブの利用ニーズは年々高まっており

ますが、一方で定員超過や待機児童の発生、支

援員の確保などの課題が指摘をされております。 

  つきましては、①市内各放課後児童クラブの

定員及び利用状況、充足率の現状はどのように

なっておりますか。 

  ②待機児童の有無とその対応状況についてお

伺いします。 

  ③支援員の確保状況及び処遇の現状は、どの

ようになっていますか。今後の受入体制強化に

向けた取組について、市の考えをお伺いいたし

ます。 

  どうぞよろしくお願いします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  それでは、田中議員の御質問にお答えをいた

します。 

  子供の不登校の実態と対策につきましては、

教育長が答弁しますので、よろしくお願いいた

します。 

  初めに、豪雪対策と今後の雪対策についての

御質問にお答えします。 

  生活道路及び通学路の除雪体制の現状と課題

についてでありますが、生活道路につきまして

は、沿線住民からの申請を受け、市道と同様の

基準で除雪を行っていますが、堆雪場所の確保

と排雪については申請者が自ら行うことが条件

となっており、住民からの相談が多いところで

あります。 

  豪雪年度においては、排雪事業の補助金を活

用していただいております。 

  通学路につきましては、学校周辺の道路幅を

確保するよう除雪し、道路パトロールを行い、

必要に応じて運搬、排雪を行うなど、児童生徒

の安全確保に努めております。 

  大雪や降雪が連日続く場合には、道路幅が狭

くなる、車道と歩道との間に雪壁ができ、児童

生徒の姿が見えなくなるなど、歩行空間の確保

が課題であると捉えておりますので、各学校や

県道、国道の道路管理者とも連絡を取りながら

対応しているところであります。 

  次に、高齢独居世帯に対する除雪の支援の現

状と今後の方向性に関する御質問にお答えいた

します。 

  除雪支援の現状につきましては、本市では低

所得で独り暮らしの高齢者や高齢夫婦世帯、障

害者世帯等を対象に、シルバー人材センター、

市建設クラブと連携し、屋根の雪下ろしや玄関

前除雪を実施しています。 

  この支援制度につきましては、御自身での除

雪が困難で、さらに親族や近隣者等の支援を得

ることが難しい場合に、対象者宅の除雪作業を

実施するものであり、今年度の実施状況は、雪

下ろし141世帯、玄関前除雪75世帯となってお

ります。 

  今後の方向性につきましては、本制度は冬季

間の市民生活を支える重要な支援事業であるこ

とから、関係機関と連携し、事業の継続に努め

てまいります。 

  次に、ボランティア活動との連携、活用など

今後の取組に関する御質問にお答えします。 

  本市では、社会福祉協議会がボランティアセ

ンターとして、除雪ボランティアの募集、登録、
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対象世帯への派遣などを行っており、この冬に

おいては市内の企業や学生のほか、市外から参

加したボランティアに除雪作業に御協力をいた

だきました。 

  冬季間の安全・安心な市民生活の確保には、

公的な支援に加え、多様な主体に地域福祉の担

い手として関わっていただくことが非常に重要

であります。 

  今後もボランティアに関する周知・集約・支

援について、要となる社会福祉協議会との連携

を強化し、活動を拡充してまいります。 

  次に、消流雪事業の計画内容と達成状況、今

後の整備方針についての御質問にお答えをいた

します。 

  現在、第２次新庄市総合雪対策基本計画に基

づき、流雪溝の整備及び必要な水源として、最

上川から用水確保を行っております。 

  流雪溝の整備状況につきましては、全体計画

で約91キロメートルのうち、令和６年度末まで

の整備延長は約52キロメートルで、整備率は約

56％となっております。 

  今後の整備方針としましては、桧町地区第２

期及び第３期事業を対象に、流雪溝を整備し、

供用に合わせ最上川からの供給量の増量を計画

しているところであります。 

  次に、豪雪を見据えた中・長期的な雪対策の

考え方についての御質問でありますが、今年度

から第３次新庄市総合雪対策基本計画の策定を

進めており、除雪体制や消流雪などの雪対策全

体において、これまでの実績や課題を検証し、

今後も起こり得る豪雪の年であっても、市民の

皆様が安心して冬期間を過ごすことのできるよ

う、総合的な雪対策の検討をしてまいります。 

  次に、放課後児童クラブの充足率についての

御質問にお答えをいたします。 

  市内では、公立４か所、民間立６か所の放課

後児童クラブがあります。 

  定員に対する入所状況はおおむね８割以上と

なっており、現時点において待機児童は発生し

ておりません。 

  公立における利用申込状況の傾向としまして

は、年度当初に利用希望者数が最も多くなりま

すが、その後児童が通学に慣れてくることや、

スポ少や習い事に通い始めるなどの理由から、

年度後半に向けて退所する児童が増え、利用者

数が徐々に減少していく傾向となっております。 

  そのため、年度当初においては、各施設の入

所定員により、保護者が希望する施設へ入所で

きない場合も生じております。 

  この場合の対応といたしましては、近隣の民

間立放課後児童クラブの利用を御案内するとと

もに、希望する施設の定員に空きが生じた時点

で随時入所案内を行っているところであります。 

  次に、支援員の確保につきましては、現在各

施設の定員に応じた人員を充足しております。 

  特に、公立のクラブでは、安全確保や配慮が

必要な児童への対応強化のため、今年度１名を

増員し、令和８年度においては新たに２名の増

員を予定しております。 

  支援員の処遇につきましても、市の会計年度

任用職員の報酬基準に合わせ、年々改善を図っ

ております。 

  今後は、日新放課後児童クラブの移転改築を

進めており、令和９年度の開所を予定しており

ます。 

  また、民間立のクラブにつきましても、新た

に２施設の開所が予定されており、施設整備と

処遇改善の両面から受入体制を強化し、安心し

て子育てできる環境づくりを推進してまいりま

す。 

  以上、壇上からの答弁とします。 

津田 浩教育長 議長、津田 浩。 

佐藤卓也議長 津田教育長。 

津田 浩教育長 それでは、私から不登校の児童

生徒の実態と対策についての御質問にお答えい

たします。 
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  本市における近年の不登校児童生徒数は、年

によって増減はあるものの、中学校では微増傾

向、小学校では増加傾向となっております。ま

た、不登校の傾向にある児童生徒も増加傾向に

あります。 

  原因や理由等を把握するために、年３回の文

部科学省の調査のほかに、本市では、毎月不登

校傾向にある児童生徒の状況について、学校に

報告を求めております。 

  学校と教育委員会が情報を共有しながら、把

握した状況に応じて、福祉や関係機関等と連携

し、適切な支援につなげられるように努めてい

るところでございます。 

  保護者の相談窓口としましては、担任を中心

に養護教諭、学年主任、管理職等が保護者等の

ニーズに応じて対応しています。 

  また、保護者の困り感によっては、スクール

カウンセラー、スクールソーシャルワーカー、

市の教育相談室など、専門的な立場からの支援

も行っております。 

  子供の居場所づくりにつきましては、子供の

成長の基盤となる安心感や自己肯定感を育むた

めに、非常に大切な取組であると捉えておりま

す。 

  本市では、シャイニング教室を開設し、学習

保障の場とするとともに、子供の居場所となる

団体について、市ホームページを通じて活動内

容などの周知を進めております。 

  また、令和６年度からは、各団体の代表者の

方に集まっていただき、それぞれの活動につい

て情報を共有し、団体間の連携を深めておりま

す。 

  今後は、不登校の子供の学びの場や、居場所

づくりをさらに進めていくとともに、保護者へ

の周知の在り方についても検討してまいります。 

  以上でございます。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） ありがとうございます。 

  それでは、再質問をさせていただきますが、

ちょっと発言の質問の順番を、通告書と若干変

えて質問をさせていただきたいと思います。 

  初めに、ただいまの子供の不登校の実態と対

策についてということで、教育長のほうからお

話がありました。 

  その中で、中学校では微増だと、それから小

学校では増加傾向にあると、そんなお話を聞き

まして、少し気持ちが残念だなというふうに感

じたところでございますが、それを踏まえて対

策なりを、ただいま教育長がやれることをやっ

ているようにという、変な話ですけれども、言

われていますけれども、そこについてちょっと

若干掘り下げてお聞きしたいと思います。 

  実態としては、微増あるいは増加というふう

になりますと、数字的には把握されているもの

でしょうか。また、公表できるか、いかがかち

ょっとお伺いしたいんですが。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 それでは、ただいまの御

質問にお答えしたいと思います。 

  各学校からは、毎月不登校のお子さんの状況

につきまして御報告をいただいております。そ

れにつきましては、人数だけではなくて、一人

一人のお子さんの欠席の状況、また学校での対

応等について御報告をいただき、学校教育課と

いたしましても、年間を通じてお子さん方の変

容、またそれに対する支援の在り方の検討を進

めているところでございます。 

  不登校につきましては、年間の欠席日数が30

日以上という規定がございますが、現時点では、

小、中合わせますと、70名程度のお子さん方の

状況となってございます。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 
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６ 番（田中 功議員） 分かりました。 

  なかなか把握については、学校本位に、もう

お任せといいますか、学校での把握、あるいは

家庭での把握となると思いまして、一般にはな

かなか表立って出ない部分でもあり、その実態

も分かりにくいところですけれども、その中で、

それぞれ70名の方々について、一人一人理由な

どは違うと思うんですが、大別して、タイプ別

にといいますか、分けられている部分があれば

教えていただきたい。 

  例えば、原因となるものを分かりましたら、

教えてください。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 お子さん方の不登校の要

因につきましては、様々な要因が絡まっていた

り、お子さん自身もなかなかなぜ自分が学校に

行けないのか分からないような状況もございま

す。 

  そのような中で、お子さん方に見られる状況

といたしましては、小学生におきましては、学

業の不振、また生活リズムの不調、発達障害等

に起因する教育的な支援の求めや相談というこ

とがお子さん方の状況としては見られます。 

  また、中学生におきましては、学校生活に対

するやる気がなかなか出ない様子であったり、

不安や抑うつ等の相談もあるような状況ではご

ざいます。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 分かりました。 

  今、学業とか、家庭環境なんかも含めてなん

でしょうけれども、理由がある模様だというこ

とでございましたけれども、それに対するサポ

ートといいますか、学校あるいは教育委員会と

して、先ほどは教育長のほうからスクールカウ

ンセラーやスクールソーシャルワーカーという

ふうなお話もありましたが、その対応の仕方に

ついて教えてください。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 スクールカウンセラーに

つきましては、市内の各中学校区に配置いただ

き、中学生はもちろん、その学区の小学生、義

務教育学校におきましては、学校の前期課程も

含めて児童生徒また保護者の方の相談を受け付

けさせていただいているところでございます。 

  先ほど申し上げましたように、一人一人お子

さんの実態、その要因等は違いますので、中学

校３年生などは、進学に当たって学習保障とい

う意味では、シャイニング教室に来ていただい

て、受験に向けた対応もさせていただいており

ますし、なかなか学校に足が向かないというお

子さんもございますので、そのお子さん方につ

きましては、先ほど教育長答弁にもございまし

たが、市の様々な民間の子供の居場所づくりに

御尽力いただいているところを市のホームペー

ジ等でも紹介させていただいて、一人一人のお

子さんの実態に応じて支援ができるような、そ

のような体制を学校に求めているところでござ

います。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 居場所に関しては、学

校で指導しながら、紹介しながらというふうな

ことなのかなというふうに思いますけれども、

民間のところに御紹介したりということでござ

いましたけれども、学校自体で、学校の中で対

応できることとかというのはないんでしょうか。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 学校の中でという御質問

ですけれども、学校には足が向くのだけれども、

教室にはなかなか向かえないというお子さんも
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ございます。 

  そのお子さん方につきましては、県の事業と

連携させていただきながら、小学校につきまし

ては、学習指導員を配置させていただき、教室

以外の場所での学習の保障、また中学校におき

ましても、別室指導教室ということで別室での

対応等もさせていただいているところではござ

います。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） ただいまのお話は、ス

クールカウンセラーやソーシャルワーカーとい

う立場の相談ということになるのでしょうか。

ちょっとその部分が分からないので、教えてく

ださい。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 スクールカウンセラーに

つきましては、各中学校区で配置になっており

ますが、毎日いらっしゃるという形ではないも

のとなっております。 

  年間決められた時間数の中で、来ていただい

て対応していただいております。 

  ただ、子供たちにつきましては、毎日学校に

来ている状況もございますので、そういう部分

を学習指導員であるとか、別室指導教員の入っ

ていただいている教員のほうで、日々の対応を

当たらせていただいているというところでござ

います。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 分かりました。 

  学校の補助する先生方から、その子供たちを

見ていただいているというか、ということのよ

うです。 

  その中で、精神的な病といいますか、学校に

は行くんだけれども教室に入れないとかという、

気持ちの問題もあると思うんですが、そこら辺

は、カウンセラーとかソーシャルワーカーの

方々のフォローがあれば、何とかなりそうなと

いうような実態はないでしょうか。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 なかなかお子さん方が自

分のお困り感を言葉にできない実態もございま

すので、そういう部分では、スクールカウンセ

ラーの方等にお話を聞いていただく中で、子供

たちが自分の思いを言葉にしたり、また自分の

ありように自己理解が進むような場面もござい

ますので、そういう部分では、スクールカウン

セラー等の活用については非常に有効なものだ

と思っております。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） その中で先ほど課長も

おっしゃられましたけれども、県の指導を受け

ながら、学区単位に、中学校区単位にスクール

カウンセラーなどを配置していると。ただ、実

態としては、月に何回かというふうな限定があ

るようでございます。 

  そこを補完するような考えはないでしょうか。

単独で、市の単独も含めた充足というか、対応

日数を増やすとか、そういう考えはないでしょ

うか。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 スクールカウンセラーの

配置につきましては、現時点では、各学校に週

１回程度来ていただいているような状況ではご

ざいます。 

  その中で、担当の教員のほうが、お子さん方、

また保護者の方との面談を組みながら、日程の

ほうを調整していただいているところでござい

ます。 

  現時点におきましては、その中で子供たちの
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不安等の解消に向けて御努力いただいていると

ころでございますので、現時点では県の事業を

活用させていただきながら、有効な方法につい

ては、市としても改善、工夫を進めながら、今

後も進めてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） よろしくお願いします。 

  あわせまして、事例なんですけれども、上山

市では不登校の児童生徒及び生徒の学びの機会

を保障するために、学びの多様化学校というよ

うなことで、校舎内、学校内に設置しているよ

うです。 

  新庄地区でも、新庄小学校などでは、あじさ

い教室などを設けて、子供たちの居場所を確保

していただいているボランティアの方々もいる

ということです。 

  そのような具体的な方策を、今後各学校に用

意するとかという考えはないでしょうか。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 各学校におきましては、

現在地域の方、様々なボランティアの方に入っ

ていただいて、休み時間等も含めた子供の支援

をしていただいている現状がございます。 

  また、一部学校におきましては、空き教室等

を活用していただきながら、子供の居場所づく

りに取り組んでいただいている団体のほうに来

ていただいて、子供の支援をしていただいてい

る実態もございます。 

  学校教育課といたしましては、様々なそうい

う民間で活動いただいている皆様の情報を保護

者の方にも共有させていただきながら、一人一

人のお子さんにとって、少しでも学びに向かう

力を育んでいただくような、そのような場づく

り、そのための工夫を進めてまいりたいと思っ

ております。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 今後ともよろしくお願

いいたします。 

  それでは、次に放課後児童クラブの充足率に

ついてお願いしたいと思います。 

  児童クラブについては、公立で４校、それか

ら民間で、先ほど聞き取りにくかったんですが、

２つと言われたの、６校ですかな、であるよう

です。 

  その中で具体的に充足率といいますか。待機

児童はいないというふうな回答でございました。

それは、年度初めの調査でなくて、その後の１

回落ち着いたタイミングでの調査で、待機児童

はいないというふうな捉え方かなというふうに

想像するところでもあります。 

  実際、最初の段階でその年齢に達しない、あ

るいは高学年であれば、兄弟であってもクラブ

に一緒にいられなくて、お兄さんはおうちに行

って留守番をというような、うちで誰もいなく

てもそういうふうな環境もあるように聞いてい

ます。 

  私は、そこのところが課題だなあというふう

に思っていまして、今後２施設で、民間の施設

ができるというふうなお話でもあり、非常にい

いことだとは思っておりますけれども、やはり

少子化の現在、なるべくそういう家庭ニーズに

合ったやり方を考えていくべきかなと思います

ので、お伺いします。 

  具体的には、今みたいな実態は把握されてお

りますか。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

土屋智史。 

佐藤卓也議長 土屋子育て推進課長兼福祉事務所

長。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 放課後

児童クラブについての御質問でございます。 
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  放課後児童クラブにつきましては、昼間、親

御さんがいないお子さんの放課後の過ごす場所

ということで、年々利用が増えている状況でご

ざいます。 

  放課後児童クラブについては、特に公立にお

いては、保育の必要性に応じて点数化しまして、

保護者の就労状況、また学年なども点数化しま

して、保育の必要性の高い順に入っていただい

ているような状況でございます。 

  特に、年度の初めについては、利用者の希望

が多くて、高学年については入れないような状

況も出てきているようなことがございます。 

  特に、兄弟が入っているというようなことで、

上のお子さんが入れないというようなこともあ

るような状況です。 

  年度初めについては、十数名入所をお断りす

るような場面もございますけれども、毎年５月

１日現在で待機児童の数を出しておりまして、

令和７年度につきましては、５月１日現在で１

名というような状況でございました。 

  公立について、お断りした場面においても、

民間立へのお知らせをして、そちらに入ってい

ただくとしたような結果で、５月１日では１人

というような状況になっていると認識しており

ます。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） そうですね、公立と民

間立、経費的な面でも変わってくると思うんで

すね。全体のスペースが、まずは枠がないのも

問題ですけれども、経費的な問題も発生してく

ると思います。 

  そのような中で、行政側での対応については

点数化して該当できる、できないというような

ことで、枠があるからそういうふうに外れる子

供もいるというふうなイメージを持ちましたけ

れども、実態５月１日現在では待機児童がいな

いということで、どっかこっかには入っていら

れる、収まっているということだと思うんです

けども、そこら辺はもう少し行政側でも配慮し

つつ、保護者の希望に沿うような対応をしてい

ただけたらなというふうに思っております。 

  あわせて、来年度から升形小学校、本合海小

学校が新庄小学校と統合されるというふうなこ

とで、現在升形小学校では児童クラブといいま

すか、地域のＮＰＯかな、地域の団体にお願い

して小学校の近くで児童クラブ的な、児童館的

な扱いをやっていると。 

  本合海では、現在のところ、なくなっている

と。ただ、児童はおりまして、そういう児童も

今後新庄小学校のほうに統合になるのかなとい

うふうに思います。 

  そのときの児童クラブについての考え方をお

伺いしたいんですが。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

土屋智史。 

佐藤卓也議長 土屋子育て推進課長兼福祉事務所

長。 

土屋智史子育て推進課長兼福祉事務所長 升形小

学校、本合海小学校の統合後の児童クラブへの

対応というようなことで御質問いただきました。 

  升形小学校につきましては、現在升形児童館

のほうに、ランドセル登館というようなことで、

放課後児童クラブではないんですけれども、学

校の帰りに児童館のほうで過ごして、そこに保

護者が迎えに来るというような状況でございま

す。 

  また、本合海小学校につきましては、車によ

る迎えの対応をしている民間立の放課後児童ク

ラブを利用している方が数名いらっしゃるとい

うような状況でございます。 

  新庄小学校への統合につきましては、新庄放

課後児童クラブや、その周辺の民間立の児童ク

ラブを利用していただくことになるんですけれ

ども、利用希望の人数を把握しながら、利用定
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員など、公立のほうの利用定員などの調整も図

っていきたいなと考えております。 

  それによって利用希望に対応するように検討

してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） よろしくお願いしたい

と思います。 

  新庄小学校でも生徒、児童数が少なくなって

いますし、空き教室なども出ています。それが

児童の待機場所とか保育場所というか、それに

はできるか、できないかはあるんでしょうけれ

ども、ぜひとも保護者のニーズ、確かにうちに

帰って誰かがいれば何とかあれなんでしょうけ

れども、そうでない環境が現在多くなってきて

いると思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、豪雪対策、対応と今後の雪対策につい

て、御質問をさせていただきます。 

  新庄市では今年は雪対策本部と併せて、豪雪

災害というふうなことで、救助法が適用された

ような雪だったわけですけれども、これからも

同じような環境になると思われます。 

  今までは何とか生活してきたんだけれども、

これから年を加えることによって、雪の処理が

難しいというふうな方々も多くおります。 

  当然ここにいらっしゃる皆さんも、雪に対し

ての苦労は本当に大変だったというふうに思い

ますけれども、そのような中で方策を具体的に

ある程度考えていくべきかなあと思うんですけ

れども、最初に消流雪事業の整備率について、

先ほど市長のほうから答弁ありましたけれども、

91キロ中52キロだと、56％の進度だということ

ですけれども、これは何年度から何年度までの

間の進捗になるんでしょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 ただいま御質問いただき

ました消流雪の整備状況ということでございま

すけれども、まずは流雪溝の整備計画、全体で

約91キロというふうなものを設定してございま

す。こちらを随時整備をしているという状況で、

令和６年度末までで52キロの整備が終わってい

ます。 

  それで整備率が56％になっているということ

でございます。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 最上川整理事業に絡ん

で、消流雪事業が一般的になってきたかなあと

いうふうに思いますけれども、平成の二十五、

六年頃から流雪事業が展開しているかと思いま

すけれども、正確にはまたちょっと表現できま

せんけれども、この側溝整備かと思いますけれ

ども、それからすると十何年経過していますよ

ねというふうに想像するわけですね。 

  その中で56％という進度は、少し時間かかる

よねというふうに思っているわけですけれども、

いかがでしょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 流雪溝の整備の進み具合

ということでの御質問いただきました。 

  流雪溝の整備につきましては、やはりその地

域、整備をする場所、路線の状況でありました

り、当然今お話がありましたような水源の問題

というところもございます。 

  様々な条件があって、それをクリアしていく

ために時間をかけながらというところもござい

ます。 

  また、当然費用の問題ということもございま

すので、そういったものを着実に進めていくと

いう中で、やはりちょっと時間が要していると

いうようなこともございます。 

  また、整備後におきましても、この消流雪に

関しましては、やはり地域の方々で、うまく使
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っていただかなければいけないということもあ

って、その地域での管理組合の設立というよう

なことも併せてやってございますので、やはり

ちょっと時間を要しているということかと思っ

てございます。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） そうですね、地域から

の協力も本当に必要だと思うし、また地域の

方々も水が来ることによっての利便性が高くな

ると思います。 

  整備率が高くなれば、生活環境がよくなると

いうふうに認識しておりますので、計画されて

いる整備については、なるべく早めに、先ほど

市長も第３次雪対策計画を考えているというこ

とでございますので、その中に盛り込んで具体

化をしていただきたいなというふうに感じます。 

  それから、地域間での整備格差も出てくると

思うんです。 

  いわゆる消流雪なり側溝に水が流れているエ

リアと、そうでないエリアですね、そこら辺地

元町内会などの聞き取りなど、あるいは要望な

どいかがなもんでしょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 やはり冬の期間、水が流

れているということで、非常に安堵する方々も

いらっしゃるというふうに感じているところで

ございます。 

  やはり消流雪、流雪溝があることを望まれる

地域、人々という形で様々な要望、冬期間にい

ただいているところでございますが、計画に沿

いながら、時間をかけながら、そのエリア、エ

リアを進めていくというようなことを考えてご

ざいますので、そのためにも水源となるものが

必要であったりということで、地域によっても

条件が違いますので、その辺は要望いただきな

がら、エリア、エリアに合ったものをどうやっ

て解決できるのかということも含めて進めてま

いりたいというふうに思っております。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） よろしくお願いいたし

ます。 

  それから、私も経験している部分なんですけ

れども、この雪今は落ち着いてきているので、

雪の心配はないのかなと思いますけれども、や

はり１日に40センチ、50センチ降ったときには、

どうしようかというふうに皆さん悩んだと思う

んです。 

  その中で一番困るのは、屋根の雪下ろしとか、

あるいは市道なり、道路に出入りするための自

分のうちの前の除雪などだと思うんです。 

  その中で、中部保育所で新しいもみのき保育

所、保育園ですか、でも屋根の融雪対応を考え

ているようでした。 

  そんな事業が民間にも、家庭にも反映できな

いかなというふうな思いがしております。 

  それには、全て、そういうような事業につい

ては個人負担になるんでしょうけれども、そこ

に援助するとか、また、深井戸なり掘削すれば、

消雪にはすごく効果的だと、そういった場合の

補助など、できないものかなというふうに思う

ところですけれども、いかがでしょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 個人の住宅に対しての、

雪に対しての支援ということの御質問いただい

ております。 

  現在、住宅のリフォーム補助金という形で、

事業を長年やってきております。こちらの中に

おいて、散水の移動、新たに設置するであった

りとか、屋根の融雪であったり、また雪止め、

雪下ろしをするときに、危険にならないように、

ロープをつけるためのフックを新たにつけると
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いったような内容について、補助が可能だとい

うことで活用をしていただいているところでご

ざいます。 

  こちらの内容について、その年によって多少、

要綱が変わってきておりますけれども、こうい

った内容を広く周知させていただいて、うまく

活用していただければというふうに考えている

ところでございます。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） リフォーム活用が雪対

策に利用できるというふうなことでございます

ので、広く市民にも知らしめられるような手段

を講じてほしいもんだなというふうに思います。 

  以上で質問を終わります。 

 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５０分 休憩 

     午前１１時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

渡部正七議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、渡部正七議員。 

   （１０番渡部正七議員登壇） 

１０番（渡部正七議員） おはようございます。 

  ３月定例会、初日２番目に一般質問いたしま

す。新政・結の会、議席番号10番の渡部正七で

す。よろしくお願いします。 

  それでは、通告に従いまして質問に入ります。 

  発言事項１番目、道の駅新庄エコロジーガー

デン原蚕の杜について。 

  全国的に珍しく、国の登録有形文化財を活用、 

  まず最初に、このオープン以来の施設の利用

者状況、それから利用している利用者の声、こ

れらをどのように把握しているのか。また、現

時点において、道の駅の状況、どのように捉え

ているのかを、まず最初にお聞きしたいと思い

ます。 

  次に、今年は本市においても大雪に係る災害

適用法が適用されましたが、この大雪による建

造物、また樹木等の被害、これらについてなか

ったのか、この点について状況をお聞かせ願い

たいと思います。 

  ３番目になりますが、駐車場ですが、大雪の

中、本当にいつもきれいにされていて、業者の

方も非常に御苦労なされたと思います。 

  この冬季間の除雪費用、どのぐらいかかった

のかお伺いしたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

  それから、４番目の質問になりますが、市民

スキー場からこのエコロジーガーデンのほうに、

今年雪国ワンダーランドが移動しましたが、こ

の移動したことによっての利用者の状況とか、

利用者の声、前年と比較してどのようであった

か。また、インバウンドの利用もあったとお聞

きしておりますので、その辺の利用者数なども

お聞かせ願いたいと思います。 

  ５番目になります。北側エリア等の活用余地

のある野外のエリアについて、今後どのように

有効利用していくのか、見解をお伺いします。 

  最後になりますが、未利用の建造物の有効利

用、その点についての見解もお伺いしますので、

よろしくお願いします。 

  以上、道の駅に関連する質問となります。 

  発言事項の２番目、地域の稼ぐ力向上プロジ

ェクトについて。 

  国の地方創生2.0の基本構想でも、地方が稼

ぐ力を高めることが重要であるとされておりま

す。 

  本市においても、第５次新庄市総合計画後期
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５か年基本計画案ですが、この重点プロジェク

トの中において、地域の稼ぐ力を高める地域の

稼ぐ力向上プロジェクトが位置づけられており

ます。 

  本市において稼げるまちづくり、稼ぐ力を高

めるためには、今後どのように産業戦略や地域

資源の活用、それらの方策を描いているのか。 

  また、ふるさと納税や、外部資金の流用に加

えて、地域経済そのものを強くするために、ど

のように地元の企業や農業、観光といった分野

の振興を推進していくのか、市長の見解をお伺

いしたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

  発言事項の３番目になります。農業振興と農

福連携についてお伺いしたいと思います。 

  まず最初に、令和の米騒動は一段落したと思

いますが、米価の高騰は今も続いています。 

  令和７年度産の米が高止まりしている中で、

やはり稲作農家の方の不安というものは、解消

されていないばかりでなく、ますます不安にな

っている、そのような声もお聞きしているとこ

ろであります。 

  さらに、農業資材とか農機具なども非常に高

騰しておりまして、新たな設備投資とか、経営

規模の拡大、こういうものを望まないような農

家の方も多くなってきているという話もありま

す。 

  令和７年の４月までに全国1,600市町村で取

りまとめられましたこの地域計画において、約

３割の農地が10年後には担い手がいない、受け

手がいないことが明らかになったところであり

ますが、本市における状況はどのようになって

いるのか。あわせて、このことに関する市とし

ての認識をお伺いしたいと思います。 

  次に、日本の農地面積の約４割が、中間産地

や耕作不利地であるわけですが、国のこれまで

の政策では、中山間地域の衰退を止めることは

できなかったと思います。 

  国は、これらの地域を守り、暮らしていける

農業を目指すとしていますが、これまで本市が

取り組んできた中山間地における営農対策を示

すとともに、課題をお伺いしたいと思います。 

  ３番目になりますが、令和６年の６月５日に

公布施行されました改正食料・農業・農村基本

法において、新たに第46条に農福連携の推進が

位置づけられましたが、農と福祉、障害者の連

携に対する市の認識と本市の実例研究、また取

組状況を具体的にお伺いしたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

  ４番目に、第３次新庄市食育・地産地消推進

計画において、食育・地産地消推進のための施

策としまして、生産者と消費者の顔が見える関

係づくり、これを掲げておるわけでありますが、

このことについての具体的な取組施策や、事例

等、また現状認識をお伺いしたいと思います。 

  ５番目に、本市においてもいろいろ農業体験

の受入体制を行っていると思います。この辺の

整備支援、図っていると思いますが、現在での

現在までの実績等をお伺いしたいと思います。 

  最後になりますが、市民農園や遊休農地、い

ろいろありますが、これらをユニバーサル農園

として活用してはいかがと考えますが、この取

組について、市の見解をお伺いします。 

  以上、大項目３つの質問となりますので、よ

ろしくお願いします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、渡部議員の御質問にお

答えします。 

  初めに、道の駅新庄エコロジーガーデン原蚕

の杜についての御質問でありますが、オープン

以降の施設利用状況や、利用者の声の把握につ

きましては、昨年12月オープン以降、来訪者数

が増えており、対前年同月で施設全体で70％増

加、テナントで10％から20％増加しております。 
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  利用状況につきましては、来場者数や売上げ

の状況を定期的に確認するとともに、窓口での

意見聴取などにより利用者の声の把握に努めて

おります。 

  利用者からは、施設の利便性や地元産品の充

実に対する評価がある一方で、施設の周知や案

内標示の改善などの御意見もいただいていると

ころでありますので、これから当施設がより多

くの人が訪れ、利用いただける地域振興の拠点

となるよう、官民連携して取組を進めてまいり

ます。 

  次に、大雪による建造物や樹木等の被害状況

につきましては、現時点で建物に重大な損傷は

確認されておりませんが、瓦屋根の破損等が生

じております。また、樹木は複数本に枝折れ等

があり、安全確保を最優先に対応をしていると

ころであります。 

  次に、駐車場の除雪費用につきましては、本

年度の除雪費用は、２月８日現在、既存施設部

分で約190万円、今年度から供用を開始した新

設部分で約430万円となっております。 

  次に、雪国ワンダーランドにつきましては、

冬季間における北側エリアの利活用促進や、道

の駅駐車場にインバウンド観光客の大型バスの

受入れが可能となったことなどの理由から、今

年度より市民スキー場から新庄市エコロジーガ

ーデン北側エリアに移転して営業しております。 

  利用状況につきましては、雪国ワンダーラン

ドは、１月と２月の土日祝日に営業しており、

今シーズンは延べ1,000名ほどの利用がござい

ました。 

  エコロジーガーデンへ移転した初年度であり

ましたが、北側エリアの広大な敷地を利用した

スノーモービルやバナナボートなどの乗車体験

は、子供から大人まで楽しめるスノーアクティ

ビティーとしての利用者からも好評を得ている

ものと認識しております。 

  また、道の駅オープンにより、大型バスの来

場が可能となったため、台湾からの団体ツアー

客を中心に、イベント観光客が増加しており、

500名の方が利用されました。 

  次に、北側エリア等の活用につきましては、

北側エリアにつきましては第５次利用計画によ

り、現状を生かし、既存の雰囲気を残した活用

していくこととしておりますが、現時点で具体

的な整備計画はございません。 

  しかし、道の駅化や指定管理者制度導入など

の新たな局面を迎えたことを踏まえ、指定管理

者とともに地域経済の活性化に資する活用方法

について、改めて研究、検討をしていく必要が

あると考えております。 

  次に、現在未利用となっている建造物につき

ましては、平成29年２月に策定した旧農林省蚕

糸試験場新庄支場保存活用計画では、基本的に

は保存の方向性としており、現段階では直ちに

新たな用途に供する予定はございません。 

  しかし、北側エリア同様、指定管理者による

新たな管理運営が始まることなどを踏まえ、類

似施設の調査や情報収集に努め、活用の方向性

について検討する必要があると考えております。 

  エコロジーガーデンの持続可能な地域振興拠

点となるよう、施設の適切な維持管理と段階的

な活用の検討に取り組んでまいります。 

  次に、地域の稼ぐ力向上プロジェクトについ

ての御質問にお答えをいたします。 

  地域の稼ぐ力向上プロジェクトは、第５次新

庄市総合計画後期５か年基本計画の見直しにお

いて、重点プロジェクトの１つとして新たに位

置づけて令和８年度から取組を進めていくこと

としております。 

  このプロジェクトに焦点を当てた背景といた

しましては、令和６年７月に閣議決定された地

方創生2.0基本構想において、政策の５本柱の

１つに、地域の稼ぐ力を高めることが明記され

たことを受け、本市においても付加価値の高い

産業を創出し、地方経済の活力を生み出すため
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の重要な戦略として取り入れたものであります。 

  人口減少や、経済環境の変化が加速する中、

本市の持続可能な発展を遂げるためには、地域

の稼ぐ力を抜本的に向上させることが喫緊の課

題であると認識しております。 

  現在策定を進めております産業振興ビジョン

においては、地域の付加価値増加、循環の仕組

みの構築、若者がやりたい、やりがいのある職

場の仕事の創出、多様な人材の育成、地域特性

を生かした新たな産業の創出の３点を重要な柱

として位置づけており、これらの視点を踏まえ、

地域全体で成長産業の産業集積を一体的に推進

することにより、地域の稼ぐ力を高めてまいり

ます。 

  また、本市の基幹産業である農業におきまし

ては、稼げる産業への転換を図ることが不可欠

であります。 

  市場ニーズを的確に捉え、売れる産地づくり

を目指し、有機栽培や特別栽培などの環境保全

型農業との転換支援を強化するとともに、地元

企業への連携による６次産業化による食の磨き

上げを積極的に推進し、新庄ブランドの農産物

の新たな付加価値を創出する仕組みを構築して

まいります。 

  これらの取組を通じて、本市の持つ多様な地

域資源を有機的に連携させ、地域全体で稼ぐ力

を高める好循環を創出し、持続可能な地域経済

の基盤を構築してまいります。 

  次に、農業振興と農福連携についての御質問

にお答えします。 

  初めに、農地の受け手に関する御質問であり

ますが、昨今の米の価格高騰が農家所得の向上

に寄与する一面がありますが、飼料や燃油、農

業用資機材等の価格上昇が経営を圧迫し、規模

拡大や施設投資をためらう農業者が多いという

現場の実情は切実なものと受け止めております。 

  こうした状況を踏まえ、本市における地域計

画の現状と対応についてでありますが、令和７

年３月末で地域ごとの地域計画を策定した結果、

10年後の受け手が未定となっている農地は全体

の約３割を超える見込みとなっております。 

  特に、小区画の圃場や中山間地域では受け手

不足が顕著であり、個人の努力だけでは解決で

きない深刻な問題であると認識しております。 

  市としましては、この地域計画を実効性のあ

るものとし、さらには受け手が未定となってい

る農地の担い手への集約を進めるため、農地整

備事業による農地の大区画の推進、スマート農

業普及事業による省力化機器の導入支援、担い

手確保、経営強化支援事業を活用した機械の共

同利用の組織化を支援することにより、担い手

の負担の軽減に努めてまいります。 

  また、地域計画で受け手となった方々の農地

集積協力金や基盤整備の優先実施などを検討し、

安心して農業を続けられる環境を整えてまいり

ます。 

  次に、中山間地域における営農対策について

の御質問でありますが、中山間地域では豊かな

自然や伝統文化を守る大切な役割を担っており

ます。 

  本市の中山間地域が抱える課題としましては、

高齢化と担い手不足であると認識しております。

地域を守り、皆さんが安心して農業を続けられ

る環境づくりに努めてまいります。 

  本市としましても、国、県と協調して中山間

地域等直接支払制度を活用した支援を継続して

まいります。 

  地域を守り、暮らし続ける農業を実現するた

めには、これまでの支援に加え、最新のＩＴＣ

技術を取り入れて作業の省力化を図ることや、

地域全体で農地を管理する仕組みを整えること

が不可欠であります。 

  中山間の衰退は単なる農業の問題にとどまら

ず、地域コミュニティーの衰退に関わる大きな

問題と捉えております。 

  今後も地域住民の皆様と共に地域を守るため
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の取組を進めてまいります。 

  次に、農福連携の推進についての御質問であ

りますが、本市における具体的な取組状況につ

きましては、既に市内の複数の就労支援事業所

が農家や農業法人と手を取り合い、現場での実

践を積み重ねております。 

  具体的な事例としましては、本市の振興作物

であるネギやアスパラガスの収穫や、選別作業、

さらには伝承野菜の栽培管理において、障害を

持った方々を雇用し、丁寧な作業を行っていた

だいております。 

  これらは、農家側の負担軽減につながるとと

もに、事業所側にとっても工賃の向上、就労意

欲の醸成という結果を生み出しているものと認

識しております。 

  本市といたしましても、農業と福祉の連携を

一層推進することにより、誰もが役割を持ち、

支え合いながら暮らすことのできるまちづくり

に向けて取り組んでまいります。 

  次に、第３次新庄市食育・地産地消推進計画

についての御質問でありますが、本計画は市民

一人一人が食への理解を深め、生涯にわたり健

やかな生活を送ることのできるまちづくりを推

進することとしております。 

  生産者と消費者の顔が見える関係づくりにつ

きましては、本計画における柱でもあるもので

あり、食に対する安心感の醸成のみならず、郷

土愛を育む上でも重要であると認識しておりま

す。 

  本市の具体的な取組といたしましては、生産

者と新庄市食生活改善推進協議会の皆様に御協

力いただき、夏休みの子供たちを対象に食育バ

スツアーを開催し、地場産の農産物を身近に感

じられる環境づくりに取り組んでおります。 

  また、学校給食においては、新庄産の農産物

の積極的な導入のほか、生産者の方々が実際に

学校へ出向いていただく交流給食を実施してお

ります。 

  今後もこのような取組を通して、生産者と消

費者が顔の見える関係づくりを深めてまいりま

す。 

  次に、農業体験の受入体制についての御質問

でありますが、農業体験は、地域の魅力を直接

肌で感じていただく貴重な機会であり、その受

入体制の整備は、交流人口の拡大を図る上で重

要な施策であると認識しております。 

  これまでの実績につきましては、本市の体験

農園においてみそづくり体験や、大根の収穫体

験などを実施し、多くの方々に親しまれており

ましたが、運営を担う方々の高齢化や、後継者

不足といった課題に直面し、継続が困難となっ

たことから現在は廃止となっております。 

  現在は、体験農園で実施していたような多様

な体験メニューは実施されておりませんが、そ

ば打ち体験のほか農業者による農家レストラン

や、地域の生産者が独自に行う収穫体験など、

その取組が広がりつつあります。 

  今後は、農業者への支援を通して、多様な農

業体験を提供できる体制を整えてまいります。 

  次に、市民農園や遊休農地の活用についての

御質問でありますが、本市では平成２年から市

民農園を開設し、多くの市民の皆様に野菜づく

りを楽しんでいただいております。 

  誰もが使いやすい場所にしていくためには、

障害を持った方や高齢の方も利用しやすいよう、

足元をフラットにして移動しやすくするなどの

改善すべき点もございます。 

  ユニバーサル農園につきましては、世代や障

害の有無を超え、誰もが一緒になって土に触れ、

多様な方々の農業体験を通して、社会参画を促

すものとして有効な取組でありますので、本市

にふさわしい農地の活用について研究してまい

ります。 

  以上、壇上からの答弁といたします。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 
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１０番（渡部正七議員） 大変丁寧な御答弁いた

だきまして、それでは再質問ということで、ま

ず道の駅のエコロジーガーデン原蚕の杜につい

て再質問します。 

  先ほどオープン以来、来訪者が増加している

ということで、施設全体で前年比で70％、テナ

ントでは10％から20％増というような話であり

ました。 

  産直まゆの郷とか、おやさいｃａｆｅ ＡＯ

ＭＵＳＨＩとか、いろいろゲストハウス・ミノ

ムシとかいろいろあるわけですが、やはりこれ

道の駅による相乗効果が大きく働いているのか、

どのように感じているかと。 

  また、休憩・情報発信基地からこれらの施設

に移動する道路というか動線ありますよね。そ

の部分が非常に冬季間、案内標示など、施設の

周知、分かりづらかったという声もありました。 

  先ほど答弁の中で、今後改善すべき意見もあ

るということでありましたので、この点につい

て、まずどのようにお考えか、よろしくお願い

します。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 それでは、エコロジーガ

ーデン道の駅に関して、まずは利用者増の要因

というふうなことの質問でございましたが、こ

ちらはやはり相乗効果であったというふうに捉

えております。 

  70％も増加したというふうな部分につきまし

ては、増えた大半が新しい施設を訪れた人とい

うことで、新たにカウントし始めた人たちとい

うふうな捉え方をしておりますが、テナントに

つきましては、従来どおりの利用者、利用者そ

のものというふうなカウントをして積み上げた

結果、10％から20％増えたというふうなことで

ございますので、相乗効果があったものという

ふうに捉えております。 

  また、新しく整備した施設から既存施設への

案内不足というふうな御指摘がございました。

この冬、私も雪のある何か現場を見たわけです

けれども、やはり雪が積もってしまうと、既存

施設側が見えにくいなというふうなことは感じ

たところでした。 

  また、新しく整備した施設内から既存施設へ

の案内の仕方といいますか、そういったものも

まだ工夫の余地があるなというふうに捉えてき

たところでございます。 

  現在、いろいろ意見の、どんな意見があって

というふうな部分を集約している状況でござい

ますけれども、４月からの指定管理者の方々、

当然この冬を見ておりますので、からの意見も

お聞きしながら、より分かりやすい案内といい

ますか、より活用していただけるように工夫し

てまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 

１０番（渡部正七議員） ちょっと道の駅、私も

自宅に帰る途中にありますんで、よく利用させ

ていただいています。 

  この冬季間、本当にちょっと危険だなあと思

った部分が、優先駐車スペースありますよね。

身障者のスペースとか、あそこの屋根から排水

の水が直接、あそこスペース、傾斜になってい

るもんですから、直接あっちのほうに流れてき

て、それが凍っているんですよね。 

  あの施設、正面玄関に入ろうとすると、今年

度も危険だという認識があったと思うんで、左

右に三角コーンを置いたり、バーを使って止め

ておりました。 

  しかしながら、駐車スペースというのは本当

に滑りましたし、実際私も転びそうになった人

も見ました。 

  一番最初にやはり情報施設を使うわけですが、

そこから移動するに当たっても大変危機だと思

いますので、その辺の改善策というか、その辺
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はどのように、何か把握していますか。お聞か

せ願います。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 新たに整備した施設から

既存施設外へ向かうところの通路のお話という

ふうに受け取りましたが、そちらにつきまして

は、確かに傾斜をしておりまして、凍ったらち

ょっと危険だなというふうなことも思っていた

ところでした。 

  この冬、途中からでしたけれども、融雪剤を

まく等の対応をしながら、状況を見てきたとこ

ろですが、実際あそこをハンドガイドの機械で

除雪をするというふうな部分もあって、なかな

か滑り止めを設置するとか、そういったことま

ではちょっとできなくて、今年は過ぎたところ

でございました。 

  どういった改善策があるかも含めまして、今

後の課題として検討してまいりたいというふう

に思います。 

  あと、新たに設置した施設の裏側、後ろ側と

いいますか、そこら辺の雪対策なんかもちょっ

と工夫する必要があるかなというふうにも思い

ましたので、そちらも今後情報を集約しまして

危険のないようにしてまいりたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 

１０番（渡部正七議員） 本当に駐車、優先駐車

マークある場所でありますので、当然利用され

る方は、体が不自由な方とか、妊婦の方とか、

幼児の方とか、本当に安全・安心を求められる

方が利用する場所だと思います。 

  屋根からの排水の水が直接あそこに流れて、

点字ブロックなども凍っていましたので、ぜひ

改善していただきたいと思います。 

  そして、昨日の補正予算では、駐車場の整備

減額で7,582万2,000円ほどでしたか、減額にな

っておりましたので、昨日の数値を見ると、も

うちょっと何か対応できないかなあと感じたと

ころでありますので、今後の対応をひとつよろ

しくお願いしたいと思います。 

  それから、先ほど答弁の中で利用者の声、窓

口のほうでいろんな意見聴取をしているという

ような答弁がございましたが、私もいろんな道

の駅利用させていただいていますが、当然その

道の駅に行きますと、お気づきの点がありまし

たら記入くださいとか、アンケートとか、そう

いうものはあります。 

  本市の情報発信の施設には、何かそういうも

のもアンケート用紙などもなかったと思います

が、やはり利用者のニーズを的確に捉えていく

というのは非常に大切なことだと思いますので、

その点お聞かせ願いたいと思います。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 御指摘ありがとうござい

ます。 

  確かにアンケートの設置のようなものはして

おりませんでしたので、それも含めまして、今

後どういった形で意見をいただいていくかとい

うことにつきましても、指定管理者と共に検討

してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 

１０番（渡部正七議員） よろしくお願いします。

昨日は、帰り寄っていったら、情報発信施設の

正面のモニター、今まではずっと調整中になっ

ていたんですけれども、昨日は直っていました

んで、非常に対応していただいてありがとうご

ざいます。 

  それから、新しい道の駅ができますと、私も

そうなんですが、大変興味を持って道の駅、最

初ですからね、必ず行ってみようと思います。 
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  そこで、これから本市の道の駅も非常に大切

になってくるのは、やはり新規の利用者を増や

していくのは当然ですが、また行ってみたい、

リピーターとして二度も三度も道の駅を利用し

ていく、そういう取組は非常に重要になってく

ると思います。 

  ビジネスのマーケティングにおいては、１対

５の法則というのがありまして、新規のお客様

を増やすためには、既存のお客様の５倍以上の

コストがかかってしまうというような法則もあ

るそうですが、これからの道の駅の管理運営、

そういうことを維持していくためにも、やはり

新規の利用者、そしてリピーターを増やす、リ

ピート率ですね、上げていく取組が非常に重要

になってくると思いますが、この点についての

見解をお聞かせ願いたいと思います。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 リピートしていただける

お客様を増やすというふうなことのお話でござ

いました。 

  そういう方向性で、様々な取組を工夫してい

く必要があるというふうなことは、我々として

も十分と認識をしているつもりでございます。 

  一つとして、やはりエコロジーガーデンにつ

きましては、四季折々の空間といいますか、景

観といいますか、そういったものが一つの魅力

であるとも思いますので、年間を通して次の展

開がどういうふうな経過になっていくだろうと

いうことを、最初に訪れたときに周知できると

か、そういったことが重要なのかなとも思いま

すし、面白いといいますか、興味を持っていた

だけるような催しだったり、様々な体験メニュ

ーであったり、そういったものが年間を通して

定期的に行われるというふうなことなどが重要

なのかなというふうに考えております。 

  このたび指定管理者の自主事業提案等におき

ましても、そういったことも考え合わせた事業

提案というものがなされております。 

  また、その中には例えばＳＮＳで投稿した際

に、例えばクーポンが発行されるなど、次につ

ながるような情報発信の仕方なんかもできるの

ではないかというふうな提案もいただいており

ます。 

  そういったものを進めていき、指定管理者側

と詰めて進めさせていただきまして、次につな

がるようなお客様への情報発信というふうなも

のを念頭に進めてまいりたいというふうに思い

ます。 

  以上でございます。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 

１０番（渡部正七議員） 指定管理者の話も出ま

したので、ちょっと指定管理者についてお聞か

せ願いたいと思います。 

  今、指定管理者のＳＮＳを使ったとか、クー

ポンの発行とかというような御提案があるとい

う話でしたが、昨年のこの指定管理者の選定時、

指定管理者の候補の審査結果を公表されておる

わけですが、その項目、評価項目の中で、自主

事業の評価視点として、蚕糸試験場であった文

化的特徴や、産業施設であることを認識し、通

年、特に冬期間でのにぎわいづくりと、収益確

保を両立するための独自の提案がなされている

かという項目があって、今回指定管理者になっ

たところでは15点に対して9.5の評価をいただ

いておりましたが、いよいよ本当に指定管理者

制度始まるわけですが、先ほどもちょっと話に

あったんですけれども、具体的に自主事業、ど

のようなものを提案されていたのか、これから

どのように展開していくのか、その辺ひとつお

聞かせ願いたいと思いますし、もう一つは、同

じこの評価の中で、周辺観光施設や店舗等に波

及する効果を生み出すような事業提案がなされ

ているかという項目もありまして、そこについ

ては、５点中3.7の評価だったと思います。 
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  この点、２つについてお聞かせ願えればなと

思いますので、よろしくお願いします。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 指定管理者の自主事業の

内容というふうなことでございました。 

  今回、審査をいたしました提案書の中におい

て、エコロジーガーデンの指定管理の業務の範

疇でやっていただく事業というふうな捉え方と、

指定管理施設を超えて、市内全域にその効果を

波及していくような取組というふうな２つのレ

ベルの提案がなされていたと、我々のほうでは

感じております。 

  指定管理者側として、あの施設の中で取り組

んでいきたいというふうな話があった事業とい

たしまして、例えば、キッチンカーの団体と連

携したキッチンカーを常時あそこの施設内に配

置をする取組であったり、アウトドアメーカー

と連携したアウトドアイベントの開催、またキ

ャンプサイトの設置などというふうな具体的な

提案がございました。 

  こちらにつきましては、北側エリア等も含め

た低利用エリアといいますか、そういったこと

の活用も含めた形での提案がなされていたとい

うふうなことであります。 

  先ほど申し上げたようなＳＮＳの投稿の話申

し上げましたけども、そういった情報発信の仕

方についての提案もあったというふうな一方で、

施設の特色を生かして、その特色を生かした取

組を通して、施設振興だけにとどまらない成果

を目指していくというふうな取組として、例え

ば、大学と連携してフィールド提供を行って、

様々な用途に供していくというふうな取組であ

ったり、自然環境を生かした児童等への学習の

場の設置というふうなものがございました。 

  また、中心市街地活性化につながるような取

組の手法といいますか、そういったものの提案

もいただいたところでございますが、こうした

施設管理にとどまらないような取組につきまし

ては、当然指定管理者だけで実現できるもので

はないというふうに考えておりますので、どれ

だけ実現できるかというふうな部分も含めて、

市としてもしっかりと関与しながら、施設があ

そこの振興だけにとどまらない、全市的な成果

につながるように、我々としてもしっかり関与

していきたいというふうに考えていたところで

ございました。 

  以上でございます。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 

１０番（渡部正七議員） 指定管理者もやはり大

変だと思いますので、ぜひバックアップのほう

よろしくお願いしたいと思います。 

  令和８年度においては、ＡＩアバターを使っ

た情報発信とかも考えているような予算計上も

されていましたので、ぜひ先ほど言いましたが、

リピーターですね、また新庄の道の駅を利用し

てみたいという人が増えるように、施設関連の

商品のサービスとか、施設全体のサービス、新

庄の道の駅には魅力があるんだということを、

今後とも発信していっていただければなと思い

ますので、ひとつよろしくお願いします。 

  それから次に、地域の稼ぐ力プロジェクトに

ついて再質問いたします。 

  昨日の全員協議会でも、中期財政計画が示さ

れまして、財源見通しの課題、収支不足への対

応策なども示されておりました。 

  この稼ぐ力の一つとして、新庄市産業振興ビ

ジョンの策定を今行っていると思いますが、目

指すべき将来像がシビックですか、非常に今後

地域資源とか既存の産業基盤、そして市内外の

技術、人材、そして地域文化を組み合わせるこ

とで、新たな価値をつくり出し、生み出された

資源を再投資することで、それらが循環してい

る姿を目指していくということでありますが、

やはりこれは昨日市長の施政方針にもありまし
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たが、本当に重点的に取り組んでいただいて、

そして何より大切なのはスピード感だと思いま

す。 

  いろいろ今まで、説明も受けましたが、この

策定までのスケジュール、そしてパブリックコ

メントなども行っていると思います。 

  この辺について、どのようになっているのか

お聞かせ願いたいと思います。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 産業ビジョンの御質問と

いうふうなことでございました。 

  先日、全員協議会において内容等について説

明をさせていただいたところですが、タイミン

グを同じくしまして、パブリックコメントのほ

うの実施のほうに進ませていただいております。 

  ３月、ちょっと日付については、今手持ち資

料ありませんが、３月中旬ぐらいにはそれを取

りまとめまして、年度内に最終の段階策定とい

うふうなことにつなげたいというふうに予定し

ております。 

  以上です。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 

１０番（渡部正七議員） ちょっと時間もなくな

ってきたんで、早口になりますが、本当に市と

して稼ぐ力という点では、自主財源の確保とい

うのは非常に大切になってくると思います。 

  自主財源の大きな要素には、いわゆるふるさ

と納税とか、企業版のふるさと納税も入ってく

ると思います。 

  企業版のふるさと納税が令和７年度の税制改

正によりまして、令和９年度まで延長されてお

りますが、本市がさらにこの寄附を頂くために、

共感を呼ぶプロジェクトとか、今も市長のトッ

プセールス行っていると思うんですが、より多

くの企業より寄附を頂けるような取組、今見え

ている課題等がありましたら、お聞かせ願いた

いと思います。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 企業版ふるさと納税につ

いての課題というようなことでございますが、

今年度、総合計画見直しということで後期５か

年に向けて様々なプロジェクトを設けさせてい

ただきました。 

  こういったプロジェクトを推進するに当たっ

ても、やはり財源というのが大変重要になって

きますので、そういった意味ではこういった外

部からのふるさと納税含めて、企業版も含めて、

稼ぐというよりは応援をいただく、そういった

視点で進めていかなければならないと思ってお

ります。 

  その上では、特に令和８年度に向けては新規

の事業、かなりありましたが、これも前期振り

返りまして様々な課題を踏まえ、取り組まなけ

ればならないものをしっかり形にしてきたもの

と思いますので、そういった市でしている事業

というそのものをアピールしながら、事業とい

ったものに共感いただきながら、さらに応援を

いただく、またその応援いただいた財源を使い

ながら新たなプロジェクトに投資をしていくと

いう、そういった好循環を生みながら、市のま

ちづくりを進めていきたい、そのような形で今

こういった財源の確保の形についても考えてい

るところでございます。 

  以上であります。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 渡部正七議員。 

１０番（渡部正七議員） この企業版ふるさと納

税、この制度、やはり単なる寄附のお願いだけ

ではなくて、市長自らビジョンを描いて、どの

ようにして企業と地域を結び、そして市民の暮

らしをより豊かにするかという観点から進めて

いくことが非常に重要だと思います。 

  この寄附額の大小ですね、それに一喜一憂す
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ることなく、戦略的かつ積極的な活用というの

もよろしくお願いしたいと思います。 

  時間もなくなったんで、もういっぱい質問し

たいこともあったんですが、この稼ぐ力を備え

た新庄市を目指すには、やはり企業誘致とか、

観光振興はもちろんですが、子育て、教育、定

住施策といった市民の暮らしの基盤を一緒に整

えることも非常に重要と思います。 

  今後、社会保障費、また公共施設の維持管理、

そういうものが非常に増加することは避けられ

ないわけでありますが、だからこそ本市の持っ

ているポテンシャルを引き出し、そしてやはり

地場産業とか地域資源を生かした持続可能な収

益モデルを築いていくことが非常に重要だと思

います。 

  市長も昨日施政方針で、輝く未来に挑戦する

まちづくりを進めていくということがありまし

たので、私たちもぜひ一緒に進んでいこうと思

います。 

  今後ともまずよろしくお願いしまして、本日

の私の一般質問を終わります。 

 

佐藤卓也議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時５０分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

坂本健太郎議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、坂本健太郎議員。 

   （５番坂本健太郎議員登壇） 

５ 番（坂本健太郎議員） 令和７年度３月定例

会一般質問、議席番号５番、共に創る市民の会

の坂本健太郎です。 

  本日３番目となります。通告に従って、３点

質問いたします。御回答よろしくお願いします。 

  津田教育長の再任につきましては、議会の同

意を得ることができました。令和８年度から３

年間、本市の教育行政のかじ取りを担われるこ

とになります。 

  これまで私は、教育の課題について質問をし

てきましたが、この機会を捉え、改めて教育長

のお考えをお聞きしたく一般質問いたします。 

  回答者が教育長のみになってしまいました。

最後までお付き合いください。 

  初めに、発言事項１、教育行政（学校教育）

について。 

  教育長は、令和６年度から２年間、本市の教

育行政のかじ取りを担ってこられました。 

  この２年間、不登校への対応、部活動の在り

方の変化、学校外の学びの場の確保など、教育

を取り巻く環境は大きく変化してきました。 

  その中で、教育長のリーダーシップ、役割は

より重要になっていると感じます。 

  そこでまず、本市の教育行政の現状をどのよ

うに捉えておられるか、お伺いします。 

  １、本市の教育行政の課題、現状を任期中、

どのようにあったと捉えておりますでしょうか。 

  ２、その中で、教育行政を進めるに当たり、

教育長として大切にしてきた考え方や視点は何

でしょうか。 

  発言事項の２、地域と学校の協働活動につい

て。 

  地域と学校の協働活動については、子供たち

の学びを学校内に閉じず、地域と関わる中で育

てていく取組として重要であると考えており、

これまでも度々質問をしてきました。 

  一方で、担い手の固定化や継続性の確保など、

現場ごと課題を抱えながら、進められている場

面もあると感じており、事業の再構築が必要と

考えます。 
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  そこで、次の点について伺います。 

  １、現任期における地域と学校の協働活動に

ついて、どのような成果と課題があると認識し

ていらっしゃいますでしょうか。 

  ２、協働活動を今後も継続していく上で、教

育委員会としてどのような点を大切にすべきと

考えておりますか。 

  発言事項の３、部活動の地域展開について。 

  部活動の地域展開については、教育の課題に

とどまらず、指導者の確保や費用負担、競技間

の環境差など、地域全体に関わる問題として捉

える必要があると考えております。 

  これまでも何度か質問をしてきました。これ

まで市の方針として段階的な展開など、考え方

や実績が示されてきた一方、生徒、保護者、地

域にとっては先行きが見えない面もあると感じ

ています。 

  そのような中、昨年12月、部活動改革及び地

域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイド

ラインが国から示されました。 

  令和８年度から改革実行期間として、さらに

改革を進めていこうとしています。 

  教育長には改めて、次の点について伺います。 

  １、部活動の地域展開を進める上で、現時点

での課題と認識している点は何でしょうか。 

  ２、改革推進期間を終え、改革実行期間に移

行します。部活動の地域展開を振り返り、今後

どのような方向性で整理し、実施していくのか、

そのお考えをお聞きします。 

  以上３点、よろしくお願いします。 

津田 浩教育長 議長、津田 浩。 

佐藤卓也議長 津田教育長。 

津田 浩教育長 それでは、坂本議員の御質問に

お答えいたします。 

  初めに、学校教育についての御質問にお答え

いたします。 

  私が教育長に就任して丸２年が経過しようと

しておりますが、新庄の子供たちは素直に、そ

しておおらかに育っているというふうに感じて

いるところであります。 

  そのような中で、課題があると感じたことを

２点申し上げます。 

  １つ目は、子供たちの学びに対する意欲を、

喚起できていないのではないかというふうなこ

とでございます。 

  学び以外にも、スポーツや読書文化活動など

に取り組む意欲も低い子が多い印象があります。 

  これは、本市に限った課題ではございません

けれども、どうやって子供たちにやる気を喚起

するのか、引き続き保護者や地域の皆さんと一

緒に考え、取り組んでいかなければならないと

いうふうに思っております。 

  ２つ目は、グローバル化や情報化、少子高齢

化など、社会の急激な変化に伴い、高度化、複

雑化する諸課題への対応の遅れでございます。 

  常に後手に回ってしまい、先んじて対応する

ことができない、そういう状況にあるように感

じております。 

  予算を伴う事柄については、確かに対応が困

難な場合もございますけれども、教育委員会や

教職員の意識改革によって対応可能なものもあ

るように感じております。それらの点を徹底す

る必要があると感じているところです。 

  ほかにもたくさんの課題がございますが、私

は次のような考えの下、様々な指示をしてきた

ところでございます。 

  古くから国家百年の計は教育にありというふ

うに言われております。 

  人材の育成こそが、国を支える基盤であり、

長期的視点で人を育てることが大切であること

は、いかなる時代であっても変わることはあり

ません。 

  このことを大前提としながら、教育は人なり

ということを大切に考えてまいりました。 

  教育において最も重要なのは人間性であり、

教師の人間性や力量が教育の成果に直結します。 
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  学校教育にタブレットが導入され、様々な場

面にＡＩが活用されるようになっても、教師自

身が最大の教育環境であり、子供を豊かに育て、

能力を引き出すのは教師という人間にかかって

いると思っております。 

  したがって、教育長としては、多忙な中で

日々の業務に当たっている先生方に対し、それ

ぞれの意義をしっかりと認識した上で、それら

の業務に当たるように指導してまいったところ

でございます。 

  私自身が直接各校の教員に話をしに行く機会

はほとんどありませんので、私の元指導主事と

して、あるいは元課長として、あるいは元校長

としての経験を基に、身近にいる指導主事や課

長、校長を育てる、そんな教師でありたいとい

うふうに思って努めてまいったところでござい

ます。 

  次に、地域と学校の協働活動についての御質

問にお答えします。 

  本市の地域学校協働活動事業につきましては、

地域学校協働活動をコーディネートする地域学

校協働活動推進員を６名配置し、学校や学校運

営協議会のニーズを把握しながら、地域の方々

が主体的に学校行事や教育活動に参画してもら

い、学校を核とした地域づくりを目指した事業

を実施しているところでございます。 

  現在の地域学校協働活動の１例としましては、

新庄小学校の中に地域の方と子供が交流できる

地域交流室あじさいルームを令和５年から開設

し、地域の方と子供のプラットフォームになっ

ており、子供が安心して過ごせる場としての機

能や、子供も大人も自分の得意分野を持ち寄っ

て学び合える場として機能しております。 

  また、本合海小学校では、地域の畑ナス農家

の方の協力を得ながら、総合的な学習の時間で

畑ナス栽培から販売までを実施しており、地域

の協力なしでは経験できない、貴重な教育活動

を実施しております。 

  そのほかにも、学校の特色に合わせて、地域

の方と子供たちの交流の場の創出、地域の人材

の協力を得た事業の実施、学校内での地域行事

の実施などの地域学校協働活動が展開されてお

り、事業目的である学校を核とした地域づくり

が着実に推進されていることが成果であると考

えております。 

  一方、課題としましては、学校運営協議会の

委員を中心とした活動をより活発化していくこ

とや、人口減少に伴い地域学校協働活動に関わ

ってくださる方が減少しているというふうなと

ころであると考えております。 

  今後の地域学校協働活動をさらに推し進めて

いくためには、地域の方々がこの活動に継続的

に関わっていただけるよう、学校運営協議会の

委員を中心に、地域づくりや学校経営に対し、

主体性を持って関わってもらえるような取組を

実施していくことが必要であると考えておりま

す。 

  今後も、学校運営協議会委員の意識やニーズ

を把握しながら、学校に関わってくださる地域

の方々を対象とした研修会や交流会を実施し、

地域の方々の主体性を育む取組を進めたいとい

うふうに考えております。 

  次に、部活動の地域展開についての御質問に

お答えいたします。 

  部活動の地域展開につきましては、少子化に

より、生徒数と教員数が減少し、また教員の働

き方改革も進み、従前と同様の体制での運営が

厳しくなっている中で、各学校における部活動

の縮小や廃止により、生徒がスポーツや文化芸

術に親しむ機会が失われていくことが大きな課

題となっていました。 

  本市では、国や県の方針を踏まえながら、令

和４年度から学校保護者会、スポーツ、文化団

体などから構成する新庄市休日の部活動の地域

展開検討委員会において、部活動の地域展開の

検討を進めてまいりました。 
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  初めに、部活動の地域展開を進める上での課

題につきましては、大きく３点あるというふう

に考えております。 

  １つ目としては、平日は学校の部活動、休日

は地域クラブ活動という二重構造の中での活動

となっていることでございます。 

  このことにより、平日と休日での活動主体が

異なり、指導方針、責任主体、大会参加区分な

ど、運営上の違いが生じるため、生徒や保護者

にとって分かりづらい制度となっております。 

  生徒、保護者等の関係者の理解促進とともに、

教育的配慮や生徒指導の連続性をどのように確

保するかは、地域展開を推進する上で重要な課

題となっております。 

  ２つ目として、家庭の費用負担の増加でござ

います。 

  学校部活動から地域クラブ活動へ移行するこ

とで、地域クラブ活動への参加費、送迎、保険

加入など、家庭の関与が相対的に増す、そうい

う側面がございます。 

  経済事情に左右されない参加機会の確保は、

整理すべき課題となってございます。 

  ３つ目といたしまして、持続可能な地域クラ

ブ運営の体制整備であります。指導者やクラブ

の事務局を担う人員など、クラブ活動の運営維

持に必要な人材の確保は、大きな課題と捉えて

おります。 

  そのほかにも、少子化によるクラブ員の確保

のための広域的な地域連携の必要性、生徒の安

全確保のための体制整備など、様々な課題があ

りますので、引き続き課題解決に努めてまいり

ます。 

  次に、今後の方向性につきましては、昨年12

月に策定されました国のガイドラインを踏まえ、

令和８年度から13年度までの６年間を改革実行

期間と位置づけ、地域展開を推進していくため

に、新たに部活動の地域展開推進委員会を設置

し、まずは休日の地域展開における諸課題の解

決に向けて、関係機関と連携しながら取り組ん

でまいります。 

  部活動の地域展開は、単なる制度変更ではな

く、急激な少子化が進む中においても、将来に

わたって子供たちが継続的にスポーツ、文化活

動に親しむ機会を確保、充実させていくことが

主たる目的でございますので、今後も子供たち

が希望する活動を主体的に選択できる環境の整

備を図ってまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 御答弁ありがとうご

ざいました。 

  やはり教育長は教育者だなという思いが率直

にありまして、人を大事にして、教育から人が

育っていく、これからの未来を担う人材をつく

っていくという、強い意思が込められた答弁だ

ったなと思います。 

  課題意識についても、私の思っている課題意

識とほぼ同じような課題意識を持っておられた

と思います。 

  それをどのように解決していくか、一歩でも

前進していくかというのが、これからになって

くると思いました。 

  それでは、再質問させていただきます。 

  ２年間という中で、教育長されてきましたけ

れども、将来に向けた基盤づくり、様々なとこ

ろで教育長の思いが入った事業をやってこられ

たと思います。 

  その中で種まきしてきた、取り組んできた、

これはというものは、ございますでしょうか。 

津田 浩教育長 議長、津田 浩。 

佐藤卓也議長 津田教育長。 

津田 浩教育長 この２年間で何をやってきたか

というふうな御質問でございますけれども、具

体的な事業ということよりも、やはりその前に

やるべきことがたくさんあるなというふうに感
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じておりました。 

  つまり改革というのは、１人でやるものでは

ありませんので、まず意識を醸成していくとい

うふうなことのために、いろんな方と考えのす

り合わせをしてきたということがあります。 

  具体的には、もうこれだけ人口減少が進んで

まいりますと、新庄市単独でというふうなこと

もなかなかできなくなってくることが増えてく

るだろうと。 

  ましてや、周辺７町村を考えると、そのとお

りであろうというふうに考えまして、地区の教

育長会というふうな会がありまして、８市町村

の教育長の中で、共通してやっていけるものは

できるだけ一緒にやりませんか、なんていうふ

うなことの声がけとか、そういうふうなことを

いろいろやってきたつもりでございます。 

  それから、以前勤めていたというふうなこと

もあり、県の教育局に様々な知人が現在も現職

としてお勤めになっているというふうなことも

ありまして、何かこう力を貸してくださいとい

うふうなことをいろいろお願いしたり、あるい

はこちらから逆にこういうことって、この新庄

をモデル地域でやってもらえないかなとか、い

ろんなお願いをしてきたりとかいうふうなこと

などを進めてきたところでございます。 

  したがいまして、それがまだ具体的なこうい

う施策というふうなことで、実を結んでいる部

分はあまりないのが実態でございますけれども、

そういったベクトル合わせといいますか、そう

いうふうなところの中から、今後やるべきもの

がだんだん見えてきているような気がしている

ところでございます。 

  そういった意味では、少しずつ下地づくりを

してきたというふうなことではないかなという

ふうに捉えております。 

  以上でございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 様々なところで御尽

力いただいているという答弁だったと思います。

それが実るように、少しでも皆さんのところに

届くようにぜひお願いしたいと思います。 

  文化といいますか、学校とか制度というもの

を変えるには、やっぱり時間がかかるというこ

とですり合わせということでお話を聞いたり、

働きかけをしていらっしゃるというお言葉でし

たけれども、新たな任期、３年間という任期の

中で取り組んでいきたいもの、教育長の考える

一丁目一番地は何でしょうか。 

津田 浩教育長 議長、津田 浩。 

佐藤卓也議長 津田教育長。 

津田 浩教育長 学校教育、特に私は学校現場で

長く過ごしてきたものでございますので、学校

現場での一丁目一番地というふうに申しますと、

やはり学力、確かな学力を身につけるというふ

うなところじゃないかなというふうに思ってお

ります。 

  この場合の学力というのは、ペーパーテスト

で点数を取るというふうなことだけではなくて、

それも学力の一面ではありますけれども、それ

よりも以前から私の考え方として、学力という

のは、学ぶ力、自分自身が学ぶ力じゃないかと

いうふうに考えて、取り組んでまいりましたの

で、自ら学ぶ力をどのように子供たちに培って

もらうか、育てていくか、そういったところを

一番に考えて進めてまいりたいというふうに考

えてございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 確かな学力、自ら学

ぶ力、学ぶ力が弱まっているということで最初

の課題のほうでもありましたけれども、昨日、

教育長の御挨拶の中で、生き抜く力をつけさせ

たいという、生きる力ではなくて生き抜く力と

いうことをおっしゃっておりました。 

  前の答弁では、昨日ですね、昨日の中でも課
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題を持って学ぶと、あとは何をすべきか考える

ということもおっしゃっておりました。具体的

にはどのような力でしょうか。 

津田 浩教育長 議長、津田 浩。 

佐藤卓也議長 津田教育長。 

津田 浩教育長 最終的には、いかにして生き抜

いていくか、生きるかというふうなところだと

思うんです。 

  やっぱりそのために、生きるために、生き抜

いていくためには、様々な課題に、これは問題

という部分もあるかもしれませんが、そこに突

き当たると。 

  そのときに、自ら考える力というふうなもの

がないと、その先になかなか進んでいけないと

いうふうに思うわけであります。 

  その考える力の中には、人と一緒に考えると

いうふうな部分も、これは生き抜いていくため

には必要な力だと思いますし、そういったふう

な部分で、とにかく学校の教材だけじゃなくて、

身近なところに考える材料、あるいはなぜ、ど

うしてというものが転がっているわけでござい

ますから、そういった疑問を大切にして、それ

を何とか解決していこうというふうな、そうい

うふうなことを自ら持ってもらえるような子に

育っていってほしいと。 

  そして、周りの家族、教員、あるいは地域の

方は、それを後押しする、そういうふうな存在

であってほしいなというふうに考えているとこ

ろであります。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 全くそのとおりで、

私も思っておりますし、そのような子供たちが

学んで、新庄から羽ばたいて、そしてこの地域

を担う大人になってほしいなと思っております。 

  本市の教育大綱、総合発展計画と一体で運用

されているということを聞いておりますが、県

では第７次山形県教育振興計画が今年度から運

用されております。 

  本市でも、来年度から後期の基本計画という

ことで今見直しをしております。 

  これらの関連性、整合性はどのように整理さ

れているのか伺います。 

津田 浩教育長 議長、津田 浩。 

佐藤卓也議長 津田教育長。 

津田 浩教育長 本市の後期基本計画におきまし

ても、あるいは７教振におきましても、求める

将来像というところに、そういう大きな違いは

ないんじゃないかなというふうに思っています。 

  ただ、例えば昨年４月から新たな取組として

行っております県の第７次教育振興計画、読ん

でみますと、言い方はすごく悪いかもしれませ

んが、総花的に書いてあって、何を重点的にや

ったらいいのか、どこに焦点を当ててやったら

いいのかというところが、なかなかああいう大

綱とか、ああいう大きい冊子になってしまうと

見えにくくなってきてしまう。 

  そこを、より具体化した施策というふうなも

のを年次で、いろいろ取り組んでいくというと

ころが、我々今やっていかなければいけないと

ころではないかなと。 

  したがって整合性というふうな部分について

は、教育の行き先でございますので、大きくそ

ういった違いはないと。ただ、具体策としてど

ういうふうなことをするかというふうな表現が

ちょっと違っているというふうにしか捉えてお

りません。 

  やはり、教育の本質に向かって、それぞれの

年度において、焦点化、重点化しながら、着実

に、しかも評価できる目標を立てながら進んで

いかなくちゃいけないんじゃないかなというふ

うに考えております。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 
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５ 番（坂本健太郎議員） 全てに教育長自らお

答えいただき、恐縮です。ありがとうございま

す。 

  その整合性というところでは、言葉的には県

と市町村、新庄市ということで違いはあるかも

しれませんけれども、行き着くところは同じだ

ということで、その具体策を期待していきたい

と思います。 

  ただ、来年度、予算の主要事業の中を見てみ

ますと、教育の項目、見ただけでは学校給食の

無償化と補助というところしかなかったように

思えました。 

  主要事業というとこなので、細かな事業様々

あると思いますが、やはりこの主要事業の中に

ぜひ教育長の思いが込められた事業として、来

年度載ってくるようなことを期待したいと思い

ます。 

  １番目については、これで終わりにしたいと

思います。ありがとうございます。 

  ２つ目なんですけれども、地域と学校の協働

活動についての再質問させていただきたいと思

います。 

  先日なんですけれども、萩野学園に行ってき

ました。９年生の探究活動の発表会ということ

で、２年生のときにちょっと私も地域活動とい

うか、してきたところの知見ということで、ど

うＰＲすればいいのかというところで、講義を

した学年の最終学年というところで、呼ばれま

した。 

  率直に、中学生、ああ、ここまでできるんだ

と本当に驚きました。生徒の大きな成長を実感

したところです。 

  まさに、自ら問いを立てて地域と関わりなが

ら学びを深め、それを自分の言葉で発表する姿

は、非常に頼もしいなと思ったところでした。 

  ３年間という時間をかけて、一貫したカリキ

ュラムを構築したその先生方の努力も敬意を表

したいと思います。 

  特に印象的だったのが、地域との連携の在り

方でした。従来のつながり、学校であれば萩野

学園であれば萩野学園の周辺の方々というとこ

ろだけでなくて、生徒の学びを最大限引き出す

には、誰と連携すべきか、どこで学ぶかという

視点で、関係を広げている点に大きな可能性を

感じました。 

  このような学びを支えるのは、学校と地域を

つなぐコーディネートの機能が不可欠だと思い

ます。 

  その役割を担うのが、地域学校協働活動であ

り、これまでも体制強化の必要性を訴えてきた

ところです。 

  総合発展計画においても、地域と学校の連携

協働の推進が位置づけられているんですが、成

果指標は初期値より低下しておりました。 

  私は、この協働の強化こそが、教育長が述べ

られてきた生き抜く力とか、その次のステージ

に進んだときに困らない資質能力、コミュニケ

ーション能力、そのような育成に直結するもの

と考えております。 

  今後地域と学校の協働活動をどのような施策

によって、具体的に強化して成果につなげてい

くのか、教育長のお考えを伺いたいと思います。 

岸 聡社会教育課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 岸社会教育課長。 

岸 聡社会教育課長 今現在、萩野学園の事例紹

介していただき、ありがとうございます。 

  当課におきまして、学校協働事業ということ

を展開しておりまして、その中でコーディネー

ト役ということで、推進委員をお願いし、６名

体制で今現在動いていただいているわけでござ

います。 

  そういった中で、施策の強化、体制強化とい

うお話でございますけれども、この制度が始ま

ったという部分につきましては、割と歴史がそ

んなに期間的には、令和になってからの事業展

開でございますので、まずは今現在行っていた
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だいている部分を確実に継続していただくとい

うことが重要ではないかなというふうに考えて

いるとこでございます。 

  また、こういった活動の中では、コーディネ

ートをされている方も当然でございますけれど

も、それに関わっていただく様々な方々の意識、

誰かに言われたからやるというわけではなく、

自ら動いていただくということが大変重要であ

るというふうに考えております。 

  ですので、そういった方々の意識醸成のため

の研修会でありますとか、そういったものを充

実させていきますとか、また、そういった場の

中で学校運営協議会があるわけですけれども、

学校単位で動いているという状況がございます。 

  そうしますと、なかなか地域を超えた活動が

見えてこないという御意見をいただきまして、

他地域で他の学校でやっていることを知りたい

んだというお声をいただいていたところでござ

います。 

  そういったところを踏まえまして、今年度、

そういった情報交換会、意見交換会というもの

を開催するということで、ちょうどあしたなん

ですけれども、山大の安藤先生をコーディネー

ターということでお招きいたしまして、今現在

参加者としては35名の方から申込みいただいて

おりますけれども、こういった形で情報交換を

していただき、それぞれの皆様の知見を広めて

いただく、こういったことが結果として強化に

つながるというふうに考えているところでござ

います。 

  よろしくお願いします。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 様々取り組まれてい

るということで、これからも継続をしていくこ

とが、まずは第一義にあるというお話でした。 

  推進員の方々が６名という体制で、その方々

も学校と地域をつなぐというところに本当に御

尽力していただいていまして、その使命感とい

いますか、自分の置かれている立場を本当に何

ていうか、やりがいを持ってやっていると思っ

ております。 

  ただ、なかなか今の体制といいますか、６名

体制というよりは、仕組みがやはりまだ弱いの

かなと私は思っております。 

  地域と学校の協働活動は、学校単独で難しい

教育を補完して、教員の方々と地域とつなぐっ

ていう部分が多分一番負担だと思うんですけれ

ども、そこを負担軽減にもつながっていくとい

うことで、先生方が先生方のやりたい、やりた

いというか、先ほど教育長もおっしゃっていま

したけれども、教育は人なりというところで、

教育現場の最高の教育環境というのは先生だと

いうところであれば、なおさら先生方の負担を

軽減するような、地域と学校をつなぐコーディ

ネート機能の強化というものは、私は本当に必

要だと思っております。 

  また、教育長の任期の話になるんですが、こ

れから３年間というところで、やはり３年間あ

れば、強化していけるんでないかなと私は強く

思っております。 

  この体制をどう強化していくのか、推進員の

配置、役割の明確化など、具体的にもし考えて

いることがあればお願いします。 

津田 浩教育長 議長、津田 浩。 

佐藤卓也議長 津田教育長。 

津田 浩教育長 まだ始まってそんなに日がたた

ない、年数がたたない状況の中で、まずは現状

をしっかり認識して、次の段階に進む必要があ

ろうというふうに思っております。 

  今現在の状況を様々観察するに、確かに役割、

これが明確ではないようになっているのかなと

いうふうに思うところがございます。 

  具体的に申しますと、時を同じくして、この

制度の開始と時を同じくして、教職員の働き方

改革というふうなものが随分進んできておりま
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す。 

  今まで教員がやっていた部分を、こういうコ

ーディネートしてくださる方にお願いするとい

った形も一部見受けられますが、それは、この

地域学校教育推進員の本来の在り方とはちょっ

と違うんではないかなというふうに思うところ

もございます。 

  そういったところから、一つずつこれから状

況を確認した上で、今後に続けてつなげていか

なくちゃいけないというふうに思ってございま

すので、もうしばらくこのことに関しましては、

お時間拝借できればなというふうに思っている

ところです。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 現状を認識してとい

うところだと思うんですけれども、現状認識は

毎年毎年認識されていると思いますし、課題も

毎年毎年あると思いますので、ぜひその辺は早

急に、課題認識とこれからの対応ということで、

考えていっていただければと思います。 

  やはり地域と学校が、私たちの代のときが子

供のときよりは希薄化しているというのは、肌

感でも分かりますし、あと何か働きかけがなけ

れば、なかなか学校と関わる機会がないという

のも、地域の方々と話していても、どういうと

きに学校に行くんだと、保護者とかじゃない限

りなかなか関われないというのもありますので、

ぜひその辺のところも含めて、地域の子供たち

は、地域で支えていくんだ、育てていくんだ、

その橋渡しがコーディネーターなんだというと

ころに立って、ぜひ強化に努めていっていただ

ければと思います。 

  続きまして、３番目の部活動の地域展開につ

いて再質問させていただきます。 

  課題３つあるということで、平日と土日の二

重活動というところとか、あとは家庭の費用負

担とか、あとは体制整備、維持するためという

ことで、まさに私が日々聞いている保護者の方

とか、クラブの方と同じような課題認識でよか

ったと思います。 

  クラブの費用が大きな課題ということで、実

際今まで保護者がクラブ活動というか、スポ少

もそうですけれども、ほぼボランティアで行っ

てきたようなところに、この地域展開という話

がありまして、さらに経費が増えているという

実態もございます。 

  この経費が増え続けると、やはり持続可能な

運営もできなくなってくるという、そういう話

も聞こえます。 

  それは経費が増えたから支払うという、その

文化がまずないという、もらえないという意識

的なところでの継続できない、本当は払えるか

もしれないんですけれども、そういう文化が育

ってないというところで、継続できないんじゃ

ないかと不安に思っている方もおりました。 

  新庄市では、令和７年の３月26日に開催され

た中学校の休日の部活動の地域展開に関する説

明会がございました。 

  その中で明確に参加に対する補助はないとい

う回答だったんですが、その後動きはあります

でしょうか。 

岸 聡社会教育課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 岸社会教育課長。 

岸 聡社会教育課長 部活動の地域展開について

の地域クラブへの支援という御質問だと思いま

す。 

  こちらにつきましては、これまでそういった

制度がございませんでしたので、市としては、

直接的な補助ということは行っておらなかった

わけですけれども、今回の国のガイドラインが

示されたわけですけれども、その中で地域クラ

ブについての認定制度というものが、新たに創

設されるということが打ち出されました。 

  その中で、認定制度の中で、認定を受けた地
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域クラブに対しては、国、県、市、それぞれ持

ち出して、財政支援、基本的な補助というもの

を行っていくというふうなものが示されており

ます。 

  ただ、実際この実施をどういうふうにしてい

くかという部分につきましては、県が主体とな

ってそれに参加する形で、市が交付するという

形になろうかとは思いますけれども、まだ具体

的なものが示されておりませんので、今この場

ではこういう条件で幾らというふうなお話はで

きませんけれども、制度的にはそういった形で

今現在進んでいるところでございます。 

  よろしくお願いします。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 国のほうで進んだも

のに対して、市としてもそれに沿って考えてい

くということで、ありがたいなと思っておりま

す。 

  この認定制度ですけれども、認定されるとメ

リットがあるということでの認定というところ

もあると思うんですが、これから認定を考えて

いく、迷っているというところもあると思いま

す。 

  これからどういうふうに具体的に出していく

のかにもよるんですけれども、ぜひ認定を考え

ているというところにも、暫定的な措置といい

ますか、認定になったからではというのもある

んですけれども、改革推進期間でもあるので３

年間は補助しますとか、ちょっと具体的には、

制度設計の問題ですけれども、その間に考えて

くださいとか、柔軟な対応をお願いしたいんで

すが、いかがでしょうか。 

岸 聡社会教育課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 岸社会教育課長。 

岸 聡社会教育課長 地域クラブにつきましては、

今現在市独自で登録制度というものを設けてお

りまして、地域クラブで活動していただいてお

ります、今現在新庄市内には30団体ほどござい

ますけれども、こちらについては市のほうに登

録していただいて、活動のほうしていただいて

おります。 

  新たに認定制度ができたということで、基本

的にはそちらの制度のほうに移行していただき

たいということで、個別にそれぞれの地域クラ

ブについては御説明していただいているところ

でございます。 

  先日、地域移行の委員会のほうで報告させて

いただいたんですけれども、今現在明確に認定

制度のほうに乗るんだという団体につきまして

は、11団体ほど手を挙げられております。 

  残りの団体については、今現在考え中という

ことで、市といたしましては今現在としては、

まず暫定的に１年間は登録制度は継続し、どこ

の団体なのかという部分については、市のほう

でこういう団体でというので保証するといいま

すか、ホームページでこういう団体が活動して

いますよとお知らせするような、今現在の制度

については継続していきたいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 登録から認定という

ところで、その辺の過渡期になるとは思うんで

すけれども、ぜひ登録していただいているので

あれば認定まで持っていくように、メリットを

周知していただければと思います。 

  国のガイドライン、今もおっしゃったとおり

認定制度なり、様々なところで丁寧に運営団体

へ支援、指導、助言を行うということが書いて

あります。全くそのとおりだなと思っておりま

す。 

  さらに付け加えれば、決めたことを説明する

のではなくて、その前に関係者との対話という

ものが必要かなと思う次第です。 
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  話合いの中でクラブ側の困り感などを聞き取

った上で、段階的に発展するためには時間も必

要だということで、それが改革実行期間ではな

いかと思っておりますがいかがでしょうか。 

岸 聡社会教育課長 議長、岸 聡。 

佐藤卓也議長 岸社会教育課長。 

岸 聡社会教育課長 議員おっしゃるとおり、活

動されている方々の今の思いでありますとか、

課題感とかというものにつきましては、市のほ

うで十分対話をいたしまして、吸い上げていき

たいというふうには考えております。 

  そういった場合においては、なかなか個別に

定期的に行うというのは難しいところもありま

すので、先ほど教育長答弁にもありましたけれ

ども、推進委員会等を開催いたしますので、そ

ういった場で、代表の方々からそういった御意

見を吸い上げて、今後の施策のほうに生かして

いきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） 委員会ということで、

先ほど検討委員会から推進委員会へ変わってい

くというお話でしたけれども、委員会の中で発

言してくださいと言ったときには、なかなか、

そういう雰囲気もあるとは思うんですが、事前

に30団体あるのであれば、アンケート調査をす

るなり、そういうところから少しでも拾ってい

っていただければありがたいなと思います。 

  その中で、ガイドラインにもあるんですけれ

ども、そのようなクラブ側に丁寧に説明してい

ったりという中でなんですけれども、クラブ側

からこのような声が聞こえてきました。クラブ

側が使用する備品用具等を撤去してほしいとい

う依頼が学校側からあり、困っているというお

話でした。 

  ガイドラインでは、学校との連携、その中に

は学校施設の有効活用という記載もありますが、

このようにクラブ側の用具を撤去してほしいと

いう、そのような声があるかどうかというのは

認識はされて、把握はしておりますでしょうか。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 議長、伊藤リ

カ。 

佐藤卓也議長 伊藤教育次長兼教育総務課長。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 学校のほうに

クラブの備品が置かれているというようなこと

が、学校側から相談などがございます。 

  これまでの経過みたいなところが、やはり学

校側も当然先生方が異動されますので、いつか

らどのように置かれているものなのか、そうい

ったところが把握できていないというようなこ

とがあるようです。 

  今回、部活の地域展開ということになります

ので、そういった観点からも今後は学校側でも

そういったことをきちんと把握できるような仕

組みが必要なのではないかなというところで、

今学校側とも検討しているところでございます。 

５ 番（坂本健太郎議員） 議長、坂本健太郎。 

佐藤卓也議長 坂本健太郎議員。 

５ 番（坂本健太郎議員） ありがとうございま

す。 

  丁寧な部活動の地域展開、なかなか皆さん困

惑しているところもあるし、どのようにという、

国からの通達というのもあるんですけれども、

ぜひ丁寧な説明と、あとせっかくなので、その

方々が気持ちよくクラブを担っていただける子

供たちの教育にということでしていただければ

と思います。 

  これで質問を終わります。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時５０分 休憩 

     午後２時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 
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小嶋冨弥議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、小嶋冨弥議員。 

   （１８番小嶋冨弥議員登壇） 

１８番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまでございま

す。 

  ３月定例議会４番目の質問者の議席番号18番

新政・結の会の小嶋冨弥であります。大変お疲

れと思いますけれども、ひとつよろしくお願い

申し上げます。 

  ついこの間、新たな年を迎えたと思いました

が、１月は行く、２月は逃げる、３月は去ると

言われますように、光陰は矢のごとく、時の流

れは早く、私たちは新たな節目の３月を迎えま

した。 

  この３月議会は、次年度の予算特別委員会も

あり、新庄市の未来をいかに紡ぎ、またいかに

次世代への継承をしていくのかを問う定例議会

と認識をいたし、責務の重さと、それを痛感し

ているところであります。 

  また、この３月は年度の区切りを迎え、役職

定年、そして自己都合により退職なされる方も

おると伺っております。これまでに市政の現場

を支え、市民福祉の向上に尽力いただいたこと

に、議会議員の一員として深く敬意と感謝を申

し上げるところであります。また、新たな場所

での花が咲くようなことをお祈り申し上げます。 

  それでは、これからの市政運営に関しまして、

幾つかの点について市の見解をお伺いいたしま

す。 

  それでは、通告に従いまして質問をいたしま

す。 

  まず、初めは発言事項の持続可能な安全なま

ちづくりについてをお伺いいたします。 

  当市が直面する課題には、人口減少、地域経

済、雪対策、健康づくり等を含め、多岐にわた

ります。 

  私が今般まず初めにお伺いいたしますのは、

昨年、熊で人命の危険にさらされ、大騒ぎとな

った熊問題とともに有害鳥獣駆除におけるイノ

シシや鹿等における農作物対策についての質問

であります。 

  県は、１月28日に県内で、昨年の熊の目撃件

数3,079件、市街地では352件、人身被害は13件

と、１月29日の新聞報道がありました。 

  この人身被害の13のうちに、11月５日に市内

の女性が熊に遭遇して、逃げる際に転倒し、負

傷された方も含まれております。 

  また、当市における１月までの熊の情報目撃

件数は147件、パトロール件数116件、捕獲頭数

24件と認識いたしておるところであります。 

  最近既に市内の山際の地域に、熊の出没状況

が情報が寄せられたと伺っております。 

  これら熊の生態に詳しい関係者の方々に伺い

ますと、熊が大量に出没した年の翌春は、引き

続き熊が出没しやすく、県は今年も気を引締め

て対処するとし、県民の生命と安心・安全を守

るため、熊被害対策のパッケージの取組拡充予

算を計上しております。 

  それらを鑑み、新庄市の令和８年度主要事業

にランクアップがなされた当市の持続可能な安

全・安心のまちづくりを目指し、新年度の熊対

策対応についてお伺いいたします。 

  また、イノシシ、鹿等の被害の高止まりが大

変危惧されております。 

  雪解けとともに、春に向かい、忙しい農作業

が始まります。鳥獣被害で汗を流し、懸命に努

力なされておる生産農家の方々の営農意欲を損

なうことにならないように、当市における農作

物の被害対策についてお伺いいたします。 

  次は、持続可能な安全・安心についての２つ

目につきまして、お伺いいたします。 

  申すまでもなく、私たちの日常的に安心して
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安全な市民生活の維持推進を図るためには、一

定規模の定住人口は不可欠ではないでしょうか。 

  新庄市の人口は昭和35年の４万3,550人をピ

ークに年々社会減や自然減が進行し、令和８年

１月末では３万1,715人であります。 

  行政の役割として、人口が循環する仕組みを

図り、住みよいまちづくりの政策が一丁目一番

地ではないのでしょうか。 

  少子化が顕著に進んでおります。この人口減

は当市でなく、国全体が厳しい現状でもあるわ

けですが、市民が安心・安全に暮らせるために

も、市民の健康維持増進の施策はとても重要だ

と思います。 

  そのような折、当市と東京都の大手医薬会社

との間に健康維持推進に向けた包括連携協定を

結んだ報道記事が２月６日の地元新聞に載りま

した。 

  それらによりますと、スポーツ振興、健康事

業、災害時の対策と６項目とありますが、それ

らに関しての具体的内容、それが今後活用され、

市民生活にフィードバックし、目的の果実の実

がならなければ、健康は単なる福祉政策だけで、

人口減少対策に寄与されないのではないでしょ

うか。 

  しかし、私は肯定的な視点から、市民の関心

度の高い健康維持増進に関する包括連携協定を

どのような観点、視点から大塚製薬と結んだの

でしょうか。経過と目的をお聞かせください。 

  また、その６項目の具現化をどのように図ら

れるのかを、お伺いいたすものでございます。 

  次に、発言事項２つ目の雪対策につきまして

お伺いいたします。 

  当初の今年の冬は、比較的穏やかな年になる

のかなあと多くの市民は思っていたところ、１

月下旬から２月上旬にかけ、連続的などか雪で、

日常での安全な生活に大きな危険を及ぼす状況

になり、最上地域の各８市町村が雪による災害

救助法の適用を受けたのであります。 

  日本列島各地で降雪による雪害が連日テレビ、

新聞等で報道されました。 

  当市では、１月30日に豪雪本部を立ち上げ、

万全を期してきたと思いますが、連日ふだんの

予測を超える降雪量に、対応が追いつかない気

象状況に直面いたしました。 

  それに対して、行政はじめ関係各位の方々は、

昼夜を問わず対応、対策に御難儀し、苦情も寄

せられたと思いますが、私の感じる範囲では、

非常に頑張って努力してくれたことに、心から

感謝を申し上げます。 

  そのような今年の連続的などか雪の状況下で、

例年最上川から冬限定厳冬期間国営新庄農業水

利施設から用水し、市内各河川に放水をしてお

る豪雪地帯の新庄の流雪溝の水源として支えた

事業が、漏水により今年はできなくなりました。 

  これらによりまして、雪対策における今年の

冬の新庄市における市民生活にどのような影響

があったのか、それらについてお伺いいたすも

のであります。 

  また、この国営農業水利施設は、新庄盆地の

慢性的な水不足を解消し、暮らしをよりよくす

る事業でもあります。 

  その陰には、昭和52年に新庄土地組合を設立

し、初代理事長を筆頭に、地域の多くの先人の

方々の強い意思と行動が歴史的事実として明確

であります。 

  季節は春となり、融雪も進み、春の農作業が

始まります。今年の農業経営に対しての水の供

給に支障が来さないのかをお伺いいたすもので

あります。 

  また、雪国新庄市は、雪との課題はただ豪雪

地帯でなく、構造的な、複合的な問題でもある

わけであります。 

  近年は、今年のように短期的に一気に降るど

か雪が増加しておるわけであります。 

  行政として、今年のような想定外の異常気象

時にも対応できる雪対策はどのように構築なさ
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れるのかをお伺いいたします。 

  以上で、私が通告いたしました質問でありま

す持続可能な安全のまちづくりと雪対策の視点

から申しました。 

  市長におかれましての御所見を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、小嶋議員の御質問にお

答えいたします。 

  初めに、熊対策についての御質問にお答えし

ます。 

  昨年は、全国的に市街地への熊の出没が相次

ぎ、本市におきましても目撃件数、対応件数、

捕獲件数とも過去最多となり、市民生活にも大

きな影響を与えました。 

  本年におきましても、既に市内において目撃

情報が報告されており、昨年に引き続き熊の出

没が多くなるものと予想されていることから、

令和８年度における鳥獣被害防止対策には、さ

らに力を入れて取り組んでまいります。 

  具体的には、鳥獣被害防止対策協議会の実行

主体である猟友会会員の待遇改善に向けて、日

当を見直すとともに、新たに熊、イノシシを捕

獲した際にも、報酬を支給するなどの支援を拡

充させるほか、緊急銃猟の実施に対応するため、

装備品を充実させるとともに、捕獲体制の強化

に向けた新たな担い手の確保、育成を図るため、

令和７年度に補助制度を拡充した新規狩猟免許

取得者への補助を引き続き実施し、取組を強化

してまいります。 

  このほか鳥獣被害防止に向け、誘因物となる

果樹の伐採をはじめとする環境整備についても

同時に取り組んでまいります。 

  イノシシ等による農作物被害につきましては、

近年増加傾向にあり、今後も増加することが予

測をされることから、熊と同様に鳥獣被害防止

対策協議会負担金の拡充により、捕獲した場合

の報酬を新たに創設することとしております。 

  今後も市民の安全・安心な暮らしと農作物の

被害防止など、市民の財産を鳥獣被害から守る

ため、鳥獣被害防止対策に重点的に取り組んで

まいります。 

  次に、大塚製薬株式会社様と健康維持増進に

関する包括連携協定についての御質問にお答え

いたします。 

  本市と大塚製薬株式会社様とは、本年２月５

日に、地域における健康維持増進とスポーツの

振興を図るため、相互に連携することに関し、

協定を締結いたしました。 

  大塚製薬株式会社様は、世界の人々の健康に

貢献するという企業理念に基づき、全国の自治

体と協力して、地域住民の健康増進や生活の質

の向上に貢献する活動をされております。 

  本市においても健康づくりの推進は重要な施

策として考えており、両者の思いが一致したこ

とから、協定締結に至ったものであります。 

  本協定では、６項目において連携していくこ

ととしており、具体的には、健康の維持増進に

関する取組、熱中症予防対策、プレコンセプシ

ョンケアの推進など、女性の健康に関する取組、

食育の推進、競技スポーツにおけるコンディシ

ョニングの向上、災害時の避難所における食料

の支援といった幅広い分野での連携協定となっ

ております。 

  今回の協定により、市民の皆様の健康意識の

向上と生活習慣の改善が期待され、さらに専門

的な知見を生かした効果的な健康づくり事業の

展開により、健康寿命の延伸につながるものと

期待しております。 

  今後は、大塚製薬株式会社様の豊富なノウハ

ウと本市の地域特性を生かしながら、具体的な

取組内容を調整し、市民の皆様に協定の効果を

実感いただける取組を順次展開してまいります。 

  次に、雪対策についての御質問にお答えしま
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す。 

  消流雪用水事業につきましては、国営新庄農

業水利施設を多目的使用の許可を得て、毎年12

月から２月にかけて、最上川から用水し、市内

各河川に補水を行っているところでありますが、

12月の通水準備の際に、複数箇所に漏水が確認

され、修繕に時間を要することから、今シーズ

ンの通水は不可能なりました。 

  このことを受け、緊急措置として、国土交通

省新庄河川事務所の許可を得て、新田川を水源

とした消流雪用水を確保したところであります。 

  しかしながら、例年に比べ流水溝の水量が少

なくなったことから、投雪しても雪が流れにく

い水路内に堆積し、これまであまり発生しなか

った地区での水上がりが確認され、対応を行う

場面もありました。 

  また、投雪ができず、雪捨場へ運搬排雪され

た方もいるなど、市民生活に大きな影響を及ぼ

したと捉えております。 

  次に、国営新庄農業水利施設の漏水箇所への

対応といたしましては、今年２月に大きな部分

の修繕を終え、その他点検も含めて４月までに

は全て修繕を完了し、５月の農業用水供給開始

には間に合わせる予定であることを、施設管理

者である県及び新庄土地改良区から確認してお

ります。 

  本市では、今シーズンのような想定外、異常

気象的な豪雪に対して、初めて災害救助法の適

用を受けました。 

  また、国土交通省からの支援としては、小型

除雪機２台を借り受けての歩道除雪や、新庄市

建設クラブによる民間の雪下ろしなどで活用し

ているほか、県内で初となる国道と市道の運搬

排雪を同時に行うスクラム除雪を実施するなど、

これまでにない対応を実施してきたことは、今

後、除雪体制を構築するに当たり、大いに役立

てられるものと認識しております。 

  今後の豪雪時においても、市民の皆様が安心

して冬季間を過ごすことができるよう、国、県、

除雪業者と連携を図りながら、また状況に合わ

せて適切な対応ができるよう、持続可能な除雪

体制の構築に努めてまいります。 

  以上、壇上からとします。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 御答弁いただきまして

ありがとうございます。 

  それでは、再質問を行いたいと思います。 

  熊問題でございますけれども、昨年度の当初

予算は、熊対策費用が100万円も足りなかった

と。９月でさらに150万円ぐらいアップし、今

年は当初予算で560万円というのは、非常に対

策としては金額としてはグレードアップなされ

たかなあと思うんですけれども、最近この熊は

当市だけじゃなくて、やはり東北も含めて一般

なんですね。 

  新聞、２月22日かな、町の中に熊がいると、

ハンターは常に命の危険というようなことで、

連日かなり大きなスペースでなっています。 

  一番危惧されるのは、ハンターなんですよね。

この新聞記事からちょっと拝借しますと、人を

襲う、2025年ほど熊が変わったと思える年はな

いと。１日で４頭駆除したこともあると、毎日

のように呼び出され、おかげで本業は進まない、

林業や農業をやっている途中に連絡がある。今

年で70歳になった、いつまでもできないだろう。

これほどまでに熊が人里に現れるようになって

しまった以上、自治体で熊駆除を専門とする職

員を何人か雇った上で、その補助役として猟友

会の活躍の仕組みがないと、我々は活動が立ち

行かなくなってしまうと。そして、妻に言われ

ると。危ないから父ちゃん行くなわというよう

な現状ですね。恐らく各地域でもそうだと思い

ます。 

  これ新庄市で制度、日当制をグレードアップ

した、以前と比べてどのようにグレードアップ
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したか、教えていただくと、具体的に教えてい

ただければありがたいと思いますけれども、い

かがでしょうか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 では、ただいまの小嶋議員の

質問にお答えさせていただきます。 

  今まで日当といいますと、１日2,000円とい

うふうな支給体制でございました。１日に何回

出ても2,000円ということになりますので、そ

れが実態と合わないのではないかということで、

時給制として時給2,000円という形にさせてい

ただいております。 

  そういう形で、先ほど小嶋議員の質問の中に

もありましたけれども、１日何回も出動しなき

ゃならないというような場合もございますので、

そういう時給制という形に変えさせていただき

ました。変えさせていただく予定でございます。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） そうしますと、今まで

１日2,000円を、１時間ごとに2,000円と手当と

して出すということですね。 

  その場合、例えば、８時間労働的なことじゃ

なくて、ある程度時間制限はないんですか。 

  あともう一つ、この主要事業から伺いますと、

不要果樹伐採の補助金というのが、新規でござ

いますね。県３分の１、市３分の１、個人３分

の１の事業のこれ周知方法と、どのぐらいの想

定をして予算組んでいるかなというのも併せて

ひとつお願いしたいと思います。 

  あともう一つは、担い手の確保、市長が確保

すると言ったんだけれども、なかなか若い人が

いなくて困っていると。 

  ほかの自治体では逆に、町の職員がハンター

として登録してなっていると。あと、その個体

を駆除した場合の解体、解体も大変らしいです

ので、金山町で解体をかなり場所を提供して処

理をやっているというようなことも、ハンター

の一つの手当の拡充だと思うんだけれども、そ

の辺も含めてひとつお願いしたいと思います。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 小嶋議員の質問に答えます。 

  その前に、１か所訂正をお願いします。 

  日当、現状は日当で4,000円です。日当は令

和７年度は4,000円ということになっておりま

す。先ほど私2,000円と間違えましたけれども、

そこら辺ちょっと訂正させていただいて、日当

は4,000円です。 

  時給は2,000円で、時間の制限はございませ

ん。いわゆる８時間出動すれば、その分出させ

ていただくというような形になっております。 

  あと、また整理させていただいて、今まで日

当4,000円でございましたけれども、新年度、

令和８年度の予算では時給2,000円という形に

させていただきたいというふうに考えておりま

す。 

  あと、他の市町村でそういう形で若い方も増

えていくという形でございますけれども、そち

らのほうに関しましては、今年度補正予算で可

決していただいた狩猟免許の補助制度を拡充し

ましたので、そちらのほうを利用して、狩猟料

免許を取りやすくさせていただいたということ

もございますんで、そちらのほうを利用して、

新たな担い手確保ということを考えております。 

  また、令和８年度の予算におきましては、地

域おこし協力隊の方にちょっとそういう狩猟免

許を持った方を募集しております。そちらのほ

うで新たな新庄市においても担い手育成という

ことを考えております。 

  また、不要果樹につきましては、50本を想定

して予算計上させていただいているところでご

ざいます。 

  以上です。 
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１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） ふるさと協力隊を活用

すると、それも方法だと思うんだけれども、と

にかくこれ大変で、例えば職員を採用しても、

現場に行ってもなかなか戦力にならない、10年

ぐらいかかるというようなことで、育成という

のは非常に大事で、力を入れていただかないと、

非常に困るじゃないけれども、対策ができなく

なってくるんじゃないかなと。 

  そしてこれは、どこも同じ悩みで、もちろん

現場に送り出す家族の不安もあるし、会員数が

減っている、やっぱり高齢化が進むというもの

はもう待ったなしの現状だと思いますので、そ

の辺をひとつ積極的に、課長、頑張っていただ

かないとみんな困るんですから、よろしくお願

いしたいと思います。 

  あと熊、おりに入って、そこで駆除できない

から、ユニックとかで駆除する、そのときも大

変だって、命がけだって言っていました。 

  猟友会の方が来ると、市長も現場に行って、

この熊がおりに入ったのを見て、これはやばい

なあというようなことを感じて、非常に理解し

てもらって、恐らく９月の補正予算即決で上げ

ていただいで、猟友会の皆さんも、なるほどあ

りがたいなというお言葉をいただいたけれども、

だからユニックとか、道具を運ぶときの手当が

今までなかったんだそうです。 

  今回のそういったもの、重機とか移動する場

合の手当というのは、予算の中に入っているの

か、入っていないのか、まず一つ。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの御質問にお答えし

ます。 

  いわゆるユニック代ということでは、こちら

のほうは計上させておりませんけれども、新た

に計上したものとしまして、熊１頭につき２万

円、イノシシ１頭につき１万円という報償費、

報償のほうを上げさせていただきます。 

  だから、ユニック代を上げなくていいかとい

うことではなくて、今後そういうふうな解体す

る費用、場所等につきましても、新庄市のほう

で検討していく必要があるかとは、私は認識し

ております。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 今までなかった分１頭

２万円ということだけれども、やはりこれ１人

ではできないというんだな。 

  あと、４人も５人もいて２万円といってもや

っぱり大変だ、危険な仕事をやって出てくるわ

けだから、その都度招集お願いされて出てくる

わけですので、その辺をもう少し、これからど

のぐらい個体出るか分からないと思うんだけれ

ども、ちゃんとしたものをしていって、お願い

しなければならないわけですので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  あとやっぱり春熊というのが来るらしいね、

春熊。県ではこういうチラシ作ってやっている

んだけれども、市でも周知、教えてけねえと、

やっぱり怖いわけよ。子供たちだって、我々だ

って困るからね。夜行ってどこから出てくるか

分からないからと、みんな不安になっているか

ら、そこは安全・安心を担保にしていただかな

ければならないと。 

  そういった注意喚起というのも、課長、考え

ていますか、どうですか。 

  まずそれと一つ、あと、イノシシとか鹿が非

常に大変だと。県のこのクマパッケージの中に、

知る、鳥獣の生息状況や被害の実態を把握する

ための調査、情報収集。次、守る、人の日常生

活圏への侵入防止。捕る、鳥獣の個体数を適正

に管理するため、過剰な個体を捕獲し、被害を

軽減すると。 
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  次に、大事なのは、これ体制だ。機動的、効

率的に実働できる持続可能な被害防除体制の整

備。 

  そこでお聞きするのは、市町村と連携した中

間支援機構というような件で合っていますので、

この辺県との連携はどういうふうにお考えでし

ょうか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの御質問にお答えさ

せていただきます。 

  そろそろ暖かくなって熊も冬眠から目覚めが

近いのかなというふうに認識しておりますので、

熊に対する注意喚起については、農林課のほう

でも十分に行っていきたいというふうに考えて

おります。 

  また、県との連携につきましては、県のほう

でも鳥獣対策ということで力を入れております

ので、県、あと周辺市町村と連携を取りながら、

熊の対策について検討、対策を取っていきたい

というふうに考えております。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） よろしくお願いします

ということなんですけれども。 

  課長、ひとつ、熊・イノシシ対策、いろいろ

なことあるんだけれども、私も伺ったんだけれ

ども、圃場とか畑に来られると困ると、イノシ

シ、くいを打って青テープのビニールテープを

３段ぐらい造ると、イノシシが比較的来なくて、

郡部の市町村、試しか何か分からないけれども、

やっていると、効果あるやあというようなお話

伺ったんだけれども。 

  課長は対策の課長として、そういう話を聞い

ているか、そういうものが効果あるか、ないか

はまず、課長としての立場で、分かる範囲で、

分からないなら分からなくていいよ、そういう

私はあったから、恐らく課長のほうが情報は早

いですからね。そういうことを、情報として持

ち合わせているか、いないかをお伺いします。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの御質問にお答えい

たします。 

  ２月に鳥獣対策の連絡会議がございましたけ

れども、その中でもちょうどそういうふうな、

どういうようなイノシシ対策とか有効だかとい

う話がございました。 

  その中では、青いビニールテープを巻くのは、

有効ではないよという話は、出たところでござ

います。 

  そのほかにやはり有効なのは、電気柵をちゃ

んと設置するというふうな形かなというふうに

考えております。 

  そちらのほうのやり方、ただ、やり方をちょ

っと間違えてしまいますと、それも電気柵も有

効ではないというような話がありますので、そ

ちらのほう、どういうふうな対策を取っていけ

ば、この地区にとってイノシシ対策等有効なの

かというのも、県、関係機関と話合いながら、

私のほうも知見を深めていきたいと考えており

ます。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 分かりました。確証な

いこと答えられないよね、分かります。 

  でも、そういうものもあるという情報として、

話の中でやっぱり対策としても、試すことも一

つの方策だと思いますのでね、情報として提供

できる場合あったら、してもらえばありがたい

なと思います。よろしくお願いします。 

  次は大塚製薬の件で、再質問します。 

  大変いいこと、健康増進はやはり大事なこと

で、お伺いします。 

  今回の包括協定が、市民一人一人に具体的に
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どのようなメリットがあるのか、行政としての

お考えをお聞かせください。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 

佐藤朋子健康課長 市民の皆様に具体的などのよ

うなメリットがあるのかという御質問でござい

ました。 

  本市としましては、大変心強い協定を結ばせ

ていただいたと思っております。 

  少子化という御質問もございましたけれども、

まずは妊婦の方への支援としまして、妊娠時の

栄養補給など、熱中症も含めて、妊婦教室、プ

レママ広場等に共に御参画いただけないかとい

うことですとか、プレコンセプションケアは、

若い世代から結婚妊娠を思い描いていただいて、

健康づくりに取り組んでいただく活動でござい

ます。 

  そうした啓発に共に取り組みたいと考えてお

りますし、高齢者の皆様におかれましては、フ

レイル予防対策として、出前講座等の健康測定

会など、一緒に御参加いただくなど、健康課と

して考えております。 

  そうした市民に、地域に根差した健康づくり

活動について、３月中打合せをさせていただく

こととしておりますので、御教示いただきなが

ら活動を展開してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） ありがとうございます。 

  ぜひいい施策と思いますので、注視して、私

も見てまいりたいと思いますので、格別の御尽

力、御努力をお願いしたいと思います。 

  次は、何といってもお聞きするのは雪だと思

うんです。 

  いろいろ聞きたいこともいっぱいあるんです

けれども、時間の関係もありますけれども、ま

ず一つ、一番伺いたいのは、２月20日の新聞で、

またこの後県議会のほうにも発言あったことで、

市と国とタッグ、スクラム除雪というようなの

が出て、非常にすばらしいというか、今まで何

でできなかったのかみたいな感じのスクラム除

雪が、新庄市のほうから提案してなったと報道

なされましたけれども、この経過というか、至

るまでのお考えをひとつお聞きしたいなと。大

変いいことだから、お聞きしたいなと思うんで

す。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 今年の豪雪の対応の一つ

として、スクラム除雪ということについて御質

問いただきました。 

  まずは、スクラム除雪というものがどういっ

たものかということを御紹介させていただきた

いと思います。 

  これは、国土交通省東北地方整備局の地域支

援という活動でございまして、全国的には昨年

度、令和６年度に初めて青森で、２つの自治体

で始まったということがございます。 

  実際の事業としては、国道に近い市道であっ

たり県道であったりというところから、国道の

ほうに雪を出してやると。 

  国の除排雪に合わせて、一緒に排雪をしてい

ただくというようなことで、スクラム除雪とい

うようなことだということでございます。 

  先ほどお話をさせていただいたように、昨年

度、令和６年度に初めて、全国的に初めて行っ

たというようなことだそうでございます。 

  今年度についても、東北管内で何例かやりた

いというような声があったそうです。 

  実際にやっているところ、やってないところ

というのを報告ちょっとまだ見ておりませんが、

そういった下地があった中で、山形県において

災害救助法の適用を受けたということがござい

まして、県と国で様々な情報交換をしている中

で、こういった支援、救助法を受けている地域
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において何か手助けはできないかというような

会議があって、その中で資機材の支援であった

り、このスクラム除雪というものの対応ができ

ないかというようなお話があって、そういった

情報を県のほうからいただきました。 

  それを受けまして市としては、国道沿いの市

道について、ぜひさせていただきたいというこ

とで提案をさせていただいた中で、協議をして

実際に１か所ではございましたけれども、そう

いったスクラム除雪をさせていただいたという

経緯でございます。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 各それぞれの自治体一

体となって、大変いいことですけれども、災害

救助法の適用がならないと、ならないというこ

となんでしょうか。 

  逆に、通年的にこういうことを例えば、除雪

を見ると、国の道路と県の道路と市道の道路が

はっきり格差が分かるような、分かるんです。 

  例えば接するところの角が車で豪雪だから見

えないなんていうのは、非常に難儀するんだけ

れども、そこは県道だ、国道だ、市道だといっ

てなかなか一体とならないけれども、そういっ

たものを、これを契機に常に豪雪なった場合は、

救助法適用ならなくてもできるような制度にし

ていくような働きかけというのは、課長、どう

いうふうにお考えでしょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 通常的にこのスクラム除

雪なり、共同の除排雪ということをできないか

ということでございます。 

  スクラム除雪に関しましては、先ほどもお話

をさせていただいたように、昨年度から初めて

行ったということで、また今年、山形県内では

新庄市で初の試みだということもございます。 

  こういった事業をやることによって、見えて

きたこともございます。様々課題もございます

けれども、議員おっしゃるように、継続的にで

きるような仕組みというところは、今後も要望

をしてまいりたいというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） ぜひ働きかけて、我々

の生活を守っていただければ大変ありがたいな

と思っておるところでございます。 

  次は、この雪対策、最上川からの用水ができ

なくなって、この水上がりになったと市長の報

告がございました。 

  大体どの辺の地域が、主にそういう水上がり

対象になったのかなあというようなことで、そ

れができなくなって、かなり機械除雪のほうが

増えたと思うんですけれども、それによってこ

れからの総合対策の計画の中に入ると、お聞き

したいと思うんだけれども、どの地域が今まで

と違ってそういう水上がりが発生したかという

ようなことがあれば、何十か所あったという報

告があるもんですから、その地域を教えてくだ

さい。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 水上がりの箇所について、

特にこれまでなかったような箇所であったり、

今年発生しておりますが、特に新松本地区、上

金沢、下金沢の一部的なところでございますが、

これまで流雪溝があって、非常に流れがよかっ

たというところに関して、雪詰まりが起こって

水上がりあったというところが、今年に関して

は多かったというふうなことを感じているとこ

ろでございます。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） それだけ最上川農業用

水というのは、大変ありがたい施設だというこ
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とをあえてまた認識を新たにするところですけ

ども、やはりこの老朽化というのは避けて通れ

ない問題で、私は春の農作業に間に合うかなと

思ったら、５月頃まで間に合うというようなこ

とで、修繕の経費というのは、市としては発生

しないのかな、全部国営だから国でやる、それ

とも土地改良区の問題か、市としてはそういっ

たものの補償というか、修理費代というのは、

今回はなかったんでしょうか、あったんでしょ

うか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの御質問にお答えい

たします。 

  今回の修繕につきましては、新庄二期地区基

幹水利施設ストックマネジメント事業を活用す

るということとして、対策工事に関しましては、

本市に新たな本年度の費用負担が生じることは

ないというふうに確認しております。 

  ただ、こちらのほう二期地区基幹水利施設ス

トックマネジメント事業を活用するということ

は、それに費用がかかっていることですので、

今後のことについては、まだ確認はできており

ません。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 今回は、発生しないと

いうようなことも分かりました。 

  それで、またどか雪みたいな雪降るし、今後

は想定外を想定内に入れるというようなことも、

次の雪対策総合計画の中に組み込まなければな

らないんじゃないんですかねということを思う

んですね。 

  あともう一つ、以前やはり新庄市は豪雪地帯、

雪と付き合わなきゃならないし、以前私ども議

会のほうで政策提言を出した折に、答申するた

めに、新庄市雪と暮らしを考える連絡協議会と

いうようなものを設置して、そして議会のほう

に答申もらったんですね。その中で、延々とし

て同じようなことが起こっています、７項目の

御答弁いただいたんだけれども。 

  何を言いたいかというと、この総合計画の中

に、雪対策協議会の方々も入れながら、計画を

お組みになるお考え、あるのか、ないのかなと

いうような、私の提案ですよ、それについて、

どういうふうな今後総合計画をおつくりになる

のか、行政の立場で私どもはお願いするわけで、

その辺のお考えいかがでしょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 第３次の雪総合計画の策

定についてということでございます。 

  当然、雪については専門家であったり、民間

事業者であったり、雪に精通された方であった

りといった御意見も頂戴しながら、策定するも

のだというふうに認識してございますので、メ

ンバー構成については、これから検討を重ねま

すが、そういった方々からの広く意見を求めな

がらつくっていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也議長 以上で本日の日程は終了いたしま

した。 

  ６日午前10時より本会議を開きますので、御

参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時５０分 散会 
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令和８年３月定例会会議録（第３号） 

 

 

令和８年３月６日 金曜日 午前１０時００分開議 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 山 科 春 美 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ４番   鈴  木  啓  太  議員     ５番   坂  本  健 太 郎  議員 

  ６番   田  中     功  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   鈴  木  法  学  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   今  田  浩  徳  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠     員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  副 市 長 石 山 健 一 

総 務 課 長 小 関   孝  総 合 政 策 課 長 鈴 木 則 勝 

財 政 課 長 川 又 秀 昭  税 務 課 長 小 関 紀 夫 

防災危機管理課長 柏 倉 敏 彦  市 民 課 長 髙 橋 智 江 

環境エネルギー課長 井 上   徹  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 大 野 智 子 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 土 屋 智 史  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 大 江   周  商 工 観 光 課 長 髙 橋   潤 

都 市 整 備 課 長 髙 橋   学  上 下 水 道 課 長 阿 部 和 也 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 杉 澤 直 彦  教 育 長 津 田   浩 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 伊 藤 リ カ  学 校 教 育 課 長 大 町   淳 

社 会 教 育 課 長 岸     聡  監 査 委 員 須 田 泰 博 
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監 査 委 員 
事 務 局 長 井 上 利 夫  選挙管理委員会 

委 員 長 武 田 清 治 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 長 沼 俊 司  農 業 委 員 会 

会 長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 今 田   新    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  議 会 総 務 主 査 伊 藤 幸 枝 

主 事 小 野 一 樹  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第３号） 

令和８年３月６日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 辺 見 孝 太  議員 

２番 山 科 春 美  議員 

３番 鈴 木 啓 太  議員 

４番 亀 井 博 人  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第３号）に同じ 



 

- 107 - 

 

令和８年３月定例会一般質問通告表（２日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 辺 見 孝 太 

１．公共施設マネジメントの進め方について 

２．新庄まつり実行委員会の新たな体制について 

３．漫画・アニメを活用した地域活性化事業について 

４．最上公園の整備計画について 

市 長 

２ 山 科 春 美 
１．観光のまちづくりについて 

２．空き家対策事業について 
市 長 

３ 鈴 木 啓 太 

１．ふるさと納税について 

２．デジタル化を踏まえた窓口体制の在り方について 

３．本市の防犯対策について 

市 長 

４ 亀 井 博 人 

１．住みやすさについて 

２．職員体制について 

３．ごみの出し方について 

市 長 
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開      議 

 

 

佐藤卓也議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は４名です。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

 

 

辺見孝太議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 それでは、最初に、辺見孝太議員。 

   （９番辺見孝太議員登壇） 

９ 番（辺見孝太議員） おはようございます。

本日最初に質問に立ちます、議席番号９番、新

政・結の会の辺見孝太です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

  それでは、通告に従い質問させていただきま

す。 

  初めに、公共施設マネジメントの進め方につ

いてお伺いします。 

  新庄市は、同規模自治体と比べ、保有してい

る公共施設の数が多く、膨大な維持管理費のほ

か、同時期に建設された施設が一斉に老朽化し

た際に大規模な改修や更新を行えば、莫大な経

費を要することが想定されています。こうした

ことから、財政健全化とともに、安全性や利便

性、効率性を重視した持続可能な行政運営のた

めの公共施設マネジメントが政策に求められて

おりますが、この取組をどのような手順で進め

ていくかお伺いします。 

  続いて、新庄まつり実行委員会の新たな体制

についてお伺いします。 

  昨年12月に新庄まつり実行委員会の事務局か

ら新庄商工会議所が離脱したことを受け、新体

制となる今後の新庄まつり実行委員会の組織体

制と役割分担についてお伺いいたします。また、

持続可能な祭りの在り方を検討する組織の設置

状況についてもお伺いします。 

  続いて、漫画・アニメを活用した地域活性化

事業についてお伺いします。 

  新庄市では、新庄まつりをはじめとする季節

ごとの観光資源に強みを持つ一方で、通年型の

観光コンテンツが十分とは言えない状況にあり、

今後観光誘客に取り組む上で、新たな通年型の

観光コンテンツの構築が必要であると考えます。

漫画・アニメを活用した地域活性化事業につい

て、単年度の事業にとどめるのではなく、今後

も継続して、通年型の観光コンテンツとして育

てていく考えはあるかお伺いします。併せて、

具体的な事業内容についてもお伺いします。 

  最後に、最上公園の整備計画についてお伺い

します。 

  新庄市の中心部に位置する最上公園（新庄城

址）は、市民からお城の愛称で親しまれ、カド

焼きまつりや新庄まつりの際にもにぎわいを見

せています。その新たな空間としての整備には、

最上公園（新庄城址）整備基本構想に基本的な

考え方がまとめられておりますが、整備の実施

については具体的に示されておりません。最上

公園（新庄城址）整備基本計画の進捗について

お伺いします。 
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  以上、御答弁よろしくお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  それでは、辺見議員の御質問にお答えいたし

ます。 

  議員御指摘のとおり、本市は他の自治体に比

べて保有する公共施設の数が比較的多く、これ

ら全てを将来にわたって維持し続けるためには、

通常の維持管理費に加えて多額の改修費や更新

費用が必要となるため、財政運営にも非常に大

きな影響を与えるものと推測しております。 

  公共施設マネジメントにつきましては、本市

が保有する公共施設をどのように使い、どのよ

うに管理するか、施設の統廃合や再編、民間活

用なども含めて総合的に考える仕組みであり、

将来にわたって市民サービスを維持し、次の世

代に良好な施設を引き継いでいくために重要な

取組となります。 

  この公共施設マネジメントを進めるに当たっ

ては、市内部においては全体の情報共有と問題

意識の醸成が重要であり、また対外的には、議

員の皆様も含め、住民理解と合意形成が大きな

課題になるものと捉えております。 

  今後、公共施設マネジメントを進めていくに

当たり、これらの課題を踏まえて庁内の合意形

成を図りながら、既存施設の利用状況など実態

を分析することから始める必要があると考えて

おります。このため、専門のアドバイザーから

の指摘、助言もいただきながら取組を進めると

ともに、市民に対しても分かりやすい情報の発

信を行うことで、公共施設マネジメントの周知

に努めてまいります。 

  次に、新庄まつり実行委員会の新たな体制に

ついての御質問にお答えいたします。 

  昨年12月に開催されました新庄まつり実行委

員会において、会長が退任し、新庄商工会議所

は実行委員には残るものの、事務局から離脱す

ることとなりました。これを受け、現時点での

事務局体制につきましては、本市と新庄観光協

会の２団体となっております。現在、これまで

新庄商工会議所を含めた３団体で分担しており

ました新庄まつりの運営業務を確認し、業務分

担の再調整をしております。また、会長職につ

きましても、現時点において調整中であります。 

  事務局体制につきましては、大変御心配をお

かけしておりますが、今後につきましても関係

団体や地域企業、そして市民の皆様などに御協

力をいただきながら、円滑な運営と安全・安心

な新庄まつりの開催を確保できるよう努めてま

いります。 

  また、事務局体制の構築に併せ、持続可能な

祭りの在り方を検討する組織を来年度に設置し、

財源や人材確保、熱中症対策などの課題を解決

するため、様々な意見をいただきながら対応策

を検討してまいります。 

  次に、漫画・アニメを活用した地域活性化事

業についての御質問にお答えいたします。 

  今年度、本市では観光庁の地域観光魅力向上

事業を活用した漫画・アニメコンテンツを活用

した地方誘客周遊促進事業を実施いたしました。

これは、本市にゆかりのある漫画家や作家と、

その作品を独自の観光資源として、本市を「ま

んがの街」としてブランディングすることを目

的とした事業であります。 

  今年度は、本市の観光大使である今村翔吾先

生の小説「火喰鳥」の漫画化、アニメ化を契機

とし、キャラクターをモチーフとしたコンセプ

トルームの設置や、スタンドパネル等の撮影ス

ポットの設置、オリジナルグッズの製作など、

作品のファンに向け市を訪れることで体験でき

るコンテンツを整備いたしました。 

  また、来年度はこれまで十分に活用し切れて

いなかった本市出身の漫画家の作品をメインコ

ンテンツとして整備し、今年度に整備したスポ
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ット等の活用も継続して、観光・物産・宿泊業

等、地域内の事業主体と連携し、市内の広範囲

なエリアにわたる周遊企画等を実施していきた

いと考えております。 

  これらの事業において整備したコンテンツに

ついては、企画終了後も観光スポットとして活

用することで持続性を担保しながら、通年型・

滞在型企画として成熟させていきたいと考えて

おります。 

  次に、最上公園の整備計画についての御質問

にお答えをいたします。 

  最上公園につきましては、令和５年に最上公

園整備基本構想を策定し、現在基本設計の作成

を進めているところであり、様々な課題を整理

しながら引き続き精査し、作業を進めてまいり

ます。 

  整備内容につきましては、大きくは本丸跡、

二の丸跡の２つのエリアに分けて検討を行って

おり、新庄城址としての歴史的価値を大切にし

ながら、市民の皆様に親しまれる公園機能の向

上を図る方針であります。 

  これと並行して、もみのき保育園の建設事業

に合わせ、二の丸エリアにおいて、新庄歴史セ

ンター前の駐車場整備及び芝生広場の整備を実

施する予定であります。 

  今後も市民の皆様に愛され続ける最上公園の

整備に向け、計画的に取り組んでまいります。 

  以上、壇上からといたします。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） ありがとうございまし

た。 

  それでは、公共施設マネジメントの進め方に

ついて再質問させていただきます。 

  具体的な手順や進め方について、質問させて

いただきたいと思いますが、平成29年､2017年

策定の新庄市公共施設等総合管理計画、計画期

間は来年度の令和８年度までとなっております。

こちらの総合管理計画には、施設の種類ごとの

管理に関する基本方針や推進体制のイメージ図

が記載されています。 

  まず、具体的に取り組んでいくに当たって必

要なのは、推進体制の明確化ではないでしょう

か。総合管理計画に推進体制のイメージ図が載

っておりますが、これによると推進組織の体制

は、個別施設計画などの策定を見据えた公共施

設マネジメント専任部署を設置し、こちらが財

政部署と連携するというようなイメージ図にな

っております。その上に、庁内横断的な検討組

織として、新庄市公有財産管理活用検討委員会

を位置づけ、そうした体制でもって推進体制の

強化を図りますとあります。ここにはそういう

イメージ図が載っているのですが、実際に今後

の推進体制はどのような形になる見通しでしょ

うか。 

川又秀昭財政課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

川又秀昭財政課長 公共施設マネジメントの推進

体制についての御質問でございますけれども、

今議員がおっしゃったとおり、計画の中に推進

体制のイメージ図がございまして、ただ一つ訂

正でございますが、ここにございます新庄市公

有財産管理活用検討委員会につきましては、こ

の計画の策定時はそのような委員会でしたけれ

ども、これを廃止いたしまして、今現在は頭に

来る委員会については、公共施設等総合管理計

画推進委員会という委員会になっております。

関係施設所管課を中心とする関係課長で構成さ

れている部分ですけれども、この委員会におい

て協議を進めていくことになろうかと思います。 

  また、その下の公共施設マネジメント専任部

署といいますのは、事務局機能といたしまして

は財政課の施設マネジメント係になりますし、

連携して進めていく財政部署というのは、財政

運営係になろうかと思いますので、こちらの下

につく部分については、私どもの課のそれぞれ
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の課が連携して推進していくということになろ

うかと思います。 

  やはり公共施設マネジメントの一番の目的と

いうのは、施設を管理して財源を捻出した部分

を住民サービスに振り替えていくということで、

やはり財政運営的な財源の捻出というような部

分も一つ理由としてありますので、そういった

形で財政課が全てを支えていく形で、推進委員

会の協議の下に今後進めていく、今現在も進め

ておりますけれども、今後そういった流れにな

るかと思います。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 分かりました。 

  同じく、この総合管理計画の中の施設類型ご

との管理に関する基本的な方針というところで、

施設に関する基本方針には、施設の更新を検討

する場合に、更新の際に複合化や集約化を検討

すると記載されているケースが多いようです。

この複合化を検討する場合についてお伺いしま

すが、この検討は施設の更新のどの段階で、誰

が複合化を提案するのかお伺いします。実際に

はどの段階で議論が始まるのかということと、

併せて集約、複合化を検討する際の優先順位、

築年数や耐用年数から老朽化率というのを出し

たり、利用者数や維持管理のコストなど様々な

判断材料がありますけれども、何を重視して検

討を進めていくのか、２点お願いいたします。 

川又秀昭財政課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

川又秀昭財政課長 公共施設マネジメントを進め

ていく上で、まず複合化の問題ですけれども、

まずどの段階で誰がするのかという部分ですけ

れども、この前の中期財政の段階でもちょっと

御答弁申し上げた部分で、今現段階ではまだゼ

ロベースだというところで、非常に進めていく

に当たっては難しい課題だと捉えています。 

  先ほど申し上げました公共施設等総合管理計

画推進委員会で当然議論していくわけでありま

すけれども、まずは各課の課題とか、進めてい

く上で各課が持っている今の現状であるとか、

そういった部分をざっくばらんに話し合う場面

が必要かなと思いまして、来週、施設所管課の

関係課長及び担当者との懇談会を開催する予定

としております。その中で、ざっくばらんな本

当に今進めていく上での課題なんかを洗い出し

て、今後どのようにしていくかという部分も含

めて、詰めていきたいと考えております。 

  公共施設マネジメントの全体的な考え方はこ

れまでも説明してきたとおりですけれども、複

合化・集約化を進めていく上で、その中の一部

分になるのが、新庁舎の新たな建設の部分がそ

の中に含まれる形になります。様々な公共施設

がある中で、新庁舎の建設というのが９年後ぐ

らいに迫ってきている中で、ここに既存施設を

集約させることによって、現在老朽化している

施設を廃止することができるのではないかとい

う部分については、今年度において、若手の新

庁舎プロジェクトチームによる議論であります

とか、そういった部分で進めてきているところ

です。そういった形で複合化、今現在ゼロベー

スですけれども、段階的に一歩ずつ進めていき

たいというところで考えております。 

  また、もう一つの何を優先していくのだとい

う御質問ですけれども、基本的にはやはり築年

数の老朽化している施設を優先していくという

部分は当然ございますけれども、新しい施設と

はいっても、利用者数が少なければ、当然維持

していくにはお金がかかるわけですので、そう

いった部分も含めて、各施設の部屋ごとの状況

でありますとか、そういった部分をきちんと分

析しないと、今現在は何とも言えないという部

分があります。一般家庭においても、車とか、

自宅とか、新しいといっても、乗る人や住む人

がいなければ、当然処分の対象になると思いま
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すので、そういった部分を今後分析するところ

から始めていく必要があるかなと捉えておりま

す。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 優先順位に関しては、

老朽化率と、あとニーズもちゃんと見ていくと

いう答弁だったかと思います。当然といえば当

然なのですけれども、公共施設の更新のたびに

個別に判断するというと、やはり場当たり的な

集約とかになってしまう可能性があるのではと

思います。まちの将来像と一体で考えていかな

ければならないと思いますが、そのあたり、ま

ちの将来図というのは、人口減少というだけで

はなくて、公共施設の再配置ということにもつ

ながっていくと思いますので、新庄のまちの再

設計という意味合いもあるかと思いますけれど

も、そのあたりはいかがお考えでしょうか。 

川又秀昭財政課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

川又秀昭財政課長 まちの将来像でありますとか、

まちの再設計という、今御意見、御質問ござい

ましたけれども、確かに公共施設に大なたを振

るって、集約・複合化を進めていくとなると、

まちの形も当然変わってくるということになり

ますので、そういった部分も視野に入れながら

進めていかなければいけないというところがあ

ると思っております。 

  来年度計画予定の公共施設総合管理計画と、

あと個別ごとの個別施設計画も策定の必要があ

る中で、何を廃止していくのか、何を統合して

いくのかといった部分を一つ一つ決めなければ

いけない中で、全体的なまちの形というのも計

画としては持っておく必要があるのかなと思っ

ております。 

  やはりその中心に来るのが市の庁舎ではない

かと、やっぱり住民がそれなりに集うスペース

等も考えれば、シンボル的な拠点の施設になり

得る、金額的にも多額の経費がかかるであろう

というところは想像できるわけですので、そう

いった部分からいくと、新たな新庁舎を核とし

たまちの再編といいますか、そういった部分は

今後視野に入れて検討していかなければいけな

いのではないかと考えております。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 新庁舎の整備に合わせ

てうまく集約していくという、それが１つの10

年ぐらいの中期的な考えであるとすれば、やは

りもっと長期のまちの設計という視野と、そし

てもっと短期で対応しないといけないようなと

ころもあるかと思います。大変難しいですけれ

ども、そういった計画もしっかりお願いします。 

  公共施設のニーズの変化というところで、例

えば図書館なんかだとインターネットの普及で

役割が変化したというところがあるかと思いま

す。また、業務のデジタル化の普及によって、

一部の窓口業務の需要が減少するとか資料にも

ありますけれども、公共施設の役割とかニーズ

というのが変化していて、そういったところを

しっかり読み取って、他市の視察もしています

けれども、単に人が減ったから来る人がいなく

なったということではなくて、カフェとかイベ

ント、学習スペースというところを他市の図書

館では併設していたり、用事がなくても行く場

所というような、必要ないから公共施設を建て

なくてもいいじゃないかというところもあるか

もしれないのですけれども、やっぱりまちに暮

らすに当たって、そういった施設とか、場所と

いうのが必要になってくるかと思いますので、

このニーズの変化というのも検討していただけ

ればと思います。 

  最後になりますけれども、公共マネジメント

に基づく施設の集約や複合化が単なる公共施設

のリストラになってしまわないように、やはり
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市民の理解が必要なことですので、現在の構造

を持続可能に変えていくという、持続可能な構

造に変えていくという一番大事な目的というの

をしっかり持って進めていただきたいと思いま

す。そのあたり、御答弁よろしくお願いいたし

ます。 

川又秀昭財政課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又財政課長。 

川又秀昭財政課長 今、辺見議員から様々な御意

見、御提案いただきました。 

  本当に申し訳ありませんが、今全くゼロベー

スのところで、また計画としては短期的なもの、

そして中長期的なものを持つべきであろうなと

思います。 

  参考までに申し上げれば、石丸市長で有名だ

った安芸高田市ホームページを御覧いただきま

すと、財政状況の説明の資料とか動画とか出て

きますけれども、安芸高田市では2035年までに

50ぐらいの施設を廃止する計画を資料の中に持

ち合わせております。御覧いただくことができ

ると思いますけれども、やはりそういったもの

を掲げるに当たっては、相当住民の方への説明

とか理解というところがあって、行政としても

頭出しをしていかなければいけないという部分

あると思います。そういった先々まで見据えた

計画、廃止するのがいいか悪いかという部分が

ありますけれども、そういった部分を出せるか

どうかというところは、非常に大きな課題だな

と捉えておりますので、ただ先ほど議員おっし

ゃったように、長期的なそういう計画も持ち合

わせていく必要があるだろうと思っております。

ただ、それが先ほどもおっしゃったように、施

設のリストラにならないようにというところは

十分に気をつけながら、ただ単に減らすのでは

なくて、やはり施設の機能というものはコンパ

クトにしながらも、住民が使う機能は集約して

維持し続ける必要があると考えておりますので、

そこら辺を施設所管課も含めて、全職員が１つ

になって進めていく必要があると考えておりま

す。 

  また、市民に対しましても様々な周知をして

いく必要があると考えております。やっぱり市

民の方々で意見を出していただいて、議論して

いく場というのも当然必要に、そういった様々

な人が集まる場をやる場合に、というふうに感

じておりますので、行政が提案したものに対し

て住民がぶつかってしまう対立構造にならない

ように進めていきたいなとも思っておりますし、

今現在、住民に周知する手だてとして、後ほど

議員の皆様にもお配りいたしますけれども、漫

画で分かりやすい公共施設マネジメントのパン

フレットを作成しておりますので、そういった

ものを今後市民向けにも周知することで、何も

しないよりは、そういったものをどんどん仕掛

けていくことで、共通理解とか共通認識が図ら

れると思っていますので、市民の皆様に対して

も進めやすいようなベースをつくりながら、公

共施設の再編とか、マネジメントについて取り

組んでいきたいと考えております。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 複合化のメリットもあ

ると思いますので、最大限引き出すようによろ

しくお願いいたします。 

  続いて、新庄まつり実行委員会の組織体制と

役割分担について再質問させていただきたいと

思います。 

  新体制については、まだこれからということ

ですが、例年４月か５月には実行委員会を行っ

ているのかなと思います。新庄まつりの開催に

は影響ないのか、お伺いします。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 議員おっしゃるとおり、

例年１回目の実行委員会を４月下旬に開催して
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おります。事務局で持っておりました事務の整

理、またどれだけの事務量といいますか、があ

るのかということについての整理は終えている

ところでございますので、今後は具体的にそれ

をどういう形でどこが担うかという調整をして

いくということになります。目標といたしまし

ては、当然４月の１回目の実行委員会の前には

体制を確立しまして進めていきたいと考えてお

りますので、開催についての影響はないと考え

ております。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 開催について影響がな

いということでしたので、よろしくお願いいた

します。 

  また、会長は祭りの責任者ということになろ

うかと思いますので、そちらのほうもしっかり

決まるようによろしくお願いいたします。 

  役割分担についてお伺いします。新庄商工会

議所は有料観覧席の予約と販売を担っていたと

認識していますが、その部分はどうなるでしょ

うか。また、今年の有料観覧席はどのようにな

る予定かも含めてお願いいたします。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 有料観覧席に関しまして

は、おっしゃるとおり、商工会議所で事務を担

ってきたという経過がございます。ただ、ホー

ムページを活用した販売については、市のほう

で進めてきたという経過もあります。 

  商工会議所が事務局から離脱したということ

ですので、その事務を新庄市または新庄観光協

会、今残っております事務局で担っていくとい

うことになろうかと思いますが、具体的にどう

いう形で担うかということについては、これか

ら調整するというところでございます。 

  また、観覧席について今後どのようにするか

ということについての具体的な協議もまだでき

ていないところでございますが、今年度までの

状況等も踏まえ、プレミアム付の観覧席なんか

も、より工夫できる部分はあるのではないかと

考えておりますので、これからそちらも具体的

に検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 体制も新しくなるとい

うことですので、より市民が総参加できるよう

な体制の構築をお願いしたいということと、今

役割分担の中で、プレミアム観覧席、特別席の

お話が出ましたけれども、こちらを高校生の授

業の一環として企画運営していただくのはいか

がかなと思います。開府400年の様々な事業で、

地域の子供たちの力をとても頼もしく感じまし

た。特別席のコンセプトや飾りつけ、おもてな

し、地域のＰＲ、またＳＮＳ映えなど大人のサ

ポートも必要かと思いますが、大人以上に得意

なこともたくさんあるのかなと思っております。

また、高校生にとっても大変大きな学びと挑戦

の機会、そしてシビックプライドの醸成にもつ

ながると思いますが、そういった役割分担が変

わるということもあるので、いかがかなと思い

ます。いかがでしょうか。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 御提案ありがとうござい

ます。 

  祭りに限らず、子供たちが、例えばエコロジ

ーガーデン道の駅で、明倫学園のお子さんたち

が関わっていただいて様々提案をいただくとか、

またそこに関わりを持っていただくことそのも

のが大変有意義なことだとも考えております。 

  観覧席について、高校生の方が様々アイデア

を出し合って検討いただくということも、アイ

デアの１つとして有意義なものであろうと考え
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ます。恐らく課題もあろうかと思いますので、

よい部分を吸い上げられるような仕組みについ

て研究しながら、どういった形になるか、まだ

この場で申し上げられませんけれども、１つの

アイデアとして捉えていきたいと思います。あ

りがとうございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 升席、観覧席から始ま

って、今年設置されれば３回目になるかと思い

ます。様々な、ちょっと私もいろいろ言わせて

いただいたこともありましたけれども、そうい

った過去の経験も、もし高校生が携わるような

形になれば共有していただいて、またＰＤＣＡ

サイクルとか、そういったことを教えたりしな

がら進めていくのもいいのかなと思います。 

  まだまだあるのですけれども、ちょっと時間

もありますので、漫画・アニメを活用した地域

活性化事業について再質問させていただきます。 

  通年型の滞在型企画に成熟させていきたいと

いう力強い答弁をいただきました。最初だけ盛

り上がって失速していくということではなくて、

継続して新庄の観光の柱になっていけばいいと

思っております。 

  こちら、令和８年度の主要事業となっており

ますので詳しくお聞きしたいと思いまして、令

和８年度主要事業の概要にある「火喰鳥」のア

ニメキャラクターを活用し、音声ガイドを用い

た周遊企画の実施、キャラクター音声による観

光スポットの紹介とありますが、具体的にどう

いった新庄の観光スポットを紹介するのかお伺

いします。 

  あと、「HUNTER×HUNTER」とまちなか漫画ミ

ュージアムとのコラボ周遊企画はどういった企

画になるのか、お願いいたします。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時３７分 休憩 

     午前１０時３８分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 大変失礼いたしました。 

  まず、「火喰鳥」を活用した地域周遊コンテ

ンツということでございますが、いずれの事業

につきましても、実際の事業をする本当の詳細

の中身については、これから精査していくとい

う部分でございますので、大まかな内容という

ことになりますけれども、「火喰鳥」の今アニ

メ化になっているわけですけれども、そちらの

キャラクターの声を担っている声優の方を活用

して、幾つかの市内スポットの案内をすると、

音声ガイド機能を使った案内をするというもの

でございまして、当然「火喰鳥」のストーリー

と関連のあるようなところもあると思うのです

けれども、具体的にどの部分に活用するという

ところにつきましては、件数も含めて、これか

らの整理となります。 

  また、「HUNTER×HUNTER」の話ですが、今回

「火喰鳥」のアニメ化に伴って、今年度事業を

進めてまいったわけでございますけれども、ア

ニメの権利を使って様々な事業を展開したとい

うことでございます。同じような枠組みで

「HUNTER×HUNTER」についてもできないかとい

うことでいろいろと検討してまいったところで

すが、アニメの権利を使った実施が可能なので

はないかというところになっております。具体

的には、アニメの一場面を再現してのエリアを

用意して、そこでイベントを行うという内容の

ものを想定しておりますが、こちらも詳細につ

きましては、これから詰めていくところになっ

てございます。 

  以上でございます。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 
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９ 番（辺見孝太議員） 分かりました。 

  もう一つ、総務省の地域力創造アドバイザー

制度を活用した専門家の招聘とありますが、ど

ういった方を考えているのかお伺いします。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 総務省の地域力創造アド

バイザーの派遣ということでございます。今考

えている方につきましては、観光分野へのデジ

タル技術の活用を通しまして、地域の新たな価

値の育成や着地型観光体験プログラムの推進等

を専門分野とする方を想定しております。 

  今後、今までもアニメに関して、市の通年型

の観光コンテンツとなり得るものとして取組を

進めてまいったところでございますけれども、

なかなかそれが１つの大きな動きとして定着す

るには、もう少し足りないのかなとも考えてお

ります。そうした中で、こういった専門家の方

からアドバイスを受けながら、今後有力なコン

テンツとなるよう進めてまいりたいと考えてお

りまして、今回招聘を検討しているところでご

ざいます。 

  以上です。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 市長答弁にもまんがの

街というブランディングという答弁ありました。

ほかでどういったことあるのかなと私調べたと

ころ、漫画の作画体験というのがありました。

手ぶらで参加して、実際の作品を誰でも作れる

ということで、作成した作品は記念品として持

ち帰り可能ということで、体験とお土産がセッ

トになったようなイメージで、インバウンドの

方に大変人気だということです。私見たのは東

京で１人２万円という、材料代とか画材とかも

含めてなんですけれども、新庄だともうちょっ

と安くできるのか、そういういろんなことを提

案していただけるようなアドバイザーだといい

なと思っております。 

  通年型の観光コンテンツに育てて、いつ来て

もこうしたコンテンツが充実していて、新庄で

観光を楽しめるということができれば、そこか

ら新庄まつりをはじめとする季節ごとのイベン

トをして、またその季節に訪れていただけると

いうような、そういった広がりが出せればいい

なと思っております。 

  山形の観光のハイシーズンは冬でして、雪と

温泉を見に、やっぱり冬に山形に温泉旅行に来

た人が、ちょっと隣までもう来ていますけれど

も、こうしたコンテンツを目当てに新庄を訪れ

てくれるのではないかなと期待しています。そ

うした人が、今度は夏に祭りを見に来てみよう

かなということ、そして関係人口の話をちょっ

としたいのですけれども、観光以上定住未満と

言われる関係人口を増やすということを意識し

て事業を行っていただきたいと思います。何度

も新庄市を訪れる、なかなか行けないけれど、

ふるさと納税をしてくれるといった、そうした

新庄を応援してくれる人を増やしていくという

ことが今後大変重要だと思います。 

  ＳＮＳのフォローや、同意を得た上でｅメー

ルアドレスの取得を行い、接点強化を図る。私

としては、もっとストレートに思いを伝えてい

いのではないかと思っていて、新庄市は観光で

新庄を訪れた人との出会いを本当に大事に思っ

ていますと、なので新庄の魅力やお得な情報、

楽しい情報の提供をさせてくださいというふう

に真っすぐに伝えるというのも、飾らない情報

発信というか、ぼろ鳶組のイメージとも合うの

かなと思います。ちょっと後半は余計なことを

申したかもしれないのですけれども、関係人口

についてお願いいたします。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 関係人口についてという

ことで、そちらは総合政策課で一応担当のよう
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な形なので、私からお答えさせていただきます。 

  このたび、総合計画の見直しの中でも新たな

施策ということで、関係人口の創出的なところ、

新たな切り口で市でも取り組んで、拡充に力を

入れていきたいと思っているところです。 

  もう一つ、考え方として思っているのが、国

でも今度ふるさと住民登録制度というものを創

設する、今年の年末あたりから始まるような話

でお話伺っておりますので、そういったところ

の情報をいち早く取り入れて、同制度に乗って、

他に負けないように市に関係人口をつくってい

く、取り組んでいかなければいけないかなと思

っております。 

  制度の中には、プレミアム会員ということで、

２地域居住の形で何度も来ていただけるような

方、あとベーシック、簡易という形でふるさと

納税など新庄を応援していただくような方をど

うつくっていくかというような視点であります

ので、様々な観点から新庄を発信していただく、

そして関係が途切れることなく続けるような形

を構築していきたいと思っております。 

  そういった意味で、ふるさと納税といった媒

体をうまく活用したり、ふるさと応援隊といっ

たこれまで関係いただいている方々もいらっし

ゃいますので、様々な多方面に働きかけしなが

ら、さらにそこからさらなる関係人口が広がる

ような仕組みというのを今後考えていきたいと

いう考えで今検討しているところでございます。 

  以上であります。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 観光で訪れた方との出

会いを一過性のものにせずに、継続的なものへ

育てていっていただければと思います。 

  また、観光客が増えることで、人口減少の時

代でもすごい活気づくというところを実感した

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  最後に、最上公園の整備計画について再質問

させていただきます。 

  計画については、作成中という答弁でした。

整備基本構想では、戸澤神社のある本丸跡エリ

アを歴史資源保全ゾーンとし、文化会館歴史セ

ンター、保育所建設中のエリアを学びと育みゾ

ーン、遊具と芝生広場のエリアを集いと交流ゾ

ーンとゾーニングしているようです。 

  この芝生広場の集いと交流ゾーンの活用につ

いてなんですけれども、基本構想の背景と目的

には、歴史まちづくりに関するアンケートにお

いて、今後推進すべき取組として、最上公園の

整備を望む声が多い結果となったと記載されて

おります。また、保育所の整備も行われること

から、公園施設の機能をさらに強化し、緑豊か

な環境を生かした子育て環境の充実を目指すと

記載されています。 

  さらに、国の動向の項目には、経済成長、人

口増加等を背景とし、緑とオープンスペースの

量の整備を急ぐこれまでのステージから、緑と

オープンスペースが持つ多機能性を最大限に引

き出すことを重視する新たなステージへと記載

されております。ここには、都市公園を一層柔

軟に使いこなすとも書いております。 

  最後に、ゾーンの方向性として、集いと交流

ゾーンは、子供から高齢者まで幅広い年代の市

民や市外からの来訪者が自由に活動し交流する

ことができる空間となるように再整備すると書

かれております。 

  こうした基本構想の一連の記載に基づき、整

備計画が今作成されている最中ということでし

たので、この集いと交流ゾーンに子供たちが安

心して使える子供用便座やおむつ交換ができる

スペースを設けたトイレの整備を、この整備計

画の中で検討することは可能でしょうか。公園

の利活用の推進と新庄まつりやその他のイベン

トの際にも大いに活用されると思いますが、い

かがでしょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 
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佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 最上公園の整備計画、特

に二の丸のエリアについての御質問をいただい

ております。 

  今お話があったように、学びと育み、そして

集いと交流ということで計画を進めていきたい

と考えております。やはり多くの方にここで過

ごしてほしい、にぎわってほしいということは

根底にございますので、子供から大人までとい

う中の、特に子供について、今あるトイレにつ

いて、少し使いづらいのではないかというよう

なお話もいただいているところもございますの

で、こういったことも当然加味しながら、トイ

レの配置なんかも含めて計画していかなければ

いけないと認識してございますので、時間のか

かる整備もありますし、短期的に対応しなきゃ

いけないというところもあると思いますので、

その辺を調整しながら進めてまいりたいと考え

ております。 

９ 番（辺見孝太議員） 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 辺見孝太議員。 

９ 番（辺見孝太議員） 公園は多世代で活用で

きるスペースですので、こういった場所の整備

を進めるというのは、市民全体にとってすごく

いいことではないかなと思います。 

  また、保育園の先生とかの御意見には、急な

雨にも対応できるような、屋根があると安心し

て子供たちを連れて行けるというような声もあ

りますので、そういった声を拾って、ぜひ整備

計画作成していただければと思います。 

  以上で一般質問を終わります。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５１分 休憩 

     午前１１時０１分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山科春美議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、山科春美議員。 

   （７番山科春美議員登壇） 

７ 番（山科春美議員） こんにちは。３月定例

会２日目の２番目に質問させていただきます、

議員番号７番、新政・結の会の山科春美でござ

います。どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、通告に従い質問させていただきま

す。 

  まず初めに、観光のまちづくりについてとい

うところですが、新庄にある様々な資源を通し

て、多くの方に新庄に来ていただくことにより、

市内の商業施設が発展し、様々な経済活動に結

びついていくような観光事業が行われますよう

に願いながら、以下の４つの質問をさせていた

だきます。 

  １つ目、観光客誘致事業について。 

  米有力旅行メディアが発表した「2026年に行

くべき世界の旅行先25選」に山形県が日本で唯

一選出されていますが、新庄市ではこれをどう

生かそうと思われているかお伺いします。 

  日本の小説が海外で翻訳されて人気となって

います。新庄観光大使の直木賞作家の今村翔吾

先生の作品「イクサガミ」もドラマが世界中で

ヒットし、小説も海外で翻訳されているようで

す。今村先生のデビュー作「羽州ぼろ鳶組」は、

漫画化、アニメ化、舞台化されていますが、今

村先生の作品コーナーをはじめ、新庄まちなか

漫画ミュージアムの作品も含め、このような資

源をどのように生かし、インバウンドまたは国

内観光客を増やそうとされているのか、お伺い

します。 

  次は、宿泊施設について。 

  新庄市内の宿泊施設が少ないという声があり
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ますが、市としてはどのように捉えているかお

伺いします。 

  また、エコロジーガーデン内のゲストハウ

ス・ミノムシの稼働率はどうなっていますか。

宿泊者の声、また設備や環境の課題についてお

伺いします。 

  次は、お土産について。 

  近年、新庄らしいお土産品が見えづらくなっ

ているという声があります。新しい道の駅もオ

ープンした今、新しいお土産品の開発は急務で

はないかと思われますが、民間を交えたお土産

品開発プロジェクトを立ち上げるなどのお考え

はあるかお伺いします。 

  次に、道の駅エコロジーガーデン原蚕の杜に

ついて。 

  昨年12月14日に待望のオープン式典を行い、

今後、４月１日から指定管理の方が入り、また

４月26日にはオープン記念イベントも開催され、

本格的ににぎわいを見せてくることと思います。 

  今年は例年にない大雪で、駐車場の除雪など

も大変だったと思いますが、開業に伴い、新た

に生じている維持管理費にどういうものがある

かお伺いします。維持管理費に対しての収入を

増やす手だてとして、新しい物販施設も必要と

考えますが、どのように考えているのかをお伺

いします。 

  大きな２つ目の空き家対策事業について、質

問いたします。 

  今年度は、年々増加する空き家対策として、

空き家の実態把握調査をはじめ、対策強化に向

けて様々な施策が行われたと思います。年度途

中ですけれども、どのようなことを行ったのか、

また現時点での成果についてお聞かせください。 

  空き家の実態把握調査について、空き家の利

活用促進について、空き家対策への支援策の強

化について、危険空き家への応急措置について、

また今年は例年にない大雪となっていますが、

危険空き家への対応など大変御苦労されたと思

われますが、どのような対応をされたのかにつ

いてお伺いします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、山科議員の御質問にお

答えをいたします。 

  初めに、観光のまちづくりについての御質問

でありますが、観光客誘致事業につきましては、

アメリカの有力メディア「ナショナルジオグラ

フィック」が発表する2026年に行くべき世界の

旅行先25選に、日本国内から唯一山形県が選出

されたことにより、海外からの注目度が高まっ

ております。既に知名度のある銀山温泉、蔵王、

羽黒山等の観光地は本市との距離が近く、それ

らを訪れるインバウンド観光客に対して、近隣

町村と協力してＰＲを行うことで、最上地域全

体の誘客を推進したいと考えております。 

  辺見議員の御質問にもお答えしましたが、今

年度本市の観光大使である今村翔吾先生の小説

「火喰鳥」の漫画化、アニメ化に合わせ、作品

のファンに向け、コンセプトルームやフォトス

ポット等、まち歩きによって作品を体験できる

コンテンツを整備いたしました。今後はこれら

を活用し、他の観光スポットを含めた周遊策を

検討してまいります。 

  次に、市内の宿泊施設についてでありますが、

特に新庄まつり期間中におきましては、宿泊施

設が不足していると認識しております。 

  今後、観光スポットの整備や誘客ＰＲ等、１

年を通した観光誘致にさらに注力した上で、宿

泊環境の整備につきましても研究してまいりた

いと考えております。 

  エコロジーガーデンのゲストハウス・ミノム

シについては、１年を通しての稼働率が令和６

年度は32.5％、令和７年度１月時点で29.1％と

なっております。 
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  これまでのところ、宿泊者からの御意見をい

ただいたことはございませんが、ゲストハウス

は通常の宿泊施設と比べてサービスや設備等に

不足はございますが、低料金でサービスを提供

しておりますので、宿泊される方はそのような

施設の特性を御理解の上、利用されているもの

と認識しております。 

  次に、新庄らしいお土産の開発についてであ

りますが、これまでの取組といたしましては、

新庄市６次産業化推進協議会を中心に、新庄の

伝統的な食文化を「SHINJO ii-nya FOOD」とし

てパッケージデザインを統一し、物産品として

ブランディングを進めてまいりました。今後も

研究開発を検討する場を設けるなど、様々な機

会を捉えて取り組んでまいります。 

  次に、道の駅新庄エコロジーガーデン原蚕の

杜の維持管理費についてでありますが、昨年12

月14日に竣工式を行い、本格的な供用開始に伴

い発生している維持管理費といたしましては、

施設の光熱水費、設備保守点検費、除雪費、警

備費、清掃管理費などが主なものであります。

１年間を通した実績はございませんが、年間お

おむね1,500万円規模の経費が必要になるもの

と見込んでおります。 

  なお、駐車場等の除雪費用といたしましては、

現時点で430万円程度を要しているところであ

ります。 

  次に、維持管理費に対する収入の増加策につ

きましては、新たに設置した休憩・情報発信施

設内に店舗が設置されているとの期待を持たれ

て訪れた方などから様々な御意見があると承知

しております。渡部議員の御質問にもお答えを

しましたが、園内施設の来訪者、売上げともに

昨年同月より上回っている現状もありますので、

今後は案内の仕方の工夫や休憩・情報発信施設

周辺の空きスペースの活用などについて、指定

管理者と共に検討してまいりたいと考えており

ます。 

  持続可能な行政運営の観点から、市の収入を

増やすことや経費を削減することは重要な視点

でありますので、十分に考慮しつつ、今後の管

理運営に当たってまいります。 

  次に、空き家対策事業についての御質問にお

答えをいたします。 

  初めに、空き家の実態調査についてでありま

すが、今年度実態調査として、目視による外観

の調査を実施し、その物件ごとに居住できる状

態かや、大規模な修理が必要な状態であるなど

の４つの区分に分類し、現在調査内容を整理、

取りまとめを行っているところであります。併

せて、空き家の所有者及び管理者に対し、今後

の維持管理や利活用などの意向調査を行ってお

り、回答の集計作業を進めているところであり

ます。 

  次に、空き家の利活用促進についてでありま

すが、市の空き家バンクに加え、最上８市町村

と県空き家対策エリアマネージャーと連携した

取組を展開しており、個別に相談を行い、活用

促進につながるよう努めております。 

  次に、空き家対策の支援策についてでありま

すが、空き家の除去に要した費用に対し、市街

地の居住誘導区域であれば70万円、それ以外に

つきましては50万円を上限に補助制度を実施し

ております。これまで15件の申請に対し補助を

実施しております。 

  次に、危険空き家への応急措置についてであ

りますが、今年度は２件実施し、解体業務や屋

根材などの飛散防止などの対応を行ったところ

であります。 

  次に、大雪時の危険空き家への対応でありま

すが、これまでに受けた相談件数48件のうち、

現場を確認し必要と判断されたものに対し、積

雪処理や雪庇落としなど、所有者または職員が

現場で対応したものが12件あり、それぞれの状

況に応じて必要な対応を行ってまいりました。 

  今後も市民の皆様の安全・安心を確保するた
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め、空き家対策の推進に努めてまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） 御答弁ありがとうござ

います。 

  最初、観光のまちづくりについてというとこ

ろから再質問させていただきます。 

  先ほど市長からも、近隣の銀山温泉、蔵王、

羽黒山などが旅行客、インバウンドの方々が多

いと言いましたけれども、ぜひ新庄も通過する

だけではなくて、本当に滞在していただけるよ

うに、ぜひしていただきたいと思います。 

  山形新聞の記事だったのですが、２月13日、

20日の記事によると、山形県は世界的な観光地

として認知されつつあると書かれていました。

そして、観光庁の調べによりますと、2024年の

本県の宿泊者数が25万6,130人、そして訪日客

数、インバウンドの方ですね、訪日客数は60万

人超で過去最高とありました。また、2025年の

宿泊者数も昨年11月時点で25万3,590人で、過

去最高と言われた2024年を上回る可能性が高い

という記事も載っておりました。 

  そこに対応して、県の2026年度の予算案とい

うのも、最近の新聞で出ていたと思うのですけ

れども、訪日客が好む宿泊施設の誘致に力を入

れるとして、どのような宿泊施設が求められて

いるのかのニーズ把握に努めて適地を探し、立

地特性や観光地のアクセス面などの投資判断に

必要な情報を開発業者に提示して、本県への進

出を働きかけるということで、観光施設誘致事

業に取り組むと書いてありました。 

  また、内陸と庄内の移動、また宿泊地と観光

地の周遊手段も課題ということで、２次交通網

の整備を支援する２次交通体制整備支援事業と

いうのも予算案に盛り込まれているということ

がありました。 

  本市も、令和８年度主要事業で、インバウン

ド、観光客を含めた観光誘致の推進と、本市の

地域資源である自然、文化、物産等の地域の魅

力に触れることができる機会の創出を目的とし

て、本市ゆかりの漫画、アニメ等を活用した体

験型観光コンテンツの造成に取り組みますとあ

ります。 

  また、観光客の利便性向上のために、デジタ

ル技術を活用したものも整備していくというこ

とでありますけれども、様々な新規事業も挙げ

ておりますが、県の事業との連携など何か考え

ていることがございましたらお聞かせください。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 観光に関する具体的な県

事業の活用というお話でしたけれども、現時点

におきまして、県事業を活用した本市の事業と

いうものは、予定しているものはございません。

ただ、これまでもずっと継続して取り組んでお

りますけれども、総合支庁で事務局を持ってお

ります最上地域観光協議会における取組という

ことは、これからも継続していきたいと思いま

すし、今そちらのほうで銀山のオーバーツーリ

ズムを踏まえたような取組もしておるところで

ございますので、そちらと連携しながら、新庄

市においても誘客につながるような形で、我々

としても行動していきたいと考えております。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） ぜひよろしくお願いし

ます。 

  山形県に60万人の方が来ているということで

ありますので、本当に力を入れて検討していた

だきたいなと思います。 

  あと、宿泊施設についてというところで、さ

っきの御答弁で、新庄まつりのときは不足して

いますけれども、年間を通してというところは、

まだいっぱいになっていないということで、今
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後研究していくということもありました。実際

に、県内に多くのインバウンドの方が来られて

いるという事実がありますので、そういった

方々に本市の地域資源、魅力に触れていただく

には、本市に宿泊していただくことがすごく大

切になってくるなと思っております。一般論な

のですけれども、宿泊施設がないとお金が落ち

ないというか、通過されるだけですと経済活動

に結びつかないとも言われています。市内全体

を盛り上げるためには泊まってもらって、ほか

の観光にどうつなげていくかというのが大事だ

と思うのですが、通年型の観光を目指している

とするならば、年間を通してお客様を呼べる仕

組みを構築する必要もあると思います。 

  まんがの街新庄ということで、これから今年

度、来年度もやっていくと思うのですが、そこ

で見てもらうことも大事ですが、また今インバ

ウンドの間で、日本のスナックがかつてないほ

ど注目を浴びているということも聞きました。

例えば新庄に宿泊していただいて、夜にあけぼ

の町に行っていただければ、にぎわいも増して

くると思います。 

  また、当市にはおいしい食べ物がたくさんあ

るので、その翌日には何か収穫ツアーとか、調

理体験などのツアーも含めて、裾野が広がるの

ではないかなと思います。旅行の満足度を考え

る上で、宿泊施設というのがとても大切だと言

われております。当市でも宿泊施設はあります

けれども、何か現実、平日いっぱいのときもあ

るということで、取れないのだという、何か関

係者の声も聞いております。関係人口に力を入

れる上でも、また何か災害が起きたときの災害

ボランティアを受け入れる上でも、そういった

のが必要になってくると思います。 

  また、専門職大学もできたので、その関連で

交流機会も増やせると思いますし、大きな大会

誘致、例えば漫画サミットみたいなのも考えら

れると思います。８月８日には大相撲新庄場所

もありますけれども、そういった方々にも宿泊

していただけるようになればいいと思います。 

  先ほど申し上げましたが、県でも訪日客が滞

在する、宿泊施設の充実は不可欠として、今年

度誘致に力を入れていくようですが、観光も含

めた企業誘致の対象として、交流人口の拡大を

目指して、もちろん今ある新庄のホテルも満杯

にしていただきながら、ホテル誘致などを検討

する必要があるのではないかと思いますけれど

も、そのあたりいかがでしょうか。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 ホテルの誘致ということ

での御質問でした。 

  市長答弁にもありましたように、本市といた

しましては、大きな催事ですね、新庄まつり、

そのほか大きな催事があった際には宿泊場所が

いっぱいでという声を聞いておりますが、平時

におきましては、そのような声は届いていなか

ったということであります。 

  宿泊施設ですので、どれだけ需要があるのか

というところが非常に重要になってくるのだろ

うというふうに、ホテルの経営に関しましては、

そういったところが重要になってくるのだろう

なと思うわけですが、そのための需要につなげ

ていくためのコンテンツ、その他の開発があっ

て、そして宿泊施設ができてという流れなのか

なと今現時点では考えております。ただ、どち

ら、鶏が先か、卵が先かのような話でもあるか

と思いますし、今の県の状況を踏まえまして、

そういった取組も研究していく必要があるのだ

ろうと思っております。 

  県内の自治体におきましては、その誘致に向

けた条例を制定したりしながら取り組んでいる

ところもあるようでございますので、そちらに

つきましても両面で検討、研究していきたいと

考えます。 

  以上でございます。 
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７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） ぜひ新庄に泊まって、

いろんな体験をしたいと言う方が増えるように、

来年度もそうなのですけれども、ぜひ力を入れ

ていただきたいなと思います。そして、そうい

った誘致もしていける方向であればいいなと思

います。 

  では、ちょっとお土産についてというところ

の質問に入らせていただきますけれども、最近

新庄のお土産というと、あじさいせんべいとか

あったのですけれども、開発した老舗が廃業さ

れたとかありまして、何か新庄らしいお土産、

新庄といったらこれですというものが見えづら

くなっているということです。やっぱり地元で

作って売るというのがすごく大事だと思います

が、先ほど６次産業化ということで「ii-nya 

FOOD」のお話もございましたけれども、道の駅

ができても、新庄のお土産、お菓子とか、そう

いった物とかも、やっぱりこれですという形で

お伝えできるものがあればいいと思うのですけ

れども、何か本当に考えていることとかありま

したら、お聞かせください。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 お土産品といたしまして

は、従来より、例えば東山焼とか、亀綾織とか、

様々なお土産品があったわけですが、それも今

後十二分に活用していくということになるのだ

ろうと思いますが、道の駅エコロジーガーデン

が開業いたしまして、皆様方も御存じと思いま

すが、ロジィさんというキャラクターを設定し

たという経過がございます。 

  現在、ロジィさんをパッケージに活用したパ

ンといいますか、食品について、１つお土産品

として開発してくれた業者がございました。内

容、中身につきましては、特に新庄の特徴ある

ようなものではないわけでございますけれども、

１つのバージョンアップといいますか、キャラ

クターを使って新たなものとして売るという考

え方もあるのだろうと思っております。これま

でもかむてんを活用した、パッケージに使った

お菓子など、現在も販売されているわけですけ

れども、そういった側面でのお土産品開発とい

うものも進めていければなと思っておりますし、

そういったものを作っていただけるように、こ

ちらからも声がけといいますか、していかなけ

ればならないのかなと思っております。 

  また、４月のオープニング記念イベントの際

に、明倫学園の生徒たちがイメージキャラクタ

ーロジィさんを使ったグッズ販売などを考えて

くれているようです。そういった幅広い部分か

らの提案といいますか、アイデアをいただきな

がら、我々としても特徴あるようなお土産品開

発できればと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） ロジィさんを使ったお

菓子と課長おっしゃられましたが、そちらは新

庄のお店で開発されたものでしょうか。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 残念ながら、新庄市内の

企業ではございません。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） ぜひ新庄の企業の方々

に開発していただいて、作っていただいて、そ

して新庄のものを売るという形で、新庄のお店

が本当に活発化されるような方向で、またいろ

いろこれからも検討していただきたいと思って

います。 

  それでは、エコロジーガーデンの原蚕の杜に

ついてということなのですけれども、先ほど維

持管理費、新たに約1,500万円ぐらい増えてい
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るということを聞きました。私も毎日、何回も

通って、夜も通って見させてもらうのですが、

まず24時間電気がついて、すごく明るいなと思

って、道の駅なのでもちろん24時間なのですけ

れども、本当に今年度はもう除雪とか大変だっ

たろうなと思いました。結構かかっているのだ

なと思っております。 

  維持管理費で、国の持ち分というのもあると

いうことで、全部新庄でかかっているわけじゃ

なくて、そういったところはどのようになって

いますか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 道の駅整備につきまして

は、国の整備していただく区分と市が整備する

区分という形で区分けをして費用負担していた

だいたという経緯がございます。 

  管理につきましても、それぞれの持ち分とい

うところがございますし、ただ道の駅、ほかの

市町村でも当然やってございます。これらの管

理、費用についての区分というのがある一定程

度国のほうでの基準があるということで、それ

らと照らし合わせながら、それぞれの費用区分、

負担区分というのを、細部にわたって区分を協

議して、それぞれを負担するということで協定

を結んでいるというところでございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） 国の部分もあるという

ことでありました。本当にすばらしい、せっか

くできた道の駅なのですけれども、発展してい

ただきたいなと思います。 

  さきに示された新庄市の令和８年度の予算の

ポイント、総合計画後期５か年基本計画重点プ

ロジェクトの中でも、重点目標の施策３番目の

「地域の稼ぐ力を高める（地域の稼ぐ向上プロ

ジェクト）」の中にも、道の駅エコロジーガー

デン原蚕の杜の推進事項が入っております。歴

史を紡ぎ未来へつなぐ交流拠点ということで、

歴史ある登録有形文化財の中で、地元の食文化、

そして人に出会う場所、歴史と未来、人と地域

をつなぐ結接点という夢とロマンあふれるコン

セプトもあるのですけれども、実際に来ていた

だいて、見に来てもらい、お土産を買ってもら

って、地域の稼ぐ力を高める場所であってもら

いたいなと思います。 

  先日の全員協議会でも、新庄市中期財政計画

案にも示されておりますが、将来的に持続可能

なものとするために、維持管理費だけ出ていく

のではなくて、新庄のおいしいお土産なども販

売されて、たくさん買っていただいて、経済効

果に結びつけていただきたいと思います。その

点はいかがでしょうか。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 道の駅エコロジーガーデ

ンの管理といいますか、そういった御質問だっ

たと思います。 

  経費の部分につきましては、これから運用し

ていく中で、節減できるものについてはそうい

った視点を持って考えてまいりたいと思います

し、そこで売上げといいますか、どれだけの経

済効果が発揮されるのかという部分につきまし

ては、今回大規模な投資を行って整備したとい

うこともございますので、まずは今回整備した

中でうまく活用していけるように工夫していき

たいと考えております。 

  エコロジーガーデンにつきましては、あの場

所における経済効果だけではなくて、昨日の渡

部議員の質問にも少しお答えしたところですが、

ほかへの波及と市内への波及という部分も持ち

ながら進めていくべき施設だろうと考えており

ます。具体的に言えば、エコロジーガーデンを

訪れた方が市内のほかのところに行って、また

活動するということを促せるような取組をして

いくべきだと考えておりますし、そのあたりに
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ついて指定管理となられる企業も理解している

ものと捉えておりますので、そういった両面の

考え方で今後進めてまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

観光のまちづくりを通して、本当に新庄の魅力

をさらに発揮して、多くの方がこの地に訪れて

いただきたいなと思います。そして、観光事業

をさらなる継続性、発展性の視点も取り入れな

がら、地域の稼ぐ力を高めるものにしていただ

きたいなと思います。 

  次に、空き家対策事業についての再質問をさ

せていただきます。 

  今年度に空き家の実態把握調査を行ったとい

うのは、すごく大きなことだなと思います。さ

っき、外観目視調査で行ったということですけ

れども、そこは区長などを通してある程度情報

を取ったのでしょうか。新庄全体の空き家の情

報を見てくださったということですが、漏れと

かはなかったのかとか、あと何か売り物件など

の看板のある物件に関しては、そういった４つ

の区分とかは行ったのかどうかお聞かせくださ

い。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 今回の調査で新たに区長

から情報をいただいたりということについては、

行ってございませんでした。ただ、平成30年以

前の資料というか、その調査の段階で区長から

いただいた情報等々まとめたものがございます

ので、基本的にはそれも活用しながら、外観を

見させていただきながら調査を行った。そうい

った様々なデータを突合しながらまとめている

というような状況でございます。 

  また、売り物件看板があるような空き家につ

いても、４区分の仕分けに該当させて仕分けを

しているところでございます。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） 分かりました。本当に

市内全体の空き家の実態把握が行われたのだな

と思います。すごく大きなことだなと思います。 

  そして、今意向調査、４つの段階に分けたも

のに、所有者が分かる方については、この物件

をこれからどうされますかという形でアンケー

トを送付していると思いますけれども、そっち

のアンケートはどのくらい戻ってきているのか

ということと、アンケート結果から何か分かっ

たことや空き家になってしまった原因とか、問

題の傾向性とかあったらお聞かせください。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 空き家の調査後の所有者

に対するアンケートについてでございますが、

所有者分かる方にアンケート調査を行って、今

現在40％程度の返信がございます。こちらの集

計も進めているところでございますが、その中

で主立ったところといいますか、１つ例を挙げ

ますと、その建物が空き家になって、そういう

状態が続いている理由ということで、回答の多

い順としますと、売却、賃貸しようとしたが成

約できなかった。次に多いのが、解体したいが

費用の問題でできない。続いてが、どうしてよ

いか分からないというような回答があったとい

うことでまとめているところでございます。 

  ただ、全体の中での集計ということをしてお

りますが、先ほど初めにありましたように、建

物の状態を４区分にしてございます。４区分の

中で、これがどういう傾向にあるのかというよ

うなクロス集計ということもしなければいけな

いと思っておりますが、これはまだちょっと作

業中でございますので、区分ごとにそれぞれの

課題というのがどのようなものになるのかとい
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うのを、また今後も整理していきたいと考えて

いるところでございます。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） どうしたらよいのか分

からないという方もいらっしゃるということで

すので、ぜひいろいろな方法があると思います

ので、その方が簡単に回答というか、分かるよ

うにお伝えしていただけたらなと思います。 

  最上地域の８市町村の空き家バンクをまとめ

たポータルサイト「もがみあき家の杜」も開設

されてちょうど１年となりますけれども、登録

済みの方というのは増えているのかどうか。ま

た、どのような利点があるのかということなど、

お聞かせください。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 最上８市町村で行ってお

ります「もがみあき家の杜」というところでポ

ータルサイトをしております。現在、そのサイ

トを見ていただきますと、新庄市の物件につい

ては１軒載せているという状況でございます。

こちらのほう、随時ですね、これまで新庄市の

空き家バンクに登録されていた方と連絡を取り

ながら、そちらへの移行という意思も確認しな

がら、移行を進めていきたいと考えてございま

す。 

  「もがみあき家の杜」の利点ということにな

りますが、１つとしては、空き家を探されてい

る方というのが、新庄で探したいという方は新

庄を見る。ただ、全体的にこの辺りというよう

な方もいらっしゃると思います。また、例えば

ほかの町村で探そうと思ったときに、トータル

的に見られるところであれば、新庄にもこんな

ものがあるのだというところで見る機会が非常

に増えるのではないかというのが、１つの利点

かと思います。 

  また、このポータルサイトには、単に空き家

の情報だけではなくて、空き家に関わる様々な

情報もリンクされているということで、先ほど

少し話をしました、どうしたらいいか分からな

いというような方についても、困っているとい

う方についての情報も入れていくということも

考えているところでございますので、そういっ

たところの拠点のサイトになるということかと

思います。 

  あと、技術的なことで言いますと、ポータル

サイト上で360度カメラというところで撮影し

たものの画像があって、自由に自分で動かして、

上、下、右、左というところで、部屋のあちこ

ちを見られるということで、１枚１枚の写真と

いうところだけではなくて、より臨場感がある

といいますか、そういったところで見られると

いうところも、技術的にはプラスの要素かなと

思っておりますので、非常に興味をお持ちの方

はさらに深めていただけるのではないかと考え

ているところでございます。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） いろんな利点があるの

だなと思いました。 

  また、新庄市のホームページに新庄市空き家

バンクというのもあるのですけれども、それが

だんだん最上８市町村のポータルサイトに移行

していく形だということも分かりました。あり

がとうございます。 

  もう一つなのですが、空き家の支援策のとこ

ろですけれども、結構空き家の除去、解体が、

立地適正化計画の居住地域において、今年度は

10軒の除去が行われたということですけれども、

空き家の所有者にとっても、その周辺にお住ま

いの方にとっても一安心されたことと思います。

空き家の除去によってどういう効果があったの

か、また支援策を受けられた方の感想、または
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除去によって周辺に持たされた環境の変化につ

いてお聞かせください。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 空き家の除却に対しての

補助制度があって、そちらでの支援をさせてい

ただいておるところでございますが、これを活

用して、令和７年度につきましては、居住誘導

区域内で10軒、そのほかの区域で５軒、合計15

軒の除却がなされたと、支援してきたというこ

とになります。これを活用していただいた方に

アンケートを取ってはいなかったものですから、

詳細にその成果というところについては、直接

の声はお聞きしてないところですが、その中に

おいても、除却後に新たに建物が建ったという

ことが２件ございますので、そういった経済的

な効果もあったのかなということもございます。 

  また、環境についてですが、周辺部、やはり

空き家に対して周りの方が不安に思っていると。

建物の部材の飛散とか倒壊、また冬季間、雪の

心配といったことが一般的には話が多いという

ことになりますので、こういったことが解消さ

れたのだろうということがございます。また、

ハクビシンとか、ヘビとか、野生の動物、小動

物が潜むというようなこともある。夏の間は雑

草が生い茂ってというようなこともございます

ので、そういった部分について少し解消された

のかと。空き地になって、そういった草の処分

については、また引き続きの課題があるかもし

れませんが、動物等々が潜むということが少な

くなるのだろうというような効果があるのでは

ないかと認識しているところでございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

佐藤卓也議長 山科春美議員。 

７ 番（山科春美議員） 課長の周りの方から寄

せられた環境の変化についてのちょっとよい知

らせも聞いてよかったです。 

  今年度は本当に空き家対策として、基金を活

用して除却支援も強化されたと思います。また、

実態把握調査もされて、空き家対策が本当に大

きく前進された１年だったのじゃないかなと思

います。今後も住みやすい都市形成に向けて、

頑張っていただきたいなと思います。 

  それでは、最後なのですけれども、今年３月

で役職定年される方、また御退職される課長の

皆様もおられるということですけれども、長い

間、第一線で市民のために行政の仕事を全うさ

れたことに心よりの感謝とお礼を申し上げたい

と思います。これからも引き続き、皆様方の経

験とお知恵を新庄市の発展のために思う存分発

揮していただいて、活躍していただきたいと思

います。どうぞよろしくお願いします。 

  以上で終わらせていただきます。 

佐藤卓也議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時５１分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

鈴木啓太議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、鈴木啓太議員。 

   （４番鈴木啓太議員登壇） 

４ 番（鈴木啓太議員） 令和８年３月定例会、

本日３番目に質問をさせていただきます議席番

号４番、新政・結の会の鈴木啓太です。 

  今回は３テーマについて質問させていただき

ます。ふるさと納税について、デジタル化を踏

まえた窓口体制の在り方について、そして本市

の防犯対策についてです。通告書に基づきまし

て、一括方式にて質問させていただきます。 

  まずは、ふるさと納税についてです。 
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  ふるさと納税制度は、制度開始以来、市場規

模が拡大を続けており、各自治体においても寄

附額の増加に向け、様々な取組が行われている

ものと認識しております。 

  そのような状況の中で、本市の寄附額の推移

及び成長率について、市としてどのように分析、

評価しているのか、お伺いいたします。 

  また、全国的な寄附額の伸びと比較した場合

に、本市は市場拡大の流れを十分に取り込めて

いるのか、市の見解をお伺いします。 

  次に、デジタル化を踏まえた窓口体制の在り

方について。 

  本市では書かない窓口の導入や各種証明書の

コンビニ交付など、行政手続のデジタル化が進

められており、市民の利便性向上や窓口業務の

効率化に向けた取組が推進されていると承知し

ております。これまでの導入効果及び利用状況

について、市としてどのように評価しているの

かお伺いします。 

  また、これらの取組の進展を踏まえると、来

庁を前提とした従来の窓口体制についても、運

営方法や受付時間を含めた体制の見直しを検討

すべきではないかと考えますが、市長の見解を

お伺いいたします。 

  ３つ目です。本市の防犯対策について。 

  本市では、防犯対策の一環として、現在22台

の防犯カメラが設置され、市民の安全・安心の

確保に向けた取組が進められていると承知して

おります。 

  しかし、今後老朽化などにより機器の更新な

どが必要になるものと考えますが、現時点で防

犯カメラの更新計画などあるのかどうかお伺い

いたします。 

  また、防犯カメラの設置については、既設箇

所に加え、地域住民などから設置要望が寄せら

れることも想定されます。市として設置箇所を

増やす場合、どのような基準や考え方に基づい

て検討していくのか御見解をお伺いいたします。 

  以上、３点につきまして、よろしくお願いい

たします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、鈴木議員の御質問にお

答えをいたします。 

  初めに、ふるさと納税についての御質問であ

りますが、ふるさと納税制度が平成20年に創設

されて以来、ワンストップ特例制度の導入によ

り、税額控除手続の簡素化や返礼品の多様化に

伴い、受入件数、受入額ともに増加し続けてお

ります。 

  令和元年度以降の全国の寄附額は、毎年、前

年比1.1倍から1.2倍の割合で増加しており、令

和５年度に初めて１兆円を突破いたしました。

直近の令和６年度には約１兆2,728億円に達し

ております。 

  本市におきましては、令和２年度に過去最高

額となる15億4,000万円を記録いたしました。

これは、コロナ禍による巣ごもり需要の拡大期

に、本市のはえぬき精米10キロという返礼品が、

当時としては費用対効果が高い返礼品として注

目をいただき、多くの寄附額を頂いたことによ

るものであります。それ以降は約10億円から14

億円の間で推移しており、直近の令和６年度に

は約11億6,000万円の寄附額を頂いております。

今年度におきましては、２月末時点で、約11億

8,000万円の寄附額となっております。 

  全国集計では寄附額が伸びているのに対し、

本市は令和２年度を最高額とし、その後は２割

から３割程度の幅で増減を繰り返しており、全

国的な伸び率に追いついておりません。その要

因といたしましては、本市の主力返礼品である

米の収穫量や価格が天候や自然災害に大きく左

右されることや、他自治体がよりお得感の高い

米を出品してきたことなど、本市の返礼品にお

ける米の依存度が高いことが大きな要因である
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と考えております。 

  市といたしましては、これまでも近隣町村と

協定を締結し、共通返礼品を展開するなど、魅

力的な返礼品の拡充を軸に寄附額の向上に向け

て取り組んでまいりましたが、今後も全国的な

ふるさと納税市場の拡大の流れを十分に取り込

んでいくために、さらなる新規返礼品の掘り起

こしやポータルサイトページの磨き上げに力を

入れ、今ある返礼品のより魅力的な見せ方を研

究するなど、委託業者と連携して効果的なプロ

モーション施策の展開に努めてまいります。 

  次に、窓口における行政手続のデジタル化推

進による書かない窓口や、各種証明書のコンビ

ニ交付の導入効果等についてお答えいたします。 

  書かない窓口につきましては、マイナンバー

カードなどの本人確認情報を申請書に反映させ

るもので、受付業務がスムーズになったことに

より、利用者からは書く手間が省けて大変便利

になったと好評を得ております。 

  また、各種証明書のコンビニ交付については、

昨年４月からの10円キャンペーンの効果も大き

く、利用率は前年度の同時期に比べて大きく上

昇しております。引き続き窓口業務等のデジタ

ル化の推進に取り組み、さらなる住民の利便性

の向上に努めてまいりたいと考えております。 

  デジタル化の進展を踏まえた窓口の運営方法

につきましては、行政サービスの向上とともに、

業務の効率化と働き方改革にも取り組むべきも

のと考えております。デジタル化が進展し、職

員の業務量、業務時間が削減できた場合、より

重要性の高い業務に人員を配置して生産性を高

められること、時間内に業務を確実に終えるこ

とで、職員のワーク・ライフ・バランスの維持

に貢献できるなど大きなメリットがあります。 

  さらに、窓口業務については、正確性の確保

や所要時間の短縮など、業務の質の向上や人員

配置の効率化等が期待されますので、窓口に係

る運営方法や人員配置について、書かない窓口

や諸証明のコンビニ交付などのデジタル化の効

果を検証した後に、可能なところから見直して

まいりたいと考えております。 

  また、受付時間などの窓口体制の見直しにつ

いては、時間ごとの来庁者数を調査した結果を

基に、各関係課の間で意見交換を行っておりま

す。夕刻の来庁者数は少ないために、住民サー

ビスに与える影響は小さいこと、また短縮によ

って得られた時間を後処理や他の業務に充てる

ことができるなどメリットがある一方、相談業

務の受付や繁忙期の対応、住民への周知の方法

などについて課題があるなどの意見が出されて

おります。 

  これらを踏まえ、今後は窓口の短縮が可能な

業務を精査した上で、一部の窓口で試験的に受

付時間を短縮し、市民の理解を得ながら拡大し

ていくなど、住民の利便性の向上と職員の業務

の効率化の双方を実現するための最適な方法に

ついて、具体的な検討を重ねてまいります。 

  次に、本市の防犯対策についての御質問にお

答えいたします。 

  初めに、防犯カメラ機器の更新につきまして

は、カメラの保守点検結果や設置機器の耐用年

数等を総合的に勘案し、必要に応じて交換を行

うこととしております。現在設置しているカメ

ラにつきましても、状態を見ながら適切に対応

してまいります。 

  また、防犯カメラの設置箇所を増やす際の考

え方につきましては、過去に防犯カメラを増設

する際に策定しました新庄市防犯カメラ整備計

画の考え方を基本として、設置要望があった場

合には警察等の関係機関と随時協議、検討をす

るものと捉えております。 

  設置に際しては、近隣住民のプライバシーの

保護への配慮も必要になることから、慎重に検

討が必要だと考えております。 

  以上、壇上からの答弁といたします。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 
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佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） ３項目について御回答

いただきましてありがとうございます。それぞ

れにつきまして、幾つか再質問させていただき

たいと思います。 

  まず初めに、ふるさと納税について質問させ

ていただきます。 

  まずは、制度開始以来の寄附額の経過と全国

的な市場拡大の経過をお伺いいたしました。全

国的には令和５年度に１兆円を超えて、さらに

マーケット規模が拡大しておりまして、一方で

新庄市は令和２年のコロナの巣ごもり需要など

で最高額15億4,000万円をピークにして、それ

からは10億円から14億円の間を推移していると

いうお話をされておりまして、こういった状況

を見ますと、全国の成長にはまだ十分追いつけ

ていないというか、そういった状況なのかなと

思っております。 

  まず、様々な返礼品について、新規返礼品を

展開しているというお話をされましたが、総合

政策課で５月に事業者説明会ということで、ふ

るさと納税の事業者説明会をされたと思います。

その際に資料を頂きまして、ちょっと拝見させ

ていただいて、本市の返礼品の構成なども見さ

せていただきました。市長答弁にもありました

ように、主力である米がすごく強い状況で、大

体８割ぐらいが米、次いで牛肉が10％から15％

ぐらいという状況なのかなと思っております。

主力の米が強いのはいいことなのですが、それ

に左右されるような状況もあるということで、

新しい商品開発が必要だということで、様々共

通返礼品だったり、いろいろ御尽力されてきた

と思いますが、まずこれまで本市としてどうい

った商品開発をされてきたのか、それらの商品

については、寄附額に対してどの程度影響を与

えているのか、そういったところをお聞かせい

ただければと思います。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ふるさと納税の返礼品に

対する商品開発についてということで御質問い

ただきました。 

  今年度に入ってから、最近ちょっと新しく開

発して、出させていただいている主立ったもの

を御紹介させていただきたいと思いますが、１

つは、新庄産の米を使いました大吟醸「ゆびき

りげんまん」、お酒のほうを出させていただい

ておりましたし、新庄市内で加工させていただ

いたカモ肉であったり、あとは新庄で生地を作

っているオーダースーツの仕立券といったもの、

あるいは農家レストランの食事券、また最近で

すと啓翁桜などを新たなお礼品として出させて

いただいているところでございます。 

  ふるさと納税の寄附額に対する影響度という

か、実績ということかと思いますけれども、ま

だ年度途中ということで、途中から始まったも

のでもありますので、集計等は出していないと

ころでしたので、年度末決算終わった後に振り

返っていかなければいけないところかと思って

います。 

  この新たなお礼品につきましては、今後も市

内の事業者と連携しながら、新たな開発に挑み

ながら、また市としてもそういったところを注

目いただけるような発信の仕方、工夫していか

なければならないだろうと考えているところで

あります。 

  以上であります。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） お酒だったり、カモ肉

だったり、スーツ券、食事券等々、様々開発し

ていただきましてありがとうございます。お酒

とかお肉とかは非常に魅力的なものだと思うの

で、引き続き御尽力いただければと思っており

ます。新商品ということで、なかなか浸透する

まで時間がかかると思うので、丁寧に伸ばして
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いけるようにしていただければなと思っており

ます。 

  ふるさと納税の寄附額を伸ばしていく考え方

として、大きく２つあると思っていまして、１

つは、なかなか弱いというか、弱点というか、

課題となっている部分を強化するような方法で、

本市の場合で言えば、返礼品の構成が偏ってい

るという状態ですので、商品開発というところ

で第２、第３の柱を育てていくという取組がこ

れに当たるのかなと思っています。 

  もう一つは、強いところをさらに伸ばすとい

う考え方で、以前、米が強いので、それに引き

寄せられて、ほかの品目も寄附として増えてい

るのだという内容の御回答をいただいた記憶が

あるのですが、そういった商品を伸ばしていく

という取組も一つ必要なのかなと思っておりま

す。 

  ポータルサイトについても、市長答弁でお話

しされていたと思いますが、こちらについてお

伺いします。 

  寄附額の実績を見ますと、令和６年度の実績

でお話しさせていただきますが、依然としてポ

ータルサイト別では、さとふるが非常に大きな

割合を占めていて、本市の全体の７割程度を占

めている状況です。一方で、ふるさと納税全体

で見ますと、さとふるというのは大体15％ぐら

いの割合で、楽天ふるさと納税が60％ぐらいシ

ェアしています。ただ、その楽天ふるさと納税

は、本市では大体１割弱になっています。 

  全国の市場規模と比較すると、楽天ふるさと

納税の伸び代というのは、新庄市はまだまだあ

るのかなと思っています。ここがなかなか伸び

ていないので、ここを伸ばすような取組をする

ことが必要なのかなと思っていますが、まずこ

の楽天ふるさと納税の伸び率に関しては、市と

してどのように分析しているかお伺いします。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ふるさと納税のポータル

サイトごとの実績を踏まえた分析というような

ことになってくるかと思いますが、実際のとこ

ろ、約10ぐらいのポータルサイトを使わせてい

ただいているわけですが、実績としましては、

さとふるが一番多くなっております。楽天が全

国的にも多く、シェアを伸ばしているというよ

うな公式なものは出ておりませんが、そういう

話はよく聞こえてくるところで、ただこれまで

の進め方として、特定のサイトをどう伸ばすか

という視点での戦略的なところは、なかなか持

っていなかったというのが実際のところです。 

  今年度に入りまして、寄附額を伸ばすために

ということで、広告出稿というような手法も今

年から広告費を頂いて、してきています。そう

いった楽天の部分でも使ってきているところで

すが、２月までの実績などを見たところでも、

思った以上の伸びが見られなかったというよう

なこともございましたので、今後は各ポータル

サイトの特性などを踏まえながら、そういった

戦略的な、寄附を頂ける仕組みの仕方などを研

究していかなければならないだろうと考えてい

るところでございます。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） 特定のサイト分析はし

ていないということであった中で、広告等々し

ていましたが、なかなか伸びていないと捉えて

いるというふうに確認させていただきました。 

  何でこの点を取り上げたのかというと、令和

８年度の当初予算において、ふるさと納税の寄

附額が15億円ほど予算として計上されている状

況です。この数字を達成していくためには、今

までよりも寄附額を増やしていかなければいけ

ないという中で、先ほど令和７年２月時点で11

億8,000万円程度という中で、今年度よりもさ

らに上げていかなければいけないというところ

であります。12月補正でも、補正予算が組まれ
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ておりますが、なかなか今現状で15億円という

ところに届くのが難しい状況なのかなと思って

いるのですけれども、目標達成していくために

は、先ほど広告ということもありましたが、戦

略的にサイトごとにどういうふうに伸ばしてい

くかという計画も必要なのかなと思っておりま

す。先ほど、特定のサイトごとの分析というか、

伸ばすための取組というのは考えていなかった

とお伺いしましたが、各サイトごとに顧客層と

いうか、使うお客様の層が変わってくると思う

ので、それぞれに特化した取組も必要かなと思

いますが、今後担当課としてサイトごとにどの

ぐらい伸ばすのかというような目標値とか、Ｋ

ＰＩのような数値目標とか設定していくような

お考えとかというのはありますでしょうか。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ポータルサイトごとの目

標というところまでは考えてございませんが、

これから様々分析しながら、総体的には全体で

寄附額向上となるような取組ということで考え

ていきたいと思ってございます。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） 全体的に伸ばしていく

ことを目標として、個別サイトごとまでは、今

段階では検討されていないということでした。

寄附額を伸ばすためには、広告とか、あとある

種ネットショッピングのような側面もあります

ので、何というか、その商品ページの写真とか

説明文、ページ構成でどのタイミングで広告を

出したらいいのかとか、そういったところが寄

附額に大きく影響する部分だと思いますし、そ

れらの特性というのが、恐らくサイトごとに違

うのかなと思っています。 

  予算書、今年度、先ほど令和７年度は広告の

ほうを強化しているというお話もありましたが、

広告運用とかページの改善業務とか、そういっ

たところについては、業務委託されているのか

なと理解しているのですけれども、そこで１点

お伺いしたいのが、市としてこの業務委託先に

どういう役割を求めているのかを確認させてい

ただきたいと思います。なかなか専門的な業務

もあるので、各事業者がなかなか対応できない

専門的な業務を補完するような意味合いが強い

のか、それともそれは前提として、最終的には

寄附額を上げていくという成果まで求めている

のか、その辺の違いによって評価基準とか、そ

ういったところの見方も変わってくると思うの

で、まずは市の考え方としてお伺いします。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ふるさと納税の業務委託

の内容についてという御質問だったかと思いま

す。 

  ふるさと納税の業務につきましては、ふるさ

と納税の寄附を受け付けしていただいてから、

選ばれたお礼品の調達、そして発送、そしてま

た証明書の発行など様々な業務、多岐にわたっ

ておりますので、当然市の職員だけでは対応し

切れないということで委託を行っているところ

でございます。 

  昨年度の実績で７万件ぐらいの受付であって

ということもありますので、そういった業務を

職員でする部分と委託する部分ということで分

けて、うまくやっているというようなところで

ございます。 

  委託の内容ということになりますが、委託業

務のどういった内容を委託させていただいてい

るかということですが、１つがお礼品の調達の

業務、そしてまたお礼品そのものの拡充に向け

ての計画開発といったところも委託の内容に入

っております。また、お礼品の出荷配送、そし

て様々問合せもありますので、そういった問合

せへの対応、あと先ほど話しましたポータルサ

イトも各種ございますので、そういったホーム
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ページの管理といったところ、そしてまたＰＲ

なども含めた形での委託としてございますが、

そこに何ていうのでしょう、どこまで寄附を伸

ばすかという成果目標的なところといったもの

は委託業務の中までには入ってはいないところ

でございます。 

  ただ、この委託料の考え方としまして、固定

経費はございますが、あと寄附額の一定額が委

託料になるような委託料の設定金額になります。

つまり寄附額が増えれば、その一定の割合で委

託料が増加するということになりますので、寄

附が増えれば増えた分だけ、市で頂ける寄附額

が増えるとともに、委託料が増加するというこ

とで、委託先へのメリットにもなってくるかと

思いますので、その辺はお互いに何ていうので

しょう、両方メリットというか、ウィン・ウィ

ンといいますか、寄附が上がることによって、

業者にとってもよい状態になるという形での委

託契約になっているものと考えてございます。 

  以上であります。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） ありがとうございます。 

  成果目標までは入れてないけれども、その売

上げの一部がインセンティブとして、市と委託

先としてはウィン・ウィンな状態になることを

目指して行っているということで、そうなると

数字的に上げていくのがお互いのメリットにな

ってくるのかなと思っています。 

  先ほど、成果目標とかＫＰＩとか、そういっ

たところまではとお話ありましたが、ある程度、

どの辺まで目指すか。今年ですと15億円という

数字ありますので、それに対して前年と比べて

どのぐらい伸びているのかとか、そのとき何を

して伸びたのかとか、何がよかったのか、何が

悪かったのかとか、そういったところを、市は

もちろんですけれども、業務委託先の方も含め

て改善していくような議論をしていただくとい

いのかなと思っておりまして、ポータルサイト

ごとに目標設定はしないまでも、特性なんかを

お互い話し合って、連携して、分析検証を進め

ていただきたいと思っているのですけれども、

その点についてはどのようにお考えでしょうか。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ふるさと納税の運営に関

しまして、委託先と定例会的な形で年に何度か

打合せをする機会というのを設けてございます。

今月末にもまたそういった日程を今予定してい

るところでありますので、今日いただいた意見

なども踏まえまして、より今後どのように運営

して、寄附額を伸ばせるかといったところを一

緒になって検討できるように考えて進めていき

たいと考えております。 

  以上であります。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） 本市のふるさと納税は、

人口減少が進む中で、自治体の努力で増やすこ

とができる数少ない財源になります。いろいろ

市場環境や社会情勢に左右される部分もあると

思いますが、トライ・アンド・エラーを重ねな

がらブラッシュアップして、ぜひ増額につなげ

ていただければなと思っております。こちらに

ついては、引き続きよろしくお願いすることを

お願いして、次の項目に移ります。 

  次に、デジタル化の推進と窓口体制について

再質問させていただきます。 

  先ほど、書かない窓口とか、各種証明書のコ

ンビニ交付などで利便性が上がっているとか、

コンビニ交付の利用率が上がっているというお

話をいただきまして、徐々にデジタル化ととも

に、窓口のほうも検討が必要だという内容の御

回答をいただいたかと思います。可能なところ

から見直しが必要なのかなというお話もいただ

いた中で、窓口という言葉一つとっても、一概
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に整理できるようなものではなくて、やっぱり

複雑な手続を伴うものや、個別具体的に相談す

るものなどあるものと、証明書発行とか、比較

的定型的な手続など様々あると思います。 

  そういった窓口の整理、どういうものを残せ

るのか、縮小できるのかという整理も必要なの

かなと思いますが、こちら先ほど御回答いただ

いていたら恐縮なのですけれども、これまでそ

ういった部分について、窓口、どういうものを

残す、減らすという整理などの検討をしてきた

経過があるのか教えていただければと思います。 

小関 孝総務課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 小関総務課長。 

小関 孝総務課長 それでは、窓口業務の整理に

ついての検討について御質問頂戴しましたけれ

ども、前回庁内の検討委員会を開催したときに

そうした議論が出たということでございまして、

具体的な詰めはこれからになります。 

  以上です。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） 何を残すか、何を減ら

すかというのがこれからだということです。 

  いろいろ検討してきた中で、どういう検討を

されたのか、もう一度改めてお聞かせいただき

たいなと思うのですが、これまで窓口に対する

検討というのは、どういったところなのか教え

てください。 

小関 孝総務課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 小関総務課長。 

小関 孝総務課長 それでは、検討の内容、現状

と課題等についてお話ししたところですけれど

も、まず窓口の時短に対して消極的な意見は少

なかったなという感想なのですけれども、ただ

しその中で、夕刻の来庁者は少なくなるので、

影響は少ないのですけれども、ただしゼロには

ならないと。それから、様々な福祉相談ですと

か、そういった業務、時間を問わずに寄せられ

る業務もある。それから、課によっては夕刻の

来庁者はほぼない、ゼロのときもある。 

  そうした中で、全体的な検討として挙がった

のが、窓口とはどこまでの業務を指すのか整理

する必要がある。言ってみれば、農林課ですと

か都市整備課なども窓口を持っているので、ど

こかで線を引かないと進められないと思う。 

  それから、ちょっと面白い話もありまして、

年金生活者の方は、銀行で下ろして、銀行の窓

口で納付できるのにもかかわらず、市役所にい

らっしゃるのだそうです。中にはそういう方も

いらっしゃるのだそうです。それだけ我々職員

が頼りにされているのだろうなという御意見も

出たということでございます。 

  以上です。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） 様々な庁舎内の検討が

あって、御意見があったと捉えておりますが、

デジタル化の意味というのは大きく２つあると

思っていて、１つは市民生活の利便性向上につ

ながることだと思っています。 

  もう一つは、人口減少によって、どうしても

人手不足が見込まれる中で、これまで人手に頼

ってきた、担ってきた業務をデジタルで補って、

先ほど市長もおっしゃっておりましたが、限ら

れた職員を本来必要なところに振り分ける、再

配置するというようなことがデジタル化の本質

だと思います。なので、もちろん財源があって、

人がたくさんいる状況であれば、デジタルも入

れて、窓口を開いてというのは必要なことだと

思うのですが、なかなかこれから先、それがか

なわない可能性が高い状況だと思います。そう

いった意味で、改めてお伺いしますが、このデ

ジタル化の意味というのはどういうふうに捉え

ているかお伺いいたします。 

小関 孝総務課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 小関総務課長。 
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小関 孝総務課長 デジタル化、自治体ＤＸの意

味ということでございましたけれども、まずは

やっぱり住民サービスの向上、これが第一番だ

ろうと考えます。 

  その次にといいますか、それから業務の効率

化、働き方改革の推進、それからコスト削減に

もなるかなと思っています、ペーパーレスです

とか、時間外勤務の削減ですとか、こういった

ものにもつながるだろうなと。 

  それから、総じて市役所の生産性を上げる。

ＤＸ、デジタルトランスフォーメーション、市

役所自体も運営方法とか、行政サービスとか、

トランスフォームできる部分も多々あるのだろ

うなと思っております。 

  以上です。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） デジタルにすることに

よって、いい点、悪い点様々あるのかなと思う

中で、ただ持続可能な新庄市をつくっていく上

で、デジタル化というのは外せない部分だと思

います。もちろん導入に関しては、少なからず、

費用というか予算が必要だし、ある種の投資と

いうような側面もあると思います。そういった

資金を入れたことに対する効果というものを検

討して、効果が出ているところについては、今

まで人で担っていた部分は減らして、必要なと

ころに振り分けるということが必要なのだと思

います。 

  議会初日の施政方針においても、市長のお言

葉で、行政サービスのデジタル化による市民の

利便性向上と行政運営の効率化を図る、そして

市役所に足を運ばなくても手続を完了できる体

制を目指すと力強くお話しされておりました。

こうした方針を踏まえると、やはり窓口、今回

は書かない窓口とか、コンビニ交付というとこ

ろなので、市民課あたりが一番最初に試験的に

導入、窓口の短縮というところで導入する部分

になるのかなと思うのですけれども、こういっ

た施政方針を踏まえて、今後どういうふうに進

めていくのかお聞かせいただければと思います。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 施政方針の重点分野の中

に、デジタル技術活用によるＤＸの推進をうた

わせていただいておりました。市民生活、サー

ビス、様々な面でデジタルを活用してまず利便

性を上げていく、職員も効率性を上げていくと

いった視点で進めていかなければならないと思

っております。 

  その中で、市役所に足を運ばなくていい進め

方の１つということで、今は行政手続のオンラ

イン化、自宅にて様々な申請書類などを送れる

ような形の仕組みなども今進めているところで

ありますし、併せて手数料など発生するものに

ついてもオンライン決済ということで、窓口に

行かなくてもいいという仕組み、そういったと

ころも進めながら、自宅にいながらサービスを

受けられるような体制なども考えながら、今

様々検討しております。 

  このＤＸについては、様々各分野で取り入れ

てやっていける分野でありますが、どこでどう

できるかというのは、やはりいろいろ知恵を出

して考えていかなければいけないところかと思

いますので、大きくデジタルを進めるという考

え方の中で、各分野で検討を今後も続けていく、

そういう考え方を示させていただいたというと

ころでございます。 

  以上であります。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） オンラインでも手続完

了できるようにとか、あとコンビニで取れたり

とか、様々市役所に来なくてもできるサービス

が増えているので、それについては引き続き伸

ばしていただければと思います。それに伴って、



 

- 136 - 

やはりそういった代替できるところがあれば、

これまでいたところから、代替できないところ

へ補充して、本当に人手が必要で、丁寧に人の

力で進めていくところに振り分けるような体制

を築いていただければと思います。 

  もちろん市民サービスを低下するということ

は、あってはならないと思いますので、まずは

市民サービスの向上を軸に、そういった行政運

営の視点からも、ぜひこちらの窓口時間の短縮

について検討を進めていただきたいと思います。 

  次に、防犯体制について、再質問させていた

だきます。 

  現在、設置されている防犯カメラについては、

適時適切に対応ということで、計画自体はない

と捉えさせていただきました。 

  新しい設置箇所については、必要に応じて随

時検討とか、専門的な知見を持っている警察と

かの意見を反映させながら、プライバシー保護

に気をつけながら進めていくということでした

が、やっぱり市が設置するとなると、公益性と

か緊急性とか、そういったところが判断軸にな

るのかなと思って、そちらについてはもちろん

理解しております。ただ、一方で防犯対策とい

うのは、行政だけで完結するようなものではな

くて、地域の防犯意識を向上させて、地域で一

体的に取り組んでいただくというのも必要なこ

となのかなと思っております。 

  そういった視点で見ると、設置とか維持管理

費とかの在り方についても、行政だけが担うと

いう形ではなくて、地域と行政が一定の役割分

担しながら進めていくという考え方も将来的に

は、もしかしたら選択肢の１つになり得るのか

なと思うのですけれども、こうした協働型の仕

組みというものを視野に入れて検討していただ

くお考えはないのか、お伺いいたします。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 地域の行政だけで

なく、地域と一体になって防犯カメラ、防犯対

策について取り組んでいけないかというような

御質問でございます。 

  実際、こういった地域のほうから要望があっ

て、防犯カメラを設置するとなりますと、補助

対象となる組織や団体、また権利関係、あとは

プライバシー保護、画像の管理運用といった

様々な制度設計をかなり慎重に研究していかな

ければならないと考えております。実際、そう

いった形でやっている自治体もあるのですけれ

ども、件数的にはやっぱりそういったクリアし

なければならない部分がかなり多いということ

で、実際やっても件数が３年、４年やって、１

件ぐらいしかなかったという事例も伺っており

ますので、実際こういったところに構築する上

では、もうちょっと慎重に研究させていただき

たいと思います。 

  以上でございます。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） 市で全部というのも、

なかなか難しい部分もあるのですけれども、や

っぱりそういうふうに予防するということは、

そこに住む人たちだからこそ感じる危険なとこ

ろなんかもあると思っていて、そういった声を

酌み取るような仕組みがあるといいのかなと思

い、ちょっとお話しさせていただきました。も

ちろんこれはすぐしてほしいということではな

くて、将来的に検討していただきたいなという

ところでお話しさせていただきましたが、その

一方で、行政が直接責任を持って整備しなけれ

ばいけない領域もあると思っています。 

  具体的に言うと、公共施設に対して防犯カメ

ラが新庄市はなかなか設置が進んでいないと思

っておりまして、というのも、つい先日東山体

育館の駐車場において車両火災が発生した事案

がありました。公共施設ということで不特定多

数の市民が利用する場所にもなっております。



 

- 137 - 

なので、何か事案が発生した場合は、その状況

把握だったり、原因究明の観点からも防犯カメ

ラは有効な手段となると思いますし、抑止力と

いう観点からも一定の効果が期待できるのかな

と思っています。特に子供が利用する学校施設、

公共施設については、行政として優先的に検討

すべき分野でないかなと考えておりますが、こ

ちらの検討状況についてはいかがでしょうか。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 公共施設でのカメ

ラの設置の検討状況ということでございます。 

  こちらにつきましては、以前にも答弁させて

いただきましたけれども、本市におきましては、

議員おっしゃるとおり、他市に比べ公共施設に

設置している防犯カメラの数が非常に少ない状

況にございます。施設管理する上でもそうなの

ですが、防犯の観点からも、公共施設への設置

が望ましいと考えております。 

  現在、公共施設等の総合計画の中でも、施設

の統廃合といった課題がありますので、状況に

応じて施設を持つ関係機関と協議、検討してま

いりたいと考えておりますけれども、先日教育

総務課と社会教育課にお伺いしたところ、検討

を進めているというようなお話は伺っておりま

すので、全庁的にも今後施設の中では考えてい

きたいと思います。 

  以上でございます。 

４ 番（鈴木啓太議員） 議長、鈴木啓太。 

佐藤卓也議長 鈴木啓太議員。 

４ 番（鈴木啓太議員） 全庁的に移行を進めて

いただくようなことなのかなと思っております

ので、そちらについては今後も引き続き進めて

いただければと思っています。 

  財政的な制約がある中で、なかなか一度に全

てというのは難しいということは理解しており

ますが、まず優先的にするべき部分、優先順位

をつけていただいて、やっぱり学校なんかは本

当に子供たちが日常的に利用する場所ですので、

何が起こるか分からない時代になってきており

ますので、市全体で防犯体制を強化していくと

いうことは、市民の安全・安心な暮らしにつな

がると思っております。こちらについて、引き

続き御尽力していただくことをお願いして、私

の質問を終わらせていただきます。ありがとう

ございます。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時５０分 休憩 

     午後２時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

亀井博人議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、亀井博人議員。 

   （２番亀井博人議員登壇） 

２ 番（亀井博人議員） ３月定例会一般質問２

日目、４番目に質問させていただきます、議席

番号２番亀井博人です。よろしくお願いいたし

ます。 

  発言事項は３つです。１つ目が住みやすさに

ついて、２つ目が職員体制について、３つ目が

ごみの出し方についてとなります。 

  まず１番、住みやすさについてです。 

  雪のない便利な都市へ、新庄から転出する方

が少なからずいます。今年は大雪のため災害救

助法が適用され、転出を加速するのではと感じ

ました。高齢者１人、高齢夫婦のみの世帯は約

3,300世帯あり、市内の４世帯に１世帯が高齢

者世帯です。転出する方が転入する方よりも毎

年200名ほど多く、全体の転出先は雪の少ない

東根、天童、山形市などが多いようです。 
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  新庄市の除雪は、他市と比較し丁寧で上手だ

と思いますが、雪が降り続くと狭くなる道路状

況や、置き雪処理などの課題もあります。 

  ①高齢者は、雪が少ない、医療・福祉、買物、

公共交通などが充実している場所を選び、若者

は選択肢の多い都会を選ぶようです。本市でも

新たな事業や様々な取組をしていますが、人口

減少が進む現状をどう分析し、今後強化してい

きますか。 

  ②移住・定住、２地域居住など新規事業も必

要ですが、限られた予算、人員の中で、事務事

業評価等により、Plan、Do、Seeの視点で事業

を選択し、より市民向けに重点化してはどうで

しょうか。 

  ③県立新庄病院が新築移転し、医療面の充実

が図られていますが、高齢者ほどさらなる充実

を求めます。今年度の新規事業として、少子高

齢化に伴い、必要となる診療科や医療・福祉サ

ービスなどの市民サービスを把握するため、ア

ンケートを実施されたようです。アンケート結

果に見る傾向や課題、今後の対策について伺い

ます。 

  ２番、職員体制についてです。 

  市民福祉向上のため、職員が意欲を持って仕

事に取り組むこと、働きやすい職場環境づくり

が重要だと思います。 

  ①職員総数、内訳として市職員、再任用職員、

会計年度任用職員等の状況について。 

  ②係ごとの業務量の把握と適正な人員確保、

定着率向上に向けた今後の取組について。 

  ③人口減少、職員数減少の中、職員数は十分

ですか。係制に戻った組織は、室制と比較して

機能していますか。主に窓口業務を担う会計年

度任用職員と職員の連携、研修による能力向上

について伺います。 

  ３番、ごみの出し方についてです。 

  ごみの出し方は、ごみ袋に町内名と氏名を記

入し、町内の収集所に出すことになり、今では

当たり前になっています。ごみに責任を持つと

いう点などから定着しており、変える必要はな

いと思います。しかしながら、ごみと個人情報

保護等から配慮が必要な場合もあるとの声を聞

きます。 

  ①ごみ袋には記名し適正に出されていますか。 

  ②県内13市の氏名等の記入ルールはどうなっ

ていますか。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、亀井議員の御質問にお

答えします。 

  初めに、住みやすさについての御質問にお答

えいたします。 

  人口減少に対する現状分析と今後の対応につ

いてでありますが、転出される方の主な理由は

年代により異なるものと捉えております。 

  高等学校の卒業に当たる20歳代以下の転出先

としては、仙台市や山形市、酒田市、東根市が

上位となっております。進学や就職の選択肢の

多様性、文化・娯楽施設の充実などを求めてい

るものと推測しております。 

  60代以上の高齢者におきましては、仙台市、

山形市、天童市、東根市が上位となっておりま

す。個人の事情のほか、冬季の降雪量の少なさ、

医療・福祉サービスへのアクセスのよさ、日常

生活の利便性などを求めているものと推測して

おります。 

  このような社会移動の動向を踏まえ、本市の

住みよさを実現するため、重点的な取組として、

本年度第５次総合計画後期５か年の基本計画の

見直しにおいて、人口減少に対応するための重

点プロジェクトを設定いたしました。若者にと

って魅力ある働き方や職場の創出、郷土愛の醸

成による地元回帰という選択肢を持っていただ

くことや、医療・福祉、買物、公共交通といっ
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た生活必需サービスを維持、確保していくこと

を施策として位置づけ、取組を強化してまいり

ます。 

  次に、事務事業評価による事業選択について

でありますが、令和８年度予算におきましても

総合計画前期５か年の検証や社会ニーズの変化

などを踏まえ、人口減少対策や市民の暮らしを

向上させるため、財源の確保を図りながら、必

要な事業を選択してきたところであります。 

  現在、事務事業評価では、行政運営の効率化

や職員の意識改革、事業の改善などを目的とし

て実施しておりますが、予算や人員が限られて

いる中、事業効果が低い事業については見直し

していく必要がありますので、ＰＤＳサイクル

の下、評価、改善を行い、限られた行政資源の

効率的な配分により、市民の暮らしに寄与する

事業実施に努めてまいります。 

  次に、地域医療に関する市民アンケートにつ

いての御質問にお答えいたします。 

  本市では、地域医療の在り方を検討するため

に、昨年、市民1,100人を対象としたアンケー

ト調査を実施し、回収率は40.3％でありました。 

  アンケート結果の傾向でありますが、日常の

受診状況では８割の方が市内の医療機関を受診

しており、定期的に通院する診療科については

内科が最も多く、次に眼科、整形外科となって

おります。また、通院手段は８割の方が自家用

車等を利用しておりますが、80歳以上の方は家

族による送迎や公共交通機関を利用している傾

向にあります。 

  さらに、充実させてほしい医療につきまして

は、在宅医療や訪問看護が最も多く、次いでは

診療所の診療機能の充実や医師、看護師などの

医療従事者の確保を望む声が多く見られました。 

  充実してほしい診療科目としては、眼科が最

も多く、続いて皮膚科、産婦人科、小児科とな

っていることから、こうした医療体制の確保が

課題であると認識しております。 

  どの世代もかかりつけ医や診療所機能及び在

宅医療の充実を求める割合が高いことや、今後

も独り暮らしの高齢者世帯や免許証返納者の増

加が見込まれることを踏まえ、市民がいつでも

安心して医療を受けることができる充実した地

域医療体制の構築が必要であると考えておりま

す。 

  次に、職員体制についての御質問にお答えを

いたします。 

  初めに、職員数とその内訳についての御質問

でありますが、令和７年４月１日現在の職員数

は、再任用職員や会計年度任用職員を含めて

450名であります。内訳につきましては、現役

世代の職員が265名、再任用職員が12名、会計

年度任用職員が173名となっております。 

  次に、業務量に見合った適正な人員の確保と

定着率の向上に向けた取組についての御質問で

ありますが、各課への職員の配置につきまして

は、各課長への人事や業務量に関するヒアリン

グを随時行い、適正かつ効率的な業務の遂行の

ために必要な人員を配置しております。特に複

数の担当課による連携を必要とする事業などに

つきましては、必要に応じて兼務の職員を配置

するなど、限られた人員の中でも確実に事業を

実施するための体制を構築しております。 

  また、市に限らず社会全体的な傾向ではあり

ますが、同じ職場で働き続ける、いわゆる終身

雇用に関する価値観が変容し、新たなキャリア

を求めて転職する職員が一定程度存在すること

も事実であります。こうした中で、市職員とし

て働き続ける意欲を高めるための取組は、これ

まで以上に重要であると考えており、職場や職

階ごとの具体的なやりがいを職員に提示するこ

とや、職員が自ら将来的なキャリアを思い描く

ことができるよう、必要な支援を行うことによ

り、定着率の向上を図ってまいりたいと考えて

おります。 

  次に、市職員数につきましては、人口減少を
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考慮し、スリムで効率的な組織を目指すととも

に、多様な高度化する市民のニーズに的確に対

応するという、新庄市定員管理計画の策定を進

めながら適正化に取り組んでいるところであり

ます。 

  また、課長・課長補佐制による組織運営につ

きましては、マネジメントを行う職員の明確化

と早期の育成を主たる目的として、令和６年度

より導入したものでありますが、権限と責任が

明確化されることにより、より円滑な業務執行

が可能となっていることと評価しております。 

  今後も必要に応じて見直しを行いながら、よ

り効率的な業務の執行をできる組織の構築に努

めてまいります。 

  会計年度任用職員と正職員の連携や、会計年

度任用職員に対する研修についての御質問であ

りますが、会計年度任用職員は、その職の必要

性に応じて、年度を区切って任用される職員で

ありますので、その資質能力の育成には、業務

の中で行われる職場内研修が有効であると捉え

ております。この職場内研修を通じ、コミュニ

ケーションの機会を増やすことで、正職員と会

計年度職員との連携も円滑に行われるものと考

えております。 

  次に、ごみの出し方についての御質問にお答

えいたします。 

  各家庭から排出されるごみ袋への記入につき

ましては、ごみ出しのルールが定着しているこ

とから、ほぼ適正に行われていると認識してお

ります。しかし、まれに無記名で排出されるご

み袋も見受けられますので、市としましては、

引き続き適正排出に向けたごみ出しのルールに

係る周知啓発に努めてまいります。 

  また、県内13市にお行ける氏名等の記入ルー

ルにつきましては、本市を含めて３市が記名を

必須としております。残りの10市では、ごみ袋

の記名欄は設けているものの、記名は任意とし

ており、自治体ごとに地域事情や排出管理の考

え方を踏まえ運用なされているものと認識して

おります。 

  以上、壇上からの答弁といたします。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） それでは、１番の①、

②関係から再質問させていただきたいと思いま

す。 

  転入転出の最近の状況を見ますと、令和５年

においては転出の方が157人多くなっており、

令和４年については、転入が985人で、転出が

1,392名と、転出が407名ほど多くなっているよ

うです。理由は、転勤、就職、進学、引っ越し

様々かと思いますけれども、しかも年度で一定

というわけではないですが、こういった状況に

ついてどのように考えているかということと、

あと関係人口の中で、地域おこし協力隊の方の

これまでの定着率について、まずお伺いしたい

と思います。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 １番目の御質問、住みや

すさについての中の、まず１点目の転入転出の

最近の状況についてどのように考えているかと

いった御質問の部分でございますが、議員から

は、先ほど令和５年、令和４年度のということ

でお話しいただいたかと思います。直近の令和

６年の数字というのも、今市のほうでの統計で

見る新庄市という冊子を毎年３月発行していま

して、これから発行予定ですが、その中で直近

の数字も出してございまして、その中で転入転

出の差が、令和６年としては71名だったという

ようなことで、200、400人とかという年もあれ

ば、２桁台の年もあったということで、年度に

よって様々ではないかなと思っております。 

  転出の主な要因ということにつきましては、

議員からお話あったかと思いますけれども、や

はり様々な区切りのとき、進学するとき、ある
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いは就職するとき、また退職されてからみたい

な区切りのところでの移動というのが主なもの

かと思いますが、年度間でかなり違いがあると

いうのは、なかなか我々もちょっと分析には及

んでいないところでありますが、全体的な結果

とすれば、やはり転出超過というところは変わ

りはございませんので、そんなところについて

は、引き続きどういった対応ができるかという

のは、常に考えていかなければならないところ

だと考えてございます。 

  もう１点、地域おこし協力隊の定着率という

ようなことでの御質問でございましたが、地域

おこし協力隊の方は、平成26年から新庄市に着

任していただいて、これまで29名の隊員が地域

で活動していただいてございます。このうち、

現在まだ10名の方が今年度活動中でございます

ので、まず活動が終わって退任された方が19名

ということになります。その中で、現在定住さ

れている方の数が７名ということになっており

ます。また、今年度２名退任される予定でござ

いますが、その方２名とも今後も新庄のほうに

定着いただけるという話は聞いてございますの

で、今後も新庄でまた活躍していただけること

を期待しているといったところでございます。 

  以上であります。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） 転出数が大分少なくな

ってきて、事業効果が現れているのかなと思っ

たところです。 

  移住定住の関連の支援金、支援事業の関係で

お伺いします。令和６年度、令和５年度を見ま

すと、移住支援金については４件、令和５年度

は２件、移住世帯住宅取得支援事業については

それぞれ３件ずつという件数になっております

けれども、これは該当しない方もいて、こうい

う数字になっているのでしょうか、実数に近い

件数になっていますでしょうか。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 移住支援金、あと移住者

の住所取得の補助金についての実績ということ

でお話しいただいたところですが、それぞれの

制度におきまして、対象者ははっきりしており

ますので、対象になった方に対して補助金支援

金を交付しているということでございます。 

  移住支援金につきましては、たしか５年以上

首都圏、東京圏、東京23区だったと思いますが、

そこにいた方が対象ということになりますので、

その方の支援ということでございます。 

  また、移住者全体ということになりますと、

全体の移住者いる中で、絞られた中での今お話

しした新規なり住宅の取得のことでございます

ので、移住者数自体はもう少し大きい数字とい

うことになってございます。 

  以上であります。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） 同じく１番の関連で質

問を続けたいと思います。 

  令和８年度の施政方針の中で、主要事業７つ

の重点分野あるうち、若者・女性活躍の推進と

いうのが初めて最初に来たのかなと思って見て

おりました。例えば都市部ということで、東京

に住むメリットとして次のようなことが挙げら

れると思います。東京に住むメリットとして、

仕事が多く、給与が高い傾向にある。商業施設

や飲食店が多い。公共交通機関が充実している。

教育機関も多く、子育て支援策も多い。また、

人と関わらずに生活できる自由がある。感性が

磨かれる、視野が広がるといったことと、人と

の出会いがキャリアや人生を変えることもある

などといったのがありました。 

  確かに言われるとおりだなと思いましたけれ

ども、一方で東京に住むデメリットというのも

幾つかあると思います。１つ目には、家賃や物
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価の高さというのが挙げられると思います。ま

た、人間関係が希薄で孤独を感じている方も多

数いらっしゃると思います。また、家が総じて

狭い。緑が少ない、人が多い。電車の乗換え、

いっぱいあるけれども複雑で分かりにくいとい

ったこともあると思います。 

  そうした中で、東京23区においてマンション

の新築、中古の価格が１億2,000万円台という

ニュースが何回か流れまして、どういった人が

住んでいるのだろうなと思ったところですけれ

ども、新庄とか地方においては、そういった東

京に住むデメリットを逆手に取って施策を展開

していくということも必要ではないかと思いま

す。具体的に言えば、住宅政策等をもう少し拡

充していくといったことですけれども、そうい

った方向性についてはどうでしょうか。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ただいま議員から、東京

に住むメリット、デメリットということで様々

教えていただいたところでございます。そうい

った東京のデメリットに対して、新庄市のメリ

ットというものをうまく政策に生かしていった

らどうかというような御質問だったのかと思い

ますが、そこら辺、地方での暮らしのよさとい

ったようなところを打ち出していく必要もある

かと思います。自然環境が豊かであったり、都

会にないところを見せていくことで、地方の魅

力、そういったところを見せながら、先ほどの

事業の新規の中では移住、２地域居住なんてお

話もございましたが、まずは例えば２地域居住

ということで、こちらを体験していただく移住

体験みたいな形もありますので、地方を知って

いただくというようなところから通して、そこ

から様々こちらに来ていただく機会をつくり、

関係性を持っていく、そういった政策の方向性

なんかもしていかなければならないということ

を今考えているところでございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） 同じく１番の関連です。 

  全国で今約1,700の市区町村がある中で、国

立社会保障・人口問題研究所によれば、2020年

と2050年を比較して、人口が増加する市町村が

77市区町村あるそうです。その中で、東京都中

央区をはじめ、大体が首都圏に多く集中してい

るわけですけれども、一方で長野県には人口が

増え続ける謎の村があるらしいです。それは、

長野県南箕輪村というところだそうです。 

  この南箕輪村においても、宅地の価格が近隣

自治体より低く住宅を持ちやすいことだったり、

他の自治体に先駆けて子育てのための施設整備

やソフト事業を充実してきたことなどから、

2050年度まで人口が増え続ける77のうちの１つ

になっていると。その中で、私がすごく気に留

めたところがありまして、今住んでいる住民が

幸せになるような施策を行うことが、移住して

くる方の幸せになるといったコメントがありま

した。このことについてはどうでしょうか。 

佐藤卓也議長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時２８分 休憩 

     午後２時２９分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ただいま人口が増える市

区町村の事例という中で、今住んでいる住民が

幸せになる施策が必要ではないかといったこと

で御質問いただいたところでございます。当然

そういった考え方の下に、まちづくりを進めて

いくべきかと思っております。 

  やはり市民の暮らしをどう維持、向上させて

いくか。これから人口減少という中で、様々な

ものが縮小すると言われている中でも、生活を
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守っていくというのが当然大事でありますし、

維持していくのはかなり難しい、維持していく

ことをやりながら、さらにそこに加えて何かい

いものを加えていく、そこが住民の幸せにつな

がるような形に持っていけるように我々も考え、

様々な施策を打っていかなければならないだろ

うということで検討を続けているところでござ

います。 

  以上であります。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） １の③について伺いま

す。アンケート結果に基づいて、今後どのよう

な事業を具体的に進めていく予定がありますか。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 

佐藤朋子健康課長 アンケート調査に基づく具体

的な事業という御質問でございました。 

  アンケート調査によりまして、オンライン相

談のニーズ等におきましては、子育て世帯20代、

30代において７割のニーズがありましたことか

ら、昨年10月から母子保健オンライン相談事業

を開始しております。 

  また、市長申し上げましたとおり、在宅医療

や訪問看護、そういったニーズのほか、特定の

診療科が不足しているために新庄市外の医療機

関を受診しているという切実なお声や、御意見

の中でも、そういった眼科、小児科、産婦人科

等を増やしていただきたいという御意見も多く

頂戴しております。そうしましたことから、主

要事業にも挙げておりますけれども、令和８年

度におきましては、開業医等診療所開設支援事

業を行いまして、本市に必要な医療体制を確保

してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） 開業支援につきまして

は、米沢市が先行してやっているようですけれ

ども、既に３人の医師の方が、１件は開業、今

後２件が開業予定ということで取組を進めてい

ただきたいと思います。 

  次に、２番職員体制について伺います。 

  現在、第８次の行財政改革大綱案も示されて

いるところですけれども、私が一番数字として

驚いたのが、会計年度任用職員の方が、昨年４

月１日現在で173名いらっしゃるということで、

この方の戦力アップといいますか、一緒になっ

て働いていくことが重要だと思いました。様々

な知識であったりは当然必要なわけですけれど

も、窓口にいる方が多くいらっしゃると思いま

すので、市民の方が一番最初に接するところと

いうこともあって、親切な対応だったり、何よ

りも愛想のよい接客というのが大事で、既にさ

れていると思いますけれども、今後もその辺に

取り組んでいただきたいと思っているところで

すが、接遇関係についてはどうでしょうか。 

小関 孝総務課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 小関総務課長。 

小関 孝総務課長 会計年度任用職員の方々の接

遇についての御質問でございましたが、議員お

っしゃられるような考え方は私も全く同感でご

ざいます。 

  会計年度任用職員の方々ですが、それまでに

社会人を経験されて会計年度任用職員として任

用された方が大多数でございます。その任用に

当たりましては、採用する前に担当課が面接を

行いまして、その人の人となりですとか、業務

に対する適性を審査して採用につなげておると

いうことでございます。なので、接遇面でも一

定程度の技術ですとか、経験はお持ちの方だろ

うなとは捉えているところでございますが、入

庁後であっても職員の接遇マニュアルですとか、

それから周りの職員がＯＪＴでもって、接遇に

対して職場内研修を行うということで、なお一

層スキルの維持、向上に努めてまいりたいと考
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えております。 

  以上です。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） よろしくお願いします。 

  次に、３番ごみの出し方についてお伺いいた

します。 

  令和４年に実施されましたまちづくり市民ア

ンケートの中では、ごみの収集体制が充実して

いる、リサイクルや分別によりごみが適切に排

出されているという項目が、重要度におきまし

ても満足度におきましても上位になっておりま

す。これは、ごみを出す側の市民の意識の高さ

もあり、また収集される方の御苦労もあり、ま

た衛連の役員の方、区長方も見回り等されてい

る結果かなと思いますけれども、まずこのこと

についてどのように捉えておりますか。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 本市のアンケート

でごみの収集体制が充実しているということが

かなり上位になっているということは、これま

での取組が実ってきているのかなと認識してお

ります。地域におきましても、衛連の組合長は

じめ、地区町内会の皆様がごみステーション等

を清潔に維持していただいているということで、

非常にありがたく思っております。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） 基本、記名式のスタイ

ルにはなっているわけですけれども、例外とし

て、町内ごとのごみステーションに出すときの

乾電池回収においては、記名はしなくても出せ

るということになっていると思います。そうし

た場合に、乾電池と一緒に100円のガスライタ

ーといったものが捨てられている場合があって

危険であるといったことや、また主にスーパー

に出す方も多いと思うんですけれども、記名の

必要がない食品トレーの４割に不適合があると

いったことも、名前を書かない収集の中である

と思いますが、これについてはどのように捉え

ていますか。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 ガスライターの捨

て方につきましては、こちらのほうでもガイド

ブック等で周知を行っているところでございま

すけれども、そういったガスライターが捨てら

れている場合につきましては、収集業者から問

合せ等がありまして、対応等をこちらで指示し

てやっていただいている状況でございます。 

  基本的にガスライターにつきましては、資源

回収の缶とペットボトルの日に出してもらう、

そしてガスについては基本全部使い切った状態

で出してもらうということで、捨て方について

分からない方につきましては、問合せ等もいた

だいておりますし、今ＬＩＮＥでもそういった

ごみの捨て方について、チャット形式で問合せ

すると出てくるものもありますので、そういっ

たものを周知しながら、適正なごみの捨て方を

していただくようにしていただきたいと思いま

す。 

  また、食品トレーにつきましては、基本的に

名前を書かないでそのままスーパーに出すわけ

ですけれども、分別については、そのガイドラ

イン等に書いていますとおり、きっちり仕分け

をして、洗ってきれいにした状態で出していた

だくということになりますので、そういったこ

とについてもしっかり市民の皆様に周知してい

きたいと考えております。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） ごみと個人情報保護の

関係で、お聞きしたいと思います。 
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  少し関係ないのですけれども、最近新築のア

パートとか住宅で、玄関に表札のない世帯が多

く見受けられるように思います。そこに私はプ

ライバシー意識というか、高まりを感じたり、

また逆に言えば、地域との関係性を持ちたくな

いといった方が多くなりつつあるのかなと思っ

たりしているところです。 

  また、ごみ袋に名前を書かなくてもいいとい

うか、県内13市で私は全部記名制なのかと今ま

でずっと思い込んできたのですけれども、そう

でもないということを知りまして、その中でご

みというのは、ある意味プライバシーの宝庫と

いう側面もあって、それを持ち去ったりする方

がまれにいるという話を聞きました。その辺の

例外的なごみの出し方の対策の検討をお願いし

たいと思いますけれども、どうでしょうか。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 個人情報等関係で、

ごみの持ち去りというようなことの御質問です

けれども、基本的にごみを持ち去るということ

は既にもう犯罪になりますので、我々の範疇外

になってしまいます。ですので、地域の中では

そういったことが起きないように、衛連の人た

ちで監視と見回りを行っていただいて、そうい

ったことにならないように対応していただいて

いるような状況でございます。 

  以上でございます。 

２ 番（亀井博人議員） 議長、亀井博人。 

佐藤卓也議長 亀井博人議員。 

２ 番（亀井博人議員） ごみについては、そう

いった持ち去り等があっては決してならないと

私も思いますけれども、また改めてそういった

ことへの周知等をしていただければと思います。 

  以上で終わります。ありがとうございました。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也議長 以上で本日の日程は終了いたしま

した。 

  ９日午前10時より本会議を開きますので、御

参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時４１分 散会 
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令和８年３月定例会会議録（第４号） 

 

 

令和８年３月９日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 山 科 春 美 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ４番   鈴  木  啓  太  議員     ５番   坂  本  健 太 郎  議員 

  ６番   田  中     功  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   鈴  木  法  学  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   今  田  浩  徳  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠     員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  副 市 長 石 山 健 一 

総 務 課 長 小 関   孝  総 合 政 策 課 長 鈴 木 則 勝 

財 政 課 長 川 又 秀 昭  税 務 課 長 小 関 紀 夫 

防災危機管理課長 柏 倉 敏 彦  市 民 課 長 髙 橋 智 江 

環境エネルギー課長 井 上   徹  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 大 野 智 子 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 土 屋 智 史  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 大 江   周  商 工 観 光 課 長 髙 橋   潤 

都 市 整 備 課 長 髙 橋   学  上 下 水 道 課 長 阿 部 和 也 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 杉 澤 直 彦  教 育 長 津 田   浩 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 伊 藤 リ カ  学 校 教 育 課 長 大 町   淳 

社 会 教 育 課 長 岸     聡  監 査 委 員 須 田 泰 博 
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監 査 委 員 
事 務 局 長 井 上 利 夫  選挙管理委員会 

委 員 長 武 田 清 治 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 長 沼 俊 司  農 業 委 員 会 

会 長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 今 田   新    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  議 会 総 務 主 査 伊 藤 幸 枝 

主 事 小 野 一 樹  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第４号） 

令和８年３月９日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 伊 藤 健 一  議員 

２番 佐 藤 悦 子  議員 

３番 髙 橋 富美子  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）に同じ 
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令和８年３月定例会一般質問通告表（３日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 伊 藤 健 一 

１．若者の地元定住に向けた奨学金等の返済支援および免

除制度の拡充について 

２．「新庄まつり２７０年祭」の総括と今後の将来ビジョン

について 

３．防災危機管理体制の強化と専門組織の新設による成果

について 

市 長 

教 育 長 

２ 佐 藤 悦 子 

１．地域の固有の資源、再生可能エネルギーは、地域共生

のために 

２．安心して地域で住み続けられる介護保障を 

３．クマ出没の原因と緊急銃猟制度 

４．情報保障をすべての人に 

市 長 

３ 髙 橋 富美子 

１．視覚障がい者の移動支援としてのナビレンス設置につ

いて 

２．雪に強いまちづくりに向けた情報発信の強化について 

３．更年期障害の早期発見に向けた検査数値の活用と啓発

について 

４．中高生の防災意識向上の取り組みについて 

市 長 

教 育 長 
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開      議 

 

 

佐藤卓也議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は３名です。 

  これより３日目の一般質問を行います。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

 

 

伊藤健一議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 それでは、最初に伊藤健一議員。 

   （１３番伊藤健一議員登壇） 

１３番（伊藤健一議員） 令和７年度３月定例会

一般質問、議席番号13番、共に創る市民の会の

伊藤健一でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

  本日は、発言通告書に従って、一括方式にて

３点質問させていただきます。 

  まず、１点目です。若者の地元定住に向けた

奨学金等の返済支援及び免除制度、この拡充に

ついて。 

  本市の人口減少、少子高齢化の最大の要因の

１つとも言えるであろうことは、進学等で市外

へ出た若者たちの未帰還、そのまま帰ってこな

いということも１つの要因であると考えます。

特に将来の地域経済を担う大学等の進学者が地

元に戻る際の大きな障害となるものとして、学

んだスキルを生かす職場がなかなかないという

こと、また賃金や収入面の生活レベル、及びそ

れに伴いまして、奨学金なども多くの人たちが

活用しておりますが、その少ないであろう収入

から同じ金額を返済するということはハンデに

なってくるのであります。 

  そのような考え方から、主に医療系従事者へ

の支援制度は、新庄市においても存在は分かり

ますが、その他の職種間の違いによって、なか

なか現役学生へのアプローチ不足等によって、

いろいろなものが足りないということで、抜本

的な制度改革と政治決断をお願いしたいなと思

いまして、質問いたします。 

  まず、①医療、福祉など産業人材等の特定職

種における支援免除の制度の現状と実績につい

て。 

  ②今申しました大学等進学者の地元回帰を促

す奨学金返済支援制度の抜本的な拡充について。 

  次に、２番目に参ります。新庄まつりの270

年祭の総括と今後の将来ビジョンについて。昨

年の新庄まつり270年祭は、市や関係団体、市

民がまさに一体となって全力を傾注し、多大な

る成果を収められたものと高く私も評価させて

いただいております。しかし、当然ながらこの

成功を一過性のものに終わらせず、次の時代へ

つなぐため、何をすべきかということがとても

大切だと思います。 

  昨年のイベントそのものは、去年だけの予算

であることは重々承知しているものの、その残

った経験値等は今後につなげる財産が多くある

ものであると考えて質問させていただきました。 

  社会情勢の急激な変化に伴って、祭りの運営

そのものが大きな転換点を迎えている中ですが、

将来ビジョンというところで、具体的な対応策
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について伺います。 

  ①270年祭の成果、課題の総括、そして将来

を見据えたこれからの持続可能な今後の運営体

制、その構築について。 

  ②新庄商工会議所の役割変更ということがマ

スコミ等でも報じられ、多くの市民が知るとこ

ろとなっております。そこのところの少し事実

と違うような理解も含めて、皆さん、やっぱり

意見がどうなるのだろうと心配もされておりま

す。先日も別の同僚議員から同様の質問をいた

だきましたが、私としても改めてこの点につい

て伺います。 

  ３番目、防災危機管理体制の強化と専門組織

の新設、これによる、その成果につきまして。

昨年、危機管理体制の強化を目的にして防災危

機管理課が新設されました。専門部門として、

これまでの取組とこの地域における防災意識向

上への効果、それについて伺うとともに、今後

の防災体制の在り方について伺います。 

  ①新設された防災危機管理課のこの１年の振

り返り。 

  ②防災マネジャーの活動を通じた地域防災力

の向上について。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  それでは、伊藤議員の御質問にお答えいたし

ます。 

  初めに、若者の地元定着に向けた奨学金の返

済支援に関する御質問にお答えいたします。 

  医療、福祉など産業人材の特定職種における

免除、支援の現状と実績につきましては、本市

では医療及び福祉の人材を確保し、定住を促進

するため、新庄市奨学金返還助成金交付事業を

実施しております。対象者は、看護師等の資格

を有し、本市に住民登録している方で、市内の

医療機関や介護施設等で正職員として雇用され

ている方を対象に、奨学金返還費用を年間最大

18万円助成するものであり、令和６年度は４名

に助成しております。その他にも、最上育英会

奨学金におきましては、新庄市枠として理工系、

保育系、看護系の大学等を卒業し、市内の事業

所に就職した場合に、奨学金の返還を減免する

制度や、県と連携した新やまがた就職促進奨学

金返還支援事業を実施しており、いずれの事業

におきましても、若者が本市へ定住する一助と

して機能しているものと考えております。 

  奨学金返済支援制度の拡充につきましては、

これまでの実績や今後のニーズなどを踏まえ、

若者の定着につながるよう、さらに検討してい

きたいと考えております。 

  次に、新庄まつり270年祭の総括と今後のビ

ジョン、将来ビジョンについての御質問にお答

えいたします。 

  新庄まつり270年祭記念事業といたしまして

は、直木賞作家今村翔吾先生プロデュースの

「羽州ぼろ鳶組」ダンスパレードを開催し、

堂々たる演舞が披露されました。また、萩野鹿

子踊保存会の指導により継承活動がなされてお

ります萩野学園７年生の有志によるまちなか子

ども鹿子踊を南本町十字路にて披露していただ

きました。将来を担う子供たちの懸命なダンス

や踊りが祭りをさらに沸き立たせ、大きな感動

をもたらし、祭り期間の人出はコロナ禍後の最

高記録となる44万人となり、次の節目につなが

るものとなりました。 

  さらに、270年の節目を迎え、これまで様々

な苦難を乗り越え、歴史を紡いできたことを再

確認し、地域の誇りである新庄まつりを未来へ

つないでいくため、市民総参加で新庄まつりを

継承していくことを宣言する、新庄まつり市民

総参加宣言式典を行いました。この市民総参加

宣言は、新庄まつり関係団体が一堂に会し実施

したものであり、将来を見据えた持続可能な祭
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りの財源や人材確保、熱中症対策などの課題を

解決するための対応策を検討するきっかけにし

ていきたいと考えております。 

  次に、新庄商工会議所の役割変更に関する事

実確認と今後の対応策についての御質問であり

ますが、昨年12月に開催されました新庄まつり

実行委員会における会長の退任と商工会議所の

事務局からの離脱に伴い、現時点の事務局体制

につきましては、本市と観光協会の２団体とな

っております。 

  これまで新庄商工会議所を含めた３団体で分

担しておりました新庄まつりの運営業務を確認

し、業務分担を再調整しております。また、会

長職につきましても、現時点において調整中で

あります。 

  今後につきましても、関係団体や地域企業、

市民の皆様などからの御協力をいただきながら、

円滑な運営と安全・安心な新庄まつりの開催を

確保できるよう努めてまいります。 

  次に、防災危機管理体制の強化と専門組織の

新設による成果についての御質問にお答えいた

します。 

  初めに、新設された防災危機管理課の振り返

りでありますが、防災危機管理課は、危機事案

発生時における全体調整機能の明確化と、平時

からの体制強化を図ることを目的として新設し

たものであります。 

  今年度の取組といたしましては、災害時にお

ける職員配備計画の見直し、避難所設置訓練の

実施、避難所となる施設との連携強化など、平

時からの備えの充実を進めるとともに、地域防

災計画や防災訓練の見直し、自主防災組織の充

実強化に取り組んでまいりました。併せて、災

害時の対応においては、防災危機管理課が情報

集約及び全庁的な調整の中心となって対応して

おり、初動対応の迅速化と体制の明確化につな

がっているものと認識しております。 

  また、災害時の情報発信につきましても、そ

の重要性を踏まえ、役割分担や発信手順の整理

を進めるなど、防災危機管理課を中心とした全

庁的な体制整備に努めているところであります。 

  次に、地域防災マネジャーの活動を通じた地

域防災力の向上についてでありますが、今年度

は地域防災マネジャーの専門性を生かし、町内

会、介護事業所、小中学校をはじめ、各種団体

や企業などに対し、活用促進に向けた周知を積

極的に図りながら、出前講座や避難訓練等に取

り組み、自助・共助の意識啓発と地域防災力の

向上に努めてまいりました。 

  来年度につきましても、地域防災マネジャー

の専門的知見を活用し、自主防災組織の立ち上

げ促進や活動の支援を進めるとともに、令和８

年度に予定しております山形県・新庄市合同総

合防災訓練の企画立案、各種計画の見直しなど、

地域全体の防災意識の向上及び災害対応力の強

化に取り組んでまいります。 

  以上、壇上からの答弁といたします。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） 市長、御答弁ありがと

うございました。それでは、再質問させていた

だきたいと思います。 

  まず最初の、１番目の奨学金関連に絡む話で

ございますけれども、改めてお話はありました

が、当市においては、医療、福祉など特定の業

種による制度、支援等があるということなので

すけれども、そこのところをもう少し詳しく教

えていただくことは可能でしょうか。何々がど

のような状況だという意味でございます。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 

佐藤朋子健康課長 本市で実施しております看護

師等への奨学金返還金助成事業でございますが、

こちらの目的としましては、何よりも医療従事

者の確保、それから医療従事者の市内への定住

の促進ということを目標に掲げている事業でご
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ざいます。健康課で実施しております事業とし

て、看護師等の確保対策事業として実施してい

るものでございます。 

  以上です。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 議長、伊藤リ

カ。 

佐藤卓也議長 伊藤教育次長兼教育総務課長。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 市長答弁のほ

うにもございましたが、新庄市独自のものでは

ございませんが、最上育英会の奨学金というも

のがございます。こちらに新庄市枠というもの

がございまして、先ほど申し上げましたように、

理工系、保育系、あと看護系の大学等を卒業し

た方に対して、市内の事業所に就職した場合に

奨学金を減免するという制度がございます。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  それでは、同じ質問で、昨年または直近の利

用件数とか、その金額的なものをお示しいただ

ければと思います。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 

佐藤朋子健康課長 直近３年間ということで申し

上げさせていただきますと、令和４年度、令和

５年度、令和６年度、それぞれ交付決定者は４

名であります。総支給額は167万9,992円となっ

ており、単年度ごとでは約五十数万円の実績と

なっております。 

  以上です。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 議長、伊藤リ

カ。 

佐藤卓也議長 伊藤教育次長兼教育総務課長。 

伊藤リカ教育次長兼教育総務課長 育英会に関し

ましては、返還金の状況をお話しさせていただ

きたいと思います。 

  令和７年度において、返還の対象になってい

る方が22名いるということですが、その中で先

ほど申し上げました減免の対象になっている方

は１人だけという状況になっております。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  医療関係と最上育英のほうでは若干ニュアン

スが違うのかもしれませんが、医療系を先に伺

いますと、この人数、実績というものは、市が

人材確保のために制度を用意して、何年も前か

ら継続してやっていますが、恒常的な人材不足

のことは私も理解しているつもりです。狙う側

の市としましては、この制度でこの実績に対し

て、手応えとか成果をどのように受け止めてい

らっしゃいますか。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 

佐藤朋子健康課長 助成制度の手応え、成果とい

う御質問でございました。４名の方ということ

でお答えさせていただきましたが、今年度は３

名の方から交付いただいております。 

  最上地域の看護師等は、令和４年度の実績に

おいて、県平均を下回っているというまず現状

がございます。最上地域保健医療対策協議会等

でも、看護師確保事業は医師確保事業に次いで

重要な事業と位置づけて、動機づけ学習会等を

行っております。また、医療機関等の幹事会の

皆様からも、看護師確保の状況をお伺いしまし

たところ、どの医療機関も確保に苦慮されてい

るという現状がございました。 

  そうした中で、本市の助成金は、令和６年度

実績４名でありますけれども、４名の皆様方の

返還金の約８割、または全額をカバーできてい

る制度でございますので、申請者の方からも助

成金の申請を相談したいという御相談も受けて

おりますし、決定された方からは感謝の言葉を

いただいておりますので、１人でも多く市内の

施設、医療機関へ就職、定着していただいてい

るという成果を感じているところです。 
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  以上です。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  まさに細かいことを、これ以上、何でしょう

ね、変な掘り下げ、つつき回すようなつもりで

質問は決してしておりませんので、御了承くだ

さい。私も前職で、新庄病院の総務で医者とか、

看護師とか、薬剤師とか、医療関係従事者の募

集の総務の広報の仕事に従事した経験があって、

自ら、本当に人が新庄に帰ってこないと、新庄

に集めるための苦労を身をもってさせていただ

いた者の１人としての立場で質問させていただ

いております。 

  ですから、継続的にますます苦労する人集め

に対して、医療経営が本当に大変な時代の中で、

優良な人材に１人でも多く戻ってきてもらうと

いうことが、新庄、地元の福祉、健康、社会貢

献に大きくつながるので、まず同じ制度で値上

げするというのは、突然のことでできないにせ

よ、同じ制度をこれからも強く強くＰＲを続け

て、いろんな方法で続けていっていただいて、

絶えず医療従事者を新庄に、よそに負けないで、

取り合いになっておりますから、よろしくお願

いしたいなと思う次第です。 

  続きまして、ここが私の今日の一番実は大き

なところです。２番目なのですけれども、今の

１番と違いまして、一般の職種を問わない大学

等の進学者に対する奨学金支援事業というもの

がありまして、私が特に注目したのが、鶴岡市

でつるおかエールというとてもすばらしい、よ

そと比べるとすばらしい制度になっているもの

があるということが分かりました。５年前から

事業を立ち上げているようであります。 

  それで、ちょっと答えとしては、何とかこれ

に近いものを新庄市でもこれから目指していた

だけないかなということで、今日取り上げさせ

ていただいておりますので、そのようなことで

お願いいたします。 

  まず、つるおかエールという制度を、新庄市

なりには、どのように把握していらっしゃるの

か、全くしていらっしゃらないのか、その辺は

当市の支援サービスと比べていかがでしょうか。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 鶴岡市で実施の奨学金、

つるおかエールについてということでの御質問

でございました。 

  新庄市の奨学金の返還支援制度については、

先ほど申し上げたとおりで、それ以上のことに

ついてはまだ実施していないということで、若

者の地元定住に向けては様々制度ある中で、他

市でこういった奨学金制度をしているというの

は、ちょっと認識しているところでございます

が、鶴岡市そのものの制度を詳細までは調べた

ことはなかったところでございます。 

  以上であります。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） 新庄市の議会において、

鶴岡のことを詳しくやり取りするのはいかがな

ものかということはございますが、あくまでも

優れていると思われるものを参考にしてほしい

という意味で、ちょっと踏み込んでみたいと思

います。 

  私の理解としては、鶴岡市は５年前から、県

の支援制度はあるのですけれども、そこに上乗

せして、市独自でさらに厚い手当を支給できる

と、受け取ることができるということによりま

して、例えばこの制度の活用も、新庄市の場合

は新庄の県の新制度とか、今あるものに乗っか

るのですけれども、金額、あとは条件として卒

業後13か月以内、５年間以上継続した就業とか、

新庄市の場合には当然ありますが、その辺のと

ころも就業３年継続とか、条件を少し優しくし

て、しかも交付期間も、申請期間も10年、新庄
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市は５年までですけれども、10年、あと金額も

大きく、２倍近く違うと。月々４万2,000円、

掛ける云々ということで、年間で合計200万円

を超える金額になるというようなことでござい

ました。これ以上詳しく申し上げませんけれど

も、そこの意味においては、新庄市にはもとも

とない考えとか、金額とか、期間とかで大きく、

新庄市が劣るわけではないのですけれども、よ

そ並みの制度は、新庄市もサービスは提供して

おりますが、鶴岡市が群を抜いてすばらしくや

っていると、このことが調べたらどうもありま

した。いかがでしょうか、総合政策課長、この

辺の深掘りしたところの理解度合いはいかがで

しょうか。 

鈴木則勝総合政策課長 議長、鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木総合政策課長。 

鈴木則勝総合政策課長 ただいま、奨学金の支援

制度の拡充に向けて、鶴岡の制度を例にいろい

ろ、期間が10年ですか、あとは金額もまた県に

上乗せをしてということで、いろいろ御紹介い

ただいたところでございました。 

  先ほど市長の答弁にもございましたが、まず

新庄市においては、ある程度必要な職種におけ

る人材確保という面でこれまでやってきたとこ

ろでありますが、そこをさらに職種を限定しな

いで、もっと広く、そして期間なり金額なりも

増やしてはというような御提案だったのではな

いかと思っております。 

  具体的に市としてこの制度を拡充するという

検討、これまでまだ詳細にしたことはなかった

ので、今後どんなものかというのは研究してい

きたいと思いますが、やはりここにおいて職種

を広げたときに、そういった職種で人材がどの

程度求められているかというところも調べてい

かなければならないかと思います。併せて、期

間なり金額なり増やしていけば、それらに財政

的な面、財源も必要になってくるかと思います

ので、そこら辺様々な観点から、やはり研究し

ていく必要があろうかと思います。 

  なお、若者定住に向けて、奨学金等も一つ有

効な施策であるかと思いますが、全体的に就職、

働く場の確保であったり、あるいは若い人が帰

ってきていろんなことに挑戦できる、そういっ

た環境であったりといった、様々な観点から若

者定住というのは考えていかなければならない

かと思いますので、こういった奨学金の返還制

度も含めまして、総合的に若者定住というとこ

ろは今後も考えていかなければならないものだ

と認識しているところでございます。 

  以上であります。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。

まさにごもっともなお話を聞かせていただきま

した。働くところがあるのかとか、いろんなも

のが複合的に重なり合って、このような現状に

なっております。働くところがないから来ない

のか、生活が苦しくなるから来ないのか、でも

少し支援策があったらどうなのかとか、そのよ

うな総合的な中で、職場の新しいつくり方も当

然新庄市としても努力している最中だと思いま

すので、複合的に地元を若者に呼び戻すための

作戦の一部分としては、とても必要な制度では

ないかなと思います。 

  一般職種、職種を問わずということは、ぼや

けるような気がするのですけれども、私たちも

含めて、私たちの周りの人間も、とっても多く

の人たちが、一般的な職種の人たちがほとんど

でございます。市役所の職員、学校の先生とか

医療従事者というのは一握りでございます。そ

れ以外の人たちは、そういうこともなく、地元

に、親元に帰るのか、そのまま出先で学校の延

長でどこかに勤めるのか。どうにでもなるよう

なところで、新庄市、地元に戻って来たいとい

う人たちを増やすための一助と考えて、強くこ

れからの新庄市にも、若者の呼び戻しの強い手



 

- 156 - 

段の一つとして、よそでやっているところもあ

るわけですから、参考にしていただきたいなと

思います。 

  このまましゃべっていいですか。では、２番

の新庄まつりの話をさせていただきます。 

  まず、270年祭の成果、総括、あと今後の方

向性ということを先ほど市長からいただきまし

た。具体的には、振り返りとか、どのようなも

のが成果としてあったか。また、記念事業なの

で、去年のものは去年という１つの考え方は十

分分かるにせよ、その結果残ったエネルギーと

か、成果、精神的なもの、物質的なもの、これ

をどうつなげているか、総括としてはどうなっ

ていますでしょうか。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 270年祭の総括という御

質問でした。おおむね市長答弁で述べさせてい

ただいている内容ではございますけれども、ま

ず話題性として、今村先生プロデュースのダン

スパレードというものがございましたので、一

つ話題性の意味で大きく力をお借りできたのか

なと思っております。 

  また、ダンスパレードに加えまして、子ども

鹿子踊も市長答弁で触れておりました。いずれ

も子供さん方の活躍ということで、大きな力を

見せていただいたと、それが大人にもその熱気

といいますか、その取組、真剣さというものを

伝えていただいたものだなと考えております。 

  そして、市民総参加宣言ということでした。

やはり新庄市民全体で祭りを今後も継続してい

こうということでの総参加宣言でございますが、

冒頭申し上げました子供さん方の活躍から、市

民総参加で祭りを今後も継続させていこうとい

うことで、一つつながったメッセージが発信で

きたのかなと考えております。 

  新庄まつりにつきましては、人材確保の面だ

ったり、財源確保の面だったり、また昨今では

熱中症の問題ということで、一朝一夕で解決で

きないような課題が多く、これは新庄まつりに

限ったことではなくて、全国の祭りで言われて

いることではありますが、こうした大きな課題

に向かって検討していかなければならないタイ

ミングにあって、子供さん方の未来を、次代を

担う子供さん方の活躍を目の当たりにして、そ

して総参加宣言でこれまでの歴史と今後向かう

べき方向性といったものを、みんなで共有でき

たということ、そして未来へ向かって大きな課

題解決を目指しながら取組を進めなければなら

ないという点で、最も評価できる点だったのか

なと考えております。 

  以上です。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  祭りそのものには、もう何回も何回もいろん

な人も含めて、聞いて、教えてもらっておりま

すので、このぐらいなのですけれども、まず私

としては、祭りの具体的な一つ一つの詳細とい

うよりも、これを経て、祭りという観光コンテ

ンツを今後に向けてどのように持っていくのだ

という考え方を、ひとつまた持ってもらいたい

なと。今までは、どうしても人、物、金という

大きな要因の中に、大きな人数でみんなで盛り

上げて、今までこぎ着けておりますが、これか

らは今の御存じのような状況の変化によりまし

て、これをソフト的なもののＰＲツール、ウェ

ブとか、例えばＳＮＳ、ユーチューブ等、その

ようなものがすごく今地域プロデュースに大き

な力となっておりますし、大きな予算を伴わな

くてもできることであります。いかに使うかと

いうことなので、これを考え方、作戦の１つに

加えてほしいものだなあと思います。 

  では、２つ目、事務局体制の変更について先

ほど伺いました。ポイントとしましては、会長

が退任したと、あと事務局から会議所が離脱し
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たと。では、どうするのかと。当面は暫定体制

として、市と観光協会の２団体で事務を担って

いく。その後、運営業務をどうするのだという

ことは、今調整中ですという話だったと思いま

す。あともう一つ、会長職についても不在にな

っているので、そこも調整中だというようなこ

とだと思うのですけれども、大至急その辺のと

ころを詰めていかなきゃいけないという状況の

中で御苦労なさっているとは思うのですけれど

も、今どのようなことを目指して、どこまで進

んでいるのか等、お分かりなところがあれば、

教えていただければと思います。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 実行委員会体制について

の御質問ということでございました。 

  先日、辺見議員の質問にお答えした内容と同

じになってしまいますが、事務局３団体、商工

会議所、市役所、観光協会でどれだけの事務を

担ってきたかという整理をまずはしたところで

ございます。それを踏まえまして、どれだけの

事務量があるのかという整理を行い、来年度ま

ずは新庄市と観光協会で担っていく上で、こう

いうことが必要なのではないかという内部での

検討をまずはしたところであります。 

  その上で、実際この事務についてはどこが担

うかという部分であったり、実際会長職は誰に

なるのかという調整の部分がこれから残ってい

るということであります。例年、４月下旬に１

回目の実行委員会を開催しておりますので、そ

このタイミングまでには整理を終えて、実際の

祭りの運営に滞りが出ないように進めてまいり

たいと考えております。 

  以上です。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。

大変御苦労な事柄に対しまして、よろしくお願

いしたいと思います。特に今まで会議所が担っ

ていたところは、金銭的な売上げ管理とか、そ

のような意味においては非常に大事な、何をす

るにも予算、その運用のところ、肝だと思うの

で、そこのところのノウハウ等をどのようにみ

なして引き受けるかとか、よろしくお願いした

いところであります。 

  では、３番目にいきます。防災危機管理体制

の強化と専門組織の新設、その成果ということ

で伺いました。再質問させていただきます。 

  改めて、もう一度になるかもしれませんが、

防災危機管理課の新設の目的とか狙い、その背

景というものを教えていただけますか。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 新設の目的、狙いと

いうような御質問でございました。 

  新設前に感じていた課題ということがありま

して、実際令和６年の豪雨災害のときに、現場

でも環境課自体が担わなければならなかったと

いう非常に困難な状況に接したわけです。本来

であれば、指揮命令系統をつかさどる立場の部

署であったにもかかわらず、現場にも出なけれ

ばならなかったということは、指揮命令系統、

それから情報収集を行う上では非常に課題であ

った点だと感じております。 

  そうしたことから、新たに防災危機管理課を

設置しまして、その情報集約、指揮命令系統を

明確にするというような目的の下に新設された

ものと認識しております。 

  以上です。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  より細分、２つに分かれて専門性を帯びたこ

とによって、成果が出ているよという課長のお

話だと思います。 

  この１年の主な取組として、実績はどのよう
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なものがありましたでしょうか。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 この１年の実績とい

うことでございます。 

  この１年間につきましては、初動体制、それ

から避難所の運営体制、それから災害時の情報

伝達、情報発信体制が充実されるようにという

ことで取り組んできました。訓練やその庁内調

整を含めまして、各計画のマニュアル等の作成

にも今年度取り組んだところでございます。 

  また、新年度、今年度に入りまして、地域防

災マネジャーを任命しておりますので、こちら

のマネジャーから出前講座等々でも出張ってい

ただきまして、災害対応の基礎ということも指

導していただいているところでございます。 

  以上です。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  今、最後のほうでは、次に防災マネジャーに

絞ってもう一度伺おうとしたところ、ぽろっと

言葉は先にいただきましたが、そこも含めまし

て、とにかく１年目の防災危機管理課全体とし

て、私も外から見ていて、相談とか打合せに寄

らせていただくにつけ、本当に専門部隊になっ

たなと、合理的になったなと感じることがいっ

ぱいありますので、今後とも、ぜひともますま

す専門性に特化したすばらしい組織にしていた

だきたいなと思います。 

  最後に、一たび、災害の規模にも種類にもよ

るのですけれども、大きくなったものであれば、

大きければ大きいほどなのですが、やはり横断

的な連携を瞬時に取る体制等、その辺の取り方

は課長どうなのでしょうか。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 災害で一番大きな災

害と感じているのが、まずは地震災害だと認識

しております。 

  新庄市の場合、これまで水害、それから豪雪

といった災害につきましては、対応を何とかし

てきたところでございますが、殊に地震となっ

た場合、非常に大きな災害が想定されるわけで

す。そのため、令和８年度に予定しております

山形県、それから新庄市の合同総合防災訓練に

おきまして、改めて関係機関との連携の在り方

についても確認を深めていきたいと感じており

ます。 

  どうしても地震の場合、今日の冒頭でも東日

本大震災に対する弔慰をされましたけれども、

どういったことが複合的に起こってくるか。水

害だけでは予想できることでも、地震となった

場合、いろんな災害が複合的に絡まってくると

いうこともございますので、そうした訓練も実

施しながら、今後の防災体制の強化に努めてま

いりたいと感じております。 

  以上です。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  それでは、最後になりますが、防災マネジャ

ー、新しく制度化して、人を専門家としてお願

いいたしました。この防災マネジャーの具体的

な役割とか、この１年間の動きなどを教えてい

ただけますでしょうか。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 地域防災マネジャー

の活動実績につきましては、先ほどもちょっと

言いましたけれども、出前講座が16件で465名

の参加を得ています。それから、避難訓練の支

援ということで４件、こちらで680名の方の参

加を得ております。その他としまして７件、延

べ106名の参加をいただいているところでござ

います。 
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  こうした活動を通じまして把握しました地域

の課題、それからニーズとしましては、自主防

災組織の設立と運営に関する助言、それから防

災訓練、講話の企画、それから実施支援、地区

防災計画や避難所運営マニュアルづくりの支援

を求める声が多い状況でありました。これらに

つきましては、来年度の取組に反映していきた

いと考えております。 

  それから、次年度以降に重点的に取り組むテ

ーマとしましては、自主防災組織の立ち上げ、

それから活動支援と避難所の運営、情報伝達を

想定しております。進め方につきましては、地

域の災害リスク、それから組織の活動状況、こ

れまでの取組状況を踏まえまして、優先度を意

識して取り組んでいきたいと考えております。 

  併せまして、出前講座では、訓練内容の整理、

振り返りによります課題の共有などを通じまし

て、地域における取組が継続しやすい環境づく

りに努めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） 私も一部ではあります

が、自主防災組織等に向けた出前講座とか、そ

の話を聞いた人たちの中からは、やっぱり専門

的で具体的で本当にためになった、よかったな

と、聞いた人たちはそのような意見がおおむね

でございます。 

  逆に、一方ですね、自主防災組織そのものが

地域の中になかったり、名前は登録させてもら

ったけれども、中身の認識がほとんどないとい

う地域格差もかなりございます。当然マネジャ

ーの立場からは、１つずつ潰していくしかない

のですけれども、今市民そのものが環境、環境

で大きく認識が違っている１つでございます。

その辺の市全体の認識の底上げを課長、どのよ

うにお考えでしょうか。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 底上げということで

御質問いただきました。 

  確かに新庄市の場合、これまであまり大きな

災害がなかったということで、そういった組織

が要らないのではないかという地域もございま

す。それから、どうしても誤解されているのが、

地元に消防団がいるから大丈夫だろうというよ

うな認識を持っている地域もございます。大き

な災害になった場合、消防団もそういった発災

の場所に行かなければならないと、地元にはい

ないのだという認識を、防災マネジャーの講座

を通じまして認識を深めていただきまして、自

分たちの地域は自分たちで守るという認識を改

めて持っていただければと感じております。 

  以上でございます。 

１３番（伊藤健一議員） 議長、伊藤健一。 

佐藤卓也議長 伊藤健一議員。 

１３番（伊藤健一議員） ありがとうございます。 

  特に申すまでもなく、ずっと言われておりま

す、大規模災害、いつどこで何がやってくるか

分からない時代に、最善の努力をして、全員で

心構えとして対処していくということでは、今

後ともひとつよろしくお願いしたいなと思いま

して、本日の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

佐藤卓也議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５１分 休憩 

     午前１１時０１分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 
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佐藤卓也議長 次に、佐藤悦子議員。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 初めに、２月28日、ア

メリカとイスラエルがイランに対する大規模な

先制攻撃を始めました。イランの最高指導者が

殺害され、多くの市民に犠牲が出ています。こ

れは、国連憲章と国際法を乱暴にじゅうりんす

る主権国家への無法な侵略です。いかなる理由

があろうとも許されない暴挙です。今、世界か

らも、アメリカ国民からも、戦争反対の声が上

がっています。 

  我が党の代表が国会でイラン攻撃の中止を求

めよと迫りました。そうしたら、高市首相は一

言もアメリカとイスラエル批判をせず、迎合し

ています。高市政権は危ないという不安の声が

広がっています。 

  市民の大多数は、戦争は駄目だという声です。

反戦・平和を願う市民と共に、私はイラン攻撃

中止、国際法を守れ、戦争国家づくりと９条の

改憲反対の声を上げていくことを呼びかけたい

と思います。 

  質問の本題に入ります。４点質問します。 

  １点目は、地域の固有の資源、再生可能エネ

ルギーは地域共生のために生かしていこうとい

う提案をいたします。 

  ①として、世界気象機関（ＷＭＯ）は、2025

年10月、世界のＣＯ２濃度が過去最高を更新し

たと発表しました。深刻な気候危機への対策が、

一刻の猶予もないことは明らかです。 

  再エネの発電コストは、原発や化石燃料より

も低くなっています。再エネの供給力は前回の

議会でも明らかになりましたが、本市は需要の

12倍です。公共施設、市内中小企業施設、営農、

家庭生活での使用電力を、再エネ施設及び蓄電

池で活用するよう、支援計画を立ててはどうで

しょうか。 

  ②として、再エネ事業者によるトラブルが、

総務省の調査で、市町村の４割以上で発生して

います。適正な再エネ事業を実施するために、

地域と共生した形での再エネ導入を求める条例

の制定が必要ではないでしょうか。 

  ③として、農山漁村再エネ法の活用で、売電

収入の一部を住民や地域に還元する事業を推進

してはどうでしょうか。長野県飯田市のように、

事業計画に市の認証、そして資金支援をしてい

くことも必要ではないでしょうか。 

  第２点目の質問です。安心して地域で住み続

けられる介護保障にしましょうということです。 

  ①として、介護保険は施行後25年経過しまし

た。利用者負担が増え、必要なサービスを利用

できない方が後を絶ちません。そして、家族の

介護離職は年間約10万人です。介護事業者は経

営難と慢性的な人手不足により、倒産、廃業が

過去最多に上っております。とりわけ昨年の介

護報酬改定で基本報酬が下げられた訪問介護の

現状は極めて深刻です。本市の現状と対策につ

いて、どうお考えか伺います。 

  ②として、政府が進めようとしている介護保

険の利用料２割負担の対象拡大、ケアプランの

有料化、要介護１、２の方の生活援助サービス

などへの総合事業への移行は、本市の利用者、

また事業者に一層の困難を与えるのではないで

しょうか。介護保険の改悪ではないでしょうか。

見解を伺います。 

  ３点目の質問です。熊出没の原因と緊急銃猟

制度について伺います。 

  ①熊の市街地への出没がなぜ増えているので

しょうか。木材の輸入自由化で国産材価格が下

がり、林業従事者の所得が全産業と比較して約

100万円も低く、労働災害の発生率が全産業平

均の約10倍です。国内の林業が低迷を余儀なく

され、林業従事者が減っています。それで、熊

が人から追われる機会が減り、人への警戒心が

薄くなり、分布が拡大しています。 

  また、農村から農家が激減しております。そ

の中で耕作放棄地が増え、農地周辺の草刈りが



 

- 161 - 

行われなくなることで、がさやぶが増え、熊の

生息域と人里の境界が曖昧になっていることも、

熊が人里に下りてくる要因ではないでしょうか。

熊と人のすみ分けのために、農業、林業の再生

に力を入れなければならないのではないでしょ

うか。 

  ②緊急銃猟制度の運用と課題についてです。

万が一、人身事故の場合の責任はどうなるので

しょうか。地域住民の避難誘導、交通規制、警

戒活動の平時からの日常訓練はどう考えておら

れるでしょうか。専門知識を持った職員、熊を

１発で仕留められる高度な力量を持ったハンタ

ーの確保、こういった制度を持続可能なものに

するための検討が必要だと思いますが、どう考

えているでしょうか。 

  ４つ目の質問は、情報保障を全ての人にとい

うことです。情報の保障は人権です。誰もが安

心して生きられる社会にするためにも、情報の

格差をなくしていく必要があります。 

  そのために、①として、加齢性難聴者の補聴

器購入に対する公的補助制度の創設について、

前にも伺いましたが、再び伺いたいと思います。 

  ②として、聴覚障害者や外国人の情報伝達、

周知に有効な声の同時文字化ソフトシステムの

窓口活用はどう考えているでしょうか。 

  ③として、窓口対応の改善のために、手話通

訳のできる職員配置が重要ではないかと考えま

すが、いかがでしょうか。 

  ④として、イベントでの音声の文字化、また

要約筆記も重要ではないかと思いますが、いか

がでしょうか。 

  以上です。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、佐藤議員の御質問にお

答えします。 

  初めに、再生可能エネルギーの活用に向けた

支援計画についての御質問でありますが、市内

の事業者及び家庭に向けた省エネ及び再エネの

推進方策については、今年度末に策定予定の地

球温暖化対策実行計画区域施策編に、また事業

所としての本市の取組については、令和３年３

月に策定しました地球温暖化対策実行計画事務

事業編に取りまとめているところであります。 

  エネルギーコストが上昇トレンドにある中で、

各主体における省エネ、再エネの取組が着実に

推進されるよう、市としても適切に取り組んで

まいります。 

  次に、再エネに関する条例制定の必要性につ

いての御質問でありますが、令和４年に山形県

において山形県再生可能エネルギーと地域の自

然環境、歴史・文化的環境等との調和に関する

条例が制定され、当該条例に基づき、発電事業

者と地域住民などとの間で合意形成を図るため

の手引も整備されております。そのため、本市

におきましても県条例及び手引に基づき、県と

連携しながら適切な対応を行ってまいります。 

  次に、農山漁村再生可能エネルギー法の活用

についての御質問でありますが、本市におきま

しても豊かな農地や森林資源を次世代に引き継

ぎ、地域経済の活性化を図る上で再生可能エネ

ルギーの導入は重要な施策の１つであると認識

しております。 

  本市におきましては、新庄市再生可能エネル

ギー基本計画を策定し、発電設備の導入事業に

対する住民の理解を得ながら、新庄市再生可能

エネルギー協議会において、持続可能な地域づ

くりを実現するため、関係機関や地域住民と話

合いを行っております。 

  今後、他自治体の先行事例を調査し、本市に

最適な還元モデル等の事業について研究してま

いります。 

  次に、介護保険事業についての御質問にお答

えいたします。 

  平成12年の介護保険制度開始以降、高齢化が
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進み、介護保険サービスは介護が必要な高齢者

の生活の支えとして定着しております。 

  本市におきましては、サービス利用が伸びて

いる一方で、訪問介護をはじめとした介護事業

者の厳しい経営状況についても認識しておりま

す。 

  市といたしましては、燃料費や光熱水費等物

価高騰に対する支援として、12月までに物価高

騰対策支援金の支給を行いました。報酬改定に

おける介護報酬の減額部分については、これま

での答弁にもありますように、全国市長会を通

じ、引き続き国へ要望してまいります。 

  また、介護事業所の人手不足については、本

市の課題と捉えておりますので、もがみ介護人

材確保推進ネットワーク協議会と連携して、介

護人材の育成に努めてまいります。 

  今後も介護事業者の状況把握に努め、市民の

皆様が安心してサービスを受けられる環境づく

りを進めてまいります。 

  次に、介護保険制度の今後の見通しにつきま

しては、令和５年12月に閣議決定されました介

護保険制度改革の検討事項として、御指摘のあ

りました利用料やケアプラン、軽度者への生活

援助サービスについて様々な意見を集約し、第

10期介護保険計画事業計画期間の開始前までに

検討されることは把握しております。 

  今後も国の動向を注視しながら、市民の皆様

の利益が損なわれないような介護保険事業の運

営に取り組んでまいります。 

  次に、熊出没の原因と緊急銃猟制度について

の御質問にお答えいたします。 

  初めに、熊出没の原因についてでありますが、

山林への人の立入りが減少していることや、山

林と人里の境目である緩衝地帯の整備が十分で

ないことが、市街地への熊の出没件数の増加の

原因の１つとなっていると認識しております。

そのため、市といたしましては、山林と人里の

間の緩衝地帯の草むらややぶなどの環境整備に

ついて、地域住民へ周知し協力を呼びかけてい

るところであります。 

  また、熊の誘引の原因となる収穫を行わない

栗や柿などの樹木の伐採につきましては、新た

に補助制度を創設し、不要果樹の伐採を支援し

ていく考えであります。 

  山際の農地につきましては、中山間地域等直

接支払交付金などの事業を通して、荒廃農地の

発生防止に努めているところであります。 

  次に、緊急銃猟制度の運用と課題についてで

ありますが、昨年９月１日に改正鳥獣管理法が

施行されたことに伴い、市街地における緊急銃

猟の実施が可能となりました。市街地における

危険鳥獣の捕獲につきましては、地域住民の安

全確保の措置を十分に講じた上で実施するもの

としておりますが、それでもなお事故等が発生

する可能性は否定できないことから、保険加入

について準備を進めているところであります。 

  また、緊急銃猟の安全かつ適正な実施に向け

てマニュアルを整備しているところであり、マ

ニュアルに基づく訓練等につきましても、今後

関係機関と連携し実施していく予定であります。 

  専門知識を持った職員、高度な力量を持った

ハンターの確保につきましては、捕獲体制の強

化に向け、重要な課題となっておりますが、担

い手の確保育成を図るため、新規狩猟免許取得

者への補助を継続するほか、地域おこし協力隊

の制度を活用した人材確保につきましても準備

を進めているところであります。 

  今後も市民の安全・安心な暮らしと市民の財

産を鳥獣被害から守るため、鳥獣被害防止対策

に重点的に取り組んでまいります。 

  次に、情報保障に関する御質問にお答えいた

します。 

  加齢性難聴者の補聴器購入に関する御質問に

つきましては、障害者手帳を所持している方に

は補装具費の給付を実施しております。事業対

象にならない方への支援の在り方につきまして



 

- 163 - 

は、加齢性難聴と認知症の関係を含め、他自治

体の取組等も参考にしながら調査研究していき

たいと考えております。 

  声の同時文字化システムの窓口での活用に関

する御質問につきましては、市の窓口には聴覚

や視覚などに障害をお持ちの方、御高齢の方な

ど日々様々な方が来庁されます。窓口の利用状

況を踏まえたシステムの有効性などを勘案し、

今後の研究課題といたします。 

  次に、窓口への手話通訳者の配置に関する御

質問につきましては、現在手話通訳ができる職

員は配置しておりませんが、来庁者の状況に応

じて、簡単な手話や筆談、身振り手振りなどを

用いてコミュニケーションを図っております。 

  また、本市在住の方につきましては、必要な

場合、手話奉仕員の派遣制度も御利用いただい

ております。 

  イベントでの音声の文字化、要約筆記に関す

る御質問につきましては、イベントの実施状況

やＡＩなどＤＸの活用も勘案し、今後の研究課

題と考えております。 

  以上、壇上からの答弁といたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 答弁ありがとうござい

ます。 

  では、再質問いたします。 

  再エネによる新庄市のエネルギー自給は、私

は可能だと考えます。地域の産業として取り組

むことが必要ではないでしょうか。これについ

てお願いします。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 ただいま新庄市の

エネルギー産業としての取組についての御質問

いただきました。 

  新庄市におきましては、再生エネルギーのポ

テンシャルとしては、環境省の数値的にはかな

り高い数値としてあるわけでございますけれど

も、実際そのエネルギーを確保する上での材料

になるもの、あとは実際に需要と供給のバラン

ス等いろいろございます。そういった観点から、

中長期的な課題と考えてございます。 

  実際、新庄市におきましても、そういった形

で再生エネルギーの地産地消といったことにつ

きましては、まちづくりとして考えていかなけ

ればならないと感じておりますので、今回区域

施策編で計画立てておりますけれども、中長期

的に研究してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今現在、新庄市のエネ

ルギーを考えると、石油、ガス、石炭、ウラン

などに頼った電力などを購入し、さらに日常的

にもそれらを使っております。しかし、石油、

ガス、石炭、ウランなどは有限です。やがて枯

渇します。天然ガスや石油は、このままいけば

50年、石炭、ウランは100年余り、しかも資源

の消費量は増加し続けております。2060年には

消費量は倍増すると予測されています。新たに

資源が見つかっても、採掘にコストがかかり、

しかも限定的にしか使えません。枯渇します。

地下資源利用は持続不可能なのです。 

  資源面からだけでなく、廃棄物に対する地球、

自然の処理能力から見て限界を超えつつあり、

持続不可能です。 

  再生可能エネルギーは、無限で枯渇すること

はありません。バイオマス以外は無料で利用で

きます。太陽光発電設備や風力発電設備の循環

型生産も研究開発が進み、既に実施されつつあ

ります。そういう意味では、再生可能エネルギ

ーを地産地消することで、ＣＯ２削減と地域の

自立的発展をもたらしています。 

  例えば、滋賀県の湖南市というところでは、

1997年に市民が共同発電所を設置し、2012年に
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市が地域エネルギー基本条例を制定し、2016年

に市が50％出資して新電力会社を設立し、グリ

ーンボンドという債権ですが、での資金調達に

よる発電所建設、家庭用太陽光発電の買取り、

利用者への電力供給、得た利益を公共施設の省

エネなどに活用し、地域創生のお金にも回して

おります。 

  湖南市のように、市、事業者、市民が協力し

て、地域が主体となった地域社会の持続的な発

展に寄与することを目的に、自然エネルギーを

活用することを理念とする条例制定はどうです

か。そして、市の資源を市民が使うために、市

が出資して、新会社設立を検討してはいかがで

しょうか。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 地域の取組につい

て、また条例化してはどうかという御質問をい

ただきました。 

  今、佐藤議員からもお話がありました滋賀県

の湖南市、また別の質問でありました長野県の

飯田市の取組というところで調べさせていただ

きました。湖南市のほうは、具体的にちょっと

確認は取れなかったのですけれども、飯田市に

おきましては、明治の頃から地域による発電と

いうのが進んでおりまして、大正時代に地域主

導型の再生エネルギーということで、日本で初

めての電気利用組合が設置されたということで

ございました。それに基づきまして、飯田市で

は、平成25年に地域環境権の条例を制定しまし

て、地域で発電した電力を還元し、地域でのま

ちづくりに生かしているというような状況でご

ざいます。恐らく湖南市でのやり方も同様に考

えております。 

  実際、こういった地域におかれましては、そ

れ相当の素地があったと思われます。実際、飯

田市では100年近く、そういった地域での取組

があって、実際やられてきたということでござ

います。新庄市では、そういったところがまだ

まだ少ない状況でございますので、他市の状況

を見ながら研究していきたいと考えております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 長崎県の五島市では、

市内53の企業、団体、個人が出資して、地域新

電力会社を設立し、市民に安い電力を供給する

電力の地産地消と地域経済の循環が始まってい

ます。2030年には、この五島市では電力需要の

90％を再エネで賄うことを目標にしているそう

です。 

  五島市は、常に市、それから商工会議所、漁

協、観光協会、そして各地域の代表者などが参

加する地域協議会での合意に基づいて計画をつ

くり、産業育成や雇用創出を重視しているそう

です。工事の建設資材を地元企業から購入して、

その維持管理も地元企業で行うなど、地域貢献

が図られております。五島市のようにやること

ができれば、本市でも地域新電力会社がつくれ

るのではないでしょうか。どうですか。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 新電力会社の設立

ということですけれども、こちらにつきまして

も新庄市におけます再生可能エネルギーの発電

事業所がどれだけ増えていくか、そういったこ

とがなければ、やはり地域のエネルギーを集め

て地産地消という形で発電するということは、

まだ今の段階では不可能な状況と考えておりま

す。 

  実際、山形県内におきましても、まだ２つぐ

らいしか新電力の会社がないわけですけれども、

そういったところにつきましては、ある程度そ

ういった素地がありまして、ポテンシャルとし

て持ち合わせていた場所ということになってお

ります。 
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  新庄市におきましては、そういった意味でも

まだまだこれから中長期的に研究して、実際に

そういった新電力会社を設立して地産地消に向

けた取組ができるよう、中長期的に研究してい

かなければならないと感じております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 本市は農業、農地、そ

して耕作放棄地もあります。ソーラーシェアリ

ングということをやれば、農地面積の30％に太

陽光発電パネルを設置するということだそうで

す。全農地は無理だとしても、５％の面積に導

入できれば、2023年の発電電力の14％に相当す

る発電ができる、これは「気候危機打開と社会

変革」という本を書いた和田 武さんが216ペ

ージで述べています。ソーラーシェアリングは、

本気になれば電力がつくれるということです。 

  また、農業の場合は、畜産のふん尿、それか

ら農業廃棄物、また生ごみなどでバイオマスガ

スを発生させ、発電あるいは熱源供給に取り組

めます。これに支援して、普及拡大、どうでし

ょうか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 遊休農地等の再生エネルギー

利用可能性についてということですので、私の

ほうから御回答させていただきたいと思います。 

  いわゆる遊休農地等を利用した再生エネルギ

ー、太陽光パネル等の設置につきましては、今

後研究していく必要があろうかと思います。た

だ、既存の農地に対して太陽光パネルを設置す

るという場合もございますけれども、そちらは

いろいろな問題等が指摘されているところでご

ざいますので、そちらにつきましても改めて研

究する必要があるかと思います。 

  あと、堆肥等の利用について、バイオマス発

電という御質問いただきましたけれども、そち

らはまだ具体的に進んでいるわけではございま

せんので、やはり関係機関と連携を強めながら

研究していく必要があると認識しております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市民に対して、太陽光

発電の最初のお金が大変だということがあるわ

けですが、ゼロ円ソーラーという制度がありま

す。これをお知らせすることもできると思いま

す。あるいは、太陽光発電の共同購入による、

低価格で設置できる制度を市でつくれば、さら

に市民が太陽光発電をつけることができるよう

になります。自家消費と売電で有利になること

を知らせて、こういったことを普及する考えは

ないか、どうですか。 

石山健一副市長 議長、石山健一。 

佐藤卓也議長 石山副市長。 

石山健一副市長 佐藤議員からは、再生可能エネ

ルギーについて、多岐にわたって様々な御提案

をいただいてありがとうございます。 

  ちょっと整理をさせていただくと、私ども今

回、市長が答弁いたしました再生エネルギーに

関する温暖化対策実行計画、この中の第５章に、

今佐藤議員から種々御提言いただいたような、

地域資源を活用した地域商社をつくれないかと

いう視点で、これは研究していかなければいけ

ないという項目もございます。 

  先ほど、ソーラーシェアリングのお話もあり

ました。ソーラーシェアリングは、非常に農地

等の生産性を高めるのにすごく有効だと思って

おりまして、なるべくＣＯ２を削減しながら、

企業の成長とか、農業も含めて、事業の成長、

あるいは市民生活の向上とか地域振興、こうい

ったものをセットにして、どう取り組んでいく

かということが、実際それぞれの市町村で取り

組む場合に大事だと思っております。 

  そういう観点でまいりますと、例えばソーラ
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ーシェアリングの話は、非常に高いところにソ

ーラーパネルを設置するので、一般的に収益性

は上がるのですけれども、コストが高くなると

か、ここだと雪の問題もあります。あとは、農

業生産で機械使うときの効率の問題もあります

ので、そういったことも十分検討しながらやっ

ていかなければいけないということがあります。 

  また、今ゼロ円ソーラーのお話がありました。

ＰＰＡと言われている方式ですけれども、事業

者の方が、例えばその家庭の屋根にソーラーパ

ネルを設置してもらって、家庭でそれを活用し

た後に、余ったものをまた会社が回収して利益

を上げていって、そういう循環をつくっていく

という入れ方と承知しておりますけれども、こ

れも先ほど地域商社の話ありました。県内でも

長井市におひさま発電という会社がありますが、

そちらは畜ふんとこのＰＰＡを使って、再生可

能エネルギーで付加価値の循環を地域で行政と

連携してやっているという話も承知しておりま

す。 

  今、技術革新の話もたくさんありますし、あ

と大規模な発電をする場合は、御質問中にも条

例の話とか、あとは環境アセスメントの話もあ

りますので、大きなものになればなるほど、そ

ういったものも全てクリアしていかなければい

けないということもありますので、私ども仕事

の削減と、それから地域の振興と両立させる方

法を具体的に第５章でいろいろ整理しています

ので、ぜひこの計画を推進する中で、議員から

御提案あったことも検討していきたい、研究し

ていきたいと思っています。よろしくお願いし

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 新旧の公共施設での再

エネの発電設備の設置による電力需給を高める、

これはどう考えているでしょうか。 

井上 徹環境エネルギー課長 議長、井上 徹。 

佐藤卓也議長 井上環境エネルギー課長。 

井上 徹環境エネルギー課長 公共施設における

太陽光発電による質問だと思いますが、今現在、

新庄市の施設の中で設置している太陽光発電等

につきましては、少ない状況にありますけれど

も、今回新庁舎建て替えというお話がある中で、

令和17年度をめどに新庁舎を建設するわけです

けれども、その際にはそういった形で太陽光発

電のパネルを設置し、再生可能エネルギーを活

用していくという取組が必要だと感じておりま

す。 

  また、古い既存建物の公共施設につきまして

は、総合管理計画の中で統廃合、複合化、集約

化というお話がありますので、そういった状況

を見ながら判断し、必要な箇所に順次設置でき

ればと考えております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 例えば、下水道の処理

水というのが年中出されています。これに水力

発電を設置するということは有効と思いますが、

どうですか。 

阿部和也上下水道課長 議長、阿部和也。 

佐藤卓也議長 阿部上下水道課長。 

阿部和也上下水道課長 浄化センターへ水力発電

という御提案だということだと思いますけれど

も、再生可能エネルギーの導入自体は環境への

配慮の観点からも重要だということ認識してお

ります。 

  浄化センターにおける導入としましては、今

お話のあったような小水力とか、あとはバイオ

ガスからの発電というものもあるのですけれど

も、当然経営という観点もございますので、そ

の辺の投資効果が果たして可能なのかというと

ころを十分研究しながら、今後については進め

ていきたいと考えております。 

  以上です。 
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１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今の１番についての質

問はこれで終わりますが、再エネの発電する内

容は、全てこの地域の資源ですので、この地域

のために全部使えるようにしていただきたい。

最初の投資が大変なのですが、そこに市が支援

して、どんどん進むようにしていくことで、こ

の地域は間違いなく発展します。そういう立場

からやっていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

  次に、２番についてですが、訪問介護事業所

の存続に市が直接支援した新潟県村上市のよう

に、介護事業所へのアンケート調査を行っては

どうでしょうか。お聞きします。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 ただいま、

介護事業所の経営状況について、アンケートを

行ったらどうかというような質問をいただきま

した。報酬改定が行われてから、随時市内の事

業所には意見を伺っているような状況ではあり

ます。ただいま令和８年度で終了となる介護保

険計画においても、逐一連携を進めております

ので、随時意見のほうも集約してまいりたいと

思っておりますので、よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 村上市のアンケート内

容は２点でした。１つは、訪問介護の本体報酬

単価が引き下げられた一方、処遇改善加算や訪

問加算率が引き上げられていましたが、事業所

運営への負担や影響額はどうだったでしょうか

という内容でした。もう一つは、市や国・県に

対する要望、意見を記入してもらうものになっ

ております。 

  寄せられた回答を見ると、処遇改善加算は使

い道が決まっているので、一部給料アップでき

ても、必要経費が厳しい、安定的な事業所運営

が困難、廃止も検討しないといけないという厳

しい答えでした。影響額を聞くと、８万円から

90万円と試算されておりました。特に国に対し

ては、このままでは在宅介護の崩壊は避けられ

ないという悲痛な声が寄せられたそうです。 

  私自身、市内の訪問介護事業所にお聞きしま

した。利用者を市内限定としている事業所でも、

こう言っていました。募集しても若い職員が集

まらない。ヘルパーの数は以前の半分になった。

定年を引き上げて対応しているとのことでした。 

  また、市外も断らないで対応しているという

事業所では、介護報酬は利用者と接している時

間だけだそうです。それで、割に合わないと言

っていました。28キロを往復するヘルパーもい

るそうです。ガソリン代はヘルパーと事業所の

持ち出しになっているようです。いつまで続け

られるのかと言っていました。そして、訪問介

護は市直営でやるべきではないかとまで言って

おられました。 

  市直営、もしくは一時的な補助ではなく、燃

料費支援も含めて、介護事業所存続と担い手不

足が解消されるよう、市として直接補助を行う

べきではないかと思いますが、どうでしょうか。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 ただいま、

市内事業所からアンケートを取っていただいた

結果をお伺いしました。今の内容については、

こちらでも把握して認識している状況ではあり

ます。 

  市としての支援はということですけれども、

昨年と今年と、事業所のほうに物価高騰の対策

として支援金を支給させていただいております。

そのほか、新潟県の例のように、基金を取り崩

してというようなことも、こちらでも考えまし
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たけれども、その他への影響も考えて、今は状

況を把握させていただいて、支援させていただ

くという手法を取っております。 

  今後、サービスが滞るようなことがないよう

に、１事業所だけでなくて市内の事業所と連携

を取りながら、サービスの提供を継続していく

ということで考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 把握しておられるとい

うことで、今後連携してサービス提供できるよ

うに頑張りたいというお話でした。ぜひその立

場でお願いします。 

  あと、３、介護保険の改悪ではないかという

質問に対して、改悪のようになって、市民サー

ビスが損なわれることのないように取り組みた

いという前向きな答えがありました。まさに政

府が進めようとしている改悪は、国の介護保険

への補助負担を減らすことが最大の狙いであり

ます。しかし、その結果は事業所閉鎖とか、利

用者が利用できなくなっていくという介護のな

い状態に置かれてしまうという大変な問題です。

ぜひそれは行ってはならないという声をはっき

り申し上げる必要があると思うのですが、どう

ですか。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 介護保険

の改悪ではないかというようなことでの論点は、

こちらも把握しておりまして、次期の計画策定

の前までには答えが出るというような状況だと

いうところまで認識しております。 

  市としては、市長答弁にもありましたように、

市長会の意見として国に申入れを続けていくと

いうような姿勢でおりますので、よろしくお願

いいたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） よろしくお願いします。 

  ３番の質問に再質問をさせていただきますが、

先ほど職員として、地域おこし協力隊という考

えでありますが、私は地域おこし協力隊という

臨時的な職員で果たしていいのだろうかと思う

のです。熊の生息数や生態を調べるとか、監視、

そして指導業務や、あと刈り払いという問題も

あるし、あと電気牧柵の施設維持など、従事す

る専門家が継続的に必要だと思います。当事者

による自助だけでは解決できません。持続的に

研究し、科学的に真剣に取り組む政治が必要だ

し、しっかりした補助がなければ、熊問題は解

決できないと思います。そういう意味で、継続

してできる正職員にすべきではないですか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの御質問にお答えい

たします。 

  市としましても、そういうふうに継続して対

応していく体制が必要と認識しております。 

  この間、山形新聞のほうで、県議会の一般質

問がありましたけれども、その中で県では中間

支援組織を今検討しているということでござい

ます。そちらは専門員を各ブロックごとに配置

して、熊対策、熊だけではないですけれども、

イノシシ等の鳥獣対策に対して支援していただ

けるというような組織を検討しているというと

ころでございますので、そちらのほう、県猟友

会と連携しながら熊対策について進めていきた

いと考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） ありがとうございます。 

  猟銃免許を取ったとしても、熊を駆除できる

までには10年かかると言われております。そう
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いう意味では、専門家を配置してやる必要があ

ると思いますので、その支援を強めていただき

たい。 

  そして、山形県でも例外としてハーフライフ

ル銃を認めるということもありました。本市で

はどうですか。 

大江 周農林課長 議長、大江 周。 

佐藤卓也議長 大江農林課長。 

大江 周農林課長 ただいまの質問にお答えしま

す。 

  こちらの免許は県の許可ということになって

おります。県に確認したところと、金山町でそ

ういう事例があったということでございますの

で、今後県と連携を取りながら進めていきたい

と考えております。 

佐藤卓也議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時５２分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 

 

 

佐藤卓也議長 次に、髙橋富美子議員。 

   （１５番髙橋富美子議員登壇） 

１５番（髙橋富美子議員） ３月定例会一般質問

３日目、最後の質問となります。新政・結の会

の髙橋富美子でございます。通告に従いまして

一般質問させていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

  初めに、視覚障害者の移動支援としてのナビ

レンスの設置について。 

  ナビレンスとは、専用のカラフルな二次元コ

ードをスマートフォンのカメラで読み取ること

で、対象物までの距離や方向、周辺情報を音声

で案内する視覚障害者向けの移動支援アプリで

す。従来のＱＲコードとは異なり、ピンポイン

トでカメラを向けなくても認識できるため、視

覚に障害のある人や高齢者が単独で安心して移

動できるツールです。また、自動翻訳機能が39

言語に対応しているため、日本語が不自由な外

国人にとっても実用的なツールであります。 

  新庄市障がいのある人もない人も共に生きる

まちづくり条例が令和３年３月に制定されてお

ります。この条例は、全ての新庄市民が障害の

あるなしに関わらず、相互に人格と個人を尊重

し合いながら、誰もが安心して暮らせる共生社

会の実現を目指し、障害を理由とした差別の解

消について定められたものです。 

  また、令和６年４月からは、事業者による障

害のある人への合理的配慮の提供が、努力義務

から義務に改正されています。 

  ①本市はナビレンスの仕組み及び他自治体で

の導入状況について、どのように認識している

のでしょうか、お伺いいたします。 

  ②市役所庁舎、図書館などの公共施設へ設置

の可能性についてお伺いいたします。 

  ③モデル的導入を検討すべきと考えますが、

本市の見解をお伺いいたします。 

  次に、雪に強いまちづくりに向けた情報発信

の強化について。 

  行政報告にもありましたように、記録的な大

雪によって、１月30日に新庄市豪雪対策本部が

設置され、２月４日には本市初となる災害救助

法が適用となりました。また、流雪溝において

は、最上川からの通水が不可能となり、緊急措

置として新田川から取水していただきましたが、

水上がりが発生したために流雪溝の使用ができ

ず、雪を捨てる場所もなく、道路脇に積まれた

雪で道幅がどんどん狭くなり、事故が起きるの

ではないか、屋根の雪は大丈夫だろうかと市民

は様々な不安の中で日々を過ごしたと思います。 
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  そのようなことから、①都市整備課に寄せら

れた市民からの苦情や要望等の件数とその対応

についてお伺いいたします。 

  ②秋田市や青森市などでＬＩＮＥを活用して

写真や位置情報を送れる仕組みを導入している

自治体が増えていますが、どのように認識され

ているのでしょうか、お伺いいたします。 

  ③冬期の安全な道路環境を確保するための除

排雪通報システムの導入について、本市の見解

をお伺いいたします。 

  続きまして、更年期障害の早期発見に向けた

検査数値の活用と啓発について。 

  更年期の不調は、自覚が難しく、重症化して

初めて受診するケースが多くあります。市民が

早期に自分の状態を客観的な数値で把握できる

ように、ホームページに女性向けのＳＭＩ（簡

略更年期指数）、及び男性向けのＡＭＳスコア

（男性更年期障害質問票）のセルフチェック機

能を設けるべきと思いますが、いかがでしょう

か。また、その結果に基づいて適切な相談窓口

や医療機関へつなげる仕組みを構築すべきと考

えますが、市の見解をお伺いいたします。 

  最後に、中高生の防災意識向上の取組につい

て。 

  もし災害が起きたときに、自分や身近な人の

命をどう守る。千葉県木更津市は、このほど若

い世代の防災リーダーを育成するために、市内

に在住、在校している中高生を対象に、防災研

修会を初めて開催したとの新聞報道がありまし

た。将来の地域防災を担う防災リーダーを中高

生のうちから育成することは、災害時に支える

側として地域の共助となります。本市において

も開催すべきと考えますが、いかがでしょうか。 

  また、中高生の防災意識向上のための取組と

今後の課題についてお伺いいたします。よろし

くお願いいたします。 

山科朝則市長 議長、山科朝則。 

佐藤卓也議長 山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 それでは、髙橋議員の御質問にお

答えします。 

  初めに、視覚障害者の移動支援システムにつ

いての御質問にお答えします。 

  本市における視覚に障害のある方への移動支

援の状況につきましては、買物や通院などに際

して、ヘルパーなどの外出支援サービスを御利

用いただいているところであります。 

  視覚に障害がある方などの移動を支援するシ

ステムとしては、二次元コードやＡＩ、音声振

動などを活用したスマートフォンアプリなど

様々なシステムがあると認識しております。県

内では山形市や上山市が移動支援システムを市

役所庁舎や公共施設に導入している状況であり

ます。 

  本市の公共施設への設置の可能性やモデル的

導入につきましては、来庁者の状況や、身体障

害者福祉協会など関係者の御意見、システムの

有効性などを踏まえた今後の研究課題と考えて

おります。 

  次に、雪に強いまちづくりに向けた情報発信

の強化についての御質問にお答えいたします。 

  雪に対し、都市整備課に寄せられた市民から

の苦情や要望の件数につきましては、11月から

２月中旬までに約500件となっております。内

容といたしましては、路面状況が悪いや道幅が

狭いなどの内容が多く、次に置き雪や排雪要望

などとなっております。 

  市の対応といたしましては、平日は都市整備

課の職員が窓口及び電話で対応しております。

また、夜間や休日は職員による当番制を設けて

対応しているところであります。 

  次に、ＬＩＮＥを活用して写真や位置情報を

送信する仕組みの導入につきましては、近年、

生活の一部となっているＳＮＳの活用により、

市民生活の利便性を図るため、本市においても

令和６年度から同様のシステムを導入しており、
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公園における施設の損傷と不法投棄の通報は可

能となっております。 

  冬季間の安全な道路環境を確保するための除

排雪通報システムの導入につきましては、写真、

位置情報などが簡単に送信できるメリットがあ

る一方で、対応遅延時の苦情リスクなどの課題

もありますので、他自治体の実績や利用状況を

検証しながら、本市における必要性を検討して

まいります。 

  次に、更年期障害の早期発見に向けた検査数

値の活用と啓発についての御質問にお答えいた

します。 

  更年期障害とは、更年期に表れるほてりやの

ぼせ、発汗などの身体症状及び気分の落ち込み

などの精神症状により、特に症状が重く、日常

生活に支障を来すような状態を指しております。 

  また、更年期障害は女性に限らず、男性にも

男性ホルモンの減少とともに表れ、更年期にま

つわる不調があることを知っている割合は、女

性に比べて低い状況にあります。 

  本市においては、いきいき健康づくり新庄21

第三次計画において、女性の更年期や女性ホル

モンの変化による症状や対応の普及啓発に取り

組むことを掲げており、また更年期障害にかか

わらず、健診結果や心身の不調に対し、随時健

康相談を実施しております。 

  今後とも更年期障害の症状、対処法とともに、

症状の程度を調べるセルフチェックの活用など、

周知啓発に取り組んでまいります。 

  次に、中高生の防災意識向上の取組について

の御質問にお答えいたします。 

  中高生のうちから防災に関する知識や意識を

高め、将来の地域防災を担う人材を育成してい

くことは、地域の共助の充実を図る上で重要で

あると認識しております。 

  本市では、毎年各学校区単位で総合防災訓練

を実施しており、これまで数多くの児童及び生

徒の皆さんに参加していただいております。訓

練を通じて、災害時の行動に加え、地域で支え

合うことの重要性に触れる機会となっており、

防災意識の向上につながっているものと認識し

ております。 

  また、地域防災マネジャーの防災の専門性を

生かした活動として、中学校及び義務教育学校

における防災講座や避難訓練への助言を行うと

ともに、消防団の活動としては、高校生を対象

に消防団活動の紹介や地域防災の必要性に関す

る講演を行うなど、これまで中・高生に対する

防災知識の普及と防災意識の向上に努めてまい

りました。 

  今後も、既存の防災講座や訓練等の機会を活

用しながら、教育委員会及び学校と連携した取

組を継続してまいります。 

  さらに、児童や生徒の発達段階に応じた内容

で継続的に取り組むことや、家庭や地域とも連

携しながら、防災を自分事として捉えられるよ

うにしていくことが重要であると認識しており

ますので、教育現場との連携を図りながら、本

市の実情に即した防災意識向上の取組に努めて

まいります。 

  以上、壇上からの答弁といたします。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） 御答弁ありがとうご

ざいました。 

  それでは、再質問をさせていただきます。 

  初めに、視覚障害者の移動支援としてのナビ

レンス設置について。 

  本市において、視覚障害者の方は何名いらっ

しゃいますか。また、その中で１級、２級の手

帳をお持ちの方は何名でしょうか、お願いしま

す。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 ただいま
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質問いただきました、視覚に障害があって手帳

をお持ちの方の人数です。直近で94名の方が手

帳をお持ちです。そのうち１級、２級、重度と

言われる方は76名いらっしゃいます。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） 障害者の方は94名、

その中で重度と言われる方、手帳をお持ちの方

が76名ということでした。先ほども移動手段に

ついて、ヘルパーが付添いとかありましたけれ

ども、もう少し詳細をお願いしたいと思います。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 視覚に障

害をお持ちの方が外出する際に、単独で移動す

るのが難しい場合、同行援護サービスというも

のを利用いただいております。その内容として

は、外出先での代筆や代読、排せつ、食事につ

いても必要な支援を行うものになります。ここ

３年間、令和４年が78件の御利用、令和５年が

68件、令和６年が71件御利用いただいておりま

す。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。 

  先月、このナビレンスを導入している上山市

役所を訪れました。ナビレンスの音声案内で市

役所内を移動してみました。「こちらが正面玄

関です」「エレベーター前です」「段差がありま

す」など、本当に詳細に案内をしていただきま

した。これならば、障害をお持ちの方も１人で

大丈夫なのかなと感じてきました。 

  ナビレンスは、特殊な機材を設置するのでは

なく、タグを張るだけで運用もできます。低コ

ストで始められる利点もあります。合理的配慮

が義務化された今、本市としての誠実な対応が

必要と考えます。まずは１か所だけでも実証実

験をされてみてはいかがでしょうか。再度お伺

いいたします。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、大

野智子。 

佐藤卓也議長 大野成人福祉課長兼福祉事務所長。 

大野智子成人福祉課長兼福祉事務所長 上山市の

例を御紹介いただいて、実証実験ができないか

というような御質問をいただきました。 

  今現在、市長答弁にもありましたが、身体障

害者福祉協会を通じまして、いろいろ要望を伺

っておりますが、視覚障害者について、こうし

てほしいというような要望は今のところござい

ません。 

  ですが、今市として視覚障害者の方に行って

いるサービスといたしまして、声の広報という

ことで、カセットテープに市報等お知らせ版を

吹き込んで、決まった方に郵送でお届けして聞

いていただくというようなサービスを、もう30

年以上続けているようなものになります。ただ、

カセットテープというのが、なかなかもう新し

いのが手に入らなくなってきておりますので、

利用者に確認しましたところ、ホームページか

ら聞けないかというような御相談がありまして、

そちらは令和８年４月から音声データをホーム

ページに張りつけて聞いていただくというよう

なことで進めております。 

  ただ、もう一方は、従来どおり、やっぱりカ

セットテープで聞きたいということがありまし

たので、こういった場合、受け手の方の意見を

尊重しながらサービスを続けていきたいと思っ

ております。 

  先ほどいただいたナビレンスの需要も、ちょ

っと手帳をお持ちの方の意見も聞きながら、研

究してまいりたいと思います。 

  以上です。 
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１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。やっぱり当事者の声というのは本当に大

切だと思います。 

  上山市では、令和５年８月から市報かみのや

まの表紙に、このように目の不自由な人もスマ

ホを使えば、市のホームページに容易にアクセ

スできるものを導入しております。行政情報を

得やすくなっているようです。 

  先ほど課長の答弁にありましたように、令和

８年度から広報誌にナビレンスというか、ホー

ムページにということをお聞きして、大変うれ

しく思っております。ありがとうございます。 

  また、市長の施政方針に、観光振興におきま

しては、国内外から多くの観光客を誘致とあり

ました。ナビレンスは、障害者支援だけでなく、

インバウンドへの多言語案内にも活用できると

思います。横断的な施策として検討していただ

きたいと思いますが、この点についてはいかが

でしょうか。 

髙橋 潤商工観光課長 議長、髙橋 潤。 

佐藤卓也議長 髙橋商工観光課長。 

髙橋 潤商工観光課長 外国人観光客ということ

でお話がありましたので、私からお答えさせて

いただきたいと思いますが、確かに障害をお持

ちの方のためのサービスということだけでなく

て、ユニバーサル的といいますか、そういった

形での施策の取組というのは、今後の様々な行

政サービスを運営していく上で重要な視点かな

と思いますので、ナビレンスというものをちょ

っと私も承知していなかったものですけれども、

いろいろと研究してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ぜひ検討をよろしく

お願いしたいと思います。 

  次に、雪に強いまちづくりに向けた情報発信

の強化について、ＬＩＮＥを活用し、市民が現

場の状況、除排雪が必要な箇所など、即座に市

へ共有できるデジタルツールを導入することで、

電話での対応より状況が明確に把握され、現場

対応もスムーズになると考えますが、いかがで

しょうか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 冬季間の除排雪に関わる

市民からの要望、御意見についてでございます。

そういったツールを使いながらやるということ

で、確かに写真を送っていただければ、状況が

分かりやすくなるというようなメリットもある

と思っております。 

  今現在は、電話窓口等で御意見をいただいて、

現地に赴きまして、一つ一つ丁寧に確認をしな

がら、また連絡をいただいた市民の皆さんとお

話をしながら対応しているということでござい

ますので、こういったところが少しでもスピー

ディーになるということであれば、一緒に検討

していきたいと考えているところでございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） 苦情の件数も先ほど

500件と伺いました。大変な数でないかなと思

います。日中はパトロールで、夜中は当番制で

ということで、本当に電話対応も大変だったの

ではないかと思います。 

  弘前市では、ＬＩＮＥによる道路損傷等通報

システムを導入しております。これまでは、路

面が雪に覆われる冬季間は運用を停止していた

そうですが、このシステムを転用し、除排雪を

求める市民の要望を24時間受け付け、市民の苦

痛を和らげているとのことでした。 

  本市においては、公園管理においてＬＩＮＥ

を活用していると伺いました。そのシステムを

運用することはできないのでしょうか、お願い
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します。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 先ほど市長答弁でもお話

をさせていただきましたが、令和６年から公園

の損傷の通報システムを導入してございます。

これを転用してといいますか、これを拡充して、

道路の損傷の通報システムというようなことに

いったり、今議員がおっしゃられたような、そ

ちらを転用して除排雪の通報システムにいくと

いうような仕組みとしては、取り入れとしては

可能だと考えているところでございます。 

  ただ、やはりこの仕組みについても、市民の

皆さんが使いやすい、情報提供しやすいという

ようなことになるかどうかも含めて、新庄市に

おいて、これが本当に有効なのかというところ

は、やはり検証しながらといいますか、ほかの

自治体の状況も確認して研究しながら、合うか

合わないかも含めて検討させていただければと

考えているところでございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） 検討をお願いしたい

と思います。 

  あと、雪国で暮らすには多くの課題があり、

雪に関する問題を協議する場として、これから

も議論が必要だと考えますが、前にあった新庄

市雪とくらしを考える連絡協議会の活動につい

ては、今どのようになっておりますか。 

髙橋 学都市整備課長 議長、髙橋 学。 

佐藤卓也議長 髙橋都市整備課長。 

髙橋 学都市整備課長 新庄市雪とくらしを考え

る連絡協議会について御質問いただきました。 

  平成27年に、市議会からの政策提言を受けて、

この協議会を発足してございます。平成27年に

立ち上げをしまして、その答申書の中で７つの

項目を挙げさせていただいておりました。これ

ら一つ一つを、じっくり中身を検討しながら、

導入できるもの、導入できないものということ

で、これまでほとんどのものの導入を行ってき

たというようなことでございます。 

  その中の１つに、道路除雪の出動基準の見直

しと情報提供の充実というような項目もござい

ます。こちらは、ＧＰＳを利用した除雪管理シ

ステムの導入であったりということで実現して

おりますが、今回提案がありますような情報提

供の充実というところも含めて、こういったと

ころをさらに検討していただくようなことが必

要なのかなと思っているところでございます。 

  連絡協議会については、おおむね、先ほど言

いました７つの提言についてはある程度終了し

ているということでございますので、今ちょっ

と静観している状況でございます。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） これからも様々な雪

に関する問題が出てくると思いますので、議論

等の場をお願いしたいと思います。 

  次に、更年期障害の早期発見に向けた検査数

値の活用と啓発についてお伺いします。 

  本当に先ほどの答弁では、更年期障害の啓発

について前向きな姿勢を示していただき、あり

がとうございました。 

  ただ、特に男性については、更年期とはどう

いうものかの浸透があまりしておらず、不調を

感じていても、約９割の方が受診に至らないと

いう極めて深刻な状態にあるようです。また、

男性の更年期障害による経済損失は、経済産業

省の試算では、欠勤などで全国で年間1.2兆円

に上るという試算がありました。 

  市内の働き盛り世代の生産性維持は、本市の

経済にも直結すると感じます。地域経済への影

響を考慮した重点的な啓発も行うべきと考えま

すが、いかがでしょうか。お願いします。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 
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佐藤朋子健康課長 地域経済を考慮した重点的な

啓発をという御質問をいただきました。 

  本市では、市長答弁にもありますような周知

と健康相談を実施しておりますけれども、議員

おっしゃるように、男性の更年期障害といいま

すのは、主に40歳以降、いつでもホルモンの低

下とともに表れるということで、女性は閉経の

前後５年という目安がありますが、男性の方は

症状も様々ということで、国の調査でも男性が

意識を持っていないというところが課題とされ

ております。 

  本市におきましては、令和６年11月に協会け

んぽ山形支部様と健康づくり協定を結んでおり

ます。令和７年度におきましては、特にメンタ

ルヘルス対策において、働き盛り世代の方への

アプローチとして、共同で実施しているところ

でございます。 

  おっしゃるような啓発につきましては、協会

けんぽ様では、市内事業所700社、従業員１万

1,000名を対象にメールマガジン等での発信が

可能とされておりますので、ぜひ御提案いただ

いたチェックシート等含めまして、健康経営の

取組も含めた形で御活用いただけますように、

御提案、協力して取り組んでまいりたいと考え

ております。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ぜひぜひよろしくお

願いしたいと思います。 

  また、男性は更年期障害、どこで受診すべき

か分からない、また弱音を吐けないという心理

的障壁が女性より高い傾向にあると言われてい

ます。スコア設置に加え、結果に応じて市内の

どの医療機関で相談できるかなど、具体的にリ

スト化をしていただき、受診を迷わせないこと

が必要ではないでしょうか。この点についてお

伺いいたします。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 

佐藤朋子健康課長 国で示しましたチェックシー

トを、さらに他の自治体では、そちらに入力す

るとアドバイスが返ってくるようなところもご

ざいました。私もしてみましたけれども、生活

習慣を改善しましょうとか、受診をお勧めしま

すというような回答が返ってくるような形での

広報をしている自治体もございますので、ぜひ

市内での医療機関を含めた、そうした具体的な

その後の行動につながるような広報に努めてま

いりたいと考えております。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ぜひよろしくお願い

します。 

  先ほどもありましたが、この第三次いきいき

健康づくり新庄21の施策４に、ライフコースア

プローチを踏まえた健康づくりがありますが、

子どもの健康、高齢者の健康、女性の健康の取

組はありますが、男性の健康については掲載が

ありませんでした。令和18年度までの12か年計

画となっております。中間での見直しの際には、

ぜひ男性の健康づくりも掲載していただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

佐藤朋子健康課長 議長、佐藤朋子。 

佐藤卓也議長 佐藤健康課長。 

佐藤朋子健康課長 国におきましても令和４年度

に更年期調査を実施しております。 

  そうしたことを踏まえながら、厚生労働省に

おきましても施策の検討を行うこととされてお

りますので、御提案のありました中間見直しの

中では、女性と銘打っておりますけれども、も

ちろん健康づくりの中には男性も含まれますの

で、そうしたことも含めながら見直しして推進

してまいりたいと思います。 

  以上です。 
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１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） 啓発についてですけ

れども、男性の更年期障害の潜在患者数は600

万人と言われているそうです。治療には保険が

適用されるなどといった受診を後押しする情報

など、さらなる啓発をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

  最後に、中高生の防災意識向上の取組につい

て、先ほど市長答弁にもあったのですが、再度

教育現場での防災への取組と地域との連携につ

いて、どのように図られているのでしょうか、

お願いします。 

大町 淳学校教育課長 議長、大町 淳。 

佐藤卓也議長 大町学校教育課長。 

大町 淳学校教育課長 それでは、学校における

防災教育に関わることでしたので、私のほうか

らお話し申し上げます。 

  各学校におきましては、避難訓練を行ってお

りますが、そこに防災危機管理課より地域防災

マネジャーに来ていただいて、様々なアドバイ

スを教員、また子供たちにしているところでご

ざいます。 

  また、今教科学習の中で、４年生の社会科の

中で、様々な災害から、県や市、地域の人々の

取組を学習する中で、災害時の自分の行動、そ

れを考えるマイ・タイムラインづくりというの

を行っております。 

  また、中学校１年生の家庭科の学習におきま

しても、このマイ・タイムラインをつくる際に、

地域防災マネジャーに来ていただいて自分の避

難場所への行動経路であるとか、また家族との

連絡等の取り方について、自分の行動を考える

際の様々なアドバイスをいただいております。 

  また、学校におきましては、学校運営協議会

が主催して、地域のボランティアの方が交流す

る会を設ける中で、小学校の学区なのですけれ

ども、中学生に来ていただいて、その中学生が

総合の中で防災をテーマに学習していたという

ことで、段ボールベッド等の取組について、地

域の方にも紹介いただいて、地域の方が防災に

ついて考えたというような事例もございます。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） 学校では、様々な取

組をされているということが分かりました。 

  研修を受けて、学校内だけで終わることのな

いように、地域の自主防災組織や消防団と合同

で行うことで、顔の見える関係が築いていける

と思います。 

  総合防災訓練の中でも、各学校での参加あり

ますけれども、やっぱりそのときだけでなく、

地域に帰ってからの取組というのが必要だと思

います。 

  この中で、実際に学校、また防災訓練で訓練

をして、地域に帰って、何か自主防災組織の中

とかで、そういった小中学生が活動されている

とかいう事例がありましたらば、教えていただ

きたいと思います。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 御質問いただきまし

た、若い世代の方が自主防災組織に参画して、

地域の方と交流を取っているのかという御質問

だったかと思います。 

  私どもでは、自主防災組織に中高生の若い世

代が入っているというようなことは把握しては

ございませんが、今後の活動の中で若い世代か

ら防災意識が芽生えて、そういった活動に参画

していただけるよう、今後とも活動していけれ

ばいいのかなと考えております。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ありがとうございま
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す。 

  本市においては、防災士リーダーの研修とか、

今後の検討ということだと思うのです。 

  それで、木更津市では、この応急手当や搬送

方法も学んでおりました。もし本市でこれから

そういった防災の訓練とかやるということにな

った場合に、避難所運営のＨＵＧゲームとか、

炊き出し訓練など、実践的なメニューを盛り込

んでいただきたいと思いますが、お願いします。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 これまでも防災訓練

の中で、各学校区ごとに行っておりましたけれ

ども、その際には生徒方にも応急手当の心臓マ

ッサージですとか、ＡＥＤの使い方とかという

ような訓練も体験していただいております。 

  また、来年度以降になりますけれども、先ほ

ど議員から御提案ありましたＨＵＧ、これは避

難所運営のゲームツールでございますが、こち

らも活用した訓練が行えないかというような検

討も現在行っているところでございますので、

今後期待していただければと思います。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ぜひ避難所運営のＨ

ＵＧなど、本当に取り入れていただきたいと思

います。 

  また、研修を受けた生徒、これから検討とい

う段階だと思うのですけれども、その生徒をジ

ュニア防災リーダーとして認定し、地域の防災

訓練で役割を担ってもらえるような、継続的な

活躍の場も必要であると思いますが、いかがで

しょうか。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 御提案いただきあり

がとうございます。 

  そちらの防災リーダーにつきましては、今後

の課題とさせていただければと思います。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） 先ほど教育委員会の

ほうからもありましたけれども、教育委員会だ

けでなく、防災危機管理課や消防本部、防災士

連絡会と連携することで、これからもしそうい

ったことを検討される際には、実施の負担を分

散できると思うのですが、単独で講習、研修が

難しいようであれば、例えば市が毎年行ってい

る総合防災訓練の中に、今までもしております

が、中高生専用の体験活動ブースを設ける形は

どうでしょうか。ゼロから研修を企画するより

も、職員の皆様の負担が少なく、地域住民との

交流も図れると思います。 

  まずは、既存の訓練への参加促進ということ

で、もう少し啓蒙をお願いしたいと思うのです

が、いかがでしょうか。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 御質問ありがとうご

ざいます。 

  来年度の山形県と新庄市の合同総合防災訓練

におきましては、これまでの単一的な訓練だけ

の防災訓練ではなくて、地域住民がより参加し

ていただけるような手法も今検討しているとこ

ろでございます。 

  というのも、我々当事者だけが訓練に参加し

ただけでは、消防とか警察、それから消防団

等々が参加するだけでは、底上げにならないと

いうことで、地域の住民の方、それからお子さ

ん方にも参加していただけるようにして、防災

意識をより身近なものにして、底上げを図って

いきたいなということから、そういった企画を

しているところでございます。 

  ４月に入りますと、実行委員会が開催されま



 

- 178 - 

して、その中で具体的な中身については決定さ

れるわけですけれども、現在はそういったこと

を検討しているということだけ答弁させていた

だければと思います。よろしくお願いします。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） これから実行委員も

開催されるということで、本当に充実した県と

市の総合防災訓練としていただきたいと思いま

す。 

  最後になりますが、防災士を取得されている

年齢層が分かればお願いします。また、コミュ

ニティ助成事業の少年消防クラブ育成助成金に

ついて、詳細をお聞きしたいと思います。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉防災危機管理課長。 

柏倉敏彦防災危機管理課長 年代別の防災士の数

ということでありました。全国の数しか分かり

ませんけれども、今年の２月末日現在で、全国

で35万2,000人ほどの防災士の方がいらっしゃ

います。これは、防災士の研修を受けて、合格

して登録しているという数ですので、本来はも

っといるのかもしれません。 

  それで、年代別で申し上げますと、10歳未満

が45名います。最年少は７歳です。小学校１年

生から受験が可能ですので、この方は３回目で

合格されたということでありました。あと、10

代、それから20代もいるのですけれども、一番

多いのが40代の方です。８万人ほどおります。

最高齢が90代の方ということで４名いらっしゃ

いますが、新庄市の分布を取っているわけでは

ございませんけれども、全国ではそういうよう

な分布になっているということでございます。 

  それから、少年のコミュニティ助成のことで

ありますが、こちら少年消防クラブの助成事業

を受けることは可能であります。ただ、そのコ

ミュニティ助成で、現在新庄市消防団が資機材

の助成を申請しているというようなことでござ

いますので、もし少年消防クラブの助成事業に

手を挙げるとすると、消防団の採択率が下がっ

てくるというようなことも懸念されております。

少年消防クラブの資機材等の助成を受ける際に

は、単独で申請するほうが得策かなと原課では

考えておるところでございます。 

  以上です。 

１５番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

佐藤卓也議長 髙橋富美子議員。 

１５番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。 

  先ほど、防災士を取得されている年齢、最年

少が７歳と伺いました。３回挑戦してというこ

とで、私たちも防災士の取得をしたのですけれ

ども本当に分厚いテキストを隅から隅まで読ん

で受験したわけです。まだまだ防災士を取得さ

れている方が少ないと思われます。まして、年

齢の低い方の取得はまだまだのようですので、

新庄市においても、そういった小中学生の皆様

にも啓蒙とかできるようにお願いしたいと思い

ます。 

  以上で一般質問を終わります。 

  さて、このたび役職定年及び定年を迎えられ

る皆様へ、本当にこれまで大変にお疲れさまで

した。 

  人生100年時代と言われる今、これからの

日々が皆様にとって心身ともに充実したすばら

しい時間となりますことを祈念いたします。本

当にありがとうございました。 

佐藤卓也議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日３月10日から18日
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まで休会したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を３月10日から18日まで休

会し、３月19日午前10時から本会議を再開いた

しますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後１時４７分 散会 
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令和８年３月定例会会議録（第５号） 

 

 

令和８年３月１９日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 山 科 春 美 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ４番   鈴  木  啓  太  議員     ５番   坂  本  健 太 郎  議員 

  ６番   田  中     功  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   鈴  木  法  学  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   今  田  浩  徳  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  副 市 長 石 山 健 一 

総 務 課 長 小 関   孝  総 合 政 策 課 長 鈴 木 則 勝 

財 政 課 長 川 又 秀 昭  税 務 課 長 小 関 紀 夫 

防災危機管理課長 柏 倉 敏 彦  市 民 課 長 髙 橋 智 江 

環境エネルギー課長 井 上   徹  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 大 野 智 子 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 土 屋 智 史  健 康 課 長 佐 藤 朋 子 

農 林 課 長 大 江   周  商 工 観 光 課 長 髙 橋   潤 

都 市 整 備 課 長 髙 橋   学  上 下 水 道 課 長 阿 部 和 也 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 杉 澤 直 彦  教 育 長 津 田   浩 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 伊 藤 リ カ  学 校 教 育 課 

学 校 教 育 主 査 三 原   恵 

社 会 教 育 課 長 岸     聡  監 査 委 員 須 田 泰 博 
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監 査 委 員 
事 務 局 長 井 上 利 夫  選挙管理委員会 

委 員 長 武 田 清 治 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 長 沼 俊 司  農 業 委 員 会 

会 長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 今 田   新    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  議 会 総 務 主 査 伊 藤 幸 枝 

主 事 小 野 一 樹  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 （第５号） 

令和８年３月１９日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

   （予算特別委員長報告、採決） 

日程第 １ 議案第８号令和８年度新庄市一般会計予算 

日程第 ２ 議案第９号令和８年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 ３ 議案第１０号令和８年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第 ４ 議案第１１号令和８年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第 ５ 議案第１２号令和８年度新庄市水道事業会計予算 

日程第 ６ 議案第１３号令和８年度新庄市下水道事業会計予算 

 

   （総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 ７ 議案第１８号新庄市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ８ 議案第１９号地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

について 

日程第 ９ 議案第２０号金山町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１０ 議案第２１号最上町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１１ 議案第２２号舟形町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１２ 議案第２３号真室川町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１３ 議案第２４号大蔵村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１４ 議案第２５号鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１５ 議案第２６号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１６ 議案第２７号字の区域の変更について 

 

   （産業厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第１７ 議案第２８号新庄市手数料条例の一部を改正する条例について 

日程第１８ 議案第２９号新庄市保育所設置条例の一部を改正する条例について 
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日程第１９ 議案第３０号新庄市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 

日程第２０ 議案第３１号新庄市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について 

日程第２１ 議案第３２号新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する条例を廃止する条例につ

いて 

日程第２２ 議案第３３号新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 

日程第２３ 議案第３４号新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 

日程第２４ 令和７年請願第５号道路復旧工事についての請願 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第５号）のほか 

日程第２５ 議案第３５号財産の処分について 

日程第２６ 閉会中の継続調査申し出について 
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開      議 

 

 

佐藤卓也議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  なお、学校教育課長が欠席のため、学校教育

課より三原 恵学校教育主査が出席しておりま

すので御了承願います。 

  それでは、本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第５号）によって進めます。 

 

 

予算特別委員長報告 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１議案第８号令和８年度新

庄市一般会計予算から日程第６議案第13号令和

８年度新庄市下水道事業会計予算までの議案計

６件を一括議題といたします。 

  本件に関し予算特別委員長の報告を求めます。 

  予算特別委員長鈴木法学議員。 

   （鈴木法学予算特別委員長登壇） 

鈴木法学予算特別委員長 おはようございます。 

  私から、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告いたします。 

  なお、予算特別委員会は全議員をもって構成

されておりますので、要点のみの御報告とさせ

ていただきます。 

  予算特別委員会に付託された案件は、議案第

８号令和８年度新庄市一般会計予算から議案第

13号令和８年度新庄市下水道事業会計予算まで

の計６件であります。予算特別委員会は、３月

12日、13日、16日の３日間にわたり活発な議論

の下に慎重な審査が行われたところであります。 

  初めに、議案第８号令和８年度新庄市一般会

計予算につきましては、各委員より数多くの質

疑があり、活発な議論が交わされました。 

  その後、原案についての討論に入り、佐藤悦

子委員より反対の討論、鈴木啓太委員より賛成

の討論があり、採決の結果、賛成多数で原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第11号令和８年度新庄市後期高齢

者医療事業特別会計予算につきましては、質疑

の後、討論はなく、採決の結果、賛成多数で原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第９号令和８年度新庄市国民健康

保険事業特別会計予算、議案第10号令和８年度

新庄市介護保険事業特別会計予算、議案第12号

令和８年度新庄市水道事業会計予算、議案第13

号令和８年度新庄市下水道事業会計予算の議案

４件につきましては、質疑の後、討論はなく、

採決の結果、全員異議なく、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  以上、付託されました議案６件の予算特別委

員会における審査の経過と結果についての報告

といたします。 

  議長よりよろしくお取り計らいくださいます

ようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  予算特別委員会は全議員をもって構成されて

おり、質疑、討論は終わっておりますので、直

ちに採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  初めに、委員長報告のうち、質疑、討論があ

り、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと

した議案１件について採決いたします。 

  議案第８号令和８年度新庄市一般会計予算に

ついて、委員長報告のとおり決することに賛成

の議員は賛成のボタンを、反対の議員は反対の

ボタンを押してください。 
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   （電子表決） 

佐藤卓也議長 それでは、締め切ります。 

  投票の結果は、賛成15票、反対１票、賛成多

数であります。よって、議案第８号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑の後、討論は

なく、採決の結果、賛成多数で可決すべきもの

とした議案１件について採決いたします。 

  議案第11号令和８年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の議員は賛成のボタンを、

反対の議員は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

佐藤卓也議長 それでは、締め切ります。 

  投票の結果は、賛成15票、反対１票、賛成多

数であります。よって、議案第11号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑の後、討論は

なく、採決の結果、全員異議なく可決すべきも

のとした議案第９号令和８年度新庄市国民健康

保険事業特別会計予算、議案第10号令和８年度

新庄市介護保険事業特別会計予算、議案第12号

令和８年度新庄市水道事業会計予算、議案第13

号令和８年度新庄市下水道事業会計予算の議案

４件について、委員長報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第９号、議案第10号、議案第12号及び議案

第13号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

佐藤卓也議長 日程第７議案第18号新庄市一般職

の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例についてから、日程第16議案第27号字の区域

の変更についてまでの10件を一括議題といたし

ます。 

  本件に関し総務文教常任委員長の報告を求め

ます。 

  総務文教常任委員長山科正仁議員。 

   （山科正仁総務文教常任委員長登壇） 

山科正仁総務文教常任委員長 皆さん、おはよう

ございます。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告を申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は議案10件で

あります。審査のために、３月10日午前10時よ

り議員協議会室において委員７名出席の下に審

査を行いました。 

  初めに、議案第18号新庄市一般職の職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例について

は、総務課職員の出席を求め、補足説明を受け

た後に審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、通勤手当について片

道80キロ以上に該当する職員は何名いるのかと

いった質疑があり、総務課からは、会計年度任

用職員１名が該当するとの説明がありました。 

  また、ほかの委員からは、駐車料金の負担に

ついては来年度どのぐらいの予算規模になるの

かといった質問があり、総務課からは、影響額

としては最大で648万円を見込んでいるとの説

明がありました。 

  その後、採決の結果、全員異議なく可決すべ

きものと決しました。 

  次に、議案第19号地方自治法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例については、総務課職員から補足説明を受け

た後に審査を行いました。質疑は特になく、採

決の結果、全員異議なく可決すべきものと決し

ました。 

  次に、議案第20号金山町との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更について、議案

第21号最上町との新庄最上定住自立圏の形成に
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関する協定の変更について、議案第22号舟形町

との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の

変更について、議案第23号真室川町との新庄最

上定住自立圏の形成に関する協定の変更につい

て、議案第24号大蔵村との新庄最上定住自立圏

の形成に関する協定の変更について、議案第25

号鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関す

る協定の変更について、最後に、議案第26号戸

沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協

定の変更についての議案７件は、総合政策課職

員の出席を求め、補足説明を受けた後に審査を

行いました。 

  審査に入り、委員より、認可外保育施設への

支援内容は今後どうなるのかといった質疑があ

り、総合政策課からは、利用した市町村の人数

に応じて補助金の額を割り振りしていたが、子

供の数が減り、待機児童発生もしておらず、施

設自体も運営していない状況であるとの説明が

ありました。 

  また、ほかの委員からは、定住自立圏構想の

成果、それから評価はどのように行っているか

との質疑があり、総合政策課からは、市だけで

なく圏域全体で評価の仕方について工夫してい

きたいとの説明がありました。 

  また、定住自立圏構想の成果について最上圏

域の人に知らせる必要があるのではないかとの

質疑があり、総合政策課からは、５年ごとの計

画策定時などで広報できるように考えていきた

いとの説明がありました。 

  その後、採決の結果、議案第20号から議案第

26号の７件については、全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第27号字の区域の変更については、

税務課職員の出席を求め、補足説明を受けた後

に審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、売却予定の国有林に

ついて、売却先での使用目的、住民への説明が

あったか聞いているかとの質疑があり、税務課

からは、送電線の鉄塔建設予定で、地域住民に

も各戸へ説明、資料を配付したと聞いていると

の説明がありました。 

  その他、委員より質疑はなく、採決の結果、

全員異議なく可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務文教常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての御報告を

終わります。 

  よろしくお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対して質疑に入ります。 

  初めに、議案第18号新庄市一般職の職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例について

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第18号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第18号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第19号地方自治法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 



- 187 - 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第19号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第19号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第20号金山町との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更についてから議

案第26号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成

に関する協定の変更についてまでは関連があり

ますので、一括して質疑を行い、質疑の後にそ

れぞれの議案について討論、採決を行います。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより議案第20号金山町との新庄最上定住

自立圏の形成に関する協定の変更について討論

に入ります。ただいまのところ討論の通告はあ

りません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第20号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第20号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第21号最上町との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更について討論に

入ります。ただいまのところ討論の通告はあり

ません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第21号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第21号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第22号舟形町との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更について討論に

入ります。ただいまのところ討論の通告はあり

ません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第22号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第22号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 
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  次に、議案第23号真室川町との新庄最上定住

自立圏の形成に関する協定の変更について討論

に入ります。ただいまのところ討論の通告はあ

りません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第23号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第23号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第24号大蔵村との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更について討論に

入ります。ただいまのところ討論の通告はあり

ません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第24号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第24号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第25号鮭川村との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更について討論に

入ります。ただいまのところ討論の通告はあり

ません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第25号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第25号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第26号戸沢村との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更について討論に

入ります。ただいまのところ討論の通告はあり

ません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第26号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第26号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第27号字の区域の変更について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第27号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第27号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

佐藤卓也議長 日程第17議案第28号新庄市手数料

条例の一部を改正する条例についてから、日程

第24令和７年請願第５号道路復旧工事について

の請願までの８件を一括議題といたします。 

  本件に関し産業厚生常任委員長の報告を求め

ます。 

  産業厚生常任委員長辺見孝太議員。 

   （辺見孝太産業厚生常任委員長登壇） 

辺見孝太産業厚生常任委員長 おはようございま

す。 

  私から、産業厚生常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案７件

です。審査のため、３月11日午前10時より、議

員協議会室において委員８名出席の下、審査を

行いました。 

  初めに、議案第33号新庄市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例については、都市整備

課職員の出席を求め、補足説明を受けた後、審

査を行いました。 

  審査に入り、委員から、現在水素ステーショ

ン等を設置する計画はあるかとの質疑がありま

した。都市整備課からは、設置する計画は、市、

民間ともに今現在はないとの説明がありました。 

  その他、質疑はなく、採決の結果、議案第33

号については、全員異議なく原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  続いて、議案第28号新庄市手数料条例の一部

を改正する条例については、市民課職員の出席

を求め、補足説明を受けた後、審査を行いまし

た。 

  審査に入り、委員から、300円から10円にし

た場合の収入の減額見込みについてとの質疑が

ありました。市民課からは、419万円ほどの歳

入の減額を見込んでいるとの説明がありました。 

  また、別の委員からは、２年目となると10円

というお得感だけでいいのか。100円でも取得

する人は取得する。費用対効果はいかがかとの

質疑がありました。市民課からは、費用対効果

などを考えれば、差があることはそのとおりで

あるが、10円で取得できると周知することでイ

ンパクトがあり、コンビニ交付の利用率向上に

もつながるため、妥当な料金と捉えていると説

明がありました。 

  そのほか、コンビニ交付の利用率について、

マイナンバーカードの普及率についての質疑、

行政サービス向上の一環として、１年間でなく、

もう少し長い期間続けられないかとの意見等が

ありましたが、採決の結果、議案第28号につい

ては、全員異議なく原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

  続いて、議案第29号から議案第31号までの議

案３件は、子育て推進課の出席を求め、審査を

行いました。 

  議案第29号新庄市保育所設置条例の一部を改

正する条例について、補足説明を受けた後、審

査を行いました。 

  審査に入り、委員から、保育所の定員数につ

いて、条例で定めず、別の形で提示するのかと
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の質疑がありました。子育て推進課からは、条

例で規定した定員と実際の利用定員と乖離が生

じているため、民間立保育園等の利用定員等も

加味しながら、毎年度利用定員を決め、入所案

内等で周知する形としたいとの説明がありまし

た。 

  ほかに質疑はなく、採決の結果、議案第29号

については、全員異議なく原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  続いて、議案第30号新庄市乳児等通園支援事

業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例について、補足説明を受け

た後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第30号については、全員異議なく原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第31号新庄市特定乳児等通園支

援事業の運営に関する基準を定める条例につい

て、補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第31号については、全員異議なく原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第32号新庄市農村環境改善セン

ター設置及び管理に関する条例を廃止する条例

については、農林課職員の出席を求め、補足説

明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員から、令和５年度積算した

多目的ホールのみの解体工事費と今回積算した

全体の解体工事費の差額についての質疑があり

ましたが、採決の結果、議案第32号については、

全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  続いて、議案第34号新庄市水道給水条例の一

部を改正する条例については、上下水道課職員

の出席を求め、補足説明を受けた後、審査を行

いました。 

  審査に入り、委員から、４か月間基本料金が

ゼロ円となることに伴う水道料金の減額見込み

についての質疑がありました。上下水道課から

は、１か月当たり2,000万円ほどで、４か月で

8,000万円ほどの減額を見込んでいるとの説明

がありました。 

  ほかに質疑はなく、採決の結果議案第34号に

ついては、全員異議なく原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  最後に、令和７年請願第５号道路復旧工事に

ついての請願は、都市整備課職員の出席を求め、

審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、災害という観点か

ら、関係各課と対策を練ることが最も重要と思

うが、協議は行ったのかとの質疑がありました。

都市整備課からは、関係する様々な課と協議を

重ねて全体で検討してきた経過がある。今現在

もお手伝い等できないか調整をしている状況で

あると説明がありました。 

  ほかの委員からは、通常の２分の１の補助で

はない災害特例のような考え方も検討していく

という話もあるが、請願の件は２年もたってお

り、いまだに困っているため、柔軟に検討でき

ないかとの意見がありました。 

  ほかの委員からは、市民の多くの思いがこも

った請願だと思う。市としても令和８年度の主

要事業で、末広町東山地区の解析調査を実施す

ると記載もあった。災害時の法定外公共物の復

旧については、条例をすぐには変えられないと

思うが、解析調査を市が実施するとのことなの

で、根本原因を探っていただき、これから起き

ないようにしていただきたいとの意見がありま

した。 

  ほかの委員からは、前回、新潟県の災害特例

等の御提案をし、内部でも調整中と伺った。今

回の被害は日常の劣化による修繕的なものなの

か、それとも水害によって人や生活に被害が出

ている場合の災害なのかで議論が大きく分かれ

ると思う。この請願は災害という区分で対応し

ていくべきではないかとの意見がありました。 
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  ほかの委員からは、困っている方々がいると

いうことは皆御承知のとおりだし、何とか取り

組んでいきたいという思いは皆一緒だと思う。

ただ、担当課からの説明の中でも、現状の条例

の中では対応しかねる部分もあり、検討してい

る中で方向性を決めかねている状況でもあるの

で、もう少し継続して審査していく方法がよい

と思うとの意見がありました。 

  また、ほかの委員からは、大雨によって市が

管理する矢目田川が越水したことで舗装がめく

れたため、法定外公共物の舗装復旧に関係する

と思う。矢目田川の管理者は市であるので、市

で考えていただくということを委員会として採

択するような方法ができないかという意見があ

りました。 

  また、ほかの委員からは、今回は明らかに災

害であることは変わらない。この請願は一番困

っている市民が手を挙げて何とかしてくれと申

し上げているわけだから、法定外公共物の取扱

いに持っていくことがおかしいと考える。市民

の声を聞いて行政に反映させることが市議会議

員の一番の役目、継続ではなく、請願を採択し、

判断を行政側に求めるべきとの意見がありまし

た。 

  その後も議員間で討議がされ、継続審査とす

るべきといった意見がありましたが、賛成少数

のため、採決した結果、令和７年請願第５号に

ついては、賛成多数により不採択の上、執行機

関に送付し、その処理の経過及び結果の報告を

請求すべきものと決しました。 

  以上で、産業厚生常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての報告を終

わります。 

  よろしくお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 それでは、ただいまの産業厚生常

任委員長の報告に対し質疑に入ります。 

  初めに、議案第28号新庄市手数料条例の一部

を改正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第28号は委員長報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第28号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第29号新庄市保育所設置条例の一

部を改正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第29号は委員長報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第29号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 
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  次に、議案第30号新庄市乳児等通園支援事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第30号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第30号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第31号新庄市特定乳児等通園支援

事業の運営に関する基準を定める条例について

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第31号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第31号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第32号新庄市農村環境改善センタ

ー設置及び管理に関する条例を廃止する条例に

ついて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第32号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第32号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第33号新庄市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例について質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第33号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第33号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第34号新庄市水道給水条例の一部

を改正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第34号は、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第34号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、令和７年請願第５号道路復旧工事につ

いての請願について質疑ありませんか。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） この請願は12月出され

た請願の継続審査と思っています。その内容を

拝見いたしますと、この請願事項の中で、末広

町３区の市有地の道路の災害復旧工事を市の責

任で行ってくださいというようなことなんです

ね。この市有地というのは、底地が市有地で、

私は現在法定外の道路かなと、私は思っていま

すけれども、その中で、趣旨の全文は読みませ

んけれども、趣旨の中で、住民の負担は莫大で

負担ができないという方が多数ですとございま

すけれども、この莫大な経費というのはいかほ

どか、また、この受益者負担となりますか、そ

の方々の戸数ですかね、その辺の議論は、委員

会の中で、金額とか戸数というのを示されて議

論なされたのか、まずお聞きしたいと思います。 

辺見孝太産業厚生常任委員長 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 産業厚生常任委員長辺見孝太議員。 

辺見孝太産業厚生常任委員長 ３月定例会の審査

の中では、具体的な経費の金額であったり、世

帯数ということの質疑は行っておりません。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） そうすると、莫大な金

額というのも議論がなされなかったし、受益者

が何件だというようなことは、格別議論として

は出なかったということでよろしいでしょうか。 

辺見孝太産業厚生常任委員長 議長、辺見孝太。 

佐藤卓也議長 産業厚生常任委員長辺見孝太議員。 

辺見孝太産業厚生常任委員長 委員会の審査の質

疑においてはありませんでした。（「分かりまし

た」の声あり） 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

１０番（渡部正七議員） 議長、渡部正七。 

佐藤卓也議長 佐藤議員は賛成ですか、反対です

か。（「賛成です」の声あり） 

  渡部議員は賛成ですか、反対ですか。（「反対

です」の声あり） 

  原案に反対討論として、渡部正七議員。 
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   （１０番渡部正七議員登壇） 

１０番（渡部正七議員） おはようございます。 

  令和７年請願第５号道路復旧工事についての

請願について、反対の立場から討論を行います。 

  まず初めに、このたび災害により被害を受け

られた地域の皆様に対し、心よりお見舞いを申

し上げます。日常生活に影響が生じていること

については十分に理解するところであり、一日

も早い復旧が望まれるものであります。 

  また、本請願に対して、259名もの賛同署名

が寄せられており、地域の皆様の切実な思いが

示されているものと受け止めております。本請

願と同様の内容については、区長と市長のまち

づくり会議において、末広町３区から市政への

意見として提出されており、これに対する新庄

市としての考え方も既に示されているところで

あります。 

  本市においては、生活道路等の修繕について、

行政が補助する制度が設けられており、これま

で多くの地域において、同制度を活用しながら

対応が図られてきました。 

  こうした制度運用の経過を踏まえると、個別

の案件について、特例的に全額公費で対応する

ことは、これまで制度の下で対応してきた他地

域との公平性の観点からも、慎重であるべきと

考えます。 

  また、議会としては、個別の事情のみで判断

するのではなく、本市全体の制度運用や、これ

までの事例との整合性という観点から判断する

ことも重要であります。 

  これまで、法定外公共物の維持管理の事例を

踏まえると、今回の請願の趣旨をそのまま認め

ることは慎重であるべきと考えます。 

  一方で、災害により生活道路が被害を受けた

場合の対応については、現行制度の在り方も含

め、今後の制度運用の中で検討されるべき点が

あるのではないかと考えます。災害時の対応に

ついて、より適切な仕組みについては、今後行

政において検討がなされることを期待するもの

であります。 

  以上の理由により、本請願の採択には賛成で

きないことを申し上げ、反対討論といたします。 

佐藤卓也議長 原案に賛成討論として、佐藤悦子

議員。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 請願に賛成する立場か

ら討論を行います。 

  新庄市金沢のこの付近は、升形川と指首野川

が合流、近接する氾濫リスクの高いエリアであ

り、2024年、令和６年７月の記録的大雨でも浸

水被害が発生しました。 

  この場所での道路損壊について、市に再舗装

を求めるための具体的な法的、行政的根拠はあ

ると思います。 

  まず第１に、原因者施工として請求できると

思います。金沢地区の升形川付近は、平成４年

度に大規模な改良工事が行われましたが、近年

の豪雨で浸水が繰り返されています。新庄市の

管理責任として、升形川の護岸や排水機能が不

十分だったために氾濫が起き、その結果、道路

が壊れたのです。それは、公の営造物の設置・

管理の瑕疵（国家賠償法第２条）に当たります。 

  復旧の考え方として、住民の要望で、新しく

舗装をするのではなくて、市が工作物として、

矢目田川が、市の工作物は矢目田川ですが、原

因で壊された財産の復旧であります。全額市の

負担（原因者負担）での施行を求める正当性が

あると思います。 

  ２番目に、不特定多数の利用される道路だと

いうことです。この道路は、単なる私道ではあ

りません。近隣住民以外も通る実質的な公共道

路であります。それは請願者が、請願者の名前

を見ても、また、署名がたくさん集まったこと

でも表れております。そして、現在、この道路

は、特定多数の多くの車が往来することで、道

路がまたへこんでしまいまして、段差ができま



- 195 - 

した。そして、大型が通るたび、ガタンガタン

大きな音がすると、住民が今おっしゃっていま

す。一日も早く舗装して復旧してほしいと住民

が切実に今も願っております。 

  このように不特定多数が通る道であれば、市

には通行の安全を確保する義務があります。放

置することは、管理不全を問われるリスクにな

ると思います。 

  そして、現在、新庄市は、令和６年７月の豪

雨の災害復旧事業を急ピッチで進めております。

そしてまた、様々な担当課で、委員会でのお話

でもありましたが、お手伝いできないかと検討

しているというお話もありました。議員として

進めるよう、これを採択することで、この行政

の担当者の後押しになることは間違いありませ

ん。議会として採択し、判断を行政に求めるべ

きだと思います。 

  以上です。賛成討論を終わります。 

佐藤卓也議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  令和７年請願第５号は反対討論が出ておりま

すので、表決システムにより採決を行います。 

  令和７年請願第５号について、委員長報告の

とおり採択することに賛成の議員は賛成のボタ

ンを、反対の議員は反対のボタンを押してくだ

さい。 

   （電子表決） 

佐藤卓也議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成７票、反対９票、賛成少

数であります。よって、令和７年請願第５号は

不採択とすることに決しました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１０時５８分 休憩 

     午前１１時０８分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時０９分 休憩 

     午前１１時１６分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日 程 の 追 加 

 

 

佐藤卓也議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長山科正仁議員。 

   （山科正仁議会運営委員長登壇） 

山科正仁議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について御報告

申し上げます。 

  本日午前11時10分から議会運営委員６名出席

の下、議会運営委員会を開催し、本日の本会議

における議事日程の追加について協議したとこ

ろであります。 

  協議の結果、議案第35号財産の処分について

の議案１件及び閉会中の継続調査申し出につい

てを本日の議事日程に追加することといたしま

した。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての御報告といたします。 

  よろしくお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま議会運営委員長から報告

がありました議案１件及び閉会中の継続調査申

し出についてを本日の議事日程に追加すること

に御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案１件及び閉会中の継続調査申し出について

を本日の議事日程に追加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため、暫時休憩

いたします。 

 

     午前１１時１８分 休憩 

     午前１１時１９分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２５議案第３５号財産の処

分について 

 

 

佐藤卓也議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第25号議案第35号財産の処分についてを

議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第35号財産の処分についての

御説明を申し上げます。 

  本案は、新庄市中核工業団地の土地の売却を

するため、議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例第３条の規定によ

り議会の議決を求めるものであります。 

  売却する資産は、新庄中核工業団地Ｊ－２－

14区画の7,181.73平方メートルであります。 

  当該土地につきましては、本年１月29日に市

有地売払いの公告を行ったところ、複数の企業

から購入希望が寄せられたことから、去る２月

19日に一般競争入札を実施いたしました。 

  入札には３者が参加し、最も高い価格を提示

した企業に売却することになりました。 

  売却予定価格は5,220万円で、売却の相手方

は協和木材株式会社であります。 

  以上、御審議いただき、御可決賜りますよう

お願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました議案第

35号は、会議規則第37条第３項の規定により委

員会の付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第35号は委員会の付託を省略することに決

しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第35号は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第35号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２６閉会中の継続調査申し

出について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第26閉会中の継続調査申し出

についてを議題といたします。 

  各常任委員会及び議会運営委員会の活動につ
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いて、各委員長より閉会中の継続調査の申出が

ありますので、申出のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の継続調査については、各委

員長の申出のとおり決しました。 

 

 

閉      会 

 

 

佐藤卓也議長 ここで市長より御挨拶があります。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 令和７年度の３月議会を閉会する

に当たりまして、一言御挨拶申し上げます。 

  まずは、私ども御提案申し上げました議案に

対して全て御承認をいただきましたことに、改

めて感謝を申し上げます。 

  速やかなる予算執行をして、市民生活の安定、

さらには幸せのために尽くしてまいりますので、

よろしく御指導お願いします。 

  今回の令和８年度の新年度予算につきまして

は、私自身３度目となる予算の編成作業でござ

いました。特に皆さんとお約束していますとお

りに、持続可能な本市の運営、そして、さらな

る発展、そして、市民の幸せというふうなこと

を前提に予算を計上させていただきました。 

  特に人口減少対策は課題でありますし、それ

と、現在発生しております国際情勢の不安定化

による、エネルギー価格の高騰、そして、人手

不足というふうなことも併せて、この範囲内で

しっかりと新庄市としてやらなければならない

こと、できること、さらには、国、県と連携し

なければならないことをしっかりとすみ分けを

しながらも、しっかりと皆さんと共に、この市

の発展のために尽力してまいりたいと思います

ので、よろしく御指導と御協力を改めてお願い

するところでございます。 

  本当に来年度に向けて尽くしてまいりますの

で、御指導を改めてお願い申し上げまして、私

からのお礼の言葉とさせていただきます。どう

もありがとうございました。 

佐藤卓也議長 以上をもちまして、令和８年３月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会いたします。 

 

     午前１１時２５分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  佐 藤 卓 也 

 

   会議録署名議員  鈴 木 法 学 

 

    〃    〃   新 田 道 尋 

 


